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大会概要
すべての人が住み慣れた地域で自分らしく生活できる「地域共生社会の実現」に向けた取組を

進めるため、平成30年から開催されています。
地域福祉やまちづくりを推進する関係者等によるパネルディスカッションや課題別の分科会等

により、地域共生社会への取組事例を共有し理解を深め、今、そしてこれからの地域共生社会の
推進について考える機会とします。

主 催
福井県敦賀市

主 管
第4回地域共生社会推進全国サミットinつるが実行委員会

後 援
公益社団法人 日本医師会、公益社団法人 日本歯科医師会、公益社団法人 日本薬剤師会、
社会福祉法人 全国社会福祉協議会、公益社団法人 全国老人福祉施設協議会、
公益社団法人 日本社会福祉士会、一般社団法人 日本介護支援専門員協会、
公益社団法人 日本介護福祉士会、認定NPO法人 市民福祉団体全国協議会、福井県

協 力
厚生労働省近畿厚生局

大会シンボル

こころの向
は な か ん む り

日葵冠
この冠は、地域共生社会推進全国サミットの

大会シンボルとして、開催地の自治体に引き継
がれているものです。

曲木で心のつながりと太陽を表現したこの冠
は、「みんなのひとつにつながるこころが新し
い時代を明るく照らす希望の光になるように」
との願いが込められ、太陽の花とも呼ばれる向
日葵の花冠からその名がつけられています。

第４回地域共生社会推進全国サミット in つるが

ぬくもりをつなぎ、支え合い、共に生きる
～ 人道の港　敦賀から全国へ ～
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タイムスケジュール

大会2日目　令和4年11月18日（金）
時間 内容 会場 テーマ 出演者 （敬称略・順不同）

10:00
〜11:30

分科会A プラザ萬象
大ホール

『認知症にやさしい
まちづくり』

【コ�ーディネーター】 奥西 栄介 （公立大学法人福井県立大学 
看護福祉学部 社会福祉学科　教授）

【パネリスト】 玉井　 顯 （医療法人 敦賀温泉病院　理事長）
【パ�ネリスト】 鈴木 森夫 （公益社団法人 認知症の人と家族の会　

代表理事）
【パ�ネリスト】 伊久美 佳代 （静岡県藤枝市　健康福祉部　地域

包括ケア推進課長）
【オ�ブザーバー】 和田 幸典 （厚生労働省　老健局　認知症施策・ 

地域介護推進課　認知症総合戦略企画官）

分科会B きらめきみなと館
小ホール

『地域で子どもを育む
まちづくり』

【コ�ーディネーター】 湯浅　誠 （認定NPO法人 全国こども 
食堂支援センター・むすびえ　理事長）

【パネリスト】 渕上 桃子 （団欒長屋プロジェクト　代表）
【パ�ネリスト】 松田 妙子 （NPO法人 せたがや子育てネット　

代表理事）
【パネリスト】 荒巻　 仁 （NPO法人 パパジャングル　理事長）
【オ�ブザーバー】 河村 のり子 （厚生労働省　子ども家庭局 

家庭福祉課長）

分科会C あいあいプラザ
あいあいホール

『地域コミュニティを
活かしたまちづくり』

【コ�ーディネーター】 長浜 洋二 （モジョコンサルティング合同
会社　代表）

【パネリスト】 山本 耕一郎 （八戸市中心街 まちぐみ　組長）
【パネリスト】 領家　 誠 （奈良県生駒市　地域活力創生部長）
【パネリスト】 伊原　 隆 （福井県敦賀市　粟野公民館長）
【オ�ブザーバー】 西岡　 隆 （前内閣官房デジタル田園都市国家

構想実現会議事務局　参事官）

13:00
〜13:45 分科会報告 プラザ萬象

大ホール

奥西 栄介 （分科会A　コーディネーター）
湯浅　 誠 （分科会B　コーディネーター）
長浜 洋二 （分科会C　コーディネーター）

13:45
〜14:15 引 継 式 同上 渕上 隆信 （福井県敦賀市長）

太田 稔彦 （愛知県豊田市長）

14:30
〜16:00 特別講演 同上 『人生は夢と情熱』 大和田 伸也 （俳優、敦賀市出身）

16:00 閉　　会

大会1日目　令和4年11月17日（木）
時間 内容 会場 テーマ 出演者（敬称略・順不同）

13:00
〜13:10 オープニング プラザ萬象

大ホール 『リトアニア民族楽器演奏』 ジェミーナ・トリンクナイテ
山崎 裕子

13:15
〜13:45 開 会 式 同上

主催者挨拶

来賓祝辞
厚生労働大臣
福井県知事
敦賀市議会議長

13:45
〜14:45 基調講演 同上 『人口減少と地域共生

社会』 山崎 史郎 （内閣官房参与）

14:55
〜16:15

パネル
ディスカッション 同上

『全ての人が生き生きと暮
らせるまちに〜 SDGs（持
続可能な開発目標）と地域
共生社会〜』

【コーディネーター】 永田　 祐 （同志社大学　社会学部　教授）
【パネリスト】 堀田　 力 （公益財団法人 さわやか福祉財団　会長）
【パネリスト】 田河内 伸平 （株式会社 タニシ企画印刷　代表取締役）
【パネリスト】 川又 竹男 （厚生労働省　社会・援護局長）

16:20
〜16:30 アトラクション 同上 『つるが元気体操』 つるが元気体操の会

16:30
〜17:10

敦賀市の
事例発表 同上

『認知症ほっとけんまち
敦賀』

小�出 貴則 （株式会社 福井銀行　リスク統括グループ 
コンプライアンス統括チーム　チームリーダー）

石丸 裕江 （敦賀市　福祉保健部　長寿健康課長）

『農福連携サポート事業』
野�添 真由 （社会福祉法人 社会福祉事業団　ワークサポート 

陽だまり　所長補佐）
合田 充伸 （敦賀市　産業経済部　農林水産振興課長補佐）

『地域防災マップ作成』 鈴木 一良 （敦賀市　市民生活部　危機管理対策課長）

18:00
〜20:00 交 流 会 きらめきみなと館

イベントホール
すこっぷサウンズによる 
スコップ三味線の披露など
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皆様、こんにちは。ご紹介いただきました、敦
賀市長の渕上でございます。

今ほどは、ジェミーナ・トリンクナイテ様、そ
して山崎裕子様に素敵なカンクレスの演奏をして
いただき、誠にありがとうございました。

さて、ようこそ敦賀市にお越しいただきました。
心から歓迎いたします。新型コロナウイルス感染
症の拡大により3年ぶりの現地開催でございます。

「第4回地域共生社会推進全国サミットinつるが」
にたくさんの方にお越しいただき、こうして開催
できますことを感無量で喜んでおります。

そして、本日はお忙しい中、福井県知事杉本達
治様をはじめ、たくさんのご来賓の方においでい
ただきました。誠にありがとうございます。本サ
ミットには、内閣官房参与の山崎史郎様をお迎え
しまして、基調講演をしていただくことになって
おります。ミスター介護保険と呼ばれており、た
くさんの御著書があります。そして、先ほどのカ
ンクレスの演奏には、奥様に活躍していただき、
花を添えていただきました。誠にありがとうござ
います。

さらに、地元敦賀温泉病院の玉井顯先生には本
サミットを敦賀市で開催するに当たり格別のご尽
力を賜りました。本当にありがとうございました。

さて、本市にあります敦賀港は、1920年代に
はロシアの革命によりシベリア平原に残された孤
児たちを迎え、また1940年代には杉原千畝の命

のビザを持ったユダヤ難民の方たちが上陸した唯
一の港でございます。そのことから、敦賀港は人
道の港とも呼ばれております。当時の敦賀市民の
皆様方は、孤児や難民に対しまして、りんごなど
の果物を差し上げたり、また銭湯を無料開放した
という史実が残されております。100年前の危機
的な状態に対して、他人事ではなく、我が事と捉
えたというところが素晴らしいと思いますし、ま
たこれが100年前の歴史ではなく、今後の地域共
生社会への大きなヒントにつながっていくのでは
ないかと感じているところでございます。

当時の人々が彼らを受け入れた際のやさしさや、
ぬくもりを将来につなぎ、敦賀から全国へ地域共
生社会の取組を発信していくという思いで、本サ
ミットのメインテーマを「ぬくもりをつなぎ、支
え合い、共に生きる～人道の港　敦賀から全国へ
～」としました。

現在、我が国は少子高齢化による人口減少社会
の到来や核家族の増加、単身世帯の増加などによ
り社会構造が大きく変化しております。この社会
構造の変化に伴い、家庭や地域における支え合い
が脆弱化しているのではないかと感じている次第
です。そのような中で地方自治体を始め、地域の
団体や様々な関係者が活動することで、ぬくもり
ややさしさを感じられる社会ができたらいいと思
っております。いろいろな方たちが参加して取り
組むことで、ぬくもりをつなぎ広げていける、そ
のような社会の実現を目指していきたいと考えて
おります。

本日と明日の二日間、サミットを開催してまい
りますが、このサミットにおきまして活発な議論
がなされ、ぬくもりややさしさが大きく広がって
いくことを期待する次第でございます。

そして、本日来られたときに入り口でご覧になっ
たかもしれませんが、生命のメッセージ展も同時
に開催しております。交通事故で亡くなった方々
の遺品を並べ、その思いを伝えるというものです。
命の尊さや生きることの喜び、そして支え合うこ
との大切さをこの2日間、皆様と一緒に考えてい
けたらと思っております。

主催者挨拶
敦賀市長　�渕上　隆信
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最後になりますが、このサミットを開催するに
当たりご協力いただきました関係各位に心から感
謝を申し上げますとともに、本日お集まりの皆様
にとって実り多きサミットになりますこと、また
今後のご活躍を祈念申し上げまして、主催者の挨
拶とさせていただきます。どうか皆様、よろしく
お願いいたします。

厚生労働省社会・援護局地域福祉課地域共生社
会推進室長の米田と申します。本日、加藤厚生労
働大臣は国会に出席しておりまして、こちらに参
ることができませんでした。大臣から祝辞を預
かってまいりましたので、代読をさせていただき
ます。

祝辞、本日「第4回地域共生社会推進全国サミッ
トinつるが」が多くの皆様のご参加のもと盛大
に開催されますことを心からお喜び申し上げます。

また、サミットの主催者である敦賀市をはじめ、
開催に当たり、ご尽力いただいた実行委員会の皆
様方、全国各地で地域共生社会の実現に向けた実
践に勤しんでいる皆様方に対し、心から敬意を表
します。

我が国の社会福祉に目を向けますと、少子高齢
化が急速に進行し、人口減少社会に直面するとと
もに、単身世帯の増加など家族のあり方や地域社
会が変容する中で、個人や世帯の抱える課題が複

来賓祝辞
厚生労働省  社会・援護局 地域福祉課

地域共生社会推進室長　�米田　隆史

雑化、複合化しています。こうした中、各地域に
おいては、制度分野ごとの縦割りや支え手、受け
手という関係を越えた創意工夫ある取組が進め
られています。厚生労働省においても、令和3年
4月から重層的支援体制整備事業を創設し、各市
町村で地域住民の複雑化、複合化した支援ニーズ
に対応する包括的な支援体制の整備を推進してい
ます。ここ敦賀市においても、庁内連携や機関協
働の取組を強化し、令和5年度からの重層的支援
体制整備事業の実施に向けて検討を進めていると
伺っております。このような動きは、私どもとし
ても大変心強く感じております。

引き続き、重層的支援体制整備事業の着実な推
進を初め、自治体における包括的な支援体制の構
築に向けた支援を通じて、子ども、高齢者、障が
い者など全ての人々が地域で暮らし、生きがいを
ともにつくり高め合うことができる地域共生社会
の実現を目指してまいります。

今回のサミットでは「ぬくもりをつなぎ、支え
合い、共に生きる～人道の港　敦賀から全国へ～」
というテーマのとおり、まさに全国から多様な分
野の方々の参加を得て活発な意見交換が行われ、
実りある2日間になるよう期待しています。

最後になりましたが、大会の成功と本日ご参加
いただいている皆様のご健勝ご活躍をお祈りいた
しまして、私の祝辞といたします。

令和4年11月17日　厚生労働大臣　加藤勝信

代読　厚生労働省社会・援護局地域福祉課地域
共生社会推進室長　米田隆史
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みなさん、こんにちは。ご紹介いただきました、
福井県知事の杉本と申します。

本日は「地域共生社会推進全国サミットinつ
るが」が、3年ぶりに盛大にリアルな形で開催さ
れますことを心からお喜びを申し上げます。

また、本日は全国各地域から、福井県敦賀市に
多くの皆様にお越しをいただきました。心から感
謝と歓迎を申し上げます。ようこそおいでくださ
いました。ありがとうございます。

また、このサミットの開催に当たりましては、
地元・敦賀市、それから実行委員会の皆様に大変
お力添えをいただいたところでございます。皆様
方のご労苦に心から敬意と感謝を申し上げる次第
でございます。

さて、今ほどお話がございましたけれども、地
域福祉は大変危機的な状況にあります。人口減少
と高齢化が進む中にあって、高齢者が増えてくる、
そして支える側が減ってくる、このような社会に
なっています。

また、高齢者、障がい者、子どもたちへの福祉
の制度は、徐々に充実していると思うのですけれ
ども、一方で、例えば最近の新型コロナ禍、さら
には物価の高騰は、そういう弱い立場にある方々
に色々な形で影響を及ぼしており、ニーズも大変
複雑化・多様化しているところでございます。

こういう中で、敦賀市を初めとして、全国の各
地においては、例えば今までは受け手と支え手と

来賓祝辞
福井県知事　�杉本　達治

いうように分けてやっていたことを「みんなでで
きることを少しでもやってみよう」、こういう方
向にも動いているわけでございます。

私の母は要介護2の認知症で実家に一人暮らし
しております。兄が近くにいるので、週末は面倒
を見てくれますが、私が毎朝電話をかけて「お薬
飲もうね」とか、「今日は介護のデイサービスの
日だよ」、こういう電話をするんですけれども、
そのときもうちの母は、今のこの歳になった私に
対しても心配をしてくれて、「ちゃんとあなたは
人に会ったら挨拶をしなさい」とか「いいことを
してもらったらお礼をしなさい」、こういうこと
も言ってくれます。とても気持ちが和らぐわけで
ございます。

また、体が不自由で、車椅子は必要だけれども、
技術とかお話とか経験は立派にお持ちの方が、例
えばテレビに出ていらっしゃったり、色々な教室
を開いていただくことも立派な支え合いだと思う
わけでございます。そういった色々な取組を今、
全国でもやっていただいていると思います。

また、先ほど申し上げたニーズの多様化に対し
ましては、皆様から様々な方々への支援をしてい
く、例えば、ニーズの多様化に対しては様々な形
で包括的な支援をしていかなければいけない。総
合支援窓口も福井県を始めとして色々な形で進め
ているところでございます。

本日は、「介護保険制度の生みの親」と言われ
る山崎史郎先生においでいただいて基調講演をい
ただくと伺っております。実は個人的にも大変親
しくて、以前、上司と部下の関係で道州制が当時
流行っていたんですけれども、今はお互い全然違
うことをやっております。本当に福祉のスペシャ
リストでいらっしゃいます。

また、全国各地域から先駆的に取り組んでい
らっしゃる団体の皆様、有識者の皆様にもお越し
いただいており、これからパネルディスカッショ
ンや事例発表、さらには分科会、交流会というこ
とで、色々な知識を身につけていただけると思い
ます。お集まりの皆様方には、ぜひとも今日、ヒ
ントやアイデアを地元にお持ち帰りいただき、新
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しい地域共生社会づくりに活かしていただければ
と思っているところでございます。

結びになりますけれども、このサミットが成功
裏に終わられますこと、また、全国各地域で地域
共生社会の実現が一歩でも二歩でも前に進みます
ことを心からご祈念申し上げまして、私からのご
挨拶とさせていただきます。

本日は誠におめでとうございます。

ご紹介をいただきました、敦賀市議会議長の福
谷でございます。

全国各地より、この敦賀の地にお越しいただき
まして、誠にありがとうございます。本日、同僚
の敦賀市議会議員、たくさん出席をさせていただ
いておりますけれども、開催地の市議会を代表し
まして、一言お祝いのご挨拶をさせていただきます。

本日は「第4回地域共生社会推進全国サミット
inつるが」にお招きをいただきまして、またお越
しをいただきまして、誠にありがとうございます。

本サミットは一昨年の延期、昨年のオンライン
による開催を経て、ようやく関係者が一堂に会し
て開催する日を迎えられましたこと、心よりお喜
びを申し上げます。また、この日を迎えるに当た
り、実行委員会の皆様をはじめ、各団体と関係者
の皆様には大変なご尽力をいただきましたこと改
めて敬意と感謝の意を表する次第でございます。

新型コロナウイルスは今後も変異を繰り返し、

来賓祝辞
敦賀市議会議長　�福谷　正人

終息までには、さらに感染拡大が生ずることも懸
念されますが、高齢者等の重症化リスクのある方
を重点的に守りながら、こうした取組を着実に進
めていくことが重要であります。私たち市議会議
員も可能な限り、今回用意されております様々な
プログラムに参加したいと存じます。

さて、今回のメインテーマは「ぬくもりをつな
ぎ、支え合い、共に生きる～人道の港　敦賀から
全国へ～」と題して開催されます。

ここ敦賀は、かつて港や鉄道によりヨーロッパ
の各都市と日本を結ぶ役割を担うとともに、ロシ
ア革命の動乱によりシベリアで家族を失ったポー
ランド孤児や杉原千畝の発給した命のビザを携え
たユダヤ難民を温かく迎え入れた、人道の港とし
ての歴史を持ち合わせております。現在、本市は
普段の暮らしの幸せを守り、誰もが地域で安心し
て暮らしていけるよう、様々な取組が進められて
おり、私ども市議会といたしましても、その実現
に向け日々努力しているところではございますが、
今回のサミットを通じ、地域課題への解決のヒン
トを発見し、新たなつながりを築くことができた
らと大いに期待をしております。

そして、今回のサミットが地域共生社会への理
解をますます深めるとともに全国へと広げ、全て
の人が健康でいきいきと住み慣れた地域で、その
人らしく生活できる地域共生社会の実現に大きく
寄与することを期待するところでございます。

結びにこのサミットの成功、そしてお集まりの
皆様方の今後のますますのご健勝、ご多幸、さら
なるご活躍をご祈念申し上げまして、お祝いの言
葉といたします。

令和4年11月17日　�  
� 敦賀市議会議長　福谷正人

本日は誠におめでとうございます。
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第4回地域共生社会推進全国サミットinつるが

基 調 講 演
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郎
ろう

氏
内閣官房参与�
内閣官房全世代型社会保障構築本部事務局 
総括事務局長

講　師 ▲

基 調 講 演
第4回地域共生社会推進全国サミットinつるが

令和4年11月17日（木）13 : 45〜14 : 45
プラザ萬象　大ホール

人口減少と地域共生社会
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2023/1/27

1

人人口口減減少少とと地地域域共共生生社社会会

※文中の意見にわたる部分は個人的な意見である。

1

2022年

- 総人口

:1億2544万人

（年間▲63万
人）

- 生産年齢人口

:7494万人

- 高齢者人口

:3622万人

2022 2025 2030 2035 2040

2023年～

生産年齢人口の減少が加速化
（年間▲50～70万人）

2040年

- 総人口:1億1092万人
（年間▲88万人）

- 生産年齢人口:6000万人を切
る（年間▲97万人）

2022年～
2024年

後期高齢
者が急増
する
（年間＋
80万人）

2025年

団塊の世代
全員が後期
高齢者へ
（後期高齢
者総数2180
万人）

2026年
～

後期高齢
者の増加
率が低下

2030年～

高齢者数が安定し始める（年間＋20～30万人）

- 多くの地域で高齢者数は減少、首都圏では高齢者
（後期高齢者）は増加し続ける。

2042年

高齢者総数が3935
万人となり、ピーク
を迎える

2025年

認知症:675万人

2030年

認知症:744万人
（2025年より69万人増）

2040年

認知症:802万人
（2030年より58万人増）

2025年

介護職員必要数:
243万人（年間＋
5.3万人）

2040年

介護職員必要数:280万人
（2025年より37万人増）

2035年～

就職氷河期世代が高
齢者になり始める

2040年

単身高齢世帯:896万世帯
（2030年より100万世帯増、高
齢世帯の４割）

2030年

- 総人口:1億2000万人を切る
（年間▲73万人）

- 生産年齢人口:6900万人を切
る（年間▲75万人）

2025年

単身高齢世帯:751万世帯

2030年

単身高齢世帯:796万世帯
（2025年より45万世帯増）

将来の社会動向を視野にー2040年までの人口等に関する短期・中期・長期見通し

2

全世代型社会保障構築に向けて主な検討課題

3

○ 「成長と分配の好循環」の実現のためには、全全ててのの世世代代がが安安心心でで

ききるる「「全全世世代代型型社社会会保保障障」」のの構構築築が必要。

○短短期期的的及及びび中中長長期期的的なな課課題題について、「「時時間間軸軸」」を持って、計画的

に取り組む。「「地地域域軸軸」」も意識。

人口減少・少子化 高齢化・単身化

○ 「「仕仕事事とと子子育育ててのの両両立立」」のの実実現現を早急

に図るべき。

男男女女がが希希望望どどおおりり働働けけるる社社会会づづくく
りり・・子子育育てて支支援援

○働働きき方方にに対対ししてて「「中中立立」」なな社社会会保保障障制制

度度のの構構築築を進めるべき。

勤勤労労者者皆皆保保険険のの実実現現・・女女性性就就労労
のの制制約約ととななっってていいるる制制度度のの見見直直しし

○今後の高高齢齢化化のの進進展展とササーービビスス提提供供人人材材のの不不足足を踏まえ、

医医療療・・介介護護提提供供体体制制のの改改革革やや社社会会保保障障制制度度基基盤盤のの強強化化を進

めるべき。

医医療療・・介介護護・・福福祉祉ササーービビスス

○孤独・孤立や生活困窮の人々が地域

社会と繋がり、安心して生活を送れる

「「地地域域共共生生社社会会」」づづくくりり

「「地地域域共共生生社社会会」」づづくくりり

○圏域ごとの二―ズを踏まえたササーービビ

ススのの基基盤盤整整備備、、認認知知症症のの総総合合的的施施策策

を更に推進すべき。

家家庭庭ににおおけけるる介介護護のの負負担担軽軽減減

基本的な考え方

「人人口口減減少少・・少少子子化化」」
ににつついいてて

4

Ⅰ.「人口減少」という問題を、正確に理解する

5

〇〇根根拠拠ななきき『『楽楽観観論論』』はは避避けけるる
・・ここれれままででのの「「少少子子化化」」はは、、初初期期段段階階ににすすぎぎなないい。。日日本本はは、、ここれれかからら本本格格的的なな「「人人口口

減減少少時時代代」」にに突突入入しし、、少少子子化化ががつついいにに牙牙をを剥剥きき始始めめるる。。

・・「「人人口口減減少少」」ににつついいてて、、““大大ししたたここととなないい””““どどううににかかななるる””とといいっったた楽楽観観論論的的なな見見方方

はは誤誤りり。。経経済済社社会会にに与与ええるる影影響響はは非非常常にに甚甚大大。。

・・ししかかもも、、一一旦旦人人口口減減少少にに陥陥るるとと、、容容易易にに止止ままららなないい。。

〇〇根根拠拠ななきき『『悲悲観観論論』』もも避避けけるる
・・「「いいろろいいろろなな対対策策をを講講じじたたののにに成成果果なないいののだだかからら、、諦諦めめるるししかかなないい」」、、「「先先進進国国のの

出出生生率率がが低低下下すするるののはは、、ししよよううががなないい」」とといいうう悲悲観観的的なな見見方方もも誤誤りり。。

・・先先進進国国のの中中ににはは、、出出生生率率のの回回復復にに成成功功ししてていいるる国国((ススウウェェーーデデンンななどど））ももああるる。。

〇〇今今後後、、基基本本ととすすべべききはは、、『『予予防防的的社社会会政政策策』』のの考考ええ方方
・・人人口口減減少少にによよるる困困難難なな事事態態がが顕顕在在化化すするる前前にに、、そそれれをを避避けけるる「「予予防防的的社社会会政政策策」」

をを講講じじるるここととがが重重要要。。そそのの方方策策はは、、育育児児をを親親ののみみのの責責任任ととせせずず、、全全ててのの子子どどもものの

出出産産・・育育児児をを社社会会全全体体がが支支援援すするる「「普普遍遍的的なな子子どどもも政政策策」」のの推推進進ででああるる。。

・・出出生生率率がが安安定定的的にに回回復復すするるとと、、将将来来的的にに人人口口減減少少がが止止ままるるだだけけででななくく、、高高齢齢化化

率率ももいいずずれれ低低下下しし始始めめ、、現現在在のの水水準準ににままでで戻戻るる。。

人口減少の進み方（３つの段階）－2040年までは「第一段階」

6

大都市・中核市など

人口５万人以下の
自治体など

過疎地の自治体など

第第一一段段階階のの時時点点でで
出出生生率率がが向向上上すすれれ
ばば、、人人口口減減少少はは緩緩和和

※本人の希望により講演内容に代えて講演資料を掲載いたします。

第4回地域共生社会推進全国サミットinつるが 記録集 ▲   13
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（図１） 「一億人国家シナリオ」 ●「「小小国国」」にに向向かかうう日日本本（（海海外外シシンンククタタンンククのの予予測測））

「2065年までに日本の人口は8800万人になり、ピーク時の3分の2  

強まで減るだろう。日本政府は人口１億人を維持することを公式

目標として掲げているが、その実現方法はまだ誰も知らない。・・・

日本人全体が今、ひとつの選択に迫られている。日本社会に移民

を受け入れるか、それとも小国として生きるすべを学ぶか、そのど

ちらかしかない。おそらく日本人は後者を選ぶのではないだろうか。

感情を表さずに優雅な冷静さを保ちながら、消えゆく村落や国富

の減少を淡々と受け入れるのだ。」

(出典)ダリル・ブリッカー、ジョン・イビットソン「2050年世界人口減少」（文藝春秋,2020年）

●「「一一億億人人国国家家シシナナリリオオ」」のの実実現現性性

各シナリオの出生率の前提

一億人シナリオ① 2030年に2.07、以降は安定

一億人シナリオ② 2030年に1.8、2040年に2.07

高位推計 2020年1.61、長期的には1.65

中位推計 2020年1.43、長期的には1.44

実際の人口動向 2021年1.30

低位推計 2020年1.27、長期的には1.25

2１10年の総人口

9961万人で安定

8969万人で安定

6800万人、以降も減少

5343万人、以降も減少

? ?

4189万人、以降も減少

※高位・中位・低位推計は、平成29（2017）年推計

22002200年年

1122,,661155万万人人

「一億人国家シナリオ」の行方

〇日本政府が掲げる「一億人国家シナリオ」は、このまま推移すると、実現は極めて難しい

7

（図２） 日本の長期的な人口推移
●人人口口減減少少社社会会ととはは「「超超高高齢齢社社会会」」

・ 現在1億2500万人の日本の人口は、このままいけば
2110年には5000万人を切る可能性がある。
今から100年前の1915年は同じような人口規模だった
のだから、昔に戻るだけではないかという意見もある。

・ しかし、そうした意見は高齢化の問題を度外視してい
る。人口減少は、かならず「高齢化」を伴う。
1915年の日本は高齢化率5％の若々しい国であった

が、将来予想されている日本は、高齢化率が40％に
近い「年老いた国」である。

●「「縮縮小小ススパパイイララルル」」ののおおそそれれ

「人口が減るということは国内マーケット規模が減って
しまうことを意味する。国内マーケットが減ってしまうと、
経営者はどうするかというと、相対的により収益の上
がるマーケットに設備投資をする。
そうなると、国内への設備投資が減ってしまう。設備
投資が減れば、イノベーションが国内では減る。イノ
ベーションが減れば、生産性は減ってしまう。日本経
済はマイナススパイラルに陥ってしまう危険性が非
常に強い。」

（出典）内閣府「選択する未来2.0」第1回議事要旨（2020年3月）P4～5、

三村明夫氏発言

人口減少がもたらす影響ー「超高齢化」と「縮小スパイラル」
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総人口ピーク
2008年12月
12,810万人

1603年
江戸幕府成
立

1868年
明治維新

（万

1967年
１億人突破

1915年
5,2７5万人

2110年
出生中位
5,343万人

2110年
出生低位
4,189万人

2110年
出生高位
6,800万人

22002200年年

1122,,661155万万人人

（図1)人口推計の比較（「１億人国家シナリオ」の実現性） 人人口口減減少少ーー「「５５つつのの不不都都合合」」

１１．．人人口口減減少少ののススピピーードドはは、、ここれれかからら数数十十年年間間はは年年々々高高

ままるる。。

２２．．人人口口減減少少はは「「地地域域差差」」ががああるる。。ししかかしし，，大大都都市市もも早早晩晩，，

人人口口がが急急速速にに減減少少すするる時時期期をを迎迎ええるる。。

３３．．人人口口減減少少をを止止めめるるののはは簡簡単単ででははなないい。。出出生生率率がが22..0077

にに回回復復ししててもも，，そそれれ以以降降もも数数十十年年ににわわたたっってて維維持持さされれ

るる必必要要ががあありり、、そそのの間間はは減減少少がが続続くく。。

４４．．出出生生率率のの回回復復がが遅遅れれれればば遅遅れれるるほほどど、、将将来来のの定定常常

人人口口はは減減少少すするる（（図図３３参参照照、、５５年年遅遅れれるるごごととにに335500万万人人

程程度度ずずつつ低低下下））。。

５５．．出出生生率率向向上上ににはは、、即即効効薬薬ははなないい。。施施策策のの「「手手順順」」をを

熟熟慮慮しし、、「「一一波波動動けけばば万万波波生生ずず」」ののよよううなな展展開開がが望望ままれれ

るる。。 （資料）筆者作成

（図３) わが国人口の推移と長期的見通し

22000088年年1122,,880088万万人人
（（概概ねねピピーークク））

22002200年年
1122,,661155万万

人人

22006600年年1100,,118899万万人人
（（参参考考１１））1100,,003300万万人人
（（参参考考２２）） 99,,889911万万人人

22111100年年88,,996699万万人人
（（参参考考１１））88,,661122万万人人
（（参参考考２２））88,,228844万万人人

22006600年年
99,,228844万万人人

実実績績（（11996600～～22002200年年））

平平成成2299（（22001177））年年人人口口推推計計（（中中位位推推計計））

22111100年年
55,,334433万万人人

出出生生率率がが22003300年年にに11..88、、22004400年年にに22..0077ににななっったた場場合合

（（参参考考１１））出出生生率率がが22003355年年にに11..88、、22004455年年にに22..0077ににななっったた場場合合

（（参参考考２２））出出生生率率がが22004400年年にに11..88、、22005500年年にに22..0077ににななっったた場場合合

(資料) 「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン（令和元年改訂版）」2019年
12月20日に基づき筆者作成

人口減少一「５つの不都合」
〇人口減少は深刻で、かつ厄介な問題である。我々にとって「不都合」であるものの、将来確実に起こる

様々な事態をしっかりと認識した上で、対応していく必要がある。

9

第第22 次次ベベ ビビーー ブブ ーー
ムム
11997711～～11997744年年
11997733年年220099万万人人

「不戦敗」の歴史ー日本はこれまで３度のチャンスがあった

10

（図４）年間出生数と合計特殊出生率の推移

●第第１１のの敗敗北北（（11997700年年代代後後半半～～8800年年代代））

「「出出産産奨奨励励ののタタブブーー視視」」

・出産奨励策はタブー視され、対策は全く講

じられなかった。専門家は、出生率は、いず

れ回復するだろうと楽観的見通し

11995577年年

22..0044 ひひののええううまま

11996666年年 11..5588

11998899年年

１１..5577

11997744年年

22..0055

●第第22のの敗敗北北（（11999900年年代代前前半半））

「「政政策策のの後後回回しし」」

・政府が少子化対策に初めて取り

組んだが、質量ともに十分でなく、

子育て制度拡充に関係者の理解が

得られなかった。

22000055年年

１１..2266

22002211年年
出出生生数数 8811万万人人

出出生生率率 １１..3300

●●第第33のの敗敗北北（（11999900年年代代後後半半
～～22001100年年代代前前半半））

「「世世代代のの喪喪失失」」
・「第3次ベビーブーム」が期待さ

れたが、経済危機が発生する中

で、晩婚化の進行、未婚者の急
増により、出生率が1.26（2005

年）と過去最低に落ち込んだ。

第第11次次ベベビビーーブブーームム 11994477～～11994499年年

11994477年年 227700万万人人

第第22次次ベベビビーーブブーームム 11997711～～11997744年年

11997733年年 220099万万人人

「静止人口」の実現

22001155年年 11..4455

○出生率は1.26（2005年）を底に10年間上昇し、1.45（2015年）となったが、これは30代の「「駆駆けけ込込みみ出出産産」」
による一過性の現象。その後「「下下降降局局面面」」に入り、コロナ禍が加わって、2021年は11..3300に低下。

2200代代後後半半のみならず、3300代代の出生率も下降傾向にあり、出出生生率率のの本本格格的的なな回回復復はは見見通通せせてていいなないい。

合計特殊出生率、出生数の推移

合
計
特
殊
出
生
率

0.42 0.43 0.43 0.43 0.43 0.42 0.41
0.39

0.36

0.43
0.46 0.48 0.48

0.5
0.52 0.51

0.49

0.48

0.18
0.2

0.22 0.24
0.27

0.29 0.29 0.28 0.28

出生率（25～29歳）

出生率（35～39歳）

1.26

1.34
1.37

1.39

1.43
1.45

1.431.42

1.36
1.33

1.30 

出生率（30～34歳）

2005 2007 2009 2011 2013       2015      2017    2019 2021

出生率（全体）

出典：厚生労働者「人口動態統計月報年計」より作成。出典：厚生労働者「令和3年（2021）人口動態統計月報年計（概数）」

出生率の“再下降” ー「第4の敗北」か

（図５）最近の出生率の動向（20代後半、30代）
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将来人口推計（中位）より
７年程度早く出生数が減少

出典:国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（2017年推計）」、厚生労働省「人口動態統計」。
（注）2021年の実数は概数。推計人口は死亡中位。

出生数の低下ー5年間で2割減、推計より7年早い動き
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（図６）年間出生数の推移（将来人口推計：高・中・低位推計値との比較）
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フランス 2019年 1.84 
アメリカ 2019年 1.71
スウェーデン 2019年 1.70
イギリス 2019年 1.65
ドイツ 2019年 1.54
日本 2020年 1.33
イタリア 2019年 1.27

各国の出生率の動向
〇スウェーデンやフランスの出生率は、直近はコロナの影響で低下しているが、高い水準を維持（2021年

には出生率は反転）。ドイツの出生率の動向が注目される。
〇近年、日本のみならず、韓国や中国など東アジア諸国の出生率の低下が著しい。

13

（東アジア）（欧米）

（図７）諸外国の合計特殊出生率の動き

＜＜ドドイイツツ「「政政策策のの大大転転換換」」＞＞

●●ドドイイツツのの従従来来のの基基本本姿姿勢勢

・ナチスの国家主義的・人種差別的人口政

策への嫌悪と反省

→ 出出生生率率やや出出産産奨奨励励策策ををめめぐぐるる議議論論ををタタ

ブブーー視視

・旧西独の政策の基本は、男性は働き、女

性は育児の「伝統的家族モデル」

→→    保保育育ササーービビススはは低低水水準準

◎◎レレナナ――テテ・・シシュュミミッットト（（22000022～～22000055年年、、家家族族政政策策大大臣臣））

・長年のタブーを打ち破って、人口問題の重要性
指摘。「家族により多くの子どもを、社会により多く
の家族をもたらす」という政策目標を掲げ、仕事と
育児の両立支援を推進した。

◎◎ウウルルズズララ・・フフォォンン・・デデアア・・ラライイエエンン（（22000055～～22001133年年、、家家
族族政政策策大大臣臣、、現現欧欧州州委委員員長長））

・2007年に育児休業制度の抜本改革：「両親手当」
の導入。
「我々の社会が、子どもをもつかどうかの各人の
選択に無関心ではない、という強いメッセージを示
す制度である」と指摘。
・保育制度改革：保育所の大幅な増設を推進。これ
をめぐり、国をあげての大論争となったが、制度改
革を推進した。

ドイツの出生率の急回復

1.36（2011）→1.60（2016年）→1.53（2020）

出生率が低迷する中で、少子化対策の議論

が高まらない状況を、22000000年年代代にに家家族族政政策策大大

臣臣をを務務めめたた22人人のの女女性性がが大大ききくく変変ええたた

ドイツ：2人の女性大臣による「政策の転換」

14

＜＜ススウウェェーーデデンン「「予予防防的的社社会会政政策策」」＞＞

・1937年 出産手当の制定

・1974年 普遍的な育休給付制度（両親保険）の導入

●1930年代にスウェーデンの出生率は、欧州の中

で最低水準まで低下し、「このままでは、スウェー

デン人が消滅する」との危機感が高まった。

大大ききなな政政策策論論争争がが起起ききるる

◎◎経経済済学学者者ののググンンナナーー・・ミミュュルルダダーールルはは妻妻のの

アアルルヴヴァァととととももにに（（ととももににノノーーベベルル賞賞受受賞賞））、、

双双方方をを批批判判ししたた。。

スウェーデンの「普遍主義的家族政策」
の確立に貢献

●●ミミュュルルダダーールル夫夫妻妻のの主主張張
＜＜保保守守派派にに対対ししてて＞＞

・出生率低下を個人のモラルの問題とするのは誤り。

民主主義理念に基づき、産児制限は認めるべき。

＜＜新新ママルルササスス主主義義者者にに対対ししてて＞＞

・人口減少は、好ましい経済的帰結をもたらさない（消費

や投資が減退し、最終的に失業や貧困が増加。高齢化

によって、労働意欲・生産性が低下し、広範な社会心理

的停滞が起きる）ため、出産を奨励すべき。

・これは、障害を取り除き、人々が自然に結婚し、子ども

を持ちたいと思うようにすることである。、

〇人口減少による困難な事態が社会に顕在化する
ことを避けるための政策、すなわち、「予防的社会
政策」を講じることが重要。この政策は、子どもに向
けられる「人的資本に対する投資」である。

〇 近代社会では親にとって、子どもは労働力などの役割を期待

する存在ではなく、むしろ経済的負担を増加させるもの。この

ため、多くの子どもを持とうとしない（出生率の低下）。

⇒親の「個人的利益」と、国民の経済生活という「集団的利

益」の間にコンフリクト（対立）が発生

〇この問題を解決する方策として、育児を親のみの
責任とせず、すべての子どもの出産・育児を国が支
援する「普遍的福祉政策」を推進すべき。
※ミュルダールは、人口の質的向上として福祉・教育も重視。

新新ママルルササスス主主義義
者者のの主主張張

・福祉向上の観点か

ら、人口減少は歓迎

すべきことと主張

保保守守派派のの主主張張

・独身者や無子夫婦

への課税、反産児制

限などを主張

スウェーデン：「予防的社会政策」の考え方
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出生率回復の効果
〇このままだと、高齢化率は40％近くで高止まり。

出生率が回復すると、高齢化率は2050年をピークに低下し始め、最終的には27%程度 （2021年は
29.1%)まで低下。また、人口の急減期間も短縮される。

（図８） 出生率回復ケース（一億人国家シナリオ）における高齢化率などの推移

16

将来推計人口

（中位推計）

出生率回復の

ケース

2100年時点の総

人口

6000万人

それ以降減少

9000万人

それ以降安定

2100年時点の高

齢化率

３８．３％ ２７％

年間人口減少数

60万人以上の期

間

90年間

2023→2113年

18年間

2034→2052年

22005500年年 3355..77％％
((ピピーークク））

22006655年年 3388..44％％

6655歳歳以以上上
人人口口比比率率

7700歳歳以以上上
人人口口比比率率

22004499年年以以降降 3388%%程程度度でで推推移移

22009911年年以以降降 2277%%程程度度でで推推移移

2222%%程程度度でで推推移移

Ⅱ.出生率向上の方策とは

17

〇〇出出生生率率低低下下のの構構造造とと要要因因をを理理解解すするる。。
・・各各国国のの出出生生率率のの違違いいはは、、2255～～3355歳歳のの若若年年層層のの状状況況がが主主なな要要因因。。

11997755年年以以降降、、女女性性就就労労のの進進展展にに伴伴いい、、出出生生率率がが低低下下しし続続けけたた国国（（日日本本ななどど））とと、、

回回復復・・維維持持ししたた国国（（ススウウェェーーデデンンななどど））のの違違いいはは何何かか、、をを考考ええるる必必要要ががああるる。。

・・日日本本のの場場合合はは、、「「晩晩婚婚化化」」がが「「非非婚婚化化」」、、「「晩晩産産化化」」がが「「非非産産・・少少産産化化」」へへとと進進んんだだ。。

〇〇出出生生率率向向上上ののたためめのの方方策策をを考考ええるる。。
＜＜様様々々ななケケーーススにに応応じじたた４４つつのの方方策策＞＞

①①結結婚婚支支援援 ②②不不妊妊治治療療・・ラライイフフププラランン ③③育育児児負負担担のの軽軽減減

④④「「仕仕事事とと育育児児」」のの両両立立支支援援

〇〇共共働働きき世世帯帯がが増増加加すするる中中でで、、「「仕仕事事かか、、子子育育ててかか」」のの二二者者択択

一一のの状状況況がが、、一一向向にに改改善善ししてていいなないいここととがが重重大大なな問問題題。。
・・「「仕仕事事かか、、子子育育ててかか」」のの二二者者択択一一がが、、「「少少子子化化」」とと「「女女性性就就労労のの歪歪みみ」」ををももたたららすす。。

・・「「育育児児休休業業」」（（雇雇用用政政策策））とと「「保保育育・・子子育育てて支支援援」」（（福福祉祉政政策策））のの不不整整合合とといいうう問問題題

⇒⇒全全ててのの子子どどももをを対対象象にに、、妊妊娠娠・・出出産産・・育育児児をを通通じじてて切切れれ目目ななくく、、必必要要なな社社会会的的

支支援援がが包包括括的的にに提提供供さされれるる制制度度をを構構築築すするるここととがが喫喫緊緊のの課課題題。。

９．出生率低下の構造と要因①ー「出産時期の先送り」と「生み戻し（キャッチ・アップ）」

0

20

40

60

80

100

120

140

19歳以下 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45歳以上

日本1.41(2018）

フランス1.83(2018)

スウェーデン
1.79(2017）

アメリカ1.84(2015)

ドイツ1.58（2017)

韓国1.04(2017）

デンマーク
1.75(2017）

0.11
（2019)

A

00..2222（（11997755))

25歳

0.05（2019)

B

0.03（1975)

0.08（2019)

（図９）女性年齢階層別の出生率（国別） （図10）わが国女性の出生率の動き

00..1111（（22001199))

30歳 35歳

0.12（1975)

C

出生率低下の構造と要因
〇 各国の違いは、「20代後半から30年代前半」の出生率の格差。
〇 先進諸国では、1970年代後半以降「出産時期の先送り」が進み、それに伴い出生率に格差が生じた。

・「仕事と育児」の両立が可能だった国は、「生み戻し（キャッチ・アップ）」があり、出生率は回復。
・わが国の場合は、「生み戻し」が低調で、出生率は大きく低下。
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出生率向上のための「方策」とは

19

結婚支援

【様々なケース】

●『『晩晩婚婚化化』』がが『『非非婚婚化化』』へへ

１．結婚したいが、出会いの機会
に恵まれていない

●『『晩晩産産化化』』がが『『非非産産化化・・少少産産化化』』へへ

２．出産を希望しているが、妊娠
に結びつかない

不妊治療・ライフプラン
（プレコンセプションケア）

●●経経済済的的理理由由にによよるる『『少少産産化化』』

３．経済的理由から、第2・3子を
持つことにためらいがある

育児負担の軽減

●●共共働働きき世世帯帯のの『『晩晩産産化化・・少少産産化化・・非非産産化化』』

４．「仕事か、子育てか」の
二者択一の状況となっている 「仕事と育児」の両立支援

＜少子化の要因＞

〇 少子化の要因の一つは、 「仕事と子育て」の両立が困難なため、若い世代が子どもを持つことを「経済

的リスク」（収入や生活水準が低下するおそれ）と考え、不安を抱いていること

〇「経済的リスク」＝出産・育児によって、

①収入が低下または喪失すること（育休給付が受けられず、

退職せざるを得ない）と、

②子育てに費用がかかること（育児費用、教育費がかさむ）

※ ドイツでも、かつて出産・育児に伴い、若者世帯の収入が急激に低下していた
（ジェットコースター効果）。
⇒ 2007年にスウェーデンをモデルにした育休改革等を断行し、出生率が向上

（1.36 (2011)→ 1.53(2020)）

＜「仕事か、出産・育児か」の二者択一＞

◆◆「「仕仕事事」」をを選選択択 出産を断念 出生率の低下

◆◆「「出出産産・・育育児児」」をを選選択択 仕事を断念 （出産・育児後に再び就労） 女性就労の「L字カーブ」

収入減少（出産退職など）＋子育て費用 （次の出産を断念） 出生率低下

（図11） 「共働き世帯」の増加

（1980～2021年）

20

571 

1,247 
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1,000

1,100

1,200

1,300

共働き世帯

（万世帯）

1980     85       90       95     2000     05       10       15       21（年）

専業主婦世帯

（出典）労働力調査特別調査（総務省統計局）、労働力調査（詳細集計）（総務省統計局）

「仕事と子育て」の両立①ー「仕事か、子育てか」の“二者択一”

（図11)

（資料）内閣府「選択する未来2.0」中間報告「参考資料（2020年7月） 21

（図12） 女性の就業率と正規雇用率（M字カーブとL字カーブ）

「仕事と子育て」の両立②ー女性の就労状況（L字カーブ問題）

〇 女性の「M字カーブ問題」（結婚・育児期に就業率が大きく低下）は解消しつつある。
〇 しかし、30歳ごろ（平均出産年齢）を境に、正規雇用率が低下し、30代、40代などは、非正規雇用が中

心となる状況（「L字カーブ問題」）がみられる。
⇒ 出産時に退職、または働き方を変え、育児後に非正規で働くケースが多い。

（図14） 妻のの第第１１子子出出産産前前後後のの就就業業変変化化
（2021年第16回出生動向基本調査）

＜「共働き」のケース＞

全体の77.4％

1歳までに就業
育休利用なし

「共働き」の14.5%

専業主婦

（無職）

＜専業主婦のケース＞

全体の17.4％

育
児
休
業
利
用
は

全
体
の
４
４
・
９
％

＜「共働き」のうち

正規職員のケース＞

※正規職員のうち、パートや自営業
へ地位変化した割合は5.2％。

就業（正規）継続
で育休利用

68.3%

１歳までに就業（育休利用なし）

6.5%

＜「共働き」のうち
パート・派遣のケース

＞

※パート・派遣職員のうち、自営業等へ地位

変化した割合は3.5％。

就業継続
育休利用

21.2%

1歳までに就業
育休利用なし

14.1%

（※）「出産退職」は、妊娠時に就業、子が1歳のとき無職

(図13） 育休取得率の推移

育休給付が受けら
れるようになると、育
休を利用して就業継
続するケースが増え
るのではないか

正規でも育児期の時短勤務や男性育休が
普及すれば、就業継続するケースが増える
のでないか

出産退

職(※）

「共働き」

のうち

30.5％

出産

退職

（※）

16.0％

出産退職

（※）

57.6％

就業継続で

育休利用

「共働き」のうち
55.0%

「仕事と子育て」の両立③ー女性の「出産退職」の実態

22

「仕事と子育て」の両立④ー夫（男性）の働き方

（図15） 夫の休日の家事・育児時間別にみた第2子以降の出生状況 （2020年調査）

（図16） 男性就業者の長時間労働の割合（国際比較） （図17）年齢別就業時間が週60時間以上

の男性就業者の割合の推移

3300歳歳代代
4400歳歳代代
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育児休業

時
短
勤
務
（
育
休
部
分
給
付
）

保 育
幼児教育

育児休業

ゼ
ロ
歳
児
保
育

保 育
幼児教育

待
機
児
童
の
問
題

(出産）スウェーデン わが国の実態

（⾧時間保育）

義務教育 義務教育
（「小１の壁」）

育
休
の
対
象
外

〇 ススウウェェーーデデンンでは、子が1歳または1歳半までは、全全ててのの父父親親・・母母親親がが育育休休給給付付をを利利用用し、その後は、
希希望望通通りり、、保保育育所所をを利利用用。育児期間中は、時時短短制制度度をを活活用用すするるため、保育時間は長くならず、小学校
の学校行事への参加も支障がない。

〇一方、わが国では、育育休休給給付付のの対対象象ででなないいケケーースス（出産退職など）がかなりを占め、男性の育休取得
率も低い。そのため、「「ゼゼロロ歳歳児児保保育育」」を利用して、母親が働き始めるケースも多い（14万6千人、2021
年）。保育現場では、大都市などで「「待待機機児児童童のの問問題題」」があるほか、育児期間中の時短制度利用が低
水準のため、「「長長時時間間保保育育」」が常態化。小学校入学後も「「小小１１のの壁壁」」のの問問題題が指摘されている。

乳
児
期

幼
児
期

児
童
期

「仕事と子育て」の両立⑤ースウェーデンとの比較

24

保保育育士士配配置置基基準準
ゼロ歳児 ３：１
1,2歳児 ６：１
3歳児 20:１
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「仕事と子育て」の両立⑥ー子育てに関する国際比較調査結果

（（問問））子子供供をを生生みみ育育ててややすすいい国国かかどどううかか

25
内閣府「少子化社会に関する国際意識調査」

「地域少子化・働き方指標」より

格差：少ない
出生率：高い出生率が高い

女
性
の
「
両
立
格

差
」
が
大
き
い

「仕事と子育て」の両立⑦ー女性の「両立格差」と出生率

26

格差：大きい
出生率：低い

女性全体の有業率と「育児をしている女性」の有業率との差

地方
市町村

(図18) 地方と大都市の人口減少の構造的要因

地方中核
都市

人口移動（若年世代中心、これまで ３期）

３３大大都都市市（（特特
にに東東京京圏圏））

人 口 減 少

出 生 率 の 低 下

（人口流出＋低出生率） （超低出生率）

（資料）日本創成会議・人口減少問題検討分科会
「ストップ少子化・地方元気戦略」に基に筆者作成

「仕事と子育て」の両立⑧ー人口移動に伴う、少子化の進行

（超低出生率）
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0～2歳児（290.3万人） 3歳以上児（294.7万人）

保育所（42.4%）
幼稚園（38.9%）

幼保連携型認定こども園
（16.8%）

98.1%をカバー

未就園児 1.9%

保育所（30.8%）
幼保連携型認定こども園（6.6%）

カバーしているのは37.5%

未就園で育児休業給付も
受けていない

48.3%

※育児休業取得者は、厚生労働省「雇用保険事業年報」、人事院「仕事と家庭の両立支援関係制度の利用状況調査」、総務省「地方公共団体の勤
務条件等に関する調査結果」による2019年度に新たに育児休業を取得した女性の人数をもとに算出

子育て支援の状況①ー未就学児の現状（2019年）

28

育児休業取得（育児休業給付）
14.2%

0～2歳児（290.3万人）

未就園児 62.5% (181. 4万人）

※うち、育児休業給付も受けていないケース 48.3%（140.2万人）

29

一時預かり事業
・日常生活上の突発な的な事情や社会参加

などにより、一時的に家庭での保育が困難

となった乳幼児を保育所等で一時的に預か

る事業

＜事情状況（2020年度）＞

9882か所、年間延利用者 約332万人

＜＜実実態態（（22001199年年度度））＞＞

〇〇未未就就園園児児１１人人ああたたりり、、年年33日日
〇〇少少子子化化社社会会対対策策要要綱綱のの目目標標

（（11,,113344万万日日））のの半半分分程程度度

養育支援訪問事業
・養育が適切に行われるよう、居宅におい

て、養育に関する相談、指導、助言その他

の必要な支援を行う事業

＜事情状況（2020年度）＞

1,529市町村（87.8％)

＜＜実実態態 （（22002200年年度度））＞＞
〇〇相相談談支支援援がが中中心心（（8877..22％％))でで、、育育児児

家家事事支支援援はは約約11割割（（1122..88％％））
〇〇子子育育てて期期のの育育児児家家事事支支援援ヘヘルルパパ

ーー制制度度ががああるる市市区区町町村村はは、、3344..55％％

子育て短期支援事業
・保護者の疾病当により、家庭で養育

が一時的に困難となった場合等に児童

養護施設等において一定期間、養育・

保護を行う事業

①シュートステイ（原則7日以内）

②トワイライトステイ（仕事等により平

日の夜間、休日に不在となる家庭の

子どもを保護

＜事情状況（2020年度）＞

①882か所 ②475か所

＜＜実実態態（（22002200年年度度））＞＞

〇〇全全体体的的にに、、非非常常にに少少なないい

◎サービスメニューはあるが、利用できる量が非常に少ない

子育て政策には、介護保険のような「給付保障＝財源確保」の仕組みがない

子育て支援の状況②ー未就園児等への支援の実態

○ 育児支援は、必要性や子どもの年齢に応じたサービスの利用が重要。

支援の必要性

放課後児童クラブ
放課後デイサービス

保育所・認定こども園等(※１)
児童発達支援センター

社会的養護（乳児院、児童養護施設、児童心理治療施設、母子生活支援施設、里親等）

一時預かり

子育て短期支援（ショートステイ・トワイライトステイ）

妊娠届
母子手帳
妊婦健診

1歳6月
児健診

３歳児
健診

全戸
訪問

養育支援訪問

相
談

支
援

０
年齢

12５ 18～22妊娠

社会的養護自立支援

要保護児童対策地域協議会

地域子育て支援拠点

子育て世代包括支援センター
子ども家庭総合支援拠点
児童家庭支援センター

児童相談所

産前・産後サポート

産後
ケア

（※２）
（※２）このほか自治体により産婦健診・乳幼児健診を実施

児童館

ファミリー・サポート・センター

在宅指導（児童相談所、子ども家庭総合支援拠点、児童家庭支援センター）

（凡例）
■地域子ども・
子育て支援事業
■母子保健
■その他

(※１）保育所、幼稚園、認定こども園、小規模保育、家庭的保育、居宅訪問型保育、事業所
内保育、延⾧保育事業、病児保育事業などを含む

支援ニーズの把握とサービス

確保が不十分

伴走型の相談支援体制がで

きていない 30

子育て支援の状況③ー妊娠・出産・育児の相談支援体制

第4回地域共生社会推進全国サミットinつるが 記録集 ▲   17
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３３．．包包摂摂社社会会のの実実現現

 新しい資本主義を支える基盤となるのは、老若男女、障害のある方もない方も、全ての人が生きがいを

感じられる多様性のある社会である。全世代型社会保障の構築を進め、少少子子化化対対策策、、ここどどもも・・子子育育てて世世

代代へへのの支支援援をを強強化化するとともに、女性活躍、孤独・孤立対策など、包摂社会の実現に取り組む。

（１）少子化対策、こども・子育て世代への支援

• 少子化については、コロナ禍の中で、婚姻件数が２年間で約10万組減少し、出生数が将来人口推

計よりも７年程度早く減少するなど、危機的な状況にある。このため、結婚支援や、全ての妊婦・こ

ども・子育て世帯に対する支援を充実させる。

• 支支援援がが手手薄薄なな００歳歳かからら２２歳歳のの低低年年齢齢期期に焦点を当てて、妊妊娠娠時時かからら出出産産・・子子育育ててままでで一一貫貫ししたた伴伴走走

型型相相談談支支援援のの充充実実（（注注））を図るとともに、地方自治体の創意工夫により、妊娠・出産時の関連用品

の購入費助成や産前・産後ケア・一時預かり・家事支援サービス等の利用負担軽減を図る経経済済的的

支支援援を一体として実施する事業を創設し、継継続続的的にに実実施施すするる。。 また、令和５年度当初予算におい

て出出産産育育児児一一時時金金のの大大幅幅なな増増額額を図る。

経済的支援については、妊妊娠娠届届出出時時及及びび出出生生届届出出時時をを通通じじてて計計1100万万円円相相当当とする。来年初を基準日として前倒しで

実施し、継継続続的的にに実実施施すするるたためめにに必必要要なな安安定定財財源源確確保保やや効効率率的的なな事事業業実実施施方方法法等等ににつついいてて、、令令和和５５年年度度当当初初予予算算編編

成成過過程程ににおおいいてて検検討討しし、、必必要要なな措措置置をを講講ずずるる。。来年初を基準日とした前倒し実施に当たり、基準日以降の出産に妊娠

届出時の経済的支援を、令和４年４月以降の出産に妊娠届出時及び出生届出時の経済的支援をそれぞれ遡及適用す

る経過措置を設ける。

（注）

物価高克服・経済再生実現のための総合経済対策（抄）
-令和4年10月8日閣議決定
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１．事業の目的

２．事業の内容

○ 核家族化が進み、地域のつながりも希薄となる中で、孤立感や不安感を抱く妊婦・子育て家庭も少なくない。全ての妊婦・子育て家庭が安心して出産・子育てがで
きる環境整備が喫緊の課題である。

○ こうした中で、地方自治体の創意工夫により、妊娠期から出産・子育てまで一貫して身近で相談に応じ、様々なニーズに即した必要な支援につなぐ伴走型の相談
支援を充実し、経済的支援を一体として実施する事業を支援する交付金を創設する。

○ 市町村が創意工夫を凝らしながら、妊娠届出時より妊婦や特に０歳から２歳の低年齢期の子育て家庭に寄り添い、出産・育児等の見通しを立てるための面談や
継続的な情報発信等を行うことを通じて必要な支援につなぐ伴走型相談支援の充実を図るとともに、妊娠届出や出産届出を行った妊婦等に対し、出産育児関連
用品の購入費助成や子育て支援サービスの利用負担軽減を図る経済的支援（計10万円相当）を一体として実施する事業を支援する。

令和４年度第２次補正予算案：1,267億円

伴走型相談支援

・ ニーズに応じた支援（両親学級、地域子育て支援拠点、産前・産後ケア、一時預かり等）

・ 妊娠届出時（5万円相当）・出生届出時（5万円相当）の経済的支援

【実施主体】 子育て世代包括支援センター（市町村）
（NPO等の民間法人が実施する地域子育て支援拠点等への委託を推奨）

市区町村（民間等への委託も可）

３．実施主体 ４．補助率
国２／３、都道府県１／６、市区町村１／６ ※システム構築等導入経費は国１０／１０

妊娠期
（妊娠8～10週前後）

妊娠期
（妊娠32～34週前後）

出産・産後 産後の育児期

面談
（＊1）

面談
（＊2）

面談
（＊3）

随時の子育て関連イベント等の情報発信・
相談受付対応の継続実施（＊4）

(＊1)子育てガイドを一緒に指さし確認。
出産までの見通しを寄り添って立てる 等

(＊2)夫の育休取得の推奨、両親学級等の紹介。
産後サービス利用を一緒に検討・提案 等

身近で相談に応じ、
必要な支援メニューにつなぐ

≪経済的支援の対象者≫令和４年４月以降の出産 ⇒１０万円相当 ≪経済的支援の実施方法≫ 出産育児関連用品の購入・レンタル費用助成、サービス等の利用負担軽減 等
※電子クーポンの活用や都道府県による広域連携など効率的な実施方法を検討。

※ 継続的に実施

妊娠時から出産・子育てまで一貫した伴走型相談支援と経済的支援のイメージ

(＊3)子育てサークルや父親交流会など、悩みを共有できる仲間作
りの場の紹介。産後ケア等サービス、育休給付や保育園入園
手続きの紹介 等

(＊2～4) SNS・アプリを活用したオンラインの面談・相談、
プッシュ型の情報発信、随時相談の実施を推奨

出産・子育て応援交付金

32

①初めて妊娠した妊婦

出産までの過ごし方
がわからない･･･。

妊娠届出
面談

子育てガイドを一緒に指さ
し確認。出産までの見通し
を寄り添って立てる

○全ての妊産婦・子育て家庭が安心して出産・子育てができるよう、妊娠時から出産・子育てまで、身近な伴走型の相談支援（※）と経済的
支援を合わせたパッケージとして充実し、継続的に実施する。経済的支援を伴走型の相談支援と組み合わせた形で実施することにより、
相談実施機関へのアクセスがしやすくなり、結果的に必要なサービスに確実に結びつき、事業の実効性がより高まる。
（※）実施主体は子育て世代包括支援センター（市町村）（かかりつけ相談機関（子育てひろば等）への委託も可能）

SNS・アプリを活用したオンライン面談・相談も可。産後の育児期にも、子育て関連イベント等のプッシュ型の情報発信、随時相談対応の継続実施。

い
つ
で
も
か
か
り
つ
け
の
相
談
機
関
と
つ
な
が
り
、

身
近
で
相
談
で
き
る
安
心
感
・
「
孤
育
て
化
」
の
防
止

産科医療機関

妊婦健診 など

②妊娠８ヶ月頃の妊婦と育休取得に悩む夫
そろそろ出産間近
だ。子育てできるか
な･･。
出産後に必要な手続
きがわからない･･･。

育休を取って、赤
ちゃんの身の回りの
世話や家事がうまく
できるだろう
か･･･。

子育てガイドを基に、出
産時、産後の支援・手続
きを一緒に確認。
産前・産後サービス利用
を一緒に検討・提案

夫の育児休業取得の推奨、
赤ちゃんを迎える心構え、
育児を学ぶ両親学級・育児
体験教室等を紹介

市区町村、地域子育て支援拠点

両親学級 育児体験・出産前教室、
出産前夫婦の集い

子育てサークル、父親交流会 など

③出産直後の夫婦と育休取得中の夫婦
育児の悩みの共
有、情報交換等が
気軽にできる仲間
がほしい･･･。

夜泣きがひどくて
眠れず、育児疲れ
が･･･。
保育園入園手続き
しなくては･･･ 。

出生届出
面談

妊娠８ヶ月
面談

乳幼児全戸訪問

ピアである先輩家庭と出会
う機会、父親交流会など、
他の親との世間話、情報交
換、悩みを共有できる仲間
作りの機会の紹介

産後ケア等のサービス紹
介、
育休給付や保育園の入園手
続き、求職相談窓口の紹介

産後ケア、訪問家事支援、
保育園・幼稚園 など

宿泊型・
通所型・
アウト
リーチ型

妊娠届出時の
経済的支援

出産届出時の
経済的支援

伴走型相談支援 妊娠期・子育て期の
支援サービス

入園手続き な
ど訪問家事支援

妊娠届出時の経済的支援
を交通費等に活用

出産届出時の経済
的支援を産後ケア、
家事支援サービス
の利用料等に活用

妊娠期の夫婦

産後の夫婦

伴走型相談支援と経済的支援の一体的実施と期待される効果について
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Ⅲ.少子化対策の財源をどう考えるか

34

〇〇わわがが国国のの「「家家族族政政策策予予算算」」（（対対GGDDPP比比））はは低低水水準準。。
・・わわがが国国のの子子育育てて（（家家族族政政策策））関関係係予予算算はは、、OOEECCDD諸諸国国のの中中でで２２６６番番目目のの低低水水準準

ににととどどままっってておおりり、、抜抜本本的的なな支支援援強強化化ののたためめのの取取組組みみがが必必要要。。

〇〇少少子子化化対対策策のの安安定定的的なな財財源源案案ととししててはは、、保保険険料料やや税税ななどどがが

がが考考ええらられれるる。。
＜＜安安定定的的なな財財源源案案＞＞

①①社社会会保保険険方方式式（（子子どどもも保保険険ななどど））

②②各各社社会会保保険険制制度度かかららのの拠拠出出金金

③③税税（（消消費費税税、、復復興興税税的的なな付付加加税税））

④④「「一一般般社社会会拠拠出出金金」」（（フフラランンススののCCSSGG）） 等等

〇〇少少子子化化対対策策のの費費用用はは、、高高齢齢者者をを含含めめたた社社会会全全体体がが連連帯帯ししてて

支支ええ合合ううべべききももののででああるる、、とといいうう基基本本認認識識。。
・・高高齢齢者者やや子子どどももががいいなないい人人もも、、「「子子どどもも世世代代」」がが支支ええてていいるる年年金金やや医医療療保保険険、、介介

護護保保険険をを通通じじてて「「社社会会的的扶扶養養」」のの受受益益をを得得てていいるるしし、、将将来来得得るる可可能能性性ももああるる。。
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● OECD諸国における家族政策の公的社会支出対GDP比（2017年）

現金給付 税額控除など現物給付

3.60

3.17
3.40

1.79

2.34

((資資料料））OOEECCDD ffaammiillyy  DDaattaabbaassee  ((22002211年年66月月取取得得））にに基基づづきき筆筆者者作作成成

（OECD平均）
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国際比較（家族政策の財政規模）

内容 論点・留意点

①社会保険方式
（子ども保険、

育児保険等）

・全ての国民から保険料を徴収（例えば年金や
医療保険料に定額又は一定割合上乗せ等）
し、子育て支援制度の財源に使えることとする。

・企業にも事業主負担の形で負担を求める。

○子育てに必要な費用を負担できないリスクへの対応と捉えて社会保険として設
計。給付と負担の関係が明確で、強い権利性を確保することができる。

●子供を持つことは親の意思に関わることであり、保険事故（リスク）に馴染まず、
未婚や子供を持つ予定のない人、高齢者等が負担することの合意を得難いと
いう指摘がある。

●年金保険料に上乗せ徴収する場合、現役世代に負担が限られる。
●未納者には給付を制限せざるを得ない。

②各社会保険制度
からの拠出金

・年金、医療、介護保険の各制度から基金に拠
出し、この基金が子ども・子育て制度を支える。

○主に人の生涯の高齢期の支出を社会保険の手段で賄っている年金、医療、介護
保険の各制度が、自らの制度における持続可能性、将来の給付水準を高め
るため拠出。

○制度設計によるが、現役世代以外にも負担を求めることが可能。一方、厳しい財
政状況にある国保などにも負担を求めざるを得ない。

●給付と負担の関係が明確ではない。

③税財源
①消費税
・消費税の税率の引上げ

②所得税・法人税
・所得税・法人税の復興税的な上乗せ
（個人・法人に対する所得課税をベースにした

子育て支援のための目的税の創設)

①最も税収が安定しており、高齢世代を含めて幅広く負担してもらうことができるが、
消費に与える影響など様々な議論あり。

②所得に応じた徴収が可能だが、課税ベースが小さく、特に所得の高い現役世代
に負担が集中する。

復興税と同様に時限とする場合、恒久財源ではない。
※復興特別所得税(所得税額の2.1％)の税収は、4,280億円(令和４年度予算案)
※復興特別法人税(法人税額の10％｡平成25年度で廃止)の税収は、1兆935億円

(平成25年度予算)

④一般社会拠出金
（CSG）

・勤労所得だけでなく、金融所得・資産性所得等
にも賦課ベースを広げた新たな賦課金又は所
得税の導入。

・フランスでは、財源の使途は、制度導入当初は
家族手当に限定されていたが、現在では 失業
保険等へ拡大されている。

○高齢世代も含め、現在の所得税の賦課ベースを超えて幅広い世代・所得に賦課
できる可能性がある。

●勤労世代に重い負担となる可能性。
●日本においては全く新しい考え方であり、新しい賦課金又は目的税を導入すること

に対して国民的な理解を得る必要（フランスでは導入に7年を要した）。

○ 以下の財源又はこれらの組み合わせが論じられてきた経緯がある。

（参考）・山﨑泰彦 神奈川県立保健福祉大学名誉教授「子ども・子育て支援と財源政策の論点」（連合総研・月刊DIO2012年12月号）
・山重慎二 一橋大学教授「新制度の課題と改善策ー保育サービス需給と財源の問題を中心にー」（社会保障研究（2018年Vol3））

36

少子化対策の財源について（従来の議論の整理）

18  
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国民の基本認識
〇世論調査（※）では、国民の9割以上が「子どもを生み、育てることによる負担は社会全体

で支えるべき」と答えている。 ※内閣府「人口、経済社会等の日本の将来像に関する世論調査」（平成26年10月）

（問）子育ては、保険に馴染まないのではないか。保険の対

象となるのは、人生や生活のリスクである病気や高齢、介

護であって、子子育育ててをを（（親親のの））リリススククとと考考ええるるののははおおかかししいい

のではないか。

（答）子子どどもも保保険険ががカカババーーすするるリリススククはは、、「「子子どどももののリリ
ススクク」」ででああるる。。今日、社会や家族が変化する中

で、子どもが親や家族から適切な養育を受けら

れないリスクが高まっている。そのリスクを社会

全体で分かち、支え合う点において、保険システ

ムにも馴染むと考える。

（答）子子どどももががいいなないい人人やや高高齢齢者者もも、、「「子子どどもも世世代代」」

がが支支ええてていいるる年年金金やや医医療療保保険険、、介介護護保保険険をを通通

じじてて「「社社会会的的扶扶養養」」のの受受益益をを得得てていいるる しし、、将将来来

得得るる可可能能性性ももああるる。この点で、自分は社会から

何らのサポートを受けないので、負担を しないと

言うのは不合理ではないか。

（問）親世代といっても、子子どどももががいいなないい人人やや高高齢齢者者がが、、保保険険

料料をを負負担担すするるののはは無無理理ががああるるのではないか。

「子ども保険構想」の考え方（拙著で紹介）

37

「地地域域共共生生社社会会」」づづくくりり
ににつついいてて

38

Ⅳ.「地域共生社会」づくり①：日本社会の変容

39

〇〇日日本本のの社社会会保保障障制制度度はは、、「「個個別別対対処処」」がが基基本本構構造造。。
・日本の社会保障は、、「「個個々々ののリリススクク（（疾疾病病、、老老齢齢、、介介護護、、失失業業ななどど））にに

にに個個別別でで対対処処すするる」」制制度度体体系系。

・その背景には、これらのリスクは別別々々にに発発生生し、個々のリスクさえ対処

すれば、人には、日常的に支えてくれる「「家家族族」」やや「「知知りり合合いい」」、戻ること

ができる「「職職場場」」や「「地地域域」」があり、それを通じた社社会会ととのの「「つつななががりり」」の中

で、人は再び力を取り戻すことができる、という前提。

〇〇社社会会がが変変容容しし、、新新たたなな課課題題（（リリススクク））へへのの対対応応がが求求めめらられれるる。。
・日本の社会保障を支えてきた社会構造が大きく変容。

◆◆家家族族：：「「単単身身化化」」 ◆◆職職場場：：「「雇雇用用のの不不安安定定化化」」 ◆◆地地域域：：「「人人口口減減少少」」

・これにより、全世代にわたって、社社会会ととのの「「つつななががりり」」がが弱弱いい人人（（「「社社会会的的

孤孤立立」」））が増加。あわせて、複複数数ののリリススククをを同同時時にに抱抱ええるる人人やや世世帯帯（（「「リリスス

ククのの複複合合化化」」））が増加。

・これらの、新新たたなな課課題題（（リリススクク））へへのの対対応応が重要となってきた。

時代区分 主な社会情勢 社会保障関係の主な動向 高齢化・少子化
<終戦年～1960年代>
○社会保障制度の基本

構造の確立

ー国民皆保険・皆年金の

実現

1945 終戦

1946 日本国憲法制定

1960 国民所得倍増計画

1950 社会保障制度審議会勧告、

「社会保障制度に関する勧告」

1961 国民皆保険・皆年金の実施 1960高齢化率5.7％

1960出生率2.00

<1970年代～1990年代>
○各制度の拡大と安定

ー高齢化の対応と経済成

長に即した制度見直し

1973、79 オイルショック

1989 消費税の導入

1991 バブル経済崩壊

1995 阪神・淡路大震災

日経連・報告

1997 金融機関等破綻

年間自殺者３万人超

1973 福祉元年（老人医療無料

化、５万円年金）

1982 老人医療一部負担導入

1985 年金改正（基礎年金導入）

1995 社会保障制度審議会勧告

1999 労働者派遣対象拡大

1980高齢化率9.1％

1980 出生率1.75

1989 出生率1.57

1990高齢化率12.1％

<2000年代～2010年代>

○経済社会の変容と社

会保障改革

ー社会保障制度の持続性

強化への取組み

2001 失業率過去最高

（5.5%）

2008 リーマンショック

2011 東日本大震災

2014 消費税引上げ（8％）

2019 消費税引上げ（10％）

2000 介護保険制度の施行

2004 年金改正（年金保険料水準

固定、マクロ経済スライド）

2008 後期高齢者医療制度

2012 社会保障・税一体改革法

2018 国保の都道府県移管

2000 高齢化率17.4％

2005 出生率1.26

（過去最低）

2010 高齢化率23.0％

社会保障制度をめぐる歴史

社会の変容

40

◎◎社社会会保保障障制制度度のの成成果果

・「こうして現在では、我が国の社会保障体制は、一部の分野を除き、

制度的には先進諸国に比べそん色のないものとなっている。（略）その

果たしてきた役割は、大きくみて三つあった。第第一一はは生生活活のの安安定定ででああるる。

社会保障はこれらの問題（疾病、老齢、失業）に対し、医療保険、年金

保険、失業保険等によって対応し、その生活の全面にわたって安定をも

たらした。。第第二二にに、、（（略略））今今日日、、我我がが国国はは世世界界ででもも最最もも所所得得格格差差のの小小ささ

いい国国のの一一つつととななっってていいるる。。第第三三にに、、社社会会保保障障はは我我がが国国経経済済のの安安定定的的発発展展

にに寄寄与与すするるところが少なくなかった。」

◎◎「「社社会会連連帯帯」」のの重重要要性性

・「我が国では、農村などにおける伝統的な家族制度と、その崩壊過程で

戦前から形成されてきた近代的な家族制度とが、重なり合いつつ解体に

向かい、個人化の展開が急激であったこともあって、家家族族にによよるる支支ええ合合

いいがが低低下下しし、、社社会会的的ににししばばししばば他他者者ととのの連連関関がが生生活活のの中中かからら取取りり残残さされれ

よよううととししてていいるる。。個人化の展開が進展すればするだけ、他方で社社会会的的連連

関関がが問問わわれれ連連帯帯関関係係がが同同時時にに形形成成さされれなないいとと、、社社会会はは解解体体すするる。。社社会会保保

障障はは個個々々人人をを基基底底ととすするるとと同同時時にに、、個個々々人人のの社社会会連連帯帯にによよっってて成成立立すするる

ももののでであありり、、今今後後そそのの役役割割ははまますすまますす重重要要ににななるるとといいわわねねばばななららなないい。。」」

社会保障制度審議会・1995年勧告

41

○ 単身世帯、高齢者単身世帯 、ひとり親世帯ともに、今後とも増加が予想されている。

○ 単身世帯は、2040年で約４割に達する見込み。（全世帯数約5,333万世帯（2015年））

出典：総務省統計局「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の世帯数の将来推計
（全国推計）（2018年推計）」

世帯構成の推移と見通し

42
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日本経営者団体連盟（旧日経連）・1995年報告
『新時代の「日本的経営」 ―挑戦すべき方向とその具体策』

雇用ポートフォリオ：３グループ化の提言 成瀬健生（元日経連常務理事）

（（中中略略））

（（中中略略））

（出典）連合総研レポート『新時代の「日本的
経営」から20年』2014年7・8月号

43
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15～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65歳～

非正規雇用労働者の推移（年齢別）

11000011万万人人

11227733万万人人

11663344万万人人

11998800万万人人

11776633万万人人

22110000万万人人

万万人人

(資料）総務省「労働力調査（詳細集計）」（年平均）

非非正正規規割割合合
３３７７．．２２％％非非正正規規割割合合

３３７７．．５５％％

非非正正規規割割合合
２２００．．９９％％

非非正正規規割割合合
３３４４．．４４％％

非非正正規規割割合合
３３２２．．６６％％

非非正正規規割割合合
２２６６．．００％％

44

パーソナル・サポート・サービスの相談当事者が抱える課題
（2012年：モデルプロジェクトの結果）



３領域以上
３７．４％

45

「社会的孤立」とリスクの「複合化」

日本の 60 歳以上単身

者は、別居の家族・親

族に頼ることが多い。

一方、友人や近所の人

に頼れないケースが多

い。

46

〇〇従従来来のの制制度度はは、、「「申申請請主主義義」」、、「「個個別別リリススクク対対応応」」がが基基本本。。
・従来の社会保障は、、「「個個々々ののリリススクク（（疾疾病病、、老老齢齢、、介介護護、、失失業業ななどど））にに

にに個個別別でで対対処処すするる」」制制度度体体系系。この考え方をベースに、各制度は、「「申申請請

主主義義」」、「「個個別別リリススクク支支援援」」、「「課課題題解解決決型型支支援援」」を基本としてきた。

〇〇新新たたなな課課題題（（リリススクク））へへのの対対応応ににはは限限界界。。
・「「社社会会的的孤孤立立」」や「「リリススククのの複複合合化化」」への対応には限界。

①「「申申請請主主義義」」 ⇔ 利用者が窓口まで到達できない

②「「個個別別リリススククにに応応じじたた支支援援」」 ⇔ 支援が「縦割り」で、十分でない

③「「課課題題解解決決型型」」のの支支援援 ⇔ 早期の解決が難しい

〇〇新新たたななアアププロローーチチ（（「「地地域域共共生生社社会会」」づづくくりり））がが必必要要。。
・「社会的孤立」や「リスクの複合化」に必要な３つの要素

◆◆ 伴伴走走型型相相談談支支援援：： 「つながり、つなぎ、寄り添う」相談支援

◆◆ 包包括括的的対対応応：： その人の課題に「丸ごと」対応する支援体制

◆◆ 地地域域づづくくりり：： 受けとめ、共に支え合う「地域社会」

Ⅴ.「地域共生社会」づくり②：社会変容への対応

「困窮者支援」から「地域共生社会」づくりへ

2008年 9月 リーマン・ショック
12月 年越し派遣村（2009年１月にかけて）

2009年12月 「ワンストップ・サービス・デイ」の実施

2010年10月 「パーソナル・サポート・サービス（PS）事
業」モデル・プロジェクト開始（27地域）

・当初は就労支援中心だったが、東日本大震災後は、社
会的孤立全般を対象へ

2011年3月 東日本大震災

2012年10月 社会保障審議会特別部会で検討開始
2013年 1月 「生活困窮者自立支援法案」国会提出

（審議未了） 10月 法案成立
2018年 6月 「生活困窮者自立支援法」一部改正

〇社会的セーフティネット
の限界が露呈

〇緊急対応：「「場場所所」」による
ワンストップ・サービス

〇新たな挑戦：「「人人」」による
ワンストップ・サービス

〇新たなセーフティネット
として「「伴伴走走型型相相談談支支援援」」
と「「包包括括的的支支援援」」を制度化
・自立相談支援、就労支
援、一時生活支援事業等

〇「「地地域域共共生生社社会会」」づづくくりり
への取り組み

2020年 6月 「地域共生社会の実現のための社会福
祉法等改正法案」成立
→「重層的支援整備事業」の創設

47

「伴走型相談支援」の意義

「支援される人」と「支援する人」の好循環

◎◎「「伴伴走走型型相相談談支支援援」」：：「「相相談談支支援援」」そのものが持つ「「エエンンパパワワーーメメンントト機機能能」」を重視

＜従来の支援体制＞

・相談業務は、「情報提供」と「サービ
ス紹介・調整」が中心

・「申請主義」という「待ち」の対応
＝窓口に来ないと、動かない

○「伴走型相談支援」の考え方

・「社会的孤立」の場合は、窓口まで出かけ、制度を活用しようとせず、あ

きらめている場合が多い

「「助助けけてて」」とと言言ええなないい、、 言言わわなないい場場合合がが多多いい

◆「アウトリーチ」を重視する
・・支支援援者者のの方方かかららアアククセセススすするる姿姿勢勢とと、、相相談談ししややすすいい「「環環境境」」「「場場」」づづくくりりをを重重視視

◆相談者の「気持ち」や「意欲」を重視する
・・相相談談者者をを「「受受けけととめめ」」、、制制度度利利用用やや地地域域参参加加ななどどのの「「一一歩歩」」をを踏踏みみ出出すす意意欲欲をを「「引引きき出出すす」」ここととをを重重視視

◆「つなぐ」だけでなく、「もどす」も重視する
・・相相談談者者をを制制度度にに「「つつななぐぐ」」だだけけでで終終わわららずず、、つつなないいだだ先先ででどどののよよううなな状状態態ととななっってていいるるかかををフフォォロローーしし、、必必要要ななららばば、、
「「ももどどしし（（介介入入しし））」」、、新新たたなな対対応応をを行行ううここととをを重重視視

◆ 「寄り添う」とともに、相談者が「地域」で生活していくことを目指す
・・「「社社会会的的孤孤立立」」自自体体ががリリススククででああるるここととをを認認識識しし、、そそのの解解消消をを図図るるここととをを目目指指すす

・個別課題（リスク）の解決を目指す支
援が基本

＜対応の限界＞

・実際に、ふさわしい支援が届いているのか、効果があがっているのかを

フォローしない

「「つつななぎぎっっぱぱななしし」」とといいうう問問題題

・とりあえず個別課題（リスク）への対応がなされても、他者や社会とのつ

ながりが作れず、不安定な状態が続くことが多い

「「社社会会的的孤孤立立」」とといいうう根根本本問問題題がが解解消消さされれなないい

『人』を『人』が支援する、ということ 48
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9

〇〇次次のの目目標標ととししてて、、「「地地域域共共生生社社会会」」づづくくりりがが課課題題ととななっってていいるる。。

〇〇「「地地域域共共生生社社会会」」とと「「地地域域包包括括ケケアア」」はは、、「「表表裏裏一一体体」」のの関関係係。。
・「地域共生社会」は、介護・医療・福祉の現場における「地域包括ケア」と

同じ方向にあり、両者は「表裏一体」。

「地域共生社会」づくりの考え方～多様な人々が年齢や職業な

どを超えてつながり、共生していく地域社会をつくる

49

「地域共生社会」づくりとは

◆「地域共生社会」づくり

・つながり、参加し、活動する「場」をつくる＝「地域コミュニティ組織」

・つながり、共生できる「環境」をつくる＝「住まい」の保障、まちづくり

◆「地域包括ケア」

・介護・医療などを必要とする人に対して、包括的なケアを提供していく

機能を有する「ネットワーク」をつくる

○ 孤孤独独・・孤孤立立やや生生活活困困窮窮の人々が地
域社会と繋がりながら、安心して生活
を送れる「「地地域域共共生生社社会会」」づづくくりりに取り
組む必要。

○ 「「住住ままいい」」ををいいかかにに確確保保すするるかかは、老
齢期を含む生活の維持にとっても大き
な課題。制制度度的的なな対対応応もも含含めめたた検検討討
が求められる。

○ ソーシャルワーカーによる相相談談支支
援援、多機関連携による総総合合的的なな支支援援
体体制制。。分分野野横横断断的的なな取取組組を進める。

○ 住民に身近な地域資源を活用しな
がら、地地域域課課題題のの解解決決ののたためめにに住住民民
同同士士がが助助けけ合合うう「「互互助助」」をを強強化化。

○ 住住ままいい確確保保のの支支援援のみならず、地地
域域ととつつななががるる居居住住環環境境や見見守守りり・・相相
談談支支援援の提供も含め検討。その際に
は、空空きき地地・・空空家家のの活活用用ややままちちづづくくりり
などの視点も必要。

〇〇「「地地域域共共生生社社会会」」づづくくりり

≪≪課課題題とと目目指指すすべべきき方方向向≫≫ ≪≪今今後後のの取取組組≫≫

全全世世代代型型社社会会保保障障構構築築会会議議「「議議論論のの中中間間整整理理」」（（22002222年年55月月））

50

名張市「青蓮寺・百合が丘地域づくり協議会」

人口減少時代の「地域組織」： 『地域内分権』 + 『行政・住民の協働体制』

（2003年）公民館を単位とする地区（おおむね「小
学校区」）ごとに、『地域づくり協議会』を設置。
・地域づくり協議会の事業実施のため、使途
を限定しない「名張市ゆめづくり地域交付金
（総額5000万円）」の交付。

（2009年）「区長制」を廃止。区や自治会（市内１６
０か所）を、地域づくり協議会内の基礎的コミ
ュニティに組み込む組織改革。

（2009～2012年）地域づくり協議会ごとに、個性あ
る将来のまちづくりを目指す「地域ビジョン」を
策定し、事業を展開。

「地域づくり協議会」（15か所）の設置

「まちの保健室」（15か所）の設置
（2005年）地域づくり協議会の単位ごとに、名張市

の保健・福祉の専門職２名を配置した「まちの
保健室」を設置。介護や子育て、生活困窮者支
援などの身近な相談を専門家が受け止め。

百合小学習支援ほめほめ隊

地域組織＝「互助」の仕組み：三重県名張市の例

総会＜議決機関＞

51

高齢者世帯構成の推移と見通し

○ 単身高齢者世帯は、約750世帯（2025年）から、約900世帯（2040年）にまで増加。

○ 単身世帯は、2040年には高齢者世帯の約45%を占めると見込まれる。

52

「空き家」の推移

1963         1968        1973       1978        1983       1988        1993       1998         2003       2008       2013    2018      

1978

1983

1988

1993

1998

2003

2008

2013

2018      

（資料）総務省「住宅・土地統計調査」

空空きき家家のの種種類類別別割割合合

53

○ 住宅確保要配慮者の入居に対して、賃貸人の一定割合は拒否感を有しており、入居
制限がなされている状況。入居者に関する不安等が入居制限の理由となっている。

 入居制限する理由

 入居制限の状況住宅確保要配慮者の入居に対する賃貸人の意識

26%

10%

44%

12%

8%

71%

10%

16%
2%

28%

6%

23%

36%

7%

27%

7%
44%

16%

6%

高齢者に対して
約７割が拒否感

外国人に対
して約６割
が拒否感

障がい者に
対して約７
割が拒否感

子育て世帯に
対して約２割
が拒否感

従前と変わらず拒否感はない 従前は拒否感があったが現在はない
拒否感はあるものの従前より弱くなっている 従前と変わらず拒否感が強い
従前より拒否感が強くなっている

出典：（令和３年度）家賃債務保証業者の登録制度等に関する実態調査報告書

（％）

0.3
0.5
0.6
0.9
1.0
2.0
3.0
3.1
3.4
4.3

6.1
6.5

9.1
13.3
13.6

25.2

0.0 10.0 20.0 30.0

被災者は不可

ひとり親世帯は不可

ＬＧＢＴは不可

ＤＶ被害者は不可

児童養護施設退所者は不可

子育て世帯は不可

低額所得者（困窮以外）は不可

犯罪被害者は不可

生活困窮者は不可

身体障害者は不可

外国人は不可

生活保護受給者は不可

刑余者は不可

知的障害者は不可

高齢者は不可

精神障害者は不可

3.2

5.1

6.2

7.3

7.3

13.0

23.0

28.6

0.0 20.0 40.0

入居者以外の者の出入りへの不安

習慣・言葉が異なることへの不安

主な入居者と異なる属性の入居による居住環境の変化へ…

家賃の支払いに対する不安

住宅の使用方法等に対する不安

居室内での死亡事故等に対する不安

生活サイクルが異なることへの不安

他の入居者・近隣住民との協調性に対する不安

（％）

住宅確保要配慮者に対する賃貸人の入居制限の状況

54
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●2040年を視野に置き、独独居居高高齢齢者者のの急増や、就職氷河期世代などの中中高高年年層層がが独独

居居ととななっってていいくく状状況況に対応するため、セーフティネットの整備を進める必要がある。

●このため、独居の困窮者や高齢者が、地域との「つながり」を保ちながら、安心した

生活をおくることができるよう、居居住住支支援援をを重重視視ししたた「「住住ままいい保保障障」」のの整整備備を進め、

「「地地域域共共生生社社会会」」の実現を目指す。

●少子高齢化が進む中で、「住まい保障」は、社社会会保保障障のの重重要要なな柱柱になる。

基基本本的的なな考考ええ方方

期期待待さされれるる効効果果

 孤孤立立・・孤孤独独をを防防ぐぐ「「地地域域共共生生社社会会」」づづくくりり

 住住ままいいののセセーーフフテティィネネッットトのの整整備備

・「住宅扶助（生活保護）」、「家賃補助（住宅セーフティネット制度）」や「現物給付

（公営住宅等）」とともに、居住支援を重視した「住まい保障」の整備を進めること

により、住まいの総合的なセーフティネットを整備。

 高高齢齢期期のの生生活活保保障障のの強強化化

・高齢期を支える社会保障制度として、「年金」、「医療」、「介護」に加えて、「住ま

い」を大きな柱とすることにより、安心な老後生活を確保。

 介介護護・・医医療療ササーービビススのの効効率率化化

 「「ままちちづづくくりり」」のの意意義義ーー「「空空きき地地・・空空きき家家」」ななどど」」のの活活用用

「住まい保障」の意義

55

地域共生社会
づくり

効率的・効果的
なサービス提供

まちづくり
（コンパクトティ）

人口減少

社会的孤立

（単身高齢者増加）

「「空空きき家家」」「「空空きき地地」」のの活活用用

居住空間の
希薄化

○人口減少時代には、『住まい』が、「社会保障」及び「まち
づくり」のあり方に大きな影響を与える。

56

医療・介護人
材不足

「住まい保障」システム

「これほど自分の子どもたちをかわいがる人々を見たことはあ
りません。だっこやおんぶをしたり、手をつないで歩いた
り、・ ・ （中略）。他人の子どもに対してもそれ相応にかわい
がり、世話を焼きます。父親も母親も子どもを自慢していま
す。毎朝6時に1 2人から 1 4人の男が低い塀に腰をかけ、 2歳
以下の子どもを抱いてあやしたり遊んでやったりして、その
子の発育のよさと利口さを見せびらかしているのを見るのは
とても愉快です。 ・ ・夜、家が閉まってしまったあと、 「一家団
欒」の場で・ ・父親がおとなしそうな赤ちゃんの顔をやさしくの
ぞきこみ、母親は・ ・裸の子どもをふたり腕に抱いているの
が、・ ・見られます。 」

「わたしは学校のない地域では子どもたちは教育を受けないま
まになっていると思っていましたが、それはまちがいでした。
これまで私が休憩を取ったほかのいくつかの村落もそうでし
たが、主な住民が子どもたちに勉強を教えてくれる若い男を
確保し、ある者は衣服を、べつのある者は住まいと食事を提
供します。それより貧しい人々は月謝を支払い、最も貧しい
人々は無料で子どもたちに教育を受けさせられるのです。こ
れはとてもよくある習慣のようです。 」

ｲ ｻ ﾞ ﾍ ﾞ ﾗ ・バード 「日本紀行」 （ １ ８８ ０年）

57

「私たちは、将来世代のために「勇気」を
もって、人口減少の流れを止めるという挑

戦をしなければなりません。それを知りなが

ら、立ち向かう「勇気」に欠け、何もしなかっ

たならば、私たちは自らの責務を怠ったこと

になります。」

「そして、そのことは、これから100年近く、

子や孫など将来世代に、人口減少と高齢

化という急な坂道を歩ませることを意味しま

す。決して、そのような、将来世代に重い手

かせ足かせをはめ、彼らが生きていく選択

肢を狭める、無責任な行動をとってはなら

ないのです。」

「未来への責任」 ー小説での「総理答弁」

58

佐野総理答弁
（P504～505）

22002222年年
1122,,554444万万人人

22111100年年
99,,996611万万人人

22006600年年
1100,,554455万万人人

22006600年年
1100,,118899万万人人

22111100年年
88,,996699万万人人

22006600年年
99,,228844万万人人

22111100年年
55,,334433万万人人

わが国人口の長期的な見通し

一一億億人人シシナナリリオオ①①

一一億億人人シシナナリリオオ②②

人人口口推推計計（（中中位位推推計計））

実実績績

59

【内容紹介】
本書はフィクションである。だが描かれる世界
は、すべて現実だ――――。
人口急減の深刻な現状、抜本解決の途を小説ス
タイルで説く衝撃作。

「『小国』に向かう日本」――。海外のシンク
タンクが、日本政府の「一億人国家シナリオ」
を非現実的とするレポートを公表した。危機感
を抱いた内閣府の百瀬統括官や野口参事官は、
人口問題の現状分析と解決策の策定に動く。そ
こで明らかになるのは、日本の人口問題のあま
りに深刻な現状と、解決の難しさだった。

政府内に設けられた「人口戦略検討本部」は、
多くの識者の意見を聞き、また議論を重ねて抜
本的な改革案を得る。実現に向け法案成立に動
き出すが、そこには様々な障害が立ちはだかり
……。

人口戦略法案
ー人口減少を止める方策はあるのかー

•出版社  ::   日本経済新聞出版
•発売日  ::   2021/11/26
•言語  ::   日本語
•単行本  ::   560ページ
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永
なが

田
た

　　祐
ゆう

氏
同志社大学　社会学部　教授

コーディネーター ▲

堀
ほっ

田
た

　　力
つとむ

氏
弁護士・公益財団法人 さわやか福祉財団　会長

パネリスト ▲

田
た

河
ご

内
うち

　伸
しん

平
ぺい

氏
株式会社 タニシ企画印刷　代表取締役

パネルディスカッション
第4回地域共生社会推進全国サミットinつるが

令和4年11月17日（木）14 : 55〜16 : 15
プラザ萬象　大ホール

全ての人が生き生きと暮らせるまちに
～SDGs（持続可能な開発目標）と地域共生社会～

川
かわ

又
また

　竹
たけ

男
お

氏
厚生労働省　社会・援護局長

米
よね

田
だ

　隆
たか

史
ふみ

氏
厚生労働省　社会・援護局　地域福祉課 
地域共生社会推進室長

代理
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▼永田：皆さんこんにちは。同志社大学の永田で
ございます。

本日はコーディネーターを務めさせていただき
ます。どうぞよろしくお願いいたします。

地域共生社会推進全国サミットに参加させてい
ただくのは、今回で3回目になりますが、前回の
鎌倉はオンラインでしたし、その前は残念ながら
延期となりました。3年ぶりに皆さんと対面で、
こうして顔を合わせてパネルディスカッションが
できることを大変嬉しく思います。そして、この
ような大変な状況の中で運営のご準備をしていた
だいた、敦賀市の皆様や関係者の皆様に心より感
謝申し上げたいと思います。

さて、本パネルディスカッションのテーマは「全
ての人が生き生きと暮らせるまちに〜SDGs（持
続可能な開発目標）と地域共生社会〜」です。
SDGsはご案内のとおり、2015年の国連総会で
全ての国連加盟国で合意されたグローバルな未来
の世界に向けた17の目標と169のターゲットか
ら構成されています。一方、地域共生社会は誰も
が役割や出番を持ち、受け手と支え手に分かれる
のではなく、いきいきと自分らしく暮らしていく
ことができる、そういう地域コミュニティをみん
なでつくっていこうという近年の社会福祉政策の
キーコンセプトです。

私はこの2つの概念には共通する点が多くある
と考えています。ここでは、2つだけ確認してお
きたいと思います。1つ目はグローバルなSDGs
とローカルな地域共生社会、両者が描く未来の形
には多くの共通点があるということです。その根
底には誰一人取り残すことなく、貧困のない持続

可能な社会をつくっていこう、ということがある
と考えています。しかしながら、2つ目に、この
未来の形というのは、今の世界とは大きなギャッ
プがあり、そのギャップを埋めるために私たちは
相当な努力や変革、取組を進めていかなければな
らないのではないかということです。

本日は、このギャップを埋めるための取組をど
う進めていけばよいか、企業や行政、民間の立場
から3人のシンポジストの皆様との対話を通じて、
私たちが取り組まなければならないことを一緒に
考えてまいりたいと思っています。

パネルディスカッションの進め方ですが、各シ
ンポジストの皆様には15分程度でご発題をいた
だく予定です。それを踏まえて30分程度の討議
を行って、私の方で最後にまとめをさせていただ
きたいと思っています。

それでは、改めて3名のシンポジストの皆様を
ご紹介したいと思います。まず、さわやか福祉財
団会長の堀田力先生です。堀田先生のご経歴をご
紹介しようと思えば、それだけで小1時間要する
と思いますが、みなさまご存じのとおり、先生は
一人一人の市民や民の力を信じて、社会のありよ
うから地域の実践までさまざまな実践やご提言を
重ねてこられました。新型コロナウイルスの蔓延
など地域や世界がこれまでにないような危機的な
状況に直面する中で、これから私たちがどういう
社会を目指していくのか、そのことを大きな視点
で、また、地域でどのような実践が必要なのか、
ローカルな視点でもご示唆をいただきたいと思っ
ています。次に、タニシ企画印刷代表取締役の田
河内伸平社長です。田河内社長には雇用・働き方
改革という観点から、従業員が働きがいを持って
働き続けることについて企業経営者の立場からご
発題をお願いしたいと思っています。先ほどお話
ししたら、福祉関係者の皆さんのアウェーな状況
の中で大変緊張されているとおっしゃっていまし
たが、ぜひ日頃の取組をご紹介いただければと思っ
ています。最後に厚生労働省社会・援護局長の川
又竹男様の代理で、地域福祉課地域共生社会推進
室の米田室長に来ていただいています。米田室長
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は、先ほど厚生労働大臣の代読をされて、シンポ
ジウムでは局長の代理でお話をされるということ
で、大変な役回りですが、ぜひご自身の見解も踏
まえて、お話をいただければと思います。特に先
ほど山崎先生のお話にもありましたが、厚生労働
省が進めている地域共生推進政策、また、重層的
支援体制整備事業といった国の施策のご紹介をい
ただきたいと思っています。

それでは、早速、各シンポジストの皆様からの
ご発題に移らせていただきます。まずは、堀田先
生の方からご発題をいただきたいと思います。先
生、よろしくお願いいたします。

▼堀田：皆さんこんにちは。一緒にこれからみん
なで幸せになる道を考えることができることを大
変幸せに思っております。短い時間ですので、私
から3つに絞ってお話をさせていただきます。

一つはプラットフォーム、地域共生のためにみ
んなで話し合う場をつくっていこうということで
す。地域共生社会を進めようという中で行政職、
専門職がどのような役割を果たすのかという問題
提起です。答えを一つキーワードで言えば、「住
民主体」だと思います。歴史をふり返ると日本社
会というのは、明治に近代化して、市場でモノを
売ったり買ったりする三井、三菱等々大財閥の商
取引社会から戦後になって、工業社会になり、新
日鉄をはじめ、いろんなモノの生産、これが日本
社会の活力をつける原動力でした。その工業社会
が1990年ごろから情報社会になり、インターネッ
トを通して色々な情報がみんなの手に届くように
なり、この情報の力で社会が動いていくというの
が1990年代以降の日本社会です。現在、それが

転換期を迎えております。何が基本なのか、それ
は人間であり、地方である。今まで市場と工業、
そして情報と社会の重点が移ってきたのが、これ
からは人間が中心になって、全ての人がそれぞれ
の能力をそれぞれの場で存分に発揮して、その力
の総合で日本を活性化させていこうと。今まで市
場とか工業とか情報というのは資本が先導して社
会を引っ張ってきたけれども、これからは一番大
もとの人間そのもの、しかもみんながまとまって
と言うのではなくて、それぞれ多様な能力を活か
して力を発揮していこうと、そういう時代に入っ
ていくということだろうと思います。

基調講演で、山崎さんから社会保障の視点から
日本の社会の進展ぶりについてご披露ありました
けれども、それをもう少し全体で見れば今言った
ようなことではないでしょうか。住民中心で人間
中心になってみんなの力を引き出し、みんなの力
を活かす社会にしていこうとなると、行政は困っ
てる人を助けるなどの基本はもちろん大事ですし、
しっかりやらなきゃいけないけど、それだけでは
十分ではない。山崎さんのお話にもありましたが、
切れ目、隙間が出る。そして、色々な人が色々な
課題を持っています。その全部に対応することが
できない。そこを対応していくのが、住民の力で
あろうと。行政だけではやれないし、団体だけで
もやれない、企業だけでもやれない。住民が自ら
動かないとみんなの力を発揮し、みんなの困り事
を解決するという社会はできないだろう。住民主
体、人間中心というのがキーワードだと言うこと
は、そういうことだと思います。そのことを基本
にして、じゃあ行政職の方々、専門家の方々、何
をどういうふうに住民主体に取り組んでいけばい
いのか、二つ目として次に申し上げたいと思います。

一番大事なことは仕切らないということ。これ
は、住民が自ら課題をそれぞれ抱えていて、みん
なの力で解決していこうというわけですから、課
題はこれだとか、あなたはこうしろとか行政の方
で決めつけない。大切なことは、住民の困り事を
まずしっかり聞くということです。住民の困り事
を聞くというのは、住民の中に入っていって、例
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えば、町内での集まりとか、あるいは小学校区の
皆さんの集まりとか、もう少し大きな地区の集ま
りとか、その集まりの中で住民の困り事をしっか
り言ってもらって、それを行政や専門職が理解す
るだけじゃなく、地域の人みんなが理解する。そ
の地域の人があのおばあちゃんはゴミ出しに困っ
ている。こちらのおじいちゃんは寂しがってる。
そうしたそれぞれの悩みを共有すること、ここか
ら始めないと共生は生まれません。答えは住民が
持っており、課題は住民が持っている。それをい
かにしっかり聞くか、これが第一にすべきこと。
それはアンケートすればいいんじゃないかとか色々
言われますが、アンケートでは足りない。それは、
何に困っているかということ、地域ごとにそれぞ
れ違う課題をみんなで共有して、その困っている
人たちのためにあなたは何ができますかというこ
と。おばあちゃんがゴミ出しするときに手伝って
くれるのか。おじいちゃんが寂しがってるから居
場所に行くように連れ出してくれるのか。そうい
う困りごとに応じて、それなら自分はできる、や
れるということがある。このやれることを聞いて
引き出すことが一番大事なことで、それを住民集
会の中でやるとそういう動きが出てくる。専門職、
行政職の方は、住民主体の共生の動きを引き出す
ために、その点を心がけて取り組むことが第一だ
ろうと思います。

今日は社協の参加者も多いと思います。社協の
方々、これはもう共生の動きを作り出す一番の主
体です。全国に組織があって、しかも共同の社会
をつくるわけですから、共生社会を作り出すエー
スは社協であると言っても言い過ぎでないほど、
大事なポジションにおられます。ところが、社協、
全国社協を回らせていただいておりますが、まず
忙しいですよね。いろんな寄附作業とかいろんな
ことが行政から来るので、これは大変です。しか
し本来は社協さんというのはこの住民が共生する
社会をつくっていくという、その後押しをすると
いうのが本来の職務だったわけで、その本来の職
務に立ち返ってほしいんですが、色々な社協さん
があって、行政の言いなりの社協もありますし、

逆に行政とケンカしちゃって、行政の言うことは
やらないという社協も全国を回ってるとパラパラ
あります。だけど、多くの社協が住民の方を向い
て住民が何を望んでいるか、住民はお互いに何が
できるか、それを引き出そうとしてくれています。
ぜひ、その本来の業務を果たしていってほしいな
と思います。

3つ目は、寄附文化をどうつくるかということ
です。共生社会をつくるために住民が集まるにし
ても、ある程度のお金は要る。場所代、電話代等々
と若干のお金はかかります。このお金までも住民
に負担しろというのはなかなか厳しいですけれど
も、住民の中には労力を出してボランティア、助
け合いで、互助の共生社会づくりをやっていこう
というそういう素晴らしい方々と、もう一方で、
今は働いていて時間がなくてできないけれども、
何かの役に立つように寄附をして、そういう活動
を支援しようと、今自分ができる社会貢献は寄附
なんだとそういう立場の方もおられます。寄附と
いうのは、お付き合いで頼まれて隣の顔を見なが
らするものではなく、こういう社会をつくりたい
いう気持ちを活かすためにするのが寄附でありま
す。ですから、寄附文化をつくるには、みんなが
寄附しているからとかではなくて、こういう活動
を広めたいと思うけれど自分でやれないのなら寄
附をしてくれませんかと呼びかけることが大切だ
と思います。そして、それを何に使ったか、どん
な効果が生まれたかはきちんと報告すると。この
個人の社会貢献活動としての寄附を広めていくこ
とが基本になるのかなと思います。クラウドファ
ンディングなんかは趣旨を明確にしてやりますの
で賛同した人からの資金も集めやすくこうした寄
附文化は、まだまだこれから広がっていくだろう
と思っております。以上です。
▼永田：先生ありがとうございました。

もしよろしければ、この後にプラットフォーム
のスライドも用意していただいていると思います
が、私が事前にお伺いしたことに丁寧に答えてい
ただいたので、先生がご用意していただいたプラッ
トフォームのところに触れていただく時間があり
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ませんでしたので、もしよろしければ「共生社会
づくりの推進のための仕組み」というスライドに
ついても補足をいただけないでしょうか。
▼堀田：プラットフォームというのは、住民主体
の活動をするために集まる場で、2つの大きな肝
があると思うんですけれども、一つは課題の発見
ですね。全国の色々なところでやっていますけれ
ど、住民の方々が集まって、ここは何が問題だろ
うかを話し合う。免許を返上する高齢者が多いの
で、買い物や通院に使う移動サービスの助け合い
がいる地域なのか、それとも、この地域は隣と挨
拶もしない冷たくなってる地域なのでまずは居場
所をつくっていろんな人が集まる、つながりを作
ることが大事なのか。あるいは、食事してない子
どももいる地域なので、こども食堂をやって子ど
もたちを元気にしたい、そういう活動がまず要る
んじゃなかろうか。そうして何が課題かをみんな
で共有するための話し合いをするプラットフォー
ム。そしてそこで、いろんな課題が出てくると、
今度は課題ごとに集まって、自分は子ども食堂に
参加するよ、と。一方、子ども食堂をどういうふ
うに作るか、どこに協力してもらうか、どう集め
るか、そのやり方を協議する場もいる。何をやる
かを協議するこの個別のプラットフォームはこの
2種類があると思いますので、この2つとも住民
の気持ちを引き出す場ですけれども、この2つの
場を準備していくと住民が動き出す。このやり方
で動き出してる地区も現れ始めておりますので、
有効なプラットフォームだろうと私は思います。
▼永田：改めてありがとうございました。

後ほど、また改めて先生には詳しくお話を聞い
ていきたいと思いますが、住民主体ということと、
それを進めていくときに、課題だけではなくて皆
さんのできること、こういったことも一緒に共有
していくということが大事で、課題もあるし、み
んなができることもあって、それらが出会う場と
してプラットフォームのような場が地域の中にで
きていく。そこから新しい活動が生まれてくる。
そういう場に、さらにはお金の部分でもしっかり
と住民の皆さんの民間財源で活動を応援してい

く。そういう循環をうまくつくっていけるといい
のかなというふうに聞かせていただきました。あ
りがとうございました。多様な人が出会うプラッ
トフォームの機能については、また改めて討議の
ところで深掘りをしてまいりたいと思います。

それでは続きまして、タニシ企画印刷代表取締
役、田河内伸平社長にご報告をいただきます。
SDGsの目標8「働きがいも経済成長も」では「包
摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の
完全かつ生産的な雇用とディーセント・ワークを
促進する」と掲げています。企業として、どのよ
うな取組を進めてこられたのか、また、その成果
をどのように感じられているのか、ご報告をお願
いいたします。

▼田河内：タニシ企画印刷の田河内と申します。
本日はこのような素晴らしい場に登壇する機会

をいただきまして、本当にありがとうございます。
最初にこの話を聞いたとき、広島市で経営する
30人規模の中小零細企業の印刷会社がなぜこの
ような場に呼ばれたのかと本当に最初はすごく疑
問に思っていたんですが、このサミットのコンセ
プトを聞かせていただく中で、我々がこの20年
間取り組んできた企業としての取組が一つ認めら
れた形としてこういったチャンスというか機会を
いただいたのだなということで嬉しく思っており
ます。今日のこの場には中小企業の経営者は少な
いとお聞きしているんですけど、我々のこの20
年間の取組がどういった形で、私どもの社員さん
がどういった形で今この経営に携わりながら生き
生きと働いているのかということを少しでも伝え
られるように一生懸命お話をさせていただきます
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ので、よろしくお願いします。
それではまず私どもの会社の説明をさせていた

だきます。株式会社タニシ企画印刷と申します。
このタニシ企画のタニシにどういう意味があるの
かと聞かれるんですが、もともと創業時に、私が
田河内という名前ですけど、もともと西村さんと
いう方と二人で共同経営をしていた経緯がありま
して、田河内の田と西村の西を取ってタニシ企画
印刷となりました。今でもこの小さなマスコット
キャラクターを使って4コマ漫画を作ったり、と
ても愛着を持って喜んでいただいております。私
ども、広島市の中区舟入川口町というところで経
営をしております。これは平和公園の南に1キロ
ぐらい下ったほぼ中心地となっております。現在、
事業としては大きく4つの事業を経営しておりま
して、まずは名前のとおり印刷の事業ですね。2
つ目が介護通販事業といいまして、こちらが今、
弊社のメインの売上の大体7割を占める事業となっ
ております。この通販事業なんですが、介護事業
といっても、介護の利用者ではなく全国の介護事
業所、特に訪問介護事業所様にサービス実施記録
用紙とかケアマネさんに手帳とか、そういったも
のをご活用いただいています。ちなみに、この福
井県では228事業所にお客様がいらっしゃいまし
て、この敦賀市に関しては11事業所に弊社の商
品を使っていただいております。その派生で3つ
目の事業として、テレッサモバイル事業がありま
す。近年、紙からデジタルということで、紙の使
用率がどんどん減ってきております。現在、記録
用紙のデジタル化ということでシステム化を進め
ておりまして、その商品として、ヘルパーさんが
使いやすいようにLINEで使えるシステムを開発
し販売を始めております。4つ目がスポラブ事業
といいまして、これが今期新しく始めた事業です。
これも弊社の社員が関わっておりますので後で説
明させていただきますが、東広島市で地域のジュ
ニアスポーツを応援していこうということで、小
学校中学校のクラブやスポ少などの紹介をメイン
に新聞の発行をさせていただいております。来期
は、呉市と広島市の発行も決まっておりますので、

いずれは広島県全域に広げていきたいなと思って
おります。

創業が76年ということで、法人化してちょう
ど今期で40周年を迎えることになっています。
先ほど20年とお話したんですが、第1創業が父
が創業したときで、第2創業は2000年度から母
が経営を引き継ぎ、そこから第2創業ということ
で、今のこの活動が広く行われたのはこの20年
になります。現在、私が経営者をしております。
従業員は今31名、男性14名で女性が正社員11
名なんですが、パートを入れると女性の方が比率
としては多い会社になっています。

企業には理念があるんですが、『私たちは仕事
を通じてお客様の「想像」と「期待」を超える「価
値」「感動」「喜び」を【創造】します』という理
念をもとに経営をしています。製造業なので、言
われたものをそのまま作るのではなく、お客様の
期待を少しでも越えるものを作ることで付加価値
を上げてお客様の悩み事を解決していこうという
ことで、この理念のもとに社員一丸となって経営
をしております。私どもの取組に入っていくんで
すけれども、まずは2004年に中小企業経営革新
支援法の承認を受け、その後も色々な資格や認定
を受けております。まず、エコアクション21と
いうことでも、ISOに準じるものになるんですが
エコ活動ということで認定を受けました。その
後、個人情報を取り扱う通信販売もありますので、
しっかりとプライバシーやセキュリティの強化を
していこうということで、プライバシーマークの
取得をしました。そしてここからが従業員の働き
方に関わってくることですが、広島県の男性育児
休業等の促進企業ということで登録をさせていた
だきました。そして仕事と家庭の両立支援企業、
こちらの登録もさせていただいております。現在、
通販事業が中国地域のニュービジネス大賞で優秀
賞をいただいております。2017年に子育てサポー
ト企業として「くるみん」認定をいただき、コロ
ナ前になりますが、2018年に広島県の働き方改
革実践企業ということで、印刷会社としては広島
県で一番最初に認定をいただいています。その後、
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エコアクションをさらに進めていこうということ
でグリーンプリンティング認定を昨年取得させて
いただいております。

ここから具体的な取組をお話しさせていただき
たいと思います。テーマとしては働き続けたいと
いう従業員の気持ちを尊重した柔軟な雇用形態の
整備です。働き続けることが困難になる状況とし
てどんなことがあるかというと、女性が多いんで
すけど、出産や育児、それと今後は家族の介護高
齢者も増えてくるので介護や看病ですね。そう
いったものが原因なのかなと思います。後は、自
らの病気もあります。先程言ったように女性が多
い会社なので出産育児を抱えてかなり難しい時期
もありました。その中で就業規則の見直しをして、
パートタイマーの制度を社員からパートになれる、
あるいはパートから社員になれるということを制
度化しました。また、短時間正社員制度と言いま
して、これは育児があると保育園の送り迎えなど、
なかなかフルタイムで働けない従業員が増えてく
るので、短い時間でも正社員として働ける制度を
整備しました。あとは育児介護休業制度です。子
どもが急に熱を出して会社を休んだりとか突発的
なこともありますので、それでもすぐに休めるよ
うな体制づくりということで、そういった制度を
整備しております。しかし、このように制度を整
備してもなかなか実態に合わないものも時々あり
ますので、毎年少しずつ内容を見直しています。
また、就業規則では対応できない、個々の事例に
ついては特例で対応することもあります。例を挙
げますと、男性社員がいるんですけど、奥さんも
保育園の送り迎えができなくて男性従業員がしな
いといけない。でも、いくら早くやっても朝礼に
5分ぐらいどうしても遅れてしまうことがあるん
ですが、個人の就業時間と退職時間を30分ずら
して、その方だけ9時就業、6時退社ということ
で対応するなど、個々に応じて対応しています。

それと、広島では数年前に豪雨災害があり、う
ちの社員もアパートが水害に遭って本当に1か月
家に帰れなかったりとか、命に別状はなかったで
すが奥さんと子どもが流されたりとか、そういっ

た危険なこともありました。近年のコロナ感染症
でも、安心して働ける職場づくりということで、
なかなか職場に戻ってこられない状況だったり働
けない状況がある中でどう対応していくかという
ことを考えました。休まれると困るという状況も
あったので、緊急の際にはすぐテレワークができ
るような整備を行い、働ける環境を会社だけでな
く、自宅でもできるような体制づくりを進めてい
ます。新型コロナが一気に広まったことで昨年度、
緊急時における勤務の規程を導入してオンライン
や時間差出勤を導入しました。あとは製造は営業
や制作と違って家で仕事ができないので、午前の
部と午後の部の二部に分けて働いたり、そういっ
た臨機応変な対応で働き方を変えていきました。

弊社ではイントラネットを活用して制度内容や
目的の周知を図っていましたが、短時間正社員や
パート社員も増え、会社の全体的な周知が困難に
なってくるという状況が生まれました。正社員と
か短時間正社員に関しては月に一回全体会議を設
けていまして、その中で周知を行なっていたんで
すが、このコロナ禍でそれを全部ズームにしてオ
ンラインで会議をしたり、会議の前に社員同士で
勉強する機会を1時間ほど作って理念の浸透だっ
たり、理念と経営という本があるんですけど、こ
の冊子を使って、ある会社の事例をうちの会社で
置き換えたらどうなるかというのを社員でディス
カッションして、共有の認識を高めていくという
努力もしています。イントラネットを使って社内
の規程や規則を社員さんが見たい時にいつでも見
れるような仕組み作りも進めています。

急な事態も想定した業務のカバー体制の整備と
いうことで営業体制では、やっぱり属人化しやす
いので、属人化を防ぐために顧客の担当を作らず
に全員でカバーしていこうということで、そうす
ることで休みやすい体制にもなりますし、属人化
しにくいということで管理化を進めています。制
作も同じく、それぞれの技術の差をなくすために
マニュアル化を進めたり情報の共有を行い、誰が
やっても同じように仕事ができるように進めてい
ます。製造部門に関しては先ほど言ったように2
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部制にしたり、後は多能工化ということで印刷機
械しか動かせないのではなくて、製本もできるし、
なんでもできるようにジョブチェンジの工夫をし
ております。それで色々やってきたんですけど、
正しい制度を作っても運用するにあたって、そこ
にボトルネックや壁があることもあります。せっ
かく制度を作ったのに使えないという事になって
はいけないので、社風や企業文化として根付かせ
る努力を色々してきました。その結果、男性社員
の育休取得率は今100%になっています。これも
最初なかなか取らない男性社員が多かったんです
が、子どもができた男性社員がいたら、いつ休む
んやと言う話を経営者である私自らが振って休む
きっかけ作りをしたりすると、だんだん向こうか
ら言ってくるようになりまして、今ではこちらが
何も発信しなくても育児休暇を取れる体制になっ
ています。その結果、有給休暇の取得率が昨年は
80%以上となっておりまして、子育て世代では
100%取得になっています。今では5日分の有休
を絶対取ってくださいと推奨しているんですけど、
これもなかなかこれまでは取りづらかったので、
年度初めに1年に5日ほど有休を決めていただく
ということをして、その結果、必ず取れますし、
できれば会社としては連続5日取得してほしいと
いうことで、土日の間に5日間有休を入れると9
日間長期休暇を取れるとかですね、そういったこ
とも推し進めています。あとは定時退社の推奨で
すね。みなし残業として20時間つけているんで
すけど、今では平均の残業時間が8時間と生産効
率も上がりました。今では、皆さん、すぐ帰って
いきます。

SDGsの取組ということで、10月に広島信用金
庫さんのご助力もいただいて弊社もSDGs宣言を
させていただいております。10月21日に宣言し
たもので、ちょっと今回4項目は当てはまらなかっ
たんですけど、全部で17項目のうち13項目ほど
取り組んでいて、宣言もさせていただいておりま
す。その結果、ワークライフバランスの充実がも
たらす効果ということで、仕事と生活の好循環の
サイクルができたのかなと思います。やっぱり長

期の休暇や短時間の制度で安心して子育てや介護
に専念できる状態が生まれますね。心と生活にゆ
とりができたとかですね。有休の取得や無駄な残
業を減らすことで、心と生活にゆとりができ、仕
事と家庭の両方にしっかりと男性職員も関わるこ
とができて、生活のメリハリもできますし、仕事
に対するモチベーションが上がることで生産性ま
で上がって家庭生活も安定する、そういった好循
環が生まれる会社になってるのかなと思います。
定年後も元気な人が再雇用されています。現在、
62歳を超えても元気に働いている方が1名います。
その結果、会社の信用信頼が上がり、求人を募集
すれば結構来てくれるようになっていますし、離
職率も減ってるので、すごく安定した状況が生ま
れているのかなと思います。簡単ではございます
けど、以上が弊社の今までの取組になります。ご
清聴ありがとうございました。
▼永田：田河内社長、ありがとうございました。

従業員の声に応じて見直しながら徐々に職場を
変えてこられたこと、また、それを文化として定
着させること、働きがいのある人間らしい仕事を
推進していくことが安心やゆとり、メリハリ、そ
れからモチベーションの向上や生産性の向上と
いったことにつながって好循環を生んでいるとい
うご報告をいただきました。もう少し具体的なお
話を後ほど討議のところでお聞きしたいと思います。

それでは続きまして、厚生労働省社会・援護局
地域福祉課地域共生社会推進室長の米田室長から
地域共生社会を実現していくための国の施策につ
いて短い時間で恐縮ですけれども、簡単にご報告
をいただければと思います。お願いいたします。
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▼米田：はい、厚生労働省地域共生社会推進室長
の米田です。よろしくお願いします。

今日はすみません、局長の川又の代理で参りま
した。私から地域共生社会の推進に向けてという
ことで、先程の基調講演とかぶる内容もあります
が、大事な話が多いので、そこは繰り返し述べさ
せていただきたいと思います。

さて、まず現在、日本や地域でどういったこと
が起こっているかということですけれども、世帯
構造の変容、先程の基調講演でもありましたが、
単独世帯がだんだん増えてきているということで、
2040年には約4割に達する見込みです。その多
くは高齢者の方になります。それと、もう一つは
共同体機能の脆弱化ということです。地縁、血縁、
社縁というものがありまして、日本の社会保障制
度はこの3つの縁を前提に制度が作られてきたん
ですが、それらがかなり脆弱化して弱くなってい
るという実態があります。

それともう一つは人口減少社会ということで、
いろんな分野、あらゆる分野で担い手が不足して
いるという状況にございます。

そうした中で対応できていないニーズというも
のがあります。一つが世帯の複合課題ということ
です。色んな課題が複雑化、複合化しているとい
うことで、例えば8050問題。80歳のお年寄りと
引きこもりの50代の子が一緒に暮らしている世
帯ですとか、ダブルケアといって子育てと介護が
同時にやってきている世帯、あとはヤングケアラー
ですとか、そんな問題があります。また、制度の
狭間ですけれども、制度というのはできた途端に
対象者の線引きを伴うものなので、それに外れる

方、隙間に入ってしまう方はどうしても生まれて
しまいます。その人が生活の中で抱える課題は、
都合よく制度に沿って発生するわけではなくて、
どうしても制度をまたがった課題が発生してしま
うということ、この制度の狭間の問題というのは、
非常に大きな問題なのかなと思います。

それともう一つは自ら相談に行く力がない、自
分から助けてと言えないということです。頼る人
がいない、自ら相談に行くことが難しい。社会的
孤立、排除とありますけれども、それ以外にも例
えば、役所の窓口で嫌な思いをしてしまって、も
う行きたくないという方がいらっしゃるとか、後
はそもそも本人が困っていると思っていない、周
りは戸惑っているのに本人が困っていないという
ケース。後はそもそもの相談の仕方が分からない
とか、情報が全くその方に行き届いてないという
ような課題があります。

もう一歩地域の方に目を向けると、周囲が気づ
いていても対応の仕方が分からない、見て見ぬふ
りということがあります。これも仕方のないこと
なのかなと思います。気づいたところで解決手段
がなければ、どうしても見て見ぬふりをしてしま
うと、これはしょうがないことかなと思います。
そして、こういった問題は、貧困・生活困窮が絡
むケースが多いということがあって、これらが対
応できていないニーズなのかなと思っています。

ということで、地域共生社会というこのサミッ
トの大きなテーマですけれども、こちらの図はこ
んな感じですが、文字にすると次のスライドです
ね。「地域共生社会とは」ということで、今日何
度もお聞きになったかと思いますが、制度、分野
ごとの縦割りや支え手・受け手という関係を越え
て、住民一人一人の暮らしといきがい、地域をと
もに作っていくという社会です。一つが縦割りと
いう関係を越えるということで、先程申し上げた
制度の狭間の問題に対応するということ。介護、
障がい、子ども子育て、生活困窮と、それぞれ制
度はできています。それぞれ良い制度でプレーヤー
の方々はすごく頑張って支援していらっしゃいま
す。そういったそれぞれが持つそれぞれの専門性
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をお互いに活用するということです。そして、ネッ
トワークの中で対応するということ。次が支え手、
受け手という関係を越えるということ。一方向か
ら双方向の関係性へということで、支え合う関係
性、お互いさまということです。それと3つ目が
世代や分野を越えるということ。世代を問わない、
子どもからお年寄りまで丸ごとごちゃまぜという
こと。それと福祉分野とそれ以外の分野で一緒に
できることを考える。地域共生社会の可能性の広
がりを感じざるを得ないんですけれども、ここに
ありますとおり、保健医療、労働、教育、住まい、
地域再生、農業、漁業などありますけれども、他
にも最近だと防災とかそういったところまで広が
り得る話なのかなと思っています。

今日のサミットにも市町村の方や首長さんもた
くさんいらっしゃると思うんですが、社会福祉法
という法律で市町村に努力義務がかかっていま
す。それは何かというと包括的な支援体制を整備
してくださいということです。この包括的な支援
体制を整備するためには、ここにありますとおり、
相談支援、参加支援、地域づくりに向けた支援が
必要になります。こうしたことを行政、関係機関、
地域住民、あとは田河内社長もいらしてますけど
も、企業も一緒になって一体的に進めるというこ
とが必要とされていまして、私どもとしてもこれ
をお勧めしているということになります。こうし
た包括的な支援体制を整備することで、どういっ
たことが期待されるかということですが、まずそ
の地域で気に掛けあう関係性や相談を受けとめる
体制ができると先程申し上げたような「見て見ぬ
ふり」がなくなる、住民の方が気付くことができ
ると考えています。それによって、課題の早期発
見により深刻化する前にその方を支援につなげる
ことができるようになります。また、複雑化・複
合化した課題、制度の対象にならない課題も含め
て、適切な関係機関につないでチームで連携しな
がら支援することができるようになるということ
です。そして、本人が社会とのつながりを回復す
るということで支える側にもなるということです。
そうすると生活のハリや生きがいを見出すことが

できるんじゃないかなと思います。
そして、最後ですけども、地域活動に参加する

方、また参加する場が増加することで、地域の中
に新たな社会資源を作り出すことができるという、
いわば地域活性化の効果を私どもとしては期待を
しております。

さて、7ページから勝手ながら敦賀市の10年後、
20年後の粗い推計をしまして、どんなふうにな
るかというのを見てみました。各種統計を掛け合
わせて作ったものなんですが、簡単に申し上げる
と、どこの地域でも起こっていることだと思うん
ですけれども、2040年に向けて生産年齢人口が
どんどん減っていく、また人口減少していくとい
うこと。次のスライドですけれども、高齢者世帯
の推移を見てみると単身世帯が増加するというこ
とです。特に75歳以上の方の単身世帯が増加す
るということです。ちょっとした困り事があった
場合に、その方を助ける人がすぐ近くにいないと
いうことになります。そうすると、このままでは
市内において、人とのつながりが少ない孤立した
方が増加していくことが見込まれると思います。
そして、下の黄色のところに書いているとおり、
明日からV字回復で人口を増やしますとか、来月
から3世代同居しましょうとか、こういった試み
は今からでは難しいんじゃないかなと思います。
ただ、挨拶をする人や世間話をする人、何かを一
緒にできる人というのを増やしていくことは、こ
れは我々の力、地域の力でできるんじゃないかな
と思っています。

こちらは先程の基調講演でもありました伴走型
支援で、地域共生社会において一つのキーワード
になる支援のあり方かなと思っています。左側が
具体的な課題解決を目指すアプローチで、イメー
ジとしてはこれまでの社会保障制度、医療サービ
スや介護サービスあとは年金などそういった具体
的な支援ということなんですけれども、それと一
緒に右側の繋がり続けることを目指すアプローチ、
こういったものも大事じゃないかなと思っています。

すぐに解決ができない課題を持った方への支援
について相談できる人、一緒にどうしたらいいか

第4回地域共生社会推進全国サミットinつるが 記録集 ▲   33

敦
賀
市
の

事
例
発
表

パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

基
調
講
演

開
会
式

特
別
講
演

分
科
会
Ｃ

分
科
会
報
告

引
継
式

分
科
会
Ｂ

ス
ナ
ッ
プ

シ
ョ
ッ
ト

分
科
会
Ａ

11
18
fri.

11
17

thu.



と右往左往してくれる人がこの地域共生社会にお
いては必要というふうに私ども考えております。

スライド飛びまして重層的支援体制整備事業。
この話も一言だけしたいと思います。この市町村
における包括的な支援体制の整備を行うにあたっ
て、一つのツールとして国が用意しているのが重
層的支援体制整備事業です。この事業は敦賀市の
方でも、現在、準備事業ということで実施されて
います。今、各地域で創意工夫凝らされておりま
すので、この敦賀市でどんなふうにこの事業が展
開されるのかというのは、私としても注目してい
きたいと思っています。

では、最後のスライドです。地域共生社会を目
指すに当たって、やはり重なり合うということは
大事だと思っています。各分野の重なり合い、ま
た相談の受け止め、伴走支援、社会参加といった
一連の重なり合い、それと制度福祉、フォーマル
なものとインフォーマルなもの、こども食堂とか
フードバンクとかそういったものの重なり合い、
人と人との重なり合い、行政支援機関、企業、地
域活動団体などさまざまな主体の重なり合いとい
うことがあります。そうした重なり合いですね。
風土が違ったり、文化が違うということでわずら
わしいことはあるんですが、それぞれの地域でそ
うした重なり合いをつくることで、この包括的な
支援体制を構築していくことにつながりますし、
これが地域共生社会の実現にとって近道なんじゃ
ないかなと私は思っています。

以上です。ありがとうございました。
▼永田：米田室長ありがとうございました。最後
に室長がおっしゃっていましたが、重層的支援体
制整備事業というのは重なりを整備していく事業
だと思いますので、色々な人たちの力を重ねて制
度の狭間を埋めていこう、狭間がない地域社会を
つくっていこうというのがこの事業の要諦だとい
うことだと思います。この後、討議のセクション
でこの重なり合いをどうつくっていけばいいのか
皆さんと考えてみたいと思います。

では、パネルディスカッションの討議のテーマ
として、3つ想定をさせていただいています。1

つ目ですが、「多様な人ののりしろを引き出し、
共創する場（プラットフォーム）をどう作ってい
けばよいか」ということを一つのテーマにしてみ
たいと思います。

2つ目のテーマは「多様な働きを尊重し、その
活躍をどう応援していけば良いか」というテーマ
でお話ししていきたいと思っています。この多様
な働きというのがどういうことを意味しているの
か、後ほど御説明をしたいと思います。

最後に、堀田先生が資料の中でも取り挙げてお
られた、子育て応援社会をどう作っていくかとい
う点についても時間の許す限りご意見を伺いたい
と思っています。

それでは、テーマ1の多様な人ののりしろを引
き出し、共創する場をどう地域につくっていけば
よいか、この点をまずディスカッションしてまい
りたいと思います。堀田先生からも、地域共生社
会づくりの推進体制として地域にプラットフォー
ムをつくっていくことの重要性をご提起いただき
ました。まずは堀田先生に伺いたいのですが、今
地域の中に色々な形でプラットフォームをつくり
なさいと地方自治体は国から言われていると思い
ます。そうすると行政の職員の皆さんはすごく真
面目なので、次から次へといろんなプラットフォー
ムが地域の中にできていて、コーディネーターや
協議体がたくさん地域にできていて、例えば民生
委員さんからすると、同じような会議をたくさん
作っているだけではないか、と思われることも多
いのではないかと思います。こういったことをど
のように解決していけばいいか、お考えを教えて
いただけないでしょうか。
▼堀田：地域共生ですから、これは地域のみんな
がそれぞれの能力を生かして幸せになっていくこ
とを目指すわけですが、その共生の仕組みがまさ
に先ほど厚生労働省の米田室長からありましたよ
うに、共助的、包括的、要するに縦割りにしない
で重なるものが全部重なり、まとめて支えていく
というコンセプトが大事です。そういう共生社会
の包括的・共助的な作り方が厚生労働省からも出
てくる、総務省からも出てくる、内閣府からも出
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てくる、国交省からも出てくるというように縦割
りなんですよね。全部みんな一緒にして縦割りの
すき間をなくしてやっていこうという政策自体が
縦割りで出てきて、省庁ごとに予算が付いてるの
で、これはこっちのお金というようになってしま
う。だから本来、全部総合して地域はみんな一緒
ですよ、困っている人がいれば、どんな人でも支
えていきたいのに、ここはこっちの分野、こっち
のやり方だとなると、どの事業を採用してどこか
ら予算を取ろうかなんて、そういう無駄なことに
自治体が頭を使わなきゃいけなくなる。これは、
おかしいですよね。省庁自身が残念ながら縦割り
になっているから、一部は重なりつつありますけ
ど、基本縦割り。そこをまとめるのはやっぱり市
町村。市町村は地域を動かす。地域は一体ですか
ら、困ってる人を縦割りにはしない。困ってる人
はみんな救いたい。そうすると、その住民が何を
求めているのかというところで最初に申し上げた
ように、その地域の住民が何に困っているのか、
そして何をしようとしているのか。そこを住民か
らしっかり聞いていただければ、それに合うよう
に各省庁の事業を実現していけばいい。どういう
事業をやるのか。これも住民に聞けばいいですよ
ね。小さな拠点でやりましょうというところも出
てくるかもしれない。もっと大きな話し合いの場
をつくって、小規模多機能で包括的な仕組みをつ
くりましょうとか。住民たちがまずプラットフォー
ムで話し合ってこうやろうという方向が出たら、
その方向に合う政策をうまく活かしていただく。
だから一番の基本は住民主体ですが、住民主体を
実現するのは、市町村や首長さん方の腹構えじゃ
ないかと私は思っています。
▼永田：ありがとうございました。

国と違って市町村は総合行政ですので、できる
だけ市町村の中で横串を通していただいて、それ
を前提として、そこに住んでいる地域の皆さんが
やりたいという思いを省庁、庁内で横断的に検討
していくことが重要なのではないか、というご示
唆をいただきました。ありがとうございます。

続いて、米田さんにお伺いしたいのですが、今、

重層事業の中でいい動きもたくさん出てきていま
すよね。つまり、話し合いの場を重ねていこうと
いう動きです。住民の皆さんがやりたいことや、
困っていることを一緒に出し合いながら、話し合
いの場をつくっている好事例があれば教えていた
だけますか。
▼米田：そうですね、先ほどお話があったように、
重層的支援体制整備事業ではプラットフォームを
形成してくださいということをお勧めしていま
す。そこでのつながりの中から、更なる展開が広
がっていくということを我々も期待しているんで
すけども、実際にそういった例も幾つか見られま
す。幾つかの事例を紹介したいと思います。福岡
県久留米市では、「10万人女子会」というすごい
名前の会があって、それはもともとはその市内の
女性が楽しく集まれる場をつくりたいということ
で、最初は「100人女子会」という名前だったん
ですけれども、3年後ぐらいに名前が1,000倍の
10万人になったんです。その活動が色々と集まっ
てやっていたんですけれども、従来からその女性
の支援活動をしてきた福祉系の団体と出会って、
そこで一緒に活動していく中で最終的にはひとり
親家庭の親子の集まれる場をつくっていく、そう
いった活動が生まれたという例があります。

また、同じ九州、宮崎県三股町という人口2万
5000人ぐらいの町ですが、そこで「社会問題井
戸端会議」という、これもまたいいネーミングな
んですが、そういった場がありまして、そこで地
域のさまざまな課題を持ち寄って、いろんな人が
それこそ会社の人も仕事を途中で切り上げてきた
とか、そういったようなことで話し合いが行われ
ていまして、そこから工場の廃材のビニール材、
これをどうしようか、何か有効活用できないかと
いうような話であったり、あとは一般の雇用社会
の中では馴染めないような方がいらっしゃって、
その人の働く場をどうしようかみたいな話になっ
てですね。じゃあ一緒にやろうということで、そ
の廃材を使ったオシャレなバッグをその方々が作
ると、そういったプロジェクトが始まったという
ことも聞いています。
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こういった動きがあるんですけれども、私が思っ
ているのは、行政の方が明日からいきなり鼻息荒
くして、地域づくりをやりましょう、プラット
フォームを作りましょうと言ってもやっぱり住民
の方からしたら「何かまた俺たちにやらせようと
してるんじゃないか」というようなことになるか
なと思いますので、そこは堀田先生がおっしゃっ
ているように地域住民の主体性が大事なのかなと
思います。そういったことを考えると、いきなり
福祉色を前面に押し出すより、まずはまちづくり
とか、そういう楽しい、面白いとかそういった興
味や関心に基づいた集まり、それを行政がバック
アップしてコーディネートする、そういった役割
が必要なんじゃないかなと思っています。
▼永田：米田室長、ありがとうございます。

久留米市の10万人女子会や、三股町の社会問
題井戸端会議は本当に面白い取組だと思います。
ただ、同じものをコピーしてもうまくいかないと
思いますので、皆さんの地域で住民の皆さんがど
んな声を持っているのか、どんな得意なことがあ
る人たちがいらっしゃるのか、皆さんの地域の強
みを知ることが第一歩だと思います。

行政の職員の方から、我が地域は市民や地域が
全然動いてくれない、という声を聞きますが、皆
さんが出て行って探してみたら、地域の中にたく
さんの思いを持った人とか、実は既にやってる人、
いろんなことをやりたくてうずうずしてる人がた
くさんいらっしゃるんじゃないかなと思っていま
す。ぜひ、重層事業の取組を使いながら、そういっ
た話し合いの機会や場をつくっていただくと同時
に、今あるものも見直していただいて、そこをう
まくつなげていくということを考えていただきた
いと思います。義務で集まった人ばかりだと、対
話がなかなか進まない。やりたい人、思いのある
人、そういう人達を見いだして、「動きのある対話」
をつくっていただきたいと思います。

次にテーマ2、多様な働きを尊重する、その活
躍、参加をどう応援していけばよいかということ
について議論をしてまいりたいと思います。

堀田先生のスライドの中にも、「人間開花社会」

というコンセプトがありました。地域共生社会と
いうのは誰もが役割を持って活躍でき、その参加
や活躍を応援していこうということだと思います
ので、その点を少し深めてまいりたいと思います。

ここでは、田河内社長を中心にお聞きしたいと
思います。社内で制度をつくられて、組織の文化
としてしっかりと根付かせてこられたというご報
告をいただきました。会社のことや子育てのこと、
それを両立できれば、仕事も生活もメリハリがで
きて生き生きとしてくるというお話もありました。
職場環境を整えてきたことで、社員の皆さんがど
う変わったのか、会社の雰囲気がどう変わったの
か、具体的なお話をしていただけますでしょうか。
▼田河内：まずは社員がどうやって仕事に対して
やりがいを持てるかというところからお話します。
我々は営利企業になりますので仕事ありきになっ
てしまうんですけれど、その中でうちは介護通販
ということで、介護に関わりを持たせていただい
ています。その中で、企業の目的はお客様の困り
事の解決が基本になってくるので、いかにお客様
の悩みや困り事を収集していくかということで、
地域のケアマネさんとつながって座談会をしたり、
自分たちの存在意義を感じられるような仕事づく
りに取り組んでおります。

今は共働きが普通なので、家庭と仕事の両輪を
しっかり回していかなければワークライフバラン
スが崩れて疲弊してしまうという環境も生まれま
す。それを先程お伝えした制度で、家庭と仕事の
バランスを保っていくということをやっています。

先ほどスライドの中で若い女性の社員さんの写
真がありましたが、この方の事例をお話しします。
この方はうちの新入社員で11年前に新卒で入っ
てきた社員です。現在、子どもが2人、小学校4
年生と小学1年生の子どもがいるんですけど、育
休産休育休を繰り返して2年ほど仕事を空けた時
期もありますが、その中でもワークライフバラン
スを保って、しっかりと会社もサポートし、仕事
を辞めずに両立をしてくれています。彼女は元々、
陸上を大学までやっていた経験がありまして、大
人になっても陸上を続けたいという思いがあるん
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ですよね。仕事も家庭もあって、やりたいことが
できないということが最初こそあったんですが、
最近では地域のジュニアチームコーチをして地域
貢献の一環で子どもたちのスポーツを応援すると
いうことを一生懸命やっております。弊社でスポ
ラブ事業をやろうと決めた時に彼女を抜擢しまし
て、編集長になってもらいました。東広島を中心
に活動してるんですけど、その地域のスポ少と繋
がって取材をさせていただいたり、今本当に生き
生きと活躍をしています。この事業をどんどん広
げていく原動力になっていただいております。
▼永田：ありがとうございます。

具体的な事例で、一人の社員の方の物語をお話
いただきましたが、今の社長のお話を聞いてると
会社の「働き」と、ご家庭で大事な人をケアする
という「働き」、そして自分自身のやりたいこと
を地域に貢献しながらやっていくという「働き」
が、うまく相乗効果を生んでその人自身が輝いて
いると感じました。ありがとうございます。

堀田先生にお聞きしたい点があります。とはい
え、なかなか活躍する機会が得られない人もたく
さんいらっしゃいます。例えば、山崎先生のスラ
イドにあった「社会的なつながりの弱い方」、ひ
きこもりの方、孤立した方、障がいのある方、チャ
ンスがない方や意欲を持つことを諦めてしまって
るような方もいらっしゃるのではないかと思いま
す。こういった方々の活躍をどうやって応援して
いけば良いか先生のお考えをお聞かせください。
▼堀田：そういう方々でも必ず何かしたいこと、
楽しいこと、笑顔になることを持っておられま
す。認知症の方でも、外国人の方、刑務所から出
てきた方、障がい者の方、いろんなタイプの方、
職には就けない方がたくさんおられますけど、ど
なたもこれをやったら楽しいということがある。
いろいろ伺うとそういった方々の希望で一番強い
のが自分が安心していれる場所が欲しい、つまり
居場所ですよね。そして、そこで普通の人とし
て、特別の人じゃなく、普通の人として接してほ
しい。これが皆さん方の気持ちだと思います。だ
から、居場所にそういった方々を選んでいる場所

も結構あります。そういうところで自然に受け入
れてくれれば、とてもリラックスしてゆっくりし
ていられる。私から見て忘れられない場面があり
ます。某大学の物理学の教授が認知症になって、
一生懸命物理学の講義をやってました。誰も分か
らないと思うんですけど、一生懸命聞いてるおば
あちゃんがいて、おばあちゃんがずっとうなずい
ているので、本当にこの認知症の物理学の先生は
物理の講義を頑張ってやってたんです。その先生
がちょっとトイレへ行かれたんですが、それでお
ばあちゃんはこうしてうなずいているので、この
おばあちゃんも認知症なんですが、うなずく癖が
ある。でも、おばあちゃんは、この一生懸命しゃ
べっているあの先生が好きなんですね。だから、
そういう認知症の方同士の会話とも言えない、そ
ういう繋がり、そういう居場所って楽しいんです
よね。デイサービスなんかでも認知症の方をお世
話役で頼んだりしています。そうするとトイレへ
連れていくのが上手な認知症の方とか、子どもを
上手にあやす認知症の方とか色々おられてそれぞ
れの能力を発揮しておられる。もちろん、絵を描
くのが上手な方もおられます。

それぞれのいいところを活かしておりますし、
地域によっては観光案内が得意な認知症の方がそ
の地域の歴史の話をずっと話しておられる。時々
歴史が変わるらしいんですけども、それは来てる
方にとっては一時の話ですから。お店の留守番を
してる方とか、色んなところで能力が活かせるの
で、そうすると生き生きとやってられます。そう
いうコミュニティがあれば、認知症の方はそこで
生き生きとやれるし、職場でも採用してるところ
結構ありますよね。パン作ったり特に知的的障害
の方、本当にきちんとやりますから。パン作りの
ように決まった作業は本当に上手。厚労省の中に
もそういうパン屋さんが入ってると思いますけど、
そういう職業で配達なんかもできますし、食で活
かせる場だって結構あるので、是非それぞれの方々
のできるところを活かしてほしい。何もできなく
ても居場所で黙っているだけでも表情が違います
から。そこにいると楽しいんですから、やっぱり
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みんなで支えるコミュニティは大事だと思います。
▼永田：ありがとうございます。少し時間も押し
ていますが、こういう話を聞くと楽しくなって、
いろいろ聞きたくなってきますね。多分会場の皆
さんもこのような素敵なエピソード、それぞれの
地域でお持ちなんじゃないかなと思います。「で
きること」で一緒に支えていくということは楽し
いことでもありますよね。

こういった取組を重層では参加支援と呼んでま
すよね。活躍を応援していく事業だと思いますが、
米田室長もこういった取組例があれば教えてくだ
さい。
▼米田：そうですね、重層的支援体制整備事業の
参加支援という事業があります。生きづらさを抱
えている方は多種多様ですので、先程堀田先生が
おっしゃったようにその方のできること、得意な
ことに着目したオーダーメードの支援がいいのか
なと思っています。そういった取組をやってるの
が愛知県豊田市なんですが、奇しくも次回のサミッ
トの開催地ですので、また来年の楽しみにしてい
ただければと思います。面白い取組をやっている
と思います。
▼永田：ありがとうございました。

来年へのつなぎをしっかりやっていただけると
ころもさすが室長だなと思いました。ぜひ、そう
いうのも調べみていただければと思います。

予定していた時間があっという間に過ぎてしま
い、「子育て応援社会」のテーマが十分に話し合
えておりませんので、最後に、子育て応援社会の
ことにも触れていただきながら、パネリストの皆
さんから1分程度で一言ずついただけますでしょ
うか。堀田先生からお願いいたします。
▼堀田：子育ての問題は山崎さんがしっかり少子
化問題のデータを揃えて分析されて、問題提起さ
れております。山崎さんの本の中に出てくる佐野
首相のように、そこが一番大事だということをま
ず本当に認識したいと思うんです。今、子育ての
仕組み・制度をつくる絶好のチャンスがきている。
高齢者のときは、介護保険をつくるとぐっと動き
ました。しかし、子どもについては、あの時動か

なかった。その後少し民主党の時に動きましたけ
ども、まだ大きなところが動いてなくて、日本の
子育て制度は非常に先進諸国に比べれば遅れてし
まっております。その仕組みをどうするか、山崎
さんの話で出ておりますが、子どもを産みやすい
ようにする。この基本が大事ですけれども、もう
一つは産まれてきた子どもたちが生き生きと元気
に育つ、色々なことに好奇心を持ち、新しいこと
にも挑戦し、頑張る。競争して人を蹴落とすので
はなく、仲間と一緒に作業をやって、みんなの力
も活かしながら大きな事をする。こういう人を育
てることが、日本の将来のために非常に大切なの
で、それはもう地域の役割だろうと。だから今、
子ども子育ての大きな制度をつくる絶好の機会が
来ておりますけれども、この機会にしっかり、壊
れてしまった地域コミュニティを子ども中心に作
り直して、子どもたちが元気で楽しく育つように
地域のみんなの力を合わせていきたい。おじいちゃ
んおばあちゃんの力を、もっともっともっと活か
したい。その絶好のチャンスだと思っております
ので、みんなで頑張れたらと願っております。
▼永田：堀田先生ありがとうございます。子育て
支援は連立方程式だと思います。政策だけでも動
かないし、地域みんなで進めていかないといけな
いということだと思います。

そうしましたら、田河内社長いかがでしょうか。
▼田河内：良い制度の話はたくさんありますが、
やはり運用しようと思うと企業がしっかりする必
要があります。いい法律や制度があっても、企業
がしっかりとその内容を従業員に落とし込んで運
用できないと、いい制度だとしても使われないと
いうことになってしまいます。中小企業はぎりぎ
りの人数で仕事を回しているところも多く、一人
従業員が休んだら生産率が落ちるという恐れがあ
ります。経営者も産休や育休で休んだら一人従業
員を雇って、育休明けたら雇った従業員はどうす
るのかみたいなこともあって結局退職せざるを得
ないとか、そういったジレンマもあって、良い制
度も使い切れないというのがあると思います。そ
こはちゃんと経営者が覚悟を持ってしっかりと運
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用することによって生産率をしっかり上げる制度
だったり、退職しなくてもいい仕組みをちゃんと
作っていかないといけないので、制度や法律に頼
るばかりではなく、企業自身もしっかりと制度を
活用できる仕組みづくりを自らの成長課題として
取り組んでいくことが企業としての課題だと思っ
ております。以上です。
▼永田：田河内社長ありがとうございました。

企業だけではなくみんなで覚悟を持ってやって
いくことが大事だと改めて感じました。

米田室長、最後に一言全体を通してコメントを
お願いできればと思います。
▼米田：はい、子育て応援社会ということで、今
日のテーマと絡めて申し上げると、来年度からこ
ども家庭庁ができます。厚生労働省の子ども家庭
局の大部分が別の役所に移るということで、これ
は今日堀田先生からもご指摘がありましたが、縦
割りにならないように我々も気をつけたいと思い
ます。その上でこども家庭庁と厚生労働省がよく
連携してやっていきたいと思っています。そして、
自治体、行政それと民間企業、あと非営利組織で
すね。社協の方、NPOの方、社会福祉法人の方。
SDGsの17番目の目標というのはパートナーシッ
プで目標を達成しようというものですので、皆で
手を取り合って連携、協働しながら課題解決・目
標達成をしていければと思っています。
▼永田：米田室長、ありがとうございました。

そうしましたら、皆様のご発題を受けて、最後
に短い時間になりますが、まとめさせていただき
たいと思います。

4点上げさせていただいています。
まず、多様な人や組織の重なりの力から新たな

共創を生み出していく場を地域に作っていくこと
の大切さです。日本の社会は縦割りですので、そ
の境を超えて多様な力を重ねていくということを、
これからやっていかないといけないのではないか
と思います。制度を作るだけではなく、行政や社
協、地域の皆さんがクロスバウンダリーに境界を
越えていくような発想を持つ必要があるのではな
いでしょうか。今までの境を超えて、多様な人や

組織がつながって新しいものを作っていく。そう
いう動きをぜひ皆さんの地域で進めていただきた
いと思います。

次に、多様な「働き」が認められ、一人ひとり
が活躍できる地域を作っていく必要性です。日本
では会社で働くことが非常に重視されてきました
が、自らが大切に思う人をケアすること、自らが
大事にしているコミュニティや愛着のある地域の
ために働くということがもっと評価される、そう
いう社会にしていきたいということです。

そして、子育て応援「社会」と強調しているよ
うに、社会全体で子育てを応援していく必要性で
す。基調講演で山崎先生が例に出された三重県名
張市では、地域の皆さんが力強く子育てを応援さ
れています。つまり、介護保険と同じだと思いま
すが、制度をしっかり作ることと同時に、地域の
力としっかりと協働していく。この2つを両立し
て進めていきたい、社会全体で進めていきたいと
いうことです。米田室長もおっしゃったように、
グローバルなSDGsと同じように、ローカルな地
域共生社会も多様な人たちのパートナーシップで
進めて行くことが必要です。

最後に私からの皆様へのメッセージは、「誰も
がSOSを出せるような、弱さが強さになる地域
共生社会をつくりたい」ということです。自己責
任で頑張る、頑張らないといけない社会ではなく
て、「こんなことやりたい」とか「こんなことで困っ
ている」と誰かが発信したら、「手伝うよ」「一緒
にやろう」といった手がどんどん上がってくるよ
うなコミュニティを作りたい。

私たちは、行政や専門職も含めて、SOSを出
すことが苦手な国民性がありますよね。できない
こと、弱いことは、実は仲間を集めることができ
る強さでもあります。困っていることややりたい
ことを、「助けて欲しい」、「一緒にやろうよ」と
発信して、多様な人とつながって実現していく。

地域の皆さんが困っていたら、誰かが手を貸せ
る。その手を貸された人はもしかしたら、次は手
を貸す人になるかもしれない。そういう「順繰り
のお返し」が回っていくようなコミュニティ、私
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はそれが地域共生社会だと思っていますが、そん
な社会を今日会場の皆さんが、それぞれの地元に
戻って作っていただきたいと思っています。

会場の皆さんとご登壇いただきましたパネリス
トの皆様に感謝申し上げて、司会の方にマイクお
返ししたいと思います。どうもありがとうござい
ました。
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第4回地域共生社会推進全国サミットinつるが

敦賀市の事例発表
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敦賀市の事例発表
第4回地域共生社会推進全国サミットinつるが

令和4年11月17日（木）16 : 30〜17 : 10
プラザ萬象　大ホール

株式会社 福井銀行発表団体 ▲

小
こ

出
いで

　貴
たか

則
のり

氏
リスク統括グループ　コンプライアンス統括チーム 
チームリーダー

発 表 者 ▲

福井県敦賀市発表団体 ▲

石
いし

丸
まる

　裕
ひろ

江
え

氏
福祉保健部　長寿健康課長

発 表 者 ▲

認知症ほっとけんまち敦賀
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▼渕上：敦賀市長の渕上でございます。
つるが元気体操の皆さんに頑張っていただきま

して、また、会場の皆さんも一緒に体を動かして
いただきまして、誠にありがとうございました。
舞台袖でもみんな踊っていましたので、非常に和
やかな雰囲気になったのではないかと思っています。

ここからは敦賀市の事例発表の時間になりま
す。事例発表が3つございます。

1つ目は、認知症ほっとけんまち敦賀でござい
まして、平成21年から活動をさせていただいて
おります。住み慣れたまちで安心して暮らしてい
けるよう様々な取組をしておりますが、株式会社
福井銀行様と本市の長寿健康課よりご紹介させて
いただきます。

2つ目は農福連携サポート事業でございます。
農福連携につきましては、農業従事者の高齢化と
いうことと、障がいを持つ方々に手伝っていただ
いて、農業を活性化していこうという取組でござ
います。敦賀には東浦みかんがありますが、農福
連携をすることで見直しをしていただいて非常に
有名になり、今飛ぶように売れております。農業
の方には「この感謝の気持ちを忘れたらあかん
ね」と話をしていますが、障害者就労支援事業所
のワークサポート陽だまりと本市の農林水産振興
課よりご紹介をさせていただきます。

3つ目は地域防災マップでございます。災害が
起こりそうな場所、また、災害が起こった場所、
避難所、避難経路など地域ごとに皆さんで落とし
込んでいただくという作業をしております。こち
らにつきましては、本市の危機管理対策課よりご
紹介させていただきます。

この3つの事業のほかにも、様々なことをやっ
ております。隣の小ホールでパネル展示をやって
いますので、そちらもぜひご覧いただけたらと思
います。

▼小出：福井銀行コンプライアンス統括チーム小
出でございます。それでは、福井銀行の取組を発
表させていただきます。

まず、活動のねらいでございます。高齢化社会
が進む中、私たち自身も認知症に対する理解と向
き合い方を高めていくことが、今まで以上に身近
で大事な問題になってきています。福井銀行グ
ループでは、これまでもいち早く認知症サポーター
の養成を図ってまいりました。今回の活動は、認
知症になられた方へのサポートも当然のこととし、
次なるステップとして地域社会の一員として認知
症のごく早期の段階での発見、そして銀行という
業種ならではのサポートの実現を目指し、認知症
サポーターの質の向上と地域の皆様に感謝してい
ただけるサポーターとなることをねらいといたし
ました。

次に、認知症の方へのサポートガイドラインの
策定に着手いたしました。2000年当時、福井県
の認知症サポーター養成の取組の中心的役割を
担っておられた、嶺南認知症疾患医療センターに
ご教授いただいたご縁もあり、2020年9月ごろ
から十数回にわたり認知症に関する助言をいただ
きながら、銀行での実例に基づき策定を進めてま
いりました。策定のポイントの一つとして、営業
店からの実際の声を聞きながら、お客様をよく見
て少し踏み込んで話をしてみると、「少しいつも
と違う」と気になることを一緒に整理してまいり
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ました。
また、銀行取引を通じての早期発見へのサポー

ト、医学的見地からお客様への望ましい対応、家
族や地域専門家の方への連携等について、お客様
目線に立った内容となることを心がけ、銀行員の
行動の寄りどころとなるべくサポートガイドライ
ンの策定として、今回取りまとめをさせていただ
きました。こちらがサポートガイドラインの記載
の一例となります。銀行の窓口での様子について、
認知症の病気のタイプや症状をわかりやすく記載
することを心がけました。

3つ目は地域の専門家との連携ネットワークの
深化に向けてでございます。ガイドラインを策定
して、これで終わりではございません。地域金融
機関で働く私たちは専門家ではありませんが、地
域のお客様と普段から多く接しているという強み
があります。その強みを活かして、地域の専門家、
専門機関にお客様の行動、状況をお伝えすること
で、認知症の早期発見対応につなげることを、こ
のサポートガイドラインにおける柱の一つに位置
づけました。なお、福井銀行はこのように福井県
内にある営業店所在地16市町全てと見守りネッ
トワークなどの連携協定を結んでございます。

こうした中、次なるステップとして地域の専門
家の方とより個別具体的な連携を進めていくこ
とが社会全体でのサポートにつながると考え、
2021年6月、この敦賀市及び嶺南認知症疾患医
療センターと三者協定を締結いたしました。後ほ
ど敦賀市様からもご説明があるかと思いますが、
このような敦賀市の連携体制の中に福井銀行も加
わらせていただくことになりました。

また、連携して、これで終わりではありません。
継続的な取組をしていくために、敦賀市、あるい
は疾患医療センターの皆様と定期的な座談会を設
け、日々の連携以外に勉強会を開催したり、普段
銀行取引でちょっと迷うといったことを専門家の
皆様の意見・助言を仰ぎながら取組を進めてござ
います。こういった顔の見えるお付き合い、連携
が、普段何気ない相談であったり、気軽にアドバ
イスをいただいたり、そういった連携強化につな

がっております。実際、連携が始まって1年半ほ
ど経ちますが、約20件ぐらいの相談事案がござ
いまして、中には県外にお住まいの独居老人のお
客様で、県外にお住まいのご子息から早期発見に
つながったことで、非常にありがたいという感謝
の言葉をいただいた事案も複数件ございました。
また、こういった取組を進めていくに当たって、
私たち専門部署だけが頑張っても大きな成果は得
られません。そのような中で、福井銀行において
は一人ひとりの何ができるのか、あるいは組織と
してこういった認知症に取り組んでいくというと
ころで一人ひとりの宣言、そして会社として認知
症バリアフリー宣言というものを宣言しておりま
す。こちらの宣言は、全国の地方銀行で、福井銀
行ともう一つの二行が採択されて、今活動に取り
組んでいるところでございます。

最後になりますが、このガイドライン策定及び
連携を通じて、認知症の早期発見のお手伝いのみ
ならず、このような取組が企業文化として定着し
ていくことの効果、それが一番大きいと考えてお
ります。この活動を始めて以降、認知症サポー
ター養成について自発的な取組も見え始めており、
銀行目線ではなくお客様目線に立って多様性ある
お客様に寄り添っていこうとする意識が行内で高
まってきております。お客様が安心してお取引で
きる銀行として、地域の皆様に選んでいただける
銀行となることが、この活動の最大の目的と位置
づけて継続的に取り組んでまいりたいと思ってご
ざいます。

ご清聴ありがとうございました。
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▼石丸：皆さんこんにちは。敦賀市福祉保健部長
寿健康課課長石丸と申します。本日は敦賀市の認
知症対策支援の取組をご紹介いたします。

まず、初めに敦賀市の概要について簡単に説明
いたします。本市は福井県のほぼ中央に位置し、
敦賀半島に囲まれた敦賀港を擁し、大陸との交流
の拠点として栄えてきました。その敦賀港は人道
の港としての歴史があります。その資料館「人道
の港 敦賀ムゼウム」では、命の大切さ、平和の
尊さを国内外に発信し、これらの歴史を後世に伝
えています。現在、本市の人口は約63,000人、
高齢化率29.6%、要介護認定者数は約3,500人で
あり、認定率は18.6%となっています。

また、令和3年度新たに要介護認定を受けた方
の介護要因として最も多いものに認知症があげら
れ、認知症予防施策は本市の重要課題となってい
ます。本市の第8期介護保険事業計画において、
高齢者本人が介護予防や多様な社会参加（自助）
を果たし、住民同士が支え合う（互助）と地域全
体で主体的な支え合いや助け合い（共助）、そし
てその取組を支援する（公助）が一体となり、高
齢者だけではなく、すべての人が地域社会の一員
としていきいきと暮らせるよう、地域共生社会の
実現を目指しています。

平成21年度より認知症ほっとけんまち敦賀と
して4つのスローガンを掲げ、認知症施策に取り
組んでいます。①「みんなで学び、偏見なくして
ほっとけん！」認知症の理解を深めるための活動
の推進です。②「気軽に相談ほっとけん！」ほっ
とけない場所づくり、認知症の相談に対応できる
環境を整えます。③「みんなで通い、つながり、

ほっとけん！」認知症予防の取組や認知症の早期
対応の体制づくりを推進します。④「みんなで見
守り、ほっとけん！」地域で認知症の方を見守り、
支え合いのネットワークづくりを推進します。こ
れらのスローガンをもとに認知症になっても安心
して暮らせる共生社会を目指します。

この認知症の理解を深めるための事業の一つ
に、認知症サポーター養成講座があります。本
市では2006年度から開始し、2021年度末で延
べ13,396名の認知症サポーターを養成してきま
した。現在は市内の小中学校、オープンスクール
などで出前講座にて、一般市民や金融機関・複合
施設のスタッフに対して、また市の窓口対応の職
員など、多くの方に養成講座を受けていただいて
おります。認知症サポーター養成講座を受講後、
地域で活躍したいと希望がある方を対象としたス
テップアップ講座を令和元年度から開催していま
す。これまで62名の方がステップアップ講座を
受講し、そのうち12名の方が市の事業である、
認知症カフェや小中学校での認知症サポーター養
成講座において積極的に活動しています。スライ
ドにもありますように、市主催の認知症カフェ「敦
賀つながりカフェ」の内容の企画や準備、また小
中学生対象の認知症サポーター養成講座では、認
知症寸劇の認知症高齢者を演じたり、児童の見守
り補助についていただき大活躍しています。地域
では、身近な人から相談を受けて認知症状の困り
ごとの対応に応じたり、認知症カフェに誘ってく
れたりと、関係機関へのつなぎ役としても活躍し
ています。サポーター活躍の場としての敦賀つな
がりカフェですが、現在認知症の方、その家族、
認知症に関心のある地域の方など、毎回20名程
度の参加者がいます。カフェの中で、認知症本人
や家族のやりたいこと、してほしいことを聞き出
し、それにサポーターたちが寄り添い、和気あい
あいと情報交換が行われます。この敦賀つながり
カフェが認知症の人の社会参加や居場所づくりな
ど認知症サポーターを中心とした支援の仕組みを
つくる支援チームとしての活動の場となってきて
いることを感じます。これが、敦賀市が目指すチー
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ムオレンジとなり、誰もが支える・支えられる地
域のネットワークづくりとして、今後も取組を進
めたいと考えます。

認知症サポーター養成講座は、市内の企業・金
融機関や家電量販店などでも開催しています。そ
の際の高齢者の対応では、何度も同じことを聞か
れる、提出書類の記入方法がわからないなど、認
知症かなと思っても確証がないため、いい加減な
対応もできず困ってしまうなどの声もあり、その
場での解決が難しい例がありながら、スタッフも
どうすればいいか分からず、その場限りの対応と
なっていることも多いことが分かりました。この
ような中で、先ほど福井銀行の取組の紹介があり
ましたが、「敦賀市認知症の人を地域で支え合う
ための連携支援に関する協定」を株式会社福井銀
行、嶺南認知症疾患医療センターと三者協定を締
結しました。この協定の締結で、特に認知症の症
状と思われる高齢者に関し、何かおかしいとの気
づきから気になる高齢者を支援機関へつなげるこ
とができるようになり、また認知症に関する学び

の機会が増えたことが大きな成果であると考えま
す。今後も市内企業や事業所へ出向き、認知症サ
ポーター養成講座を通じ、具体的な対応方法を学
べる機会をつくっていくとともに、認知症高齢者
に寄り添い、地域で見守る・つながる敦賀市の認
知症支援の形となればと思います。

最後になりましたが、2017年に小中学生の認
知症サポート作文コンテストにおいて最優秀賞を
受賞した作文を原作として株式会社映学社により
認知症教育映画が制作されました。

その映画『「やさしく」の意味』の1分間のダ
イジェスト版をご覧になっていただきたいと思い
ます。認知症に対する理解がますます深まり、支
援の輪がつながることを期待し、本日の発表を終
わります。

ご清聴ありがとうございました。
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敦賀市の事例発表
第4回地域共生社会推進全国サミットinつるが

令和4年11月17日（木）16 : 30〜17 : 10
プラザ萬象　大ホール

社会福祉法人 敦賀市社会福祉事業団発表団体 ▲

野
の

添
ぞえ

　真
ま

由
ゆ

氏
ワークサポート陽だまり　所長補佐

発 表 者 ▲

福井県敦賀市発表団体 ▲

合
ごう

田
だ

　充
みつ

伸
のぶ

氏
産業経済部　農林水産振興課長補佐

発 表 者 ▲

農福連携サポート事業

48  

▲  第4回地域共生社会推進全国サミットinつるが 記録集

引
継
式

特
別
講
演

分
科
会
Ｃ

分
科
会
報
告

分
科
会
Ｂ

敦
賀
市
の

事
例
発
表

ス
ナ
ッ
プ

シ
ョ
ッ
ト

パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

開
会
式

基
調
講
演

分
科
会
Ａ

11
18
fri.

11
17

thu.



▼合田：皆様こんにちは。私は敦賀市産業経済部
農林水産振興課の合田と申します。よろしくお願
いいたします。

さて、全国的にも農業と福祉が連携する農福連
携が定着してきておりますが、本日は本市の取組、
農福連携サポート事業をスライドに沿って説明さ
せていただきます。それでは、農福連携サポート
事業をスタートした経緯について、ご説明いたし
ます。本市では、伝統野菜と農産物特産品を非常
に大切にしており、平成24年度から伝統野菜で
ある杉箸アカカンバと特産品の東浦みかんの担い
手不足を解消するため、ボランティア制を導入し、
人手が必要な時期に市民を募って実施してまいり
ました。それを続ける中で、福祉の力も借りられ
れば、農業については担い手不足の解消や農地の
保全が図られ、また福祉については障がい者の就
労の場の拡大が図られ、双方のメリットになるの
ではないかと考え、農福連携を検討するようにな
り、平成29年度から農福連携サポート事業を実
施するようになりました。

ここで少し敦賀市の3つの伝統野菜と農産物特
産品をご紹介させていただきます。伝統野菜の1
つ目は写真左上、杉箸アカカンバです。アカカン
バとは赤カブのことです。中央の黒河マナ、こち
らはアブラナ科の野菜です。右上は古田苅かぶら、
白カブです。また、特産品の東浦みかんは例年多
くの観光客がみかん狩りに訪れるなど、甘酸っぱ
く実の締まったみかんとして人気がございます。

みなさんご存知かとは思いますが農福連携には
大きく3つのパターンがございます。本市では、
農家が福祉事業所等に農作業を委託する方法で実

施しています。農家側としては、人手が必要な時
期に委託することで、負担軽減と省力化が図られ
ます。福祉側としては設備投資の必要もなく、労
働力と多様な人材を持っていますので、特性に応
じた選択もできます。農福連携の取り掛かりには
最適な方法とは考えておりますが、いずれは常時
雇用や福祉事業所が農地の取得や借り受けをし、
事業展開するなど進展してほしいと考えておりま
す。現在、農業者から市へ農作業依頼があった場
合、福祉事業所を紹介し、市と福祉事業所が委託
契約を結びサポートしておりますが、将来的には
図のように農業者から市へ依頼があった場合、福
祉事業所を紹介し、農業者と事業所間で委託契約
を締結していくようなマッチング機能を働かせて
いければと考えております。

次に農福連携サポート事業の実績でございます
が、平成29年度は作業日数、作業人数とも少な
かったですが、事業開始から5年が経過し実績も
伸びてきております。今年度は農業法人や生産者
グループから新たな作業依頼がありました。また、
新規に取り組む福祉事業者が1件増えましたので、
例年以上の実績を見込んでおります。

この写真は東浦みかんの摘果や収穫、除草作業
の風景です。こちらは杉箸アカカンバの間引き作
業やPR販売補助の風景です。こちらは園芸作業
でズッキーニの苗作りをしている風景です。最近
では、伝統野菜以外にも農業者から作業委託が増
えてきました。こちらは、農業法人からの委託を
受け、苗箱洗浄をしている風景でございます。

農業者の皆さんからの声でございますが、仕事
を依頼し、生産の維持拡大につながったことやノ
ウハウを習得するなど、感謝や安心の声が多く聞
かれ、事業の効果を感じております。

農福連携事業の課題や今後の展開についてで
す。1点目として、農機具の扱いが危険なことも
あり、作業内容が限られます。

そのため、農作業や福祉事業者の指導のほか、
付き添いができる指導者の育成が必要であると考
えております。2点目として、現在は市が主体的
に取り組んでおりますが、先ほども申し上げまし
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たが、将来的には農業者と福祉事業所間で委託契
約、さらには障がい者の方を直接雇用に移せるこ
とが目標です。3点目として、今まで以上に広報
活動によるPRを図り、地域の方々に農福サポー
ターとして参画していただき、地域全体で事業に
取り組んでいきたいと考えております。

以上、3点について、今後、課題解決に向けた
取組を展開してまいりたいと考えております。障
がい者の方には自然を感じ、自分らしく社会の一
員として働いていく場があることを感じていただ
くのが農福連携のメリットであると思います。

農福連携事業への参加は、当たり前の生活がで
きる福祉実践であります。ぜひ、そういうふうに
なって、多くの方が自立していってもらいたいで
す。以上でございます。

ご清聴ありがとうございました。

▼野添：続きまして、ワークサポート陽だまりで
具体的に取り組んでいる内容を報告させていただ
きます。私はワークサポート陽だまりの野添と申
します。よろしくお願いいたします。

まずワークサポート陽だまりについて少しだけ
お話させてください。

敦賀市社会福祉事業団が運営しており、陽だま
り以外にも入所支援施設や生活介護施設、グルー
プホームや相談事業所、就業生活支援センター、
保育園も運営しております。ワークサポート陽だ
まりは、就労移行支援事業と就労継続支援事業B
型の多機能事業所です。毎日42，3名の利用者が
通所してこられます。野坂山という敦賀のシンボ
ル的な山のふもとにあり、周囲は田んぼや畑に囲
まれた自然豊かな地域にあります。田んぼや畑が

多い環境に立地していることもあり、平成23年
の開所当初はインターネットで調べたり、聞いた
りして、見よう見まねで、玉ねぎやじゃがいも、
大根などを作ったこともありました。しかし、農
業のノウハウを持った職員がいなかったこともあ
り、水肥のタイミングや収穫のタイミングを逃し、
市場に出せるものが作れませんでした。

そんな中、お話をいただいたのが農福連携事業
の話でした。最初お話を聞いたときは、そんな楽
しそうなことがあるのかと、とてもワクワクした
ことを覚えています。今まで陽だまりは東浦みか
んと杉箸アカカンバの農福連携事業を行わせてい
ただきました。今回は、その2つについて写真を
交えながら紹介させていただきます。

東浦みかんはネームバリューもあり、敦賀市民
なら保育園や小学校などで一度はみかん狩りをし
たことがあると思います。お仕事で関わらせてい
ただく以上は、「中途半端な気持ちで取り組んで
はいけない。」と、お打合せや下見を行う中で、
農家さんの熱い想いに心を打たれたのを覚えてい
ます。最初は「摘果って何？」というところから
のスタートでしたが、農家の方々がすごく丁寧に
教えてくれたため、利用者の皆さんもやり方を徐々
に覚えることができました。また、「上手にでき
ているよ」とか、「とっても助かっているわ」と
お声をかけてくれ、皆さんのやりがいにもつながっ
たと思います。

このように、働いてお給料をいただくのが一番
の目的ではありますが、それだけでなく社会に役
に立っている、認められているなど、社会の一員
として働けているという実感を感じられるのが農
福連携事業だと思います。また、除草、摘果、収
穫と農業のほんの一部かもしれませんが、一連の
流れに携わらせていただくことでみかんの育つ過
程を知ることができ、収穫する時の喜びも増して
いたように思います。

杉箸アカカンバは、広大な畑に植えられている
アカカンバを丁寧に摘み取っていく作業です。中
腰の姿勢で作業を進めなければいけないので、「農
家さんは大変やな」と野菜を作ることの大変さを
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肌で感じることができました。農業は天候に左右
されることもありますが、晴天の秋晴れの中、ア
カカンバの収穫をした時は本当に気持ちよかった
です。施設内で作業をしていては、感じることの
できない土の匂いや風の音を感じながらの作業は、
利用者の皆さんにとってリフレッシュする良い機
会にもなりました。アカカンバは収穫だけでなく、
販売にも関わらせていただきました。自分たちが
収穫したアカカンバが加工され、自分たちの手で
お客様に売ることができたのも農福連携をしてい
て良かったことの一つです。また、今回のように
農福連携を取り上げていただけることも多いので、
農家さんと陽だまり、双方の普及啓発につながっ
ているのではないでしょうか。

さらに、支援者としてもとても良い発見ができ
ることがあります。農福連携事業を通して、施設
内での作業だけでは見ることのできない利用者の
皆さんの表情や動き、やりたい気持ちやできたこ

とを見つけることができ、その後の支援の方向性
を考える良いきっかけになっています。今後につ
いてですが、今は年に数回程度のお手伝いという
感覚で、利益の追求というより働く楽しみの追求
をしているような段階です。今後、この農福連携
を通して、どのように工賃アップにつなげていけ
るのかを関係者の皆さんと一緒に考えていきたい
と思っています。また、近くの農家さんと連携し
て何かできることはないのか、そのようなことも
考えています。

今回は農福連携ということで、農業と福祉の連
携についてお話させていただきました。この農福
連携を皮切りに、いろいろなジャンルと福祉がタッ
グを組める時代が来るといいなと期待しておりま
す。それでは、陽だまりの事例報告を終わります。

ご清聴ありがとうございました。
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敦賀市の事例発表
第4回地域共生社会推進全国サミットinつるが

令和4年11月17日（木）16 : 30〜17 : 10
プラザ萬象　大ホール

地域防災マップ作成

福井県敦賀市発表団体 ▲

鈴
すず

木
き

　一
かず

良
よし

氏
市民生活部　危機管理対策課長

発 表 者 ▲

52  

▲  第4回地域共生社会推進全国サミットinつるが 記録集

引
継
式

特
別
講
演

分
科
会
Ｃ

分
科
会
報
告

分
科
会
Ｂ

敦
賀
市
の

事
例
発
表

ス
ナ
ッ
プ

シ
ョ
ッ
ト

パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

開
会
式

基
調
講
演

分
科
会
Ａ

11
18
fri.

11
17

thu.



▼鈴木：皆さんこんにちは。敦賀市市民生活部危
機管理対策課の鈴木と申します。

本日は地域防災マップの作成支援事業につきま
してご紹介をさせていただきます。よろしくお願
いいたします。

まず初めに敦賀市における地域特性を簡単にご
紹介させていただきます。敦賀市の位置と地勢で
すけれども、福井県のちょうど中央に位置してお
りまして、北には日本海が広がりまして重要港湾
である敦賀港を擁する敦賀湾がございます。他の
三方は山に囲まれており、湾と平野部を囲んでお
ります。また、市の中央には2級河川の笙

しょうのかわ

の川が
市内を東と西に分けるように流れております。市
の面積は約250平方キロメートル。平野部はその
2割ほどで残りの8割が山ということになります。

交通状況ですけれども、道路としましては北
陸自動車道、舞鶴若狭自動車道、国道8号、27
号が市内を通っておりまして、鉄道としまして
はJRの北陸本線、小浜線また金沢まで通ってお
ります北陸新幹線が2024年春に敦賀開業予定と
なっております。道路鉄道とも重要路線が通過し
まして、京阪神や中京方面からのアクセスもよい
ということで、敦賀は交通の要衝とも言われてお
ります。

こちらは、阪神淡路大震災以降、日本における
災害の状況を示したものですけれども、平成26
年以降、近年では毎年のように全国各地におきま
して地震、台風、豪雨による災害が発生しており
ます。敦賀市は全国ニュースになるような災害は
少ない方ですけれども、本年8月の大雨では、北
側の山を挟んでお隣の南越前町で河川の氾濫や土

砂災害がありまして、敦賀市におきましても道路
や農業施設等に少なからず被害がございました。
今もなお、復旧作業中のところもありまして、危
機感を新たにしたところでございます。こちらの
北陸自動車道下り線が3週間以上不通になりまし
て、福井県の南北をつなぐ国道8号の主要道路も
一時不通となってございました。こちらは市内に
おけます南越前町に抜ける県道で、こちらも大き
く崩落しております。

先ほどご紹介いたしました地域特性を踏まえま
すと、あらゆる災害が想定されるわけでございま
すけれども、河川の氾濫ですね。先程見ていただ
きましたように、山間部では土砂災害、それから
日本海側ということで雪の被害というのもござい
ます。それから、敦賀湾を有しておりまして、海
がございますので、海上災害といたしましては、
平成9年1月にロシアのタンカーが沈没しまして、
重油が日本海沿岸に漂着して敦賀市におきまして
も、重油の回収をしたことを今でも覚えていると
ころです。それから、敦賀を含む福井県の嶺南地
方には、原子力発電所が多数立地しておりまして、
原子力災害への備え、そのほか当然のことながら
大地震とか火災そういったものにも備える必要が
出てくるということでございます。このような自
然災害を発生させないようにすることはできない
ですけれども、災害を理解して被害を予測、対策
をとって被害を軽減する減災の取組が重要になっ
てきます。

災害対策には、自分自身やご家族で備える自
助、地域で助け合う共助、そして行政が行う公助
というものがございます。このことは、防災災害
対策だけでなく、福祉のほか、さまざまな分野に
おける地域共生社会を構築するためにそれぞれ必
要な役割なのだろうなと思っています。一般的に
災害時の助けは自助70%共助20%公助10％と言
われています。災害が大規模になればなるほど、
行政の公助の対応力が小さくなり、自助共助の重
要性が増してまいります。実際、阪神淡路大震災
では、家屋の倒壊による生き埋めや閉じ込めから
救出された人のうち、約8割もの人が、家族や近
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所の人々によって救出されたとのことでございま
す。また、災害時の避難の際には、要介護の方や
一人暮らしの高齢者、障害のある方にはご近所地
域での支援が必要になってまいります。災害によ
る被害を最小限に抑えるためには、自助共助公助
の役割を知り、それぞれが災害対応力を高め、連
携することが大切となってまいります。

そこで私どもといたしましては、地域や家庭に
おける備えが大切であり、その備えを充実してい
ただく一つの方法として、本日ご紹介いたします
地域防災マップの作成を促しているところです。
地域防災マップを作成することが目的、ゴールで
はなく、自分たちが住む地域の防災について考え
るきっかけとしていただき、自助共助の強化につ
なげていただけたらと考えております。この地域
防災マップの作成につきましては、平成28年度
から取り組んでおりまして、ご覧のような作成状
況でございます。初期に作成された地区について
は、適時見直しが必要かなというふうに考えてお
ります。

さて、地域防災マップとは、地域ごとに災害の
危険性が高い場所や過去に災害が起こった箇所、
避難場所、避難経路などの情報を地図に示したも
のです。地域防災マップの作成や配布に当たりま
して、地域住民の皆さんが、自宅周辺の災害情報
や災害時の避難目標、避難のタイミングなどを確
認、共有することが大切となります。こちらは防
災マップ作成支援事業のイメージとなりますけれ
ども、市としましては地域住民の皆様を主体とし
て、防災マップ作成をきっかけに災害への備えを
行っていただくとともに、地域コミュニティーの
活性化につなげていただければと思っております。
防災マップの作成の目的でございますが、ここで
は防災マップづくりのメリットについて5点記載
させていただいております。このマップ作成につ
きましては、毎年度10地区ほどに参加いただい
ておりまして、まず全体説明としまして区長さん、
自主防災会の方など二、三人にお集まりいただき
まして、これからお話しするような内容を説明い
たします。以後、3回地区に出かけまして、ワー

クショップ形式で図上演習、町歩き、最終確認を
してマップを作成してまいります。こちらワーク
ショップの様子ですけども、地区の会館のテーブ
ルを囲んでお集まりいただけるように、休日や夜
間に開催しているというところでございます。写
真の青いシャツを着ていらっしゃるのは、敦賀市
防災士会の皆さんで毎回ボランティアで参加をい
ただきましてアドバイスをいただいております。
1回目のワークショップの図上演習についてです
が、ご覧の1から4までを皆さんで確認いただき
地図に記入していきます。図上演習の流れにつき
ましては、もう少し具体的にお話をしますと、ま
ず土台づくりとしまして、その地区の白地図を用
意いたしまして、透明シートを白地図にかけ、そ
のシートの上に、いろんな情報をマジックで書き
込んでいきます。失敗してもまた消したりもでき
ます。準備ができましたら、まず初めに想定され
るハザード情報を地図上に囲んでいただきます。
情報のもととなるのは、こういったハザードマッ
プです。こちらも市の方で作成しているハザード
マップですけれども、そういったものを参考にし
て、洪水で浸水する区域を青色のペンで囲んでい
ただくとか、土砂災害の危険のある区域を黄色の
ペンで囲んでいただくといったような作業をして
いただきます。次に、避難目標を考えていただき
ます。避難する目標地点としては、例えば市の指
定避難所や町内会館になろうかと思います。避難
の目標の敷地の輪郭を緑のペンでなぞりまして、
避難経路につきましては先に決めた避難目標を確
認して、主な避難経路を考えます。避難経路につ
きましても、緑のペンで矢印を描くようにします。
次に転倒、落下、倒壊の恐れのある箇所、そういっ
た危険だと思われる場所を赤い色のペンでマーク
したりします。例えば、危険物の貯蔵施設や蓋の
ない水路とか、橋などが挙げられます。こういっ
た自販機が倒れてくるんじゃないかとか、そういっ
たようなところも注意をする必要を促すような地
図になります。これらを踏まえまして、付箋紙に
どこで何が起こり得るかを記入していきまして、
ハザードマップは地域全体の危険を捉えることが
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できますけれども、細かな地域に潜んでいる部分
的な危険。それはそこに住む地域の皆さんが実際
に話し合い、記入していただくことでより認識を
共有することができるかと思います。次に、災害
に役立つ地区の備蓄倉庫とか消防水利そういった
ものも地図上に表示していきます。最後に皆様に
出していただいた意見と書き込みを行われた地図
を見ながら、各項目について考えを書き出してい
きます。

こういった感じで、各地区、地域、固有の情報
等を書き込んだものを、私どもの方でデータ化し
ます。このデータ化した地図を持って、2回目の
ワークショップということで、地区内のまち歩き
をいたします。避難目標、避難経路、注意箇所に
ついて、実際現場で確認をするということになり
ます。

こちらはまち歩きしている状況です。そしてワー
クショップ、まち歩きを経まして、3回目にはマッ
プに記載する内容の最終確認を地区の人たちと一
緒にやります。その後は清書を行うとともに、マッ
プの活動について話し合っていきます。

こちらがある地区の完成した防災マップになり
ます。この地区には、この緑色、中央に指定避難

場所がありまして、そこまでの経路が矢印で示さ
れておりますし、消火栓の場所とか注意箇所の表
示なんかもございます。これは裏面になりますが、
こちらからいくつか案も提案いたしますけども、
地区独自のものを掲載する場合もあります。避難
情報についてや非常持ち出しリストなどを記載す
ることが多い感じでございます。こちらはまた、
別の地区でございますが、こちらは水害に特化し
たマップでございまして、避難場所の情報だけで
なくて冠水、危険箇所、側溝の開口箇所などの表
示がありまして、その裏面は地震に特化したマッ
プというのをつくったりしている地区がございま
す。こちらにつきましては、ブロック塀の倒壊と
か、鉄塔、自販機の情報、そういったものも記載
されております。

このように、各地区各地区によって独自性のあ
るマップを作成しております、これらの情報地図
をA3サイズでカラーコピーといいますか印刷し
まして、地区の各戸に配布するとともに、承諾の
得られた地区につきましては、市のホームページ
でもご覧いただけるようになってございます。

以上でご説明を終わらせていただきます。あり
がとうございました。

第4回地域共生社会推進全国サミットinつるが 記録集 ▲   55

敦
賀
市
の

事
例
発
表

パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

基
調
講
演

開
会
式

特
別
講
演

分
科
会
Ｃ

分
科
会
報
告

引
継
式

分
科
会
Ｂ

ス
ナ
ッ
プ

シ
ョ
ッ
ト

分
科
会
Ａ

11
18
fri.

11
17

thu.



56  

▲  第4回地域共生社会推進全国サミットinつるが 記録集

引
継
式

特
別
講
演

分
科
会
Ｃ

分
科
会
報
告

分
科
会
Ｂ

敦
賀
市
の

事
例
発
表

ス
ナ
ッ
プ

シ
ョ
ッ
ト

パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

開
会
式

基
調
講
演

分
科
会
Ａ

11
18
fri.

11
17

thu.



第4回地域共生社会推進全国サミットinつるが

分 科 会 Ａ
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分 科 会 Ａ
第4回地域共生社会推進全国サミットinつるが

令和4年11月18日（金）10 : 00〜11 : 30
プラザ萬象　大ホール

認知症にやさしいまちづくり
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▼奥西：皆さん、おはようございます。福井県立
大学看護福祉学部社会福祉学科の奥西です。どう
ぞよろしくお願いいたします。

まず、本分科会「認知症にやさしいまちづくり」
のねらいについて説明いたします。

認知症にやさしいまちづくりとありますが、こ
のやさしさというのは何かということです。この
やや情緒的な言葉について、パネリストの皆さん
の報告とディスカッションを通して、この言葉の
持つ意味の輪郭をたどっていければと思っています。

本サミットの全体テーマは「ぬくもりをつなぎ、
支え合い、共に生きる」という地域共生社会の姿
です。分科会Aもこのテーマに沿って進めたいと
思いますが、ぬくもりをつなぎ、支え合い、共に
生きるという地域共生社会の文脈において検討す
れば、やはり認知症ご本人の思いが出発点となっ
て、それをつないでいくものと思います。つまり、
本人発信支援の重要性ということです。いかにし
て認知症当事者の主体性を尊重し、サポートして
いくか。認知症の人がその人らしく暮らしていく
ために地域の人々、専門職、行政、制度政策がい
かに関わり、社会資源、社会環境を整備していく
かということが課題になろうかと思います。

翻って、我が国の地域福祉政策における包括的
支援体制では、地域を基盤としたソーシャルワー
クが強調されております。私は社会福祉ソーシャ
ルワークが専門ですので、最近、地域を基盤とし
たソーシャルワークという捉え方が社会福祉教育
においても強調されており、社会福祉士養成課程
も改正されました。これを本分科会のテーマに当
てはめると、地域を基盤とした認知症ケア、ある

いは地域を基盤とした認知症にやさしいまちづく
り、という議論ができるのではないかと思ってい
ます。

そして、地域を基盤とした際の領域として、ミ
クロ、メゾ、マクロという3つの領域視点があり
ます。ミクロの領域というのは、認知症の人、そ
してそのご家族や周囲の人、親しい人々の立場か
らの視点です。メゾの領域というのは、地域にお
ける認知症高齢者支援の取組などです。マクロの
領域というのは、国、自治体の政策制度などです。
そして、このミクロ、メゾ、マクロの領域は互い
に関連し合っています。

認知症にやさしいまちづくりを実現するために
は、それぞれの領域内、あるいは領域をまたいで
の連携や、あるいはネットワークというものをい
かに構築していくかということが重要になろうか
と思います。

そこで、仮説的にではありますが、パネリスト
のお三方の報告を見ると、ミクロの領域は認知症
の人と家族の会（以下「家族の会」）の鈴木さん
の報告が当たろうかと思います。また、ミクロか
らメゾにかけては敦賀温泉病院の玉井さんの報告、
メゾの領域からマクロにかけては藤枝市行政の伊
久美さんの報告が該当し、オブザーバーである厚
労省の和田さんはマクロの立場です。それぞれの
領域、立場からご報告をいただきます。

そして、本分科会のキーワードとしては、やは
り本人発信支援ということと、昨日のディスカッ
ションでも検討されました、居場所づくりである
とか、プラットフォームづくり、そして地域を基
盤とした認知症ケアを挙げたいと思います。

これからパネリストのお三方からそれぞれ10
分間ご報告をいただき、報告を踏まえてオブザー
バーの和田さんからコメントをいただき、国の施
策の動向について紹介していただきたいと思いま
す。その後、ディスカッションの時間を持ち、最
後に和田さんからコメントをいただき、私の方で
やさしいまちづくりの「やさしさ」の意味につい
てまとめることができればと思っております。

それでは、本人の思い、本人発信の重要性とい
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う観点から、「家族の会」の鈴木さんの報告から
始めたいと思います。鈴木さんよろしくお願いい
たします。

▼鈴木：それでは、まず私からお話をさせていた
だきます。「家族の会」の代表理事の鈴木と申し
ます。よろしくお願いします。

認知症の人と家族の当事者団体の草分けとして
の「家族の会」について少しお話をさせていただ
きます。

認知症になったとしても、同じ病の仲間やその
介護者と出会い、元気や勇気を得て希望を持って
認知症とともに生きることを応援する活動をして
おります。その構成員は、認知症のご本人、そし
て現在介護中の方たちが大体3分の1、それから
過去に介護を経験してこの活動を応援していきた
いということで会員になっていただいている方も、
かなりおられますし、専門職やボランティア、一
般市民の方たちも多いです。また、会員として参
加していただくだけではなく、企業や色々な団体
からも応援をいただいております。

全国47都道府県、この福井県も含めて全ての
都道府県に支部のある全国組織で、2010年から
は公益法人の認可を受けております。

この「家族の会」が発足をしたのは今から43
年前になります。この活動は京都で始まった活動
です。90名の皆さんが全国から参加しました。
本当は京都だけで集まるつもりで始めたのですが、
新聞報道などでは全国から自主的に90人の人が
集まり、最初から全国組織になったという始まり
でした。その結成時に、前代表の高見国生さんが
呼びかけている言葉がありますので、ご紹介しま

す。「家族はもうひとりぼっちではありません、
もうバラバラではありません。」当時はぼけ老人
と言っていましたし、会の名称も「呆け老人をか
かえる家族の会」としてスタートしたのですが、「励
ましあって、助けあっていきましょう。呆け老人
の問題は、現在介護中の家族だけの問題ではなく
てみんなの問題、社会の問題です。もっと社会や
政治の光が当てられるべきです。」と宣言をして
スタートした会です。

その後、時が立ちましてご本人の介護をする中
で、決してご本人は何もわからない・悩んでいな
いというわけではなくて、ある意味では本人が一
番苦しい思いをしているし、「ぼけても心は生き
ている」というのを一つの合言葉にし、そういう
学びから、本人の代弁者としてともに生活する立
場で活動していこうということになりました。

2004年に国が痴呆という呼び方を認知症と改
めたのをきっかけに、「家族の会」も名称を「認
知症の人と家族の会」に変更しました。「認知症
の人の家族の会」ではなく「認知症の人と家族の
会」としたのは、「かかえる」から「ともに生きる」
へと大きく変わったことが理由としてあると思い
ます。

認知症のご本人、世界的にも最初に本人発信を
されたオーストラリアのクリスティンブライデン
さんが、2004年に国際アルツハイマー病協会の
国際会議を京都で開く前に来日された際にお話を
聞きました。ブライデンさんは本人発信の草分け
的な人物ですが、有名な言葉があります。「私た
ちに関することは、どんなことでも最初に私に聞
いてください。私のことを私抜きに決めないでく
ださい。」これは、今のご本人たちの思い、本人
発信の原点だと思っております。

私たち「家族の会」の理念は、認知症の人も家
族もともに当事者として、ともに幸せにというこ
とをめざしています。実際の活動は、励ましあう
活動、ピアサポート活動とともに、認知症の当事
者である本人と家族への理解と社会的支援を求め
るという大きな活動をしています。「家族の会」
の理念は、そこにありますように「認知症になっ
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たとしても介護する側になったとしても、人とし
ての尊厳が守られ、日々の暮らしが安穏に続けら
れなければならない」、そして「ともに励まし合い、
助け合って人として実りある人生を送るとともに、
認知症になっても安心して暮らせる社会の実現を
希求する」ということで、この理念のもとで活動
をしています。

具体的にどんな活動をしているかといいますと、
まずは三本柱の活動と言っていますが、認知症の
ご本人、そして家族がそれぞれ交流をするという

「つどい」というものを各地で開いています。こ
れはコロナ禍で少し開けないことがありましたが、
全国で年間5000回近く開催し、のべ5万人以上
の方が参加しています。1日にどこかで10か所
以上「つどい」を開いているということになります。

それから、認知症に関するニュースや介護の体
験談など色々な情報を掲載した「ぽ～れぽ～れ」
という会報を発行しています。ホームページもあ
りますのでご覧ください。それと大事なことは、
認知症のご本人も家族も困り事がありますが、そ
れを相談する電話相談を介護経験者が中心になっ
て受けています。また、社会の仕組みや制度を良
くするために、認知症を取り巻く環境、介護者の
支援というものを強く求めて国や自治体にずっと
要望し続けていますし、さまざまな調査研究活動
を地道に行い、いろいろなニーズを把握する中で
施策に活かすという活動もしています。また、国
際アルツハイマー病協会との関連で国際的な交流
もしています。さらに、認知症の理解を広める啓
発活動としては、9月の世界アルツハイマー月間
を中心にして、いろいろな啓発活動を行っていま
す。これは私どもが出している会報と「認知症の
ある生活に備える手引き」というのも発行してお
りまして、これについては全国から欲しいという
声がたくさんあり、既に4万部ほど増刷をしてお
ります。毎年、認知症に関する標語を募集してお
り、今年は「忘れてもあなたはあなたのままでい
い」という標語です。こういうポスターを見られ
た方もいるかと思います。

さて、今日の本題であります「認知症にやさし

いまち」ということですが、「家族の会」が最近
出した提言が皆さんのお手元にもあると思います
ので、ぜひこれを見ながら聞いていただければと
思います。「やさしいまち」というのは、さっき
も少しお話が出ていましたけれど、イギリスでは
フレンドリー・コミュニティーと言われています。
最近、これを「認知症とともに生きるまち」と言
おうという動きもありますので、むしろ、そう言っ
た方がいいのかなと思っていますが、私たちが考
える「認知症にやさしいまち」は、「仲間がいる
まち」「つながるまち」というふうに書いてあり
ます。

認知症をみんなが正しく理解している、困って
いる人がいたらさりげなく手を差し伸べる、そう
いう行動ができる。そして地域のみんなが認知症
のことを自分事として考え、認知症を特別扱いし
ないまちということではないかと思っております。

認知症と診断をされたときに、ご本人もご家族
も認知症に対する偏見といいますか、「もう認知
症になったらおしまい、何もできない」というこ
とに縛られているのが現実です。しかし、その時
に認知症はありながらもいきいきと暮らしている
ご本人やご家族と出会う、早く出会うことが私た
ちは大事だと思っております。つまり仲間と「つ
ながる」です。そういう安心してお互いに思いを
話せる場に参加できるかどうかというのが非常に
大事ですので、それぞれの地域にあるいろいろな
当事者団体の果たす役割は大きいと思います。

その次に「発信」です。「思いを発信して受け
止め合えるまち」ということで言えば、そこにも
ありますように「心の声を聞いてくれる人がいる
場所」ということです。なかなか安心してカミン
グアウトといいますか、認知症であることを周囲
に伝えるということができにくい中で、受け止め
てくれる人たちがいる、そういう場所が欲しいと
いうことですね。

それから「教育」と「啓発」です。今、認知症
のサポーター養成講座でキッズサポーターという
形で子供たちにも行われていますが、子供だけで
はなくて大人も含めて正しい認知症観を持っても
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らう、そのためにも、子供のうちから正しい認知
症観を持って育つということが大事です。「家族
の会」でも「認知症こどもサイト」というものを
ホームページにも載せて、学校現場で子供たちの
教育に使ってほしいという働きかけもしています。

認知症のバリアフリーを目指すまちとしては、
認知症というのは、ご本人から言うと「忘れない
努力よりも忘れても困らない環境づくりが大切」
だということです。認知症で困るというのは、周
りの人が困るということもありますが、まずは本
人が困っているわけで、その困っていることをで
きるだけ減らして、住みやすくしていく、そうい
う環境づくりが必要だということですね。それか
ら「創る」というのは、できるだけご本人が参加
して楽しく活動ができるということが必要で、単
なる参加ではなくて、最初から一緒に考え、ワク
ワクすることを楽しみたい、つまり、参加だけで
はなく、「参画」とよく言いますが、最初からご
本人巻き込んで一緒にやっていくということが大
切かと思います。

最後に「関心」ということで「一緒に活動した
いと思える人がたくさんいるまち」。やはりいろ
いろ間違いや戸惑いというのがあります。それを
認めてくれる人たちがいる、やさしい「おせっか
い」があるといったような言葉もそこにあります。
そんな思いをご本人やご家族、そして支援者の皆
さんが話し合って作ったのがこの提言ですので、
ぜひこれも皆さんの活動の参考にしていただけれ
ばと思います。以上です。
▼奥西：ありがとうございました。

ガイドブックの表題「認知症のある生活に備え
る手引き」の「ある」という表現が印象的で、認
知症を抱えるというような介護の対象というニュ
アンスではなくて、とてもニュートラルな言葉で、
自然体で共に生きるという、そういった意味が込
められているのかなと思いました。本人発信が可
能なまちづくりの基盤になる言葉使いではないか
と思いました。ありがとうございました。次に敦
賀温泉病院の玉井さんから発言をお願いいたしま
す。

▼玉井：それでは、医療の立場から認知症にやさ
しいまちづくりについてお話をさせていただきます。

これは敦賀の景色ですけれども、松尾芭蕉が実
はこの名月を見に敦賀にやってきたという歴史が
あり、松尾芭蕉の杖が敦賀市立博物館に置かれて
おります。

認知症の歴史のお話を少しさせていただきます
と、1906年にアルツハイマー病と命名され、そ
の頃は薬も何もなく温泉療法とか対応を中心にさ
れていました。不治の病とされ、1975年に画像
診断が少し進歩するに連れて、医療側も少し認知
症に関心を持つようになっていきました。1980
年に認知症の人と家族の会（当時「呆け老人をか
かえる家族の会」）が発足されましたが、認知症
に限っては家族の会が医療と比べると大先輩で対
応を行ってきたということです。敦賀温泉病院は
1990年に開設され、1999年にようやく抗認知症
薬が出てきました。そこでようやく認知症の治療
ということに少し目が向くようになり、2005年
にサポーター養成講座、これは認知症を啓発する
というもので、全国的に広がってまいりました。

1990年4月に敦賀温泉病院を開設した当時は
痴呆と呼ばれ、負のイメージが強い疾患でした。
認知症の症状が重度化してからの受診が多く、と
もかく入院をさせてくれないかというところが多
かったです。この頃考えたことは、とにかく認知
症のことを知っていただくということ。啓発が一
にも二にも大事だなと思いました。二つ大事なこ
とがありまして、一つは一人一人の個人の患者様
のナラティブといいますか物語と言いますか、そ
の人のことをご家族やご本人とも十分にお話をし、
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疾患や対応について丁寧にお話をするということ
です。もう一つは認知症の啓発で、これはサポー
ター養成講座です。実は認知症サポーター数は、
福井県は全国で2位です。しかも、敦賀周辺の町
が福井県嶺北よりもかなり多くて、上位を独占し
ております。これが子どもの中学生のサポーター
養成講座です。これは18年前の感想文ですけれ
ども、「認知症には薬と同様に人の温かさが必要
だということが分かった」「家族でなく、みんな
で助け合っていくことが一番いいと思いました」
という感想が書かれています。昨日の山崎史郎内
閣官房参与の講演にもあった互助のお話ですね。
それから、認知症の人だけでなく、たくさんの人
に優しくしていきたいということですね。僕たち
は認知症の講座をしているわけですけれども、聞
いている子どもたちは色んな人に優しくしなきゃ
いけないということを感じ取ってくれたというこ
とです。地域共生社会を子どもたちが自ら考えて
くれたということをすごく嬉しく思いました。

これは昨日の事例発表でもお話が出ましたが、
敦賀市で映画作りをしたわけですけれども、市や
教育委員会、医師会、病院が何かを作り上げると
いうこと、みんなが協力してやるということが地
域の活性化につながるのではないかと思います。
これも地域共生の一つの経験だと思います。

外来で色々な家族を見てきて、不思議な現象に
出会います。僕自身も外来で認知症を見ていて、
やっぱり現場を知らなきゃいけないと思い、なる
べく時間をとってこうやって一緒に徘徊をした
り、ご自宅を訪れたりしております。これは初期
集中支援サービスですが、もともと認知症のお出
かけ専門隊と称して、外来のスタッフが現場を訪
れて、それを見てみんなでケースカンファレンス
をしていたんですけれども、これも市と一緒にやっ
ておりました。平成24年に初期集中支援サービ
スのモデル事業が立ち上がりましたが、そのうち
の一つが敦賀です。今では各市町村に初期集中支
援サービスが充実していますが、その最初のモデ
ルを敦賀がやっていたということです。多職種連
携で集まったり、色々な会議や講演をしておりま

す。福井銀行の取組についても昨日の事例発表で
お話がありました。これも銀行の現場で色々な声
が出てきたので、福井銀行さんがすごく熱心だっ
たんですけれども、それを一つ一つまとめて整理
してガイドラインがつくられました。福井銀行の
みならず認知症疾患医療センターと市も連携をし
て、認知症の人を地域で支えようということで協
定式がありました。これは初診患者を重症度別で
分けたグラフですけれども、緑の部分がMCI、
黄色の部分が軽度です。年の経過ごとに軽度の割
合がどんどん増えております。最初の頃は逆で、
重度や最重度がほとんどだったんですが、現在は
軽い方が多いです。これは疾患別に見たグラフで
すけれども、やはりアルツハイマーが一番多くて、
その次に血管性認知症となっております。これ
は重症度別に見たグラフですけれども、MCIが
34％、軽度が35％、合わせて約70％が認知症の
初期の段階で来ることがわかります。本当に最初
の病院を始めた頃とは、えらい違いです。これは
紹介元の内訳ですけども、家族が一番多いです。
やはり家族が気付く場合が多いんですけれども、
その意味でも認知症の啓発はすごく大事だと思い
ます。自分から来られる方もおられます。それも
9%、これも高い数字だなと思います。次に、認
知症の見え方のお話ですが、ご家族でも皆さん同
じような目線で見ているわけではなくて、全く見
えない症状もありますし、それから見ようとしな
い症状もあります。それから大変だなとか困って
いるとか思うんですけれども、それが言語化でき
ない症状もあります。理解しているけど、どうし
ていいか分からないとか理解できていない症状が
どんどん重なりますと、最後には虐待というケー
スも出てきます。ましてや主治医はご家族の意見
を聞いて外来だけで診察をすると、うまく認知症
を捉えられないということが起こります。この表
は、家族と本人がその症状を認識しているかどう
かということを4つの窓で書いてみました。例え
ば足にむくみがあったり歩けないというのは本人
も分かりますし、家族も分かります。一方、家族
も本人もわからないのが、例えば作話です。嘘や
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妄想でしたら、やっぱりそんなことはないとか、
妄想と感じていなかったりしますので、性格障害
でしたら難しかったとか、そういうご家族が十分
に認識していない項目を、やはり少しずつ丁寧に
説明して見える化し、脳の働きから解説していき
ます。これを「心理教育的アプローチ」と称して
いますが、認知症は知ることが大事なんですけど
も、知識だけじゃなくて理解する、十分に理解す
ることが大事です。それから、理解していても行
動ができないと何にもなりませんし、行動しただ
けでもダメで、やはり継続した支援が必要だと思
います。ただ、これも本人自身のことを知らない
と知識だけではどうにもならないので、物語と言
いますけれども、ナラティブ的に本人を見るとい
うことが一番必要だと思います。

僕は外来で何をしていたかなとちょっと考えま
すと、薬の説明や副作用の説明、薬の処方もしま
す。それから、病状の説明をします。一歩先の今
後、どのような症状が起こるかということもお話
しますけれども、果たしてどんなことをしてるの
かと、第三者の目線で自分を見てみました。ある
日の外来の一場面です。80歳男性の患者さんが
長男とやってきました。外来に入るなり、長男さ
んが「最近悪くなって、散歩しては漏らすように
なった」と言うんですね。患者さんは「毎日1キ
ロ歩いてますよ」と言うんです。患者さんは家に
帰ると便を漏らすので、長男さんが「どれだけ迷
惑をかけているのか分かっているのか」という感
じでまくしたてるのです。そこで僕は、「運動は
いいことですよね。本人もお世話にならないよう
に、寝たきりにならないように頑張ってるんです
ね。歩くと腸も動くし、年をとると便が出たこと
さえ分からなくなることはあります。」とお話し
すると、お父さんが「それはない」と言うんです
ね。そうすると、長男さんが「嘘つけ、いつも漏
らしているじゃないか」とまくしたてるのですが、
僕は「家族も毎回便を漏らされて大変ですよね。
認知症になると臭いや皮膚の感覚が低下して不快
感さえ感じないことがあるんですよ。散歩前に必
ずトイレに連れて行ってください。」と長男さん

に言い、本人には「散歩の距離を半分にしましょ
うか」と提案します。家族の間に入って仲介をし
ているような感じで、外来の色々な場面で、自分
はこういう仲介役をやっているんだなと気づきま
した。つまり、プライドや尊厳ということがよく
言われますが、もちろん本人の尊厳は保たなきゃ
いけないのですけど、一方で長男さんのプライド
もあるわけです。そこに医師が入って、その仲介
役のような仕事もしてるんだなと改めて思いまし
た。そればかりでなくて、やっぱりご家族ですね。
妻や親戚、近所、それから地域に関しても私自身
がその地域と家族とのつながりとか、それから先
ほどの福井銀行のつながりや市とのつながりとか
学校とか色んなつながり。「リエゾン」といいま
しょうか。病状の説明だけでなく、色々な説明の
場面でそういう仲介役をしていることに気づき、
地域共生社会作りそのものを自分も少しやってい
るのかなと今になって思います。

最後に松尾芭蕉は、自分自身では他人の詠んだ
俳句を読んでも分からないので、自分もそこに行っ
てみて確かめたという「古人の跡を求めず、古人
の求めたる所を求めよ」という名言を残しており
ます。私も松尾芭蕉に倣って、徘徊（俳諧）を時々
しております。以上です。
▼奥西：ありがとうございました。ミクロからメ
ゾにかけての視点からご報告いただきました。認
知症の心理教育的アプローチでは認知症の方のラ
イフヒストリー、生活史に焦点を当てて、そして
そこにエビデンスに基づくケアを重ねていくとい
いましょうか。そういうところが非常に私は印象
に残りましたし、最後はリエゾンという言葉で玉
井さんの役割を説明されました。仲介者という役
割で、ご本人とご家族をある意味、対等な関係で
等しく結んでいくということだと思いました。ま
た、本人と地域との関係も対等な関係となるよう
に仲介していく、媒介していくということではな
いかと思います。私の専門であるソーシャルワー
クにおいても、大いに学ばないといけない視点だ
と思いました。ありがとうございます。次に、静
岡県藤枝市の伊久美さんから、メゾからマクロに
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かけてという領域でご報告をお願いします。

▼伊久美：静岡県藤枝市地域包括ケア推進課の伊
久美と申します。よろしくお願いいたします。

藤枝市ですけれども、静岡県の中部地区に位置
をしておりまして、これからサッカーのワールド
カップが始まっていきますけれども、長谷部選手
の出身地、出身校があるところとしても知られて
います。その藤枝市の人口は14万人、高齢化率
30.6%、認知症の地域支援推進員は8名おりまし
て、1名が専任で地域包括ケア推進課に配置され
ております。こちらが藤枝市の人口の推計イメー
ジになります。人口減少が進んできており、高齢
化率のピークが2050年と推計されています。藤
枝市では、健康都市創生総合戦略としまして、暮
らしの基本4つのKということで、健康、教育、
環境、危機管理について特に力を入れて施策を展
開しております。

こちらは令和3年度から行われております、第
8次藤枝介護福祉プランの施策体系です。こちら
の体系の中に認知症の取組を重点施策として位置
づけて、取組を進めております。こちらは、認知
症施策のこれまでの経緯になりますけれども、こ
れまでもさまざまな形で本人の視点を大切に、認
知症の施策を進めてまいりました。認知症サポー
ター養成講座を開催したり、本人と家族に心の声
のアンケートを実施してきたわけですけれども、
私たちは本当に本人の声を聞いているのかという
ような疑問も、やはり持つ機会が多くありました。
そういう中で先進地の視察を通しまして、8次の
計画を策定しました。こちらが8次の計画です。
施策の方向性としては、3つ示してありますけれ

ども、「認知症の人とともに築く地域づくり」、「認
知症の人を見守り家族を支える体制づくり」、「認
知症の人が早期に医療や社会資源に繋がる体制の
充実」の3本柱を取組の方向性として進めており
ます。

市の認知症地域支援推進の取組に関し、個別の
支援から新たな本人ミーティングへの開催、ここ
までのことについて少しお伝えをしたいと思いま
す。推進員が若年性認知者の女性の方と出会った
ところから始まります。推進員はこの方の人生や
今まで生きてきた様子であったり、今の状況、こ
れからどういうふうに暮らしていきたいのかとい
うことを一緒に寄り添いながら丁寧に聞き取る、
そんな活動をしていました。その中で、女性から

「私、外に出たいんだけど、自分が変な格好をし
ていないかすごく気になっている。言葉の出づら
さもあって自信がなくて、外出の機会が減ってい
るんだよ。」というような本人にとってはとても
深刻であるんですけれども、なかなか周りの人に
はこの深刻さが伝わっていない。そんなことを推
進員が把握しました。その一方で、女性が畑仕事
も実はやってみたいという前向きな思いを聞き取
りまして、女性がやりたいことに挑戦できるよう
に、外出に向けた工夫や外出しやすい環境を話し
合う場をセッティングしたんですね。そこで、本
人同士の交流の中で推進員も初めて女性の思いに
触れることができました。初めは誰に相談して良
いか分からなかったという女性のお話であったり、
友達にもこんなこと言えなかったんだよというよ
うな声を聞きまして、推進員は本人同士の交流の
場、安心して語り合える場というのが大事なんだ
なということを考え、本人ミーティングの開催を
実現したということになります。

そして、その一方で、市の方では認知症と診断
された方の指針となる「藤枝市版本人ガイド」と
いうものを作成したいという思いもありましたの
で、本人ミーティングができたところで、こちら
に参加をいただいている方に協力をいただいて、
認知症になっても自分らしく暮らすための必要な
情報や伝えていきたいこと、これを確認しながら
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作成を進めていきました。こちらがその本人ガイ
ドになります。こちらがキャラクターです。この
キャラクターは市の方でもいくつか案を提案しま
した。ウサギであったりフクロウであったり、い
ろんな動物を提案したんですが、本人の皆さんか
ら出た言葉は「固定されたイメージ、そういった
ものに固定されたくない」という声でした。何物
でもないキャラクターがいいんじゃないか。見る
人によっては鳥かもしれない。ペンギンかもしれ
ないクマかもしれない。そういったものでいいよ、
ということで、こちらのキャラクターに決まりま
した。これについては、市の職員としては、はっ
とさせられる思いで、本人の皆さんに声を聞いて
良かったと思ったところです。

こちらの中では皆様から寄せられている生活で
の暮らしのものが載せてあります。70代の女性
の方の生活のくらし、生活の中の知恵ですね。こ
ちらはヘルプカードになりますけれども、実際に
若年性認知症の男性の方が携帯しているカードの
方も掲載させていただきました。このような活動
の中で、認知症に対するイメージが大きく変化し
ていく、職員の方も変化していきました。こちら
の資料は、永田久美子先生の研修資料の方から抜
粋をさせていただいておりますのでご了承くださ
い。そしてこういった思いを多くの市民の方たち
にも届けていきたいなと思いまして、認知症ご本
人の方にもご協力をいただいて、地域支援推進員
と一緒に市の新規採用職員であったり、小学生で
あったり、地区の社協であったりというところに
出向きまして、認知症の症状や生活の中でどんな
工夫をしているのかということを発信していきま
した。すると、これまで行っていた専門職だけの
講座の時には「認知症になってしまうとかわいそ
う」「困ることも多いだろうから、私たちは優し
くしてあげないといけないんだ」というような感
想がたくさん聞かれていたんですが、本人と一緒
に行った講座では「なんだ普通の人と同じだった
ね。」「認知症をとても身近に感じた。」「私ごとと
して考えられる。」本当に身近に感じられる共生
社会なのかなというところを少し垣間見れる感想

をいただいたのが印象的でした。本人の声が地域
を変えていき、社会参加が継続できる環境づくり
のきっかけになるかもしれない、そんな可能性を
感じる講座になりました。

そして、施策の2つ目、認知症の人を見守り、
家族を支える体制づくり。市では平成26年から

「認知症の人に優しいお店・事業所認定店」の取
組を行っております。日頃の業務の中で、高齢者
に対する見守り活動というのを行っていただいて
いるんですが、どんなことをやっているのかとい
う報告会を、こちらにも当事者の方をお招きしま
して、ワークショップを開催しました。日頃の取
組について本人からは日常生活で大切にしている
ことを発言いただく中で、「認知症の人は何もで
きないと思っていたけれども、できることはある
んだな」、「認知症の人も社会参加できる町が優し
い町なんじゃないかな」というような感想を持つ
市民の方がいらっしゃいました。この言葉は、す
ごく私たちに力を与えてくれるものでした。

また、3つ目の政策です。認知症の人が早期に
医療や社会につながる体制の充実になりますけれ
ども、医療と介護の連携、特に先生方との連携の
体制づくりを進めています。こちらでも本人発信
支援ということで地区、市の医師会の先生や医師
会さんと協力をして、多職種の研修を行いました。
かかりつけ医と連携を考えるということをテーマ
に、認知症の人と共に考える医療や介護のこと、
こちらでも丹野智文さんをお招きしまして、研修
会を行ったところです。皆様からいただいた感想
です。「取り組みたいことの中に本人と話し、一
緒に考える、共に考えるということをこれからやっ
てみたい。」、「認知症の人を変えるのではなく、
環境を変えていく。」など、自分自身も環境の一
部であるということで、専門職の方たちが自分の
今までの支援の言葉を振り返るきっかけになった
という感想が多く聞かれました。

市としてはこれ以外にも様々な認知症施策を推
進しておりますが、これらの取組一つ一つがどの
ように行われているのか進捗を管理しながら課題
を共有するということで、認知症施策推進会議と
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いうものを定期的に行っています。こちらにも令
和4年度、今年度からですけれども、認知症ご本
人の方にも委員に入っていただき、認知症の人に
やさしいお店の認定店にも入っていただき、委員
の皆様を少し膨らまして、また重層的な形での支
援の検討を現在進めているところです。

最後のページ、こちらの方たちは、それこそ本
人ガイドを一緒につくってくれた方になりますけ
れども、私たちはこの方たちだけでなく、多くの
認知症のご本人の声を聞きながら、これからも学
んでいき、また一緒に考えて認知症であってもな
くても、誰もが自分らしく暮らせる藤枝というも
のを目指して取り組んでいきたいと思っておりま
す。この写真は藤枝市の蓮華寺池公園といいまし
て、名所の一つにもなっておりますので、また藤
枝にいらした時には寄っていただければありがた
いと思います。

私からの報告は以上です。ご清聴ありがとうご
ざいました。
▼奥西：ありがとうございます。

認知症地域支援推進員の取組ということで、若
年性の女性の認知症の方でしょうか、その方のそ
のつぶやきといいましょうか、認知症の人の希望
からですね。地域における居場所、あるいは、プ
ラットホームと言っていいかもしれませんが、認
知症の人と自由に語り合える地域の場、そこを通
して計画的に施策にも結びつけていくと言う、ま
さにミクロも含んでいるんですね。ミクロ、メゾ、
マクロを貫いた行政の実践事例と理解しました。
ありがとうございます。

お三方から報告をいただきました。次に、マク
ロの立場から、これまでの報告を踏まえて、厚生
労働省の和田さんからコメントをいただき、国の
施策の動向についてご紹介いただければと思いま
す。よろしくお願いします。

▼和田：ありがとうございます。厚生労働省老健
局で認知症総合戦略企画官をしております、和田
と申します。よろしくお願い申し上げます。

お三方の発表を聞きまして、実践をしていただ
いているということを本当に興味深く拝見させて
いただきました。まず、鈴木様の発表、ご本人と
家族の会という名称の経緯が面白かったと思いま
すが、今まさに我々の認知症政策推進大綱や介護
保険の議論の場において、一緒に考えていく立場
ということで、今も議論をさせていただいており
ます。玉井先生とも、認知症を社会的に見るのか
医学的に見るのかという議論をずっと続けている
ところですけれども、最前線のお立場から多職種
連携、さらに患者の方、認知症の方をリエゾンと
していろんなところとつないでいく取組を大変興
味深く聞かせていただきました。伊久美様からは、
藤枝市の立場で、認知症推進員の方の取組のご紹
介ですとか、ヘルプカードの取組ですとか、まさ
に本日のテーマの本人発信支援を市の単位で実践
されている姿、大変興味深く拝見させていただき
ました。それらをどのように国の施策としてバッ
クアップしていくかについて、ご紹介させていた
だきたいと思います。

現在、認知症に関する基本情報として、これは
よく知られている数字でございますが、2025年
に約700万人になるという推計を基本として、そ
れに備えまして、各種の施策を進めているという
ところです。近年、一般的には、高齢者の方が元
気になってきているという状況もありますが、他
方、この2年間ほどの感染症の影響も踏まえて、
こういった数字がどうなっていくかということも、
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改めて検証しなければいけないと思っているとこ
ろです。

認知症施策推進大綱に基づきまして、現在国の
認知症施策を進めているところでございます。認
知症施策推進大綱は、2019年（令和元年）6月に、
これは関係省庁の閣僚が集まる会議において決定
されております。この認知症施策推進大綱の大き
な柱が、共生と予防を車の両輪として施策を推進
するということです。このコンセプトにもう一度
発表の最後で戻らせていただきたいと思います。

また、この認知症施策推進大綱のもとには5つ
の柱がありまして、第1の柱が普及啓発・本人発
信支援。第2の柱が予防。第3の柱が専門職にか
かわります医療・ケア・介護サービス・介護者へ
の支援。第4の柱が認知症バリアフリーの推進。
また、近年、施策が進んできております若年性認
知症の方への支援や社会参加の支援という第4の
柱。また第5の柱で研究開発です。関係閣僚会議
のもとに施策を進めているということが、認知症
施策の一つの特徴でして、認知症にやさしい社会
をつくっていくためには、医療福祉の関係者だけ、
また、我々厚生労働省だけでは限界があるところ
でございます。いかに関係省庁、他の分野を巻き
込んでいくかということが、共生社会の成立に大
変大事でして、このための枠組みが関係閣僚会議
で進んでいるということをご紹介申し上げたいと
思います。

この認知症施策推進大綱は、6年間の計画、実
質7年間で進めておりまして、今年2022年がこ
の中間評価の年に当たります。ちょうど先月にこ
の中間評価を行わせていただいたところでして、
年内にこれを確定していきたいと思っております。
本日お配りはできておりませんけれども、このコ
ロナの影響も踏まえながら、この6年間に渡って
立てた目標をどの程度進めているのか。おおむね
3分の1程度が目標をクリアしつつあるというこ
とでございますけれども、まだまだてこ入れをし
ていかなければならない施策も明らかになったと
いうところです。KPIで74、評価項目で92項目
を立てるという野心的な目標を立てておりまして、

それぞれの数値の進捗を確認していく、そして数
値の確認にとどまらず、それをいかに共生と予防
の目標に近づいているのかというところまで評価
したかったわけでございますが、そこにはまだま
だ長い道のりがあるというのが現状です。

大綱にあります各種の政策について、少しご紹
介させていただきます。本人発信・普及啓発の
柱。認知症サポーターもよくご存じの取組かと
思っております。近年、この大綱のもとで大きく
進んでおりますのは、本人発信支援でございまし
て、国ベースで認知症本人大使を任命させていた
だきまして、これをさらに地方版の希望大使に広
げていくという取組を大綱の中で進めておりま
す。現在、47都道府県の目標に対しまして11都
県、最新で12都県で任命されておりますけれども、
まさに本人発信支援という枠組みで取組を進めて
まいります。予防については、認知症になるのを
遅らせる、認知症になっても進行を緩やかにする
という意味であるということを強調させていただ
きたいと思います。これは、予防と共生がずっと
両輪として走っていくためにも、非常に重要な考
え方だと思っております。通いの場についても、
コロナウイルスの中でもウェブサイトなどを活用
しまして、いろいろ取組を進めていただいて、も
う一つの本日のテーマでございますナラティブな
つながり、もちろん対面であることが一番だと思
いますけれども、このあり方についても工夫がで
きるということだと思っております。医療ケアの
柱、初期集中支援チームと疾患医療センターの取
組がこの柱でございますが、先ほどのご紹介の中
にありましたので、私の発表からは割愛させてい
ただきたいと思います。

ぜひ共生との関係でご紹介申し上げたい施策と
して、バリアフリーの推進のために今何をやって
いるかということですと、国単位では日本認知症
官民協議会をつくっております。先ほど申し上げ
ましたとおり、厚生労働分野だけで共生社会がで
きるわけではございません。バリアフリーワーキ
ングにおいて、金融でありますとか、小売であり
ますとか、いろいろな業界の方に入っていただい
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て、その分野における認知症にやさしいガイドラ
インをつくるという取組を始めております。また、
認知症の方に商品開発から入っていただいて、よ
りよい商品をいかにつくっていくか、製品をつくっ
ていくか、そういったことはこのイノベーション
アライアンスワーキングというところでやってい
るところでございます。また、福井銀行様が率先
してやっておられますが、認知症バリアフリー宣
言という制度をつくっております。企業の方に社
内でサポーターの取組や先ほどのガイドラインを
遵守した取組を行っていただくということを自ら
宣言していただく制度であり、本年4月からスター
トしています。現在、21社の会社に宣言をいた
だいているところでして、これはまだまだ始まっ
たばかりでございますが、この制度をいかに広げ
ていくかが課題となっています。また、この先に
は、認知症に優しい企業の表彰制度や認証制度と
いったことも今検討を進めさせていただいている
ところです。チームオレンジの取組や若年性認知
症の方へのコーディネーター支援、こういったこ
とも大綱に基づきまして、近年取組が進んできて
いるところです。

最後に研究開発、これも大綱に基づいて進めて
おりまして、今後、まさに認知症に関する研究が
少しずつ花開きつつある状況でありますが、これ
についても長い道のりをかけて共生の取組と連携
しながら進めていかなければならないと考えてい
るところです。

以上、国の取組を総括させていただきましたが、
これを地域レベルの取組といかにつなげていくか、
結局一つ一つの事業を進めること、その先の目的
に何があるのかということを、それぞれ整理しな
がら進めていかなければならないと思っておりま
して、それがミクロ、メゾからマクロにつなげて
いくための取組ということなんだろうと思ってお
ります。

ありがとうございました。
▼奥西：ありがとうございました。

厚生労働省の方で幅広く施策を展開しているこ
と、そして、ミクロ、メゾ、マクロにつなげて、

そしてまたマクロからメゾ、ミクロへとフィード
バックしていくというような循環過程を示してい
ただいたように思います。ありがとうございます。

それでは、今からディスカッションをしていき
たいと思います。それぞれのご発言から私がピッ
クアップしまして、私の方からお三方に問いかけ
ていくというかたちで進めさせていただければと
思います。本分科会では、やはり認知症の人の思
いと本人発信支援というのを重視してそこから議
論を出発しましたので、まずは認知症の人と家族
の会の鈴木さんにお願いをしたいと思います。本
人発信支援と言いますけれども、家族あるいは地
域社会の支援についての課題や留意すべき点をお
話ししていただければと思いますが、いかがでしょ
うか。
▼鈴木：認知症の人を取り巻く環境をどのように
創っていったらいいかという課題ですが、まずご
本人の声としては、地域でいろいろサポートして
くれる人がいるということは非常に助かるのだけ
れど、世話になる一方だけではつらいと。自分も
色々できることを通して世の中の役に立ちたいと
いう思いは非常に強いわけですね。それがいきい
きと生きるということにつながるわけで、どうやっ
てご本人たちがいきいきとできるかということで
すが、「一緒に活動したいと思える人がたくさん
いるまち」というところにもありますように、「さ
りげなく」とはよく言われる言葉ですが、認知症
があると失敗もありますし、戸惑いもあるのです
けれど、失敗することを認めてくれるということ。
よくご家族の方も、ご本人がつらい思いをするか
らなるべく失敗しないように、先々と手を差し伸
べてしまうということがあります。言い換えれば、
ご本人から失敗する権利を奪っている。これは、
ご本人の丹野智文さんがよく言われる言葉ですが、
本人には、失敗を通して自分が生活のしづらさを
どう工夫していったらいいかということを考える
力はあるんですよね。それを奪わないでほしいと。
これは家族にも、周りの人にも言えることかなと
思います。そういう中で自分のできることを活か
す、自分らしく過ごせるものにどうやって参加で
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きるか、つまり心から楽しんで自分らしくなれる、
そういうものを周りがどう一緒につくっていける
か。それは周りがお膳立てするということではな
くて、最初から本人が参加して、そういうものを
つくるということが大事かなと思います。

それから、私たちがよく言う、仲間とつながれ
るということですけども、なかなかご本人同士、
それから介護しているご家族同士も、そういう経
験をした先輩がこの近くにいるのかいないのか、
その辺りがなかなか自分たちから探すということ
は難しいわけです。そこに医療機関であったり、
地域包括支援センターであったり、ケアマネー
ジャーとか色々な方たちが支援者としておられる
わけですが、そういう支援者や専門職の皆さんが、
当事者同士が支え合ったり、励まし合っている活
動、一つの社会資源として非常に大きな役割を果
たしている活動。それを「ピアサポート活動」と
言いますが、その存在をまず知っていただいて、
そこにつなげていただくことが大切です。認知症
と診断されて絶望しかかっている人たちを孤立さ
せずに、いかにしてそういう場所、仲間につなげ
ていくかということが非常に大きいと思います。
そういう活動に参加する中で、古い認知症観から
新しい認知症観に変わるのではないかと思いま
す。ご本人やご家族も、古い認知症観にとらわれ
ているわけですね。それが仲間と出会うことで、
そうではないんだということに気づいていく。そ
れが社会全体の認知症観を変えていく大きな力に
なるのではないかと思っています。
▼奥西：ありがとうございます。

地域におけるピアサポート活動を通じて、認知
症のご本人、あるいはご家族も自信を得ていくと
いうことかと思います。それが価値観を変えてい
く原動力になろうかと思いました。

次にミクロからメゾにつないでいきたいと思い
ますが、敦賀温泉病院の玉井さんにお聞きしたい
と思います。エビデンスに基づくケアというもの
が現在非常に重視されております。また、先月、
大分県臼杵市に認知症施策の視察にも行かれたと
いうことで、臼杵市におけるエビデンス重視の取

組をご紹介していただければと思います。
▼玉井：ありがとうございます。大分の臼杵市は
認知症の取組で、内科の先生が動いていることに
とても驚きました。大分大学と医師会と市が連携
して認知症に取り組んでおります。エビデンスの
話ですが、こういうリストバンドがありまして、
それで歩数、運動の弱い高いから運動の激しさが
分かり、それと睡眠量がわかります。それからも
う一つは会話量がわかります。それを定期的に
データとして見られるというリストバンドがあり
ます。かかりつけ医も見られますし、大学もそれ
を見ることができる。

もう一つは大学の方でアミロイドPETを持っ
ています。通常のMRIやCTでは、老人斑の形態
だけしかわからないのですが、PETではそうい
うシミが画像上で見られるわけです。福井県にも
4台のPETがあるんですが、福井県でもいろいろ
活用できるといいなと思っています。

もう一つはそういったいろんな情報、血液デー
タの情報や薬の情報を臼杵市ではカードで管理し
ています。個人用の保険証みたいなもの。臼杵市
のカードは「うすき石仏ねっと」という名前で、
見た目は普通のカードですが、そこに色々な情報
が取り込まれているので、例えば歯科に行って
も、今この薬を飲んでいるとか、いつ頃から治療
しているとか、そういうことがみんな共通して見
られるようになっています。個人情報の問題もあ
るのかと思ったら、そのような問題はなくて、こ
のカードのおかげで皆さん大変助かっているとい
う話を聞きました。今後はおそらくマイナンバー
カードでもそのようなことを目指していったらい
いのかなと思います。そういう点で臼杵市はすご
く認知症に関して先進的な取組をしていると思い
ました。敦賀でも同じようなことができて、その
リストバンドにプラスアルファをして認知機能も
わかるようにしたいなと思っています。以上です。
▼奥西：ありがとうございました。エビデンス重
視の支援が日常生活になじんでいくような、そん
な認知症へのアプローチにこれからはなるのかな
と思いました。ありがとうございます。
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次は続きなんですけれども、メゾからマクロへ
つないでいきたいと思います。静岡県藤枝市の伊
久美さんが、先ほども報告していただいたように
本人発信支援を重点においた施策に向けてという
ことですが、やはり地域住民の人たちへの啓発を
行っていく上での課題といいましょうか、それに
対する対応や方法というものがあろうかと思うん
ですね。いかがでしょうか。
▼伊久美：本人と一緒に取り組んでいる発信支援
ですけれども、今まで開催する中で参加をいただ
いた方は、その講座に参加したいと来た方ではな
くても、実際に存在している団体さんの方に出前
講座として行く場合も多いんですけれども、そう
いう中であまり否定的なお話は今まで聞いたこと
はないです。介護予防であったり、健康づくりの
取組として地域で進めていく生活支援コーディ
ネーターもいますけれども、そのような職種とも
連携しながら地域で認知症の理解を深め、介護予
防の取組につなげていくということも同時に行っ
ているところです。

ただ、やさしさや福祉教育というところですね。
その情緒的なところというのも、参加していただ
いた方については、支援する人・支援される人と
いう垣根がなくなってきているような、そんな出
前講座になってるのかなと感じています。
▼奥西：ありがとうございます。

認知症のことを知れば知るほど自分が認知症に
なるのではないかという不安がかきたてられる側
面、そしてそれを敬遠してしまうという方もおら
れるのかなと思いましたが、しっかりフォローす
るプログラムがあるということが大事ですね。

さて、ここまでミクロからメゾ、マクロにつな
いでいきましたので、ちょっと欲張って、マクロ
からメゾ、ミクロへと返っていきたいと思います。
今伊久美さんから発言をしていただいたんですが、
今度は伊久美さんからバックしていきたいと思い
ます。いろんな施策や社会資源を整備開発されて
いくというところですね、その際の関係機関や関
係者はもちろん、ご本人さんやご家族の合意形成
をどのようにしていくのかというところを聞かせ

ていただければと思いますが、いかがでしょう。
▼伊久美：地域で取り組むことに対しては、地区
の自治会であったり、町内会というような活動を
軸に、地区社協と連携しながら、いろいろな認知
症施策に限らず生活支援というところでの話し合
いを進めています。そういう中で、地域の課題を
共有していく。そういった作業は丁寧に行ってい
かなければいけないなと感じています。また、個
別の課題や地域の課題を個別から吸い上げていく
ときの個別性のあり方、個別のところは家族の問
題であったり、その方のパーソナルなところとい
うのもあると思いますので、その個別性をどうい
うふうに地域の課題に吸い上げていくのかという
ところの作業を、生活支援コーディネーターと一
緒に整理をしながら、地区の人達と共有をして、
地域住民としてどんな取組につなげていけるのか
というのを、本当に何回も何回も話し合いで進め
ながら、地域活動につなげています。時間がかか
るかなと思います。
▼奥西：何回もコミュニケーションを繰り返すこ
とを通して、地域の課題を共有していくというこ
とですね。そして、個別性については、自分のこ
とのように思っていくという連帯感は、「我が事、
丸ごと」の「我が事」なんですが、我が事にして
しまうと全てを背負い込むような重さがあります
から、「我ら事」にしていくことが大事なのかな
と思いました。広い意味での、地域の福祉教育の
あり方をご説明されたのかなと思います。

次に、今度はミクロからメゾへというところに
戻っていきたいと思いますが、敦賀温泉病院の玉
井さんから未来志向の認知症ケアのあり方や構想
についてお話ししていただければと思います。
▼玉井：ありがとうございます。

恐らく今後、テレビでも紹介されると思います
が、今までの抗認知症薬は、脳が萎縮した結果、
アセチルコリンが低下してそれをカバーして少し
進行を遅らせるということしかできなかったんで
すけれども、今度はもうちょっと根本的に、脳に
できた老人斑、シミみたいなものを、初期の頃に
取ってしまうというような薬が2023年度中には
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できるかもしれません。それは大いに期待される
と思いますが、ただ、本当の初期の頃というと
MCIあるいは軽度の段階で診察しなければなり
ません。単にやっぱり物忘れですねとか、認知症
の検査をしましょうね、では恐らく精密な診断に
はならないので、先ほど言ったPETの検査ある
いは髄液検査が確定診断だと思いますので、診断
がかなり精密にされるようになります。恐らく今
後は、今も開発中なんですけれども、その頃にな
ると血液検査でわかる。今でも少しは出ています
けれども、もっと精度の高い血液検査でアルツハ
イマー病が分かると思います。糖尿病が血液検査
でわかるのと同じように、アルツハイマー病も血
液検査でスクリーニングされる時代が来るかなと
思います。

こういう薬も大事ですが、いつも思うのは、認
知症というのは脳の中でネットワーク障害が起
こって認知症の症状が出るわけです。認知症の方
をどう支援するかということは、本人を含めて周
りの人のネットワークを強化するということが、
その人を支援する、守るということにつながると
思っております。薬だけではなくて、やっぱり周
りの人のネットワークづくりですね。そういうみ
んなで手をつなごうというのが、やはり基本には
なると思います。
▼奥西：ありがとうございます。

最近、本当に認知症の治療の進歩、あるいは検
査の精度が高くなっていること、それから最後に
おっしゃられましたけれども、地域社会、地域住
民の人と人との地道なつながりが、エビデンス重
視のアプローチとハイブリッドしていく、融合し
ていくことが未来志向の認知症ケアを形成してい
くのかなと期待いたしました。

次に、認知症の人と家族の会の鈴木さんにお伺
いします。認知症の人を中心とした国や自治体の
制度・政策のあり方、これはマクロに対する発言
ということになりますが、発足当時の1980年、
呆け老人と言っていた時代ですね。当時、この問
題（呆け老人問題）は社会の問題だと、そして、
政治の光が当てられるべきだ、と当時、宣言して

おられた点が非常にインパクトがありました。ミ
クロの立場から制度や政策に対するあり方につい
てお話ししていただければと思いますが、いかが
でしょうか。
▼鈴木：その前に玉井先生がお話ししていた新し
い薬の件ですが、確かに今、世界的にもそういう
研究が進んでいて、ただそれがうまくいきそうで
ダメだったりということで、朗報やがっかりする
話が相まっているわけですけど、少なくとも根本
的な治療の道筋ができつつあることは間違いない
と思います。しかし、新薬の治療対象が、まだ認
知症の症状が出る前といいますか、超早期だった
り、非常に初期の方たちに限られたことになりそ
うだということ。先ほどもありましたように、
色々な検査とか薬についても、誰でも使える、誰
でも治療が受けられるという環境にどう持ってい
くか。非常に高い薬ですし、検査も高額になると
いうことで、その辺りが不安です。そういう研究
が進むと同時に、もう既に認知症がある方たちの
生活のしづらさとか、特にBPSD（認知症による
行動・心理症状）と言われて、本人も苦しいし、
周りも苦労している、そういうものをどうやって
少なくしていくかというところにも焦点を当て、
薬だけではなくて、非薬物的な治療も含めて、そ
こにやっぱり同じように力を入れてほしいという
思いがあるということだけは、ぜひお伝えしてお
きたいと思います。

そして、いろんな国の政策については、「家族
の会」は結成以来、すでに80ぐらいの要望や提
言を行っております。例えば国の政策、特に介護
保険の政策を決めるような社会保障審議会にも介
護保険ができた当時から利用者家族の代表として
参加をして、本人の声、家族の声を精一杯伝えて
いくということをしています。2012年にオレン
ジプランができて、2015年に新オレンジプラン
になり、今の認知症施策推進大綱という流れの中
で「家族の会」としても色々と意見や要望を伝え
てきました。国の方も、「本人や家族の視点を重
視する」ということを明確に提起されるようにな
りましたし、そういうプランを作るときに私たち
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の意見を聞くというところはしっかりとやってい
ただいています。この大綱ができるときには、「予
防」ということが非常に強調されすぎたというこ
ともあって、私たち当事者団体は、「ちょっと待っ
た」と言って、共生と予防は車の両輪として進め
ていくという今の政策になりました。また、コロ
ナの影響もあって、2、3年棚ざらしの状態になっ
ていましたが、「認知症基本法」という、認知症
という病気だけではなくてその環境をどう考えて
いくかという根本的な法律ですね、それが今、超
党派で準備をされていまして、来年になると通常
国会に出るのではないかということを期待してい
ます。また、自治体が施策を策定していくときに、
認知症の本人や家族の参加がどの程度行われてる
かということで、私も委員の一人として参加させ
ていただいている調査研究があります。この調査
は、日本認知症本人ワーキンググループというご
本人たちの団体が実施したものですが、少なくと
もご本人が委員として参加したり、委員でなくて
もご本人の話をその委員会できちんと聞いたとい
う自治体は、都道府県で19％位。市区町村にな
ると1.8％という少なさです。2018年の現状で
すが、これではいけないということで、今後は参
加を考えたいと答えた都道府県も36％、市区町
村も8％ということです。やはり、施策策定の最
初の段階からご本人・家族も含めた当事者に、参
画してもらうということをぜひ進めていっていた
だきたいと思っております。

そして、一言言いたいのですが、認知症の人、
そして家族を取り巻く環境として非常に大きな役
割を果たしている介護保険制度についてです。財
政的な問題もあって、制度が使いにくくなってき
ているという現状があります。今、社会保障審議
会で審議されている中で、例えば要介護1，2と
いう比較的認知症の方たちが多く存在する、そう
いう方たちのサービス、デイサービスや訪問介護
ですね、これを市町村の総合事業に移そうという
話が出ていたり、負担面ではケアマネージャーの
ケアプランを有料化するとか、1割負担を原則2
割にするというような話が、特に財務省から出て

います。今その審議が行われていますが、私たち
はこれはもう認知症にやさしい社会とは対極にあ
るものではないかという思いがありまして、署名
活動とか反対運動をしています。そういう介護者
支援とか本人支援の政策というのも、やはり認知
症とともに生きる、認知症にやさしいという、そ
ういう政策を守っていってほしいと思っています。
少し長くなりましたが、以上です。
▼奥西：ありがとうございました。お三方でディ
スカッションを進めてまいりましたが、このディ
スカッション全体について、厚生労働省の和田さ
んからコメントをいただければと思います。
▼和田：ありがとうございます。施策の動向につ
いては、全て鈴木さんの方にご紹介いただきまし
たので、余り付け加えることがありませんが、ま
さに2025年という一つの節目を目指しまして、
介護保険の議論もし、認知症の議論も並行して
行っているというところです。この介護保険の仕
組みと認知症施策を両輪合わせて、それを地域共
生の大きな枠につなげていかなければならないと
いうのが、国として持っている大きな方向性です。

もう一つつけ加えさせていただければ、まさに
認知症の方の本人発信支援がなぜ重要か。その上
でそれは結局のところ、自分も最終的にはなって
いくかもしれないということですので、それを支
える側とご本人の側がいずれ最終的には溶け合っ
ていく世界があるということだと考えております。
それを全ての方が地域共生の担い手であるという
見方と地域共生で支えられる側として見る見方を
いかに融合していくかというところが、恐らく地
域共生社会をつくっていく上で最も重要な視点だ
と思っております。認知症は、地域共生の取組を
実践するのに一番いいフィールドだと思いますの
で、そのような方向性で進めていきたいと思って
います。
▼奥西：ありがとうございます。残り5分でござ
いますが、私の方からまとめをさせていただけれ
ばと思います。
「認知症にやさしいまちづくり」の「やさしさ」

という言葉の輪郭を描くということでした。議論
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はミクロの視点を重視して本人の思い、本人発信
支援の視点から鈴木さんの報告から始まりまし
た。最近、権利擁護の観点から、意思決定支援が
重要視されています。認知症のご本人の意思の形
成、それから意思の表明、そして意思をいかに実
現していくかというプロセスに伴走するというこ
とが重要ですし、特に最初の意思の形成とそれに
続く意思の表明のプロセスにおいてご本人の潜在
的な強みといいましょうか、ストレングスという
言い方をしますが、これに着目し、見出しそれを
生かしていくことがポイントになってくると思い
ます。そして、認知症の人と他者との質の高いコ
ミュニケーションにおいて培われてくるものだと
も思います。
「思いを発信し、受け止めあえるまち」にある

ように認知症の人の言葉にできない心の声を自然
に聞ける場と言いましょうか、認知症の人の言葉
を聞き、交流できる場がまちのあちこちに形成さ
れていくということが理想ではないかと思います。

次に、医療者の立場から玉井さんの報告では、
単に医療における治療や予防の範囲を超える認知

症ケア・認知症支援に取り組んでおられることを
改めて実感しました。ミクロからメゾ、マクロま
で関わっておられ、未来志向の認知症ケア、サポー
トのあり方を提示されました。臨床データを重視
したエビデンスに基づくケアに、先の鈴木さんが
報告された本人の思いというナラティブな側面、
物語と対話に基づくケアというものをいかにジョ
イントしていくのか、つなげていくのかというこ
とですね。認知症の心理教育アプローチというの
も印象に残りました。

3番目に市町村行政の立場から、メゾからマク
ロにかけての取組を報告された、藤枝市行政の伊
久美さんの報告でしたが、高齢者福祉介護保険事
業計画に基づく認知症の地域支援の取組では市民
一人ひとりの出会いを大切にされて、認知症の当
事者同士の交流につなげて、それが定期的な交流
の場としての居場所をまちの中につくっていくと
いう内容でした。さらに、藤枝市の本人ガイドと
して冊子にまとめられるということも、市民全体
に対するメッセージになっていると思いますし、
希望をかなえるヘルプカードなども広い意味での
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福祉教育プログラムと言えるのではないかと思い
ます。本人とともに発信するという行政の姿勢が、
認知症という言葉をネガティブな響きからポジ
ティブな意味へと転換していくという契機になっ
たのだろうと思います。まさに認知症にやさしい
まちづくりにつながっていくものと考えます。ま
た、このことは、認知症の施策推進会議による関
係者間での地道な合意形成というもの、そういっ
た合意形成を通したネットワークというものがバッ
クアップしたからこそのものだと思います。

以上、やさしさの意味についてその輪郭をたど
ると、やはり本人発信支援の観点から出発すると
いうこと、そして認知症の本人の主体性を尊重し、
それを発揮していくということ。そして、それを
受けとめ、支える社会環境づくりを幅広く、地域
住民とともにやさしさを形成していくプロセスが
重要であるということではないでしょうか。ミク
ロ、メゾ、マクロの領域で認知症の人と家族、地
域の人々、専門職、行政がどのように連携、ある
いはネットワーク化を図っていけばよいかという
課題が提示されたと思います。

また、そのために地域の中での居場所づくりや
様々な意見、あるいはアイデアが自由に交わされ
る場、ゆるやかなプラットホームのような場が地
域に形成されていく。そして、認知症の人の思い
を代弁する話し合いの場も必要になってくるので
はないかと思った次第です。そして、厚生労働省
の和田さんから、いずれ認知症に私たち援助する
側もなり得るわけで、「認知症と一緒にある生活」
を送るという前提が、人々の共感を呼ぶものであ
り、大きなやさしさになっていくのではないかと
いうことに改めて気づかせていただきました。

以上で分科会A「認知症にやさしいまちづくり」
のパネルディスカッションを終了したいと思いま
す。パネリストのお三方と、オブザーバーの和田
さんに拍手を持って感謝の意を表したいと思いま
す。ありがとうございました。
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▼湯浅：おはようございます。
これから90分話します。齋藤さんは、よけれ

ばちょっと最初だけ出ていただいて、よろしくお
願いします。特にこれは台本とか用意しておりま
せんので。ちょっと話の流れの中で、厚生労働省
はどうでしょうみたいな感じで振ったりしますの
で、いつ弾が来ても大丈夫な感じでいてください。
よろしいでしょうか。はい、よろしくお願いします。

▼齋藤：お手柔らかにお願いいたします。
▼湯浅：よろしくお願いします。ちょっと自己紹
介がてら行きたいと思いますけど、まず皆さんマ
イクを持っていただいてですね。マイクを置くと、
指されないと喋らない人になっちゃうので、マイ
クを持っていただいて、できればちょっと楽屋で
雑談してるように話せるといいなという感じでお
ります。

まずちょっと自己紹介がてらですけど、昨日私
と渕上さんと松田さんは会場に居て山崎さんの基
調講演から一通り聞いておりましたね。荒巻さん
は今日ご参加なので、昨日の話は聞いてないとい
うことで、渕上さんと松田さんから昨日こんな話
でしたというのを、ちょっと荒巻さんにお伝えい
ただいていいですか。何が印象に残ってます？

▼渕上：えーと山崎さんのお話が。
▼湯浅：山崎さんの話じゃなくてもいいですけど。
▼渕上：いや、私はもう山崎さんのお話が一番印
象に残ってますね。
▼湯浅：渕上さん、すごいメモとってましたもんね。
▼渕上：毎日毎日本当に現場現場で実践実践なの
で、そういうインプットの時間が楽しくて。元気
体操ですかね。あれもしっかり体操させていただ
きました。
▼湯浅：何かその中で印象に残っている話はあり
ます？
▼渕上：子育て支援について私が一番関心もある
ので、伴走型のところで。新しい施策楽しみだなと。
▼湯浅：0歳から2歳のね。伴走支援の話。なる
ほど、それはどんな話だったか、荒巻さんにご説
明いただくと？
▼渕上：縦割りとか担当窓口がいろいろ、例えば
新生児、乳児、幼児、小学生みたいな感じで、分
かれずに切れ目なく伴走型で人に寄り添った支援
をしていくっていうような、ざっくりとしたお話
です。
▼湯浅：わかりました？　荒巻さん。

▼荒巻：ざくっとした感じで理解しました。あり
がとうございます。

第4回地域共生社会推進全国サミットinつるが 記録集 ▲   79

敦
賀
市
の

事
例
発
表

パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

基
調
講
演

開
会
式

特
別
講
演

分
科
会
Ｃ

分
科
会
報
告

引
継
式

分
科
会
Ｂ

ス
ナ
ッ
プ

シ
ョ
ッ
ト

分
科
会
Ａ

11
18
fri.

11
17

thu.



▼湯浅：松田さんは何が印象に残ってますか。

▼松田：何か全体的に「やってます」と「できて
ます」は違いますっていうことをおっしゃってた
気がして。メニューがあっても使えなかったら意
味がないよねとか、量が足りなかったら意味がな
いよねって。

なんだかその互助みたいな話も出てきたし、も
うちょっと総力をあげて今やらないと大変なこと
になるみたいな感じ。
▼湯浅：いかに制度を作るだけじゃなくて、いか
に運用するかが大事だみたいな。田河内社長も
おっしゃっていましたよね。
▼松田：そうですね。

やっぱり人が大事ということを皆さんおっしゃっ
ていた気がします。
▼湯浅：子育て系では何か印象に残っていること
はありましたか。
▼松田：子育て系では、その0、1のところはま
さに私たちがずっと言ってきたことで、例えば幼
児教育保育は1号とか2号とか3号とかってなっ
てるんですけど、私たちは0号と呼んでいて、全
くメニューが少なかったり、なかったりっていう
ところが本当に0、1のところなので。ちゃんと
言質とったぞみたいな。山崎さんが言っているっ
ていうふうに言えるなって思って。
▼湯浅：そういうことが大事だって言ってた。
▼松田：あのほら、今ちょっと10万円の現金な
のか、クーポンなのかみたいな話が沸き立ってる
んですけど、そこを伴走型でつないでいかないと
意味がないし、現金もいいけど、メニューが今揃
えられるチャンスなので、ここで誰でも介護保険

みたいな、そこまで行かないにしても、何かそう
いう使える当たり前にアクセスできるようにするっ
ていうことを今やらないとこの先大変なのでって
いうのを聞いて、私たちは今ゴールドプラン以前
なんだってすごい分かって。
▼湯浅：何以前？
▼松田：高齢とか介護のゴールドプランってあっ
たじゃないですか。介護保険来る前ですよ。ゴー
ルドプラン。その前、子どもの状態。荒れ地なの
で、すごい一所懸命行ってくださっているからあ
れなんだけど、まだまだ全然足りないなっていう
ところでは今がチャンス。今やらないと失速するっ
て思っているので、力を合わせないとって思って
ます。
▼湯浅：何かしっかりとした財源がないまま、い
ろんな制度政策が乱立しててちょっといろいろあ
るんだけど、これどうやっていくんだっていうの
は、介護保険直前の状態と近いっていうふうに山
崎さん言ってましたよね。それは確かに印象的で
したね。30年ぐらい違うんじゃないかな。高齢
と子どもの分野は。
▼松田：あと各国からも遅れている、日本は後進
国であるということをおっしゃってました。
▼湯浅：はい、ありがとうございます。今の話を
聞いて、荒巻さんは言いたくなったことあります？
▼荒巻：いや、ございません。僕はもう難しいこ
とは分からないのでありがとうございます。
▼湯浅：厚労省の齋藤さんのところは母子家庭自
立支援室のひとり親の担当でいらっしゃいます？
▼齋藤：はい、そうです。ひとり親担当です。
▼湯浅：ひとり親とか子ども家庭局って地域共生
社会に入っている感じありますか。
▼齋藤：そうですね。それほど実感をしながら、
業務をしてるわけではないのですけれども、やっ
ぱり地域共生社会というかですね、ひとり親でお
子さんを育てていくにあたっては、地域の方に支
えられていると。最近、母子家庭ひとり親世帯の
団体さんの決起集会に行かせていただく機会が多
かったのですけれども、そこで子ども食堂とかで
すね、仲間に支えられてるという声をよく聞きま
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した。自分だけでは難しかったけれども、例えば
奨学金制度があるという話を先輩方や周りの方に
教えてもらったとか、行政につながるまでに、そ
ういういろんな方に支えられて情報も聞いてきた
とか、そういうお話を聞くので、やっぱり地域の
人に支えられてきているというのがあるんじゃな
いかな、というのをこの1年間お話を聞く上で思
いました。
▼湯浅：そうですか。それじゃ何かこう地域共生っ
て聞くと、それ社援（厚生労働省社会・援護局）
の話でしょっていう感じにはならない？
▼齋藤：そうですね。
▼湯浅：素晴らしい優等生の回答ありがとうござ
います。そういう中で今日は地域共生、子ども子
育て、子どもの居場所を含めてちょっといろいろ
お話できればと思いますけど、まずは一言ずつい
ただいたところで、皆さんから活動のご紹介をい
ただいて、まずちょっと前提知識をみんなで共有
して本題に入りたいと思います。

じゃあ、それぞれどんな御活動をされているの
かを簡単にご説明いただければと思いますけど、
誰から行きます？　渕上さんからお願いします。
▼渕上：大阪から来ました。団欒長屋プロジェク
ト代表の渕上桃子と言います。よろしくお願いし
ます。

団欒長屋は、2013年に大阪府豊中市というと
ころにある木造平屋立て一軒家をリノベーション
して立ち上げました。きっかけはですね、私自身
が0歳の一人娘を連れて家なし金なし仕事なしの
状態で、血縁もなく地縁もない豊中市に転がり込
んだというのが始まりでした。音楽をやってるん
ですけど、そのバンド仲間の親戚の空き家で本当
に仮暮らしの状態で、生活を立て直すために職探
しと保育所探しっていうのを同時に行った時の本
当に絶望感と孤立した子育てへの不安から子ども
は地域で見守られながら育つのが理想っていうふ
うに実感しました。そこで、子どもを中心とした
多世代交流の拠点として、子どもを真ん中に子育
て世代とリタイア世代の「困った」と「得意」を
持ち寄って暮らしをシェアできる、緩やかな互助

的なコミュニティーづくりをコンセプトに掲げま
した。

初めは学童保育からスタートしました。これも
民間の学童保育をそこの利用者さんとボランティ
アさんと皆さんを引き継ぐ形でスタートしました。

小学生が表で、この私道なんですね。ここ車が入っ
てこない住人の道なんですけれども、ここの私道
でにぎやかに遊ぶことが増えましたが、まだまだ
地元の方には何をやってるとこなのかなっていう
ふうに遠巻きに見られているような印象でした。
どうやったらその地域に根差した活動ができるか
なって。私もよそ者なので考えて、その結果、子
ども記者が地元を取材して作るフリーペーパーの

「団欒新聞」を創刊しました。で、カメラを持っ
て町歩きをして、取材先も子ども達が決めて、何
かカラオケ喫茶みたいなところにも取材に行った
りしながら、自分達で製本もして、その冊子をま
た取材元へ届けに行くっていうような活動をして、
子ども達と一緒に地域に出ることで多世代交流の
機会を作りました。

この活動を通してジャンルの違う市民団体さん
とか、地元の商店さんとかたくさん繋がることが
できて、活動の幅が凄くぐっと広がりました。更
にひとり親、私もシングルマザーなんですけども、
ひとり親仲間の呼びかけで地域の親子広場、団欒
お座敷カフェを毎月開催してベビーマッサージと
か色々やってるんですけども、保育士資格もその
間に取得して乳幼児保育を始めました。これもシ
ングルマザー仲間の保育士さんと一緒に始めまし
た。

また、家事や育児の出張サポートを行なうホー
ムサポーター派遣事業というのも始まりました。
これも別の団体さんがやっていたことを、そこの

「「学学童童保保育育」」「「だだんんららんんししんんぶぶんん」」
小学生と地域に出て交流
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利用者さんとかサポーターさん、まるっと引き継
ぐ形で始めました。実際に色々なご家庭に伺って
みたら、とても豊かに見えるのに頼る人がいなく
て、育児ノイローゼのような状態のお母さんにも
数多く会いました。保護者が安心して地域に子ど
もを放てる環境作りとか、保護者の方が地域と繋
がる支援が必要なんだなとそこで実感しました。

そんな経緯から学童保育の利用者だったお母さ
んが、この方もシングルなんですけれども、持ち
掛けてくださって始めた子ども食堂「団欒子ども
食堂」は、小さいお子さんがお母さんと一緒に来
られるんですけども、多世代のボランティアさん
と一緒に包丁を握りながら調理をするスタイルに
なりました。保護者の方も地域の方々とおしゃべ
りしながら、盛り付けたり、配膳皿洗いなど一緒
にすることで、一対一の育児から解放されてリフ
レッシュしてるような様子でした。この様子って
いうのが外食以上、親戚の集まり未満の凄いゆる
い連帯感があって温かな食卓風景でした。ただ、
コロナ以降はお弁当の配布に切り替えて継続して
います。ひとり親家庭へのフードパントリーも開
始して、明日も開催なんですけども、7，80食お
弁当を作ってます。その受け渡しの時にお母さん
達から困りごととか近況を聞く中で、夕飯付きの
無料学習支援っていうのもスタートさせました。
こうやって何十食とお弁当を作ってると、段取り
とか効率ばかりを追求して、もう本当にお弁当屋
さんのようにお弁当工場みたいになってたんです
けれども、やっぱりボランティアさんスタッフの
方達も味の感想も聞けないし、交流もできない、
何かこう味気ないよねっていうところで、やっぱ
り交流が大事なんだなって思って。ここの私道で
すね、団欒長屋の前の場所を最大限に活用して工
作教室とかミニ縁日とかを始めました。近所のお
婆ちゃんが子どもの声に誘われて、90歳のおば
あちゃんが「デイで輪投げやってるから得意やね
ん」って言って、一緒にゲームを楽しんだりとか、
毎回マシュマロを焼いてコーヒーを振る舞ったり
とかしてるんですけども、コーヒー片手に世間話
を楽しんだりとかっていう交流目的で、お弁当は

買わないけれども近所の人が交流目的で来るとか、
小学生も来てくれるようになりました。

ひとり親家庭の繋がりもコロナの中で随分と広
がりました。それぞれの事情に合わせてフードパ
ントリーの食材を詰めたりとか、ご自宅までお届
けしてたりしても、以前のようにランチ会とかキャ
ンプとかができないので、顔の見える関係になり
にくいかなっていうので、どこまで踏み込んだ付
き合いができるかとか、どこまで例外的な対応を
認めていくかっていうのが色々難しくなってます。
またボランティアさんもコロナで入れ替わりがあっ
て、結果的には母数は増えたんですけれども、やっ
ぱりみんなで集まることが難しいので、団体の思
いを共有するっていうことの大変さをちょっと今
は感じてます。ボランティアさんの中には、外国
籍の方とか引きこもりで生活保護を受けてらっ
しゃる方とかリタイア後の居場所を求めて来られ
る方とか、本当に多種多様で一筋縄ではいかない
共生の難しさというのも実感してます。それでも、
やっぱり繋がり続けることが、私自身も非課税世
帯でひとり親なので、私はその繋がりによって得
られるものが豊かさだなというふうに思っていま
す。なので、その地域全体の豊かさにもなるし、
財産だなというふうに信じてやってます。それか
ら、こういう活動してると、こういうご褒美もあ
りますよっていう動画があります。少し見てくだ
さい。

（動画）
このような場所で披露すると分かっていたら、

マリリンモンローばりの美声で歌ったんですけれ
ども、ちょっと地声で。この青年は、学童保育の
最初の利用者さんだったんですけども、その当時
は小3でした。8歳9歳ぐらい、で、この2月に
17歳になりました。

それからこの男の子ですね。3か月の、首がやっ
と座ったぐらいの乳児からうちの保育所に通って、
この2月に3歳になりました。こういう子ども達
の成長を乳児から本当に高校大学生まで見守り続
けるっていう、保護者さんと一緒に子どもの育ち
を見守り続けられるというその尊い瞬間に立ち会
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えるっていうのは、もう本当にこれ以上の幸せは
ないなっていうふうに思ってます。

最後にこれからの展望なんですけれども、制度
の隙間でしんどい思いをしているプレシングルの
離婚前の方ですね。離婚がもう確定してひとり親
になったらいろんな制度があるんですけども、そ
の間の方っていうのはすごく大変な思いをされて
るので、精神的にも経済的にも大変な思いをされ
ていらっしゃるので、そういった方への支援とか
毎日本当に綱渡り状態のひとり親家庭へ向けた夜
間保育とか、そういう方へのセーフティーネットっ
ていうのはあってしかるべきなんですけれども、
現状ないので、夜間保育とかそういう支援の必要
な方へ向けたニッチなニーズに応えられるような
取組を始めたいなと思ってます。以上です。
▼湯浅：ありがとうございます。さっき伴走型支
援の話が勉強になったって言ってたけど、もう伴
走型してるじゃないですか。渕上さんの繋がり続
けて17歳ってのはそれが伴走支援ってことです。
▼渕上：そうですね。
▼湯浅：何歳から来てたって？
▼渕上：えー、8歳9歳からだから、ほぼ9年10年。
▼湯浅：今彼は17歳って言いましたね。
▼渕上：そうです。
▼湯浅：今、何してるんですか。
▼渕上：受験生ですごく優秀な子です。そのお母
さんが子ども食堂をやりたいって言ってくれたひ
とり親なんで。
▼湯浅：じゃあ、もう家族ぐるみのお付き合いに
なってるのですね。
▼渕上：そうですね。本当にひとり親の先輩でも
あるので。いろいろ私も励まされてるというか情
報もいただいてます。
▼湯浅：この3歳の子も誕生日だったの？
▼渕上：そうなんです。同じ2月生まれで。うち
ではパッカーンが恒例行事なんですけれども。
▼湯浅：毎月やってるんですね。じゃあパッカー
ンは。
▼渕上：そうですね。自己申告で誕生日やでって
言ったらしてあげてます。

▼湯浅：ああ、そういうことか、なるほど。何か
お兄ちゃんと弟とかじゃなくて。
▼渕上：全然。
▼湯浅：全然血縁関係はないんですか。
▼渕上：ないです、ないです。
▼湯浅：何か家族みたいに見えるっていうのはね。
いつもながら子ども食堂そういう風景だなってい
う感じですね。

はいありがとうございます。じゃあ、ちょっと
いろいろ聞きたいこと他にもありますけど、ちょっ
と一巡してからにしましょうね。はい、じゃ松田
さんもお願いできます？
▼松田：お願いします。

東京都世田谷区で活動しています。松田と申し
ます。よろしくお願いします。

私は今も胸がジーンとなっちゃって、渕上さん
の話に。こういう景色をいっぱい作りたいなって
いう活動にちょっとシフトしてるお話にしたいと
思います。

私自身は東京生まれなんですけど、一番最初の
子育てが三重県津市というところで、今日の朝の
テレビに津市が映ってて感激したんですけど、津
で初めて知らない土地で誰も知らないとこで子育
てする、夫はいるけど全然仕事でいないというと
ころで、大人としゃべりたくて居場所を始めたっ
ていうところがスタートです。

でも、だんだん自分が当事者じゃなくなってく
るので、ちょっとエンジンを載せ替えなくちゃい
けなくて、その人達は応援できたり、あとは今住
んでいる世田谷区が人口92万人で、県ぐらいの
町なので、途中まで苦しくてしょうがなくて、自
分たちがやってても何か届かない感じとか。でも
それはそうだって思って。県なんだって思ってか
らは、いろんな地区内の活動の人たちとつながり
ながら、自分たちがあちこち行くんじゃなくて、
その人たちと一緒にやろうっていうふうになって
からはちょっと楽になりました。
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このイラストは子育て大玉送りって私が名付け
て、イラストレーターさんが描いてくださったん
ですけど、子どもだけを大事に育てるっていうこ
とよりは、子どももこの大玉送りのイラストに入
れてもらったんですけど、参画できる子どもたち
の声で町を作っていくっていうこともすごく大事
だなと思うし、直接子どもに関係ない人たちも大
玉送りに参加してほしいということで、いろんな
人を描いてもらって、ただサボっている人が多い
と、大玉は落っこっちゃうよっていう。そういう
サボってる人は誰ですかっていうのを言いたくて
書いてもらいました。胸に手を当てるという。で、
今、私たちもいろんな活動をしてきたんですけれ
ど、今の状態をこのイラストのような状況だって
私は思っていて、たまたまライトを当ててもらっ
た人に浮輪が投げられる。でも、このライトは財
源だと私は思ってるんで、その財源がないと暗く
て見つからない人はなかったことにされてしまう。
あと、そのサービスですね。浮輪はその人にあっ
てなかったら浮輪にはつかまれないし、大体その
人に合った浮きを投げてくれる人が、どんな人な
のっていう私たちはどういう人になったらいいのっ
てことだったり、あとはそもそもライフジャケッ
トを着ていけばいいんじゃない、予防的にやらな
いとダメなんじゃないって思っていて、予防には
お金をかけない国なので、予防にお金をかけてく
ださいっていうことをずっと地域の人たちと伝え
ながら、世田谷の中で自分たちも活動しています
けど、行政にちゃんと仕組みをつくってほしいと
いうことをずっとやってきてます。

これちょっと字が小さいので、いろんなことを
やってます。ネットワークなので。建て増しした
家みたいになっちゃってるんですけど。

地域共生社会推進
全国サミット つるが

地域で子どもを育む
まちづくり

法人せたがや子育てネット代表理事 松田妙子

これはあるお母さんが言ったことです。商店街
の道なんですね。イベントのときに道が封鎖され
て歩行者天国になってたので、そこで落書きして
たら「道に落書きしてもいいんですか？」って大
真面目で聞いた人がいて、私はすごくショックだっ
たんですね。東京はコンクリートが多いので、割
とこういう道遊びとかろう石とかで絵を描いたり
して遊んだんだけど、「家の前で遊びませんでし
たか」って言ったら、「家の前がマンションだと
みんなの公共の場所なので」って。子どもたちの
場所じゃなくなっている。道が。道で遊べないっ
てすごい大変な町だなって、自分たちですごい実
感して、やっぱり子どもが真ん中の社会というか
町にしたいなとすごく思ったりしてます。

実は私たちは乳幼児のところをやっているんで
すね。産前産後のところをやっていますので、赤
ちゃんを初めて抱くときが自分の子どもだったり
するっていう状況の中で、もっともっと早く子ど
もに関することとか子育てにちょっと子どものい
る暮らしを実感してもらいたいって思って、中学
校に赤ちゃんを連れていく授業やっています。最
初は自分たちで勝手に手弁当で校長、先生とかに
突撃してやっていただいてたんですけど、世田谷
区の授業になって、すごくあちこちでいっぱいお
願いをして、その中学の近いところのその地域の
人たちが赤ちゃんと一緒に出かけていけるような
仕組みにしていただいて、そのネットワークでやっ
ていくみたいな形をとることができました。

これは中学生にとってもすごくよかったんです
けど、子育てが始まったお父さんお母さんが地域
では赤ちゃんが生まれると何もできなくなっちゃっ
て、すいませんすいませんっていう人になっちゃ
うんですけども、実はこの小さい時にしかできな
い地域のボランティアなんだよねって言うと、
ティーンエイジャーに体験をプレゼントしに行け
るってすごい誇り高く思っていただいて。なんだ
ろな、エンパワーメントされるというか。そうい
うことに気がついていって、やっぱり循環なんだ
なっていうことを思いますし、あとフードパント
リーをね、このコロナ禍で始めたんですけど、フー
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ドパントリーで毎日ね、もうずっとこの2，3年会っ
てた子たちが中学校に行くといて、「あっ！」と
か言っていたら、「僕は最初から気が付いていま
した」とか言ってくれて。こうやってつないでい
かなきゃいけないな、なんていうこともすごく感
じています。

これが産後のおうちにごはんを作りに行った時
の話なんですけど、とにかく大人と話したかった
し、里帰りができなかった自分の状況があったの
で、本当に名前がまだ付いてない退院してきたば
かりとか場合によっては退院してくる時に一緒に
退院してきて荷解きして、洗濯物回すところから
一緒にやる活動をずっとやってきたんですけど、
このコロナになってそういう方がもっともっと増
えたっていうところでは、こういうサポートして
くれる人がたくさん必要なんですけど、やっぱり
仕組みになってないと親切じゃ続かないのでこう
いったことが当たり前にサポートされる社会を作っ
ていきたいなということを実践を通して実感して
いますし、よっしゃって言ってくれる町の人たち
が増えないとどんなに制度があっても使われない
なって思っています。

あと、もう1個は、抱っことおんぶを大真面目
に教えています。さっきの中学生に教えたりしな
がら、その人たちが親の世代になったら、きっと
いらなくなるとは思うんですけど、一旦途切れて
しまうと、おんぶしなさいよ家事できるわよって
言っても、その人たちが受け取ってくれなかった
ら、次の世代がまたできなくなっちゃうので、
ちょっとおしゃれなおんぶだったり、身体がすご
い楽になるなっていう当事者の人が納得するよう
なことを丁寧にやる。伴走型って言うと変なんで
すけど、できるまで一緒に練習しようねって言い
ながら、大真面目に抱っことおんぶの練習を東京
ではしています。教えてくれる人がいない。そん
なことがどういうことで生まれたかっていうと、
区民版子ども子育て会議っていう活動をしていま
す。プラットフォームを作りましょうって堀田さ
んがおっしゃってたんですけど、まさにそれで。
子どもに関心があったり、子どものことを知って

いる人たちでフラットに集まろうっていうのを8
年ぐらいやっていて、これは実は全国中に子ども
子育て会議っていうような計画を作るための会議
があると思うんですけど、それの裏版をやってい
るんですね。そこに例えば計画の始まる前の年に
はだいたい計画づくりが始まるので、部長さんと
か呼んできてどういう計画を作るつもりですかみ
たいな感じでお話をしていただいて、私たち市民
側は何ができるかなとか、こういう事業があった
ら絶対いいよねみたいなことを話し合う会議で
す。この写真のようにいろんな人たちが集まって、
ちょっとコロナ禍はオンラインだったんですけど、
その前は9時に絶対終わって飲みに行くっていう
のをやっていて、ここにいた行政の担当者、異動
して行ってしまうんですけど、新しく来た人たち
が必ずここに年度の初めに来てくれて、名刺交換
会になるっていう。あそこ行っておいた方がいい
よって行政の人たちが中で言ってくださるような
会議に成長しています。

やっぱり私たちも計画に反映されたりすること
があるとすごく達成感があるというか、もっともっ
と頑張ろうという気持ちになれるので、小さいこ
とからコツコツと実態が変わっていくっていうと
ころを今はやっているところです。ありがとうご
ざいました。
▼湯浅：この区民版子ども子育て会議は始まって
から8年って書いてありますね。松田さんたちが
呼びかけてやってんの？
▼松田：そうですそうです。
▼湯浅：どれぐらい人は、ずいぶん人が集まって
ますが、どれぐらい参加者？
▼松田：多い時は、こないだはオンラインで40
人くらい来て現場に50人とかいたので、全部で
100人くらい。
▼湯浅：100人くらい。
▼松田：ハイブリッドはもうやりたくないです。
大変で。
▼湯浅：どういう方たちに声をかけるんですか。
▼松田：本当にさまざまで、子ども食堂やってる
人もいればお医者さんもいるし、あと手前の人と
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か児童養護施設の寮長さんだったりとか、あと行
政の人たちもたくさん。いろんな所管の人が来た
り、あと自分の担当の所管のことを話し合ってほ
しいときにテーマをこれでお願いしますとか言わ
れてじゃあやりましょうとか言ってみんなでやる。
▼湯浅：市民の方たちとか、区民の方たちは、松
田さんがつながった方に今こういうのやってるか
ら出てよって声をかけている？
▼松田：そうなんです。最初の頃は、なんかホス
トみたいで。明日これる？とか。
▼湯浅：何みたい？
▼松田：ホストみたいな。
▼湯浅：ホスト。
▼松田：今からでもいいから来てとか言ってずっ
と呼んでるみたいな。でもだんだん文化になって
きたので、逆にこの人呼んだ方がいいと思うんだ
けどって言ってくれる人が出てきたり。
▼湯浅：なるほどなるほど。
▼松田：誘い合ってリストにしてくれて、この人
たちが来ますって言ってくださったりとか。
▼湯浅：面白いですね。
▼松田：ぜひ皆さんの町でやってください。数人
からできます。
▼湯浅：はい、ありがとうございます。

じゃあ一通り行きましょうかね。荒巻さん。皆
さん分かります？　このメガネ。変わったメガネ
つけていらっしゃるでしょう。見ても分かんない
かな。
▼荒巻：ちょっと遠く離れていると分からないか
もしれない。
▼湯浅：そんな眼鏡の荒巻さんです。よろしくお
願いします。はい、どうぞ。
▼荒巻：ありがとうございます。

はい、荒巻仁と書きまして、あらまきひとしが
本名でございます。これを縮めてアラジンと呼ば
れております。よろしくお願いします。

福井県の坂井市、地元は敦賀から1時間ぐらい
のところで坂井市から来ました。

活動としては、2008年に父親の読み聞かせ活
動というところからスタートして2009年にNPO

法人パパジャングルをつくり、父親支援からスター
トしてるんですが、今はもう父親支援は卒業とい
うか、もう一切やっておりません。当時のスロー
ガンが「父子笑伝」というところで、父から子に
伝えるのは笑顔であるっていう父子笑う伝えるっ
ていう言葉と、あと「笑育」。子どもは教育で育
つのではなくて、笑育によって育つんだというス
ローガン。この2つの笑うという文字を使ったス
ローガンでスタートをしました。これは僕が30
年間、父親の暴力に苦しむという過去を持ってお
りまして、ここから笑えなかった過去っていうと
ころから笑うということが、全て子どもの健全な
育ちを導くんだっていうところでやってます。

というところで、今僕が最も大事にしているの
は、人生というものは刹那だっていうところで、
この一瞬一瞬今この瞬間を輝かすっていうこの瞬
間が人生なんだっていうそういう生き方ですね。
この活動で伝えている感じです。皆さんのように
すごいことは全然やってないんですけれども、で
も僕は大切にしてるのは「嬉しい、楽しい、幸せ、
ありがとう、大好き」と。このエネルギーだけで
生きていくような生き方っていうところを仏教学
とかアドラー心理学とか、そういった学問を身に
つけながら、子どもたち大人たちに伝えて活動を
しています。

今現在、大体こんなことをやってますというこ
とを映像にしてあるんですけれども、映像の中に
長男が出てきます。これは、僕が子どもジャング
ルという冒険遊び場のある学童保育っていう、言っ
たもの勝ちですが、日本で初めて作りました。こ
れが2009年、その時にですね、一番最初の卒業
生が荒

あら

巻
まき

勇
ゆう

仁
じん

でございます。荒巻勇仁というんで
すけれども、3人の男の子がいて、3人とも学童
保育に通っています。これ何で作ったかって、自
分の子どものためだけに作りました。地域の子を
救いたいとか全くございません。自分の子どもが
一番すくすく育つ環境を作りたいって地域で遊べ
ないお母さんに遊びに行ってもいいって言っても
ダメって言われるって、何でダメなのって危ない
でしょ、何かあったらお母さん助けれないよって
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言われた時に、ああ、この子どんな子になっちゃ
うんだろうってすごく心配になって、この子の遊
べる場所を作りたいっていうところから、それこ
そ世田谷とかにプレーパークを見学しに行ったり
した後に、この地元坂井市に作ろうというところ
から、じゃあ毎日毎日イベント的に週末だけ来る
とか月に一回ではなくて、毎日そのプレーパーク
に触れさせたいっていうところから、じゃあ自分
で作って学童保育にしてしまえば、毎日プレーパー
クの中で育つことができるなっていうのが一番最
初だったんです。だから、我が子を一番通わせた
い場所として作ったっていうのが、このこどもジャ
ングルっていうところですね。

それでスタートしていまして、彼は今22歳に
なる歳なんですけれども、進路でものすごく悩
むんですね。高校の時に。その時のやりとりを
ちょっと映像にしているのと、僕の今の活動をリ
ンクさせるように、自分の子育て地域の子育てっ
ていう形でちょっと映像を作っておりますので、
それをご覧ください。

（動画）
以上です。ありがとうございます。

▼湯浅：ありがとうございました。ちょっとマス
クで私がよく聞けなかったんですけど、坂井市？　
鯖江市？
▼荒巻：坂井市です。
▼湯浅：坂井市ね。はいはい。坂井市でこれを
やってらっしゃるということですね。
▼荒巻：はい。
▼湯浅：ありがとうございます。息子さんは今
22歳と、えーっと3人いらっしゃるんでしたね。
▼荒巻：はい。
▼湯浅：あとは何歳ですか。
▼荒巻：大学1年生と中学2年生。
▼湯浅：で、もうその子達は学童に来てなくて、
でも学童はそのまま続けていらっしゃる？
▼荒巻：そうですね、はい。
▼湯浅：はい、という皆さんなので、なんとなく
どんなことをやってらっしゃる方なのか全体はイ
メージしていただいたということにしますが、皆

さんの方から何か聞きたくなったこととか出てき
ましたか。

ちょっと会場もうちょっと明るくなります？　
私の知り合いがいると思うんだけど、その人とか
はどこにいるのか分かんないんだよね。もうちょっ
と明るくできたらありがたいな。こっちから顔が
見えません。何か聞きたくなったりしたことのあ
る人いますか。もうちょっと明るくなる？　なら
ない？　これもう限界？　これ限界なの。どなた
かいない？　じゃあ指しますよ。はい、じゃあ中
村さんどうですか。何か皆さんに聞きたいとか感
想とか。
▼観客席（中村氏）：本当に3人さんとも何かすご
くいろんなこと考えられて、子どもたちのために
動いてらっしゃるのが本当に感動している状態で
す。
▼湯浅：うん。色々考えて動いてらっしゃること
に感動していると。
▼観客席（中村氏）：一番最後に見せていただいた
荒巻さんの動画。私も東京の方にプレーパークに
伺ったことがあるんですけど。
▼湯浅：東京のプレーパーク、やっぱり世田谷で
すか。
▼観客席（中村氏）：池袋。
▼湯浅：ああ池袋。栗林さんの所を見に行かれた
ことがあると。
▼観客席（中村氏）：すごく子どもたちがドロドロ
になって、木の影から降りてきたり同じように楽
しんでたので。もう少しこういう場所がここ福井
県で、敦賀にもあったらいいなと思っていたので、

これが坂井市にあると。何も知らなくて勉強不
足ですみません。

今すごく感動している状態です。
▼湯浅：はい、ありがとうございます。

私も坂井市と若干お付き合いがあるんですけど、
今日初めて知りました。坂井市。あれ斉藤さんい
る？

えーと何かちょっとコメントを。坂井市役所で
す。
▼観客席（坂井市役所・斉藤氏）：聞こえますか？
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▼湯浅：聞こえますよ。
▼観客席（坂井市役所・斉藤氏）：恥ずかしながらお
名前は聞いてたんですけど、活動は初めて知りま
した。
▼湯浅：あ、そうなの。
▼観客席（坂井市役所・斉藤氏）：視察に、見学に行
かせていただけたらなと思います。ついでにご質
問というか、皆さんに共通してなんですけども。
▼湯浅：皆さんに共通してご質問があると。会場
の方は聞こえてますか?　大丈夫ですか、はい。
▼観客席（坂井市役所・斉藤氏）：御三方の取組を聞
いて一個人としてすごく感動しました。すごく興
味があります。

我々行政の悪い癖でそういうのを形にしようと
して、ターゲットを決めようとする。一人親のと
ころとかで悩まれるってこともあったかと思われ
るんですけど。
▼湯浅：はい。
▼観客席（坂井市役所・斉藤氏）：そういうので何か、
仕切りを入れようとするのが我々の悪いとこだな
あと思うんですが、その辺りでご苦労された経験
とか考えてらっしゃることとかあったらお聞かせ
いただけると大変参考になります。
▼湯浅：なるほど、ありがとうございます。いき
なり難しい質問だな。どうしようかね。今の御質
問を受けて何か言いたくなったことあります？　
言いたくなったことがないなら結構です。
▼松田：ムカつくことあります。そういう時も。
▼湯浅：え、何？
▼松田：むかつくこと多くないですか。そういう
こと実践してるとね。あなたはいいよ、でもあな
たはダメよとか。うん。そういうのは多いですね。
でもまあ行政の方はそれがないと始まらないから
役割分担かなと思ったりはしますけど。
▼湯浅：そうですね。うんうん。荒巻さん何かあ
ります？
▼荒巻：ありがとうございます。僕多分活動を始
めた頃とかはすごく尖ってましたので、どちらか
というと、行政に対してももっとこうしろああし
ろ的な部分はあったと思うんですね。

でも、今は全く180度違っていて、とにかく先
ほども言いましたが、「嬉しい、楽しい、幸せ、
ありがとう、大好き」というエネルギーで生きて
いきたい、周りをそのエネルギーに巻き込みたいっ
ていうのがあって。僕は2014年に福井県で一番
荒れてる高校の更生をお手伝いした時があって、
その時にやったのがとにかくこの学校批判をやめ
るっていう。先生批判、学校批判、その批判のエ
ネルギーが全て実現させていくから、僕たちは応
援する側に回るんだっていうことをしたんですね。
これ行政もすごく今同じ思いを持っていて、感謝
しかないなっていうところで、よく同業者とかが
もっと政策提言せなあかんとか行政がなんでここ
ができないんだみたいなところがあったりする部
分に関しても、元々ゼロだと考えれば、ものすご
いたくさんのことをやってくださってるって。こ
れに対してまず感謝をベースにして、これをベー
スにするんだけれども、行政ができないことをど
んどんどんどん見せていくのが、僕たちの役割で
あって、僕たちが見せていく。その中で、荒巻さ
んたちがやっているようなことを、この行政で活
かすにはどうやっていけばいいですかみたいな協
力関係の中でいいエネルギーをどんどん使ってい
きましょう、みたいなのがあるから。だから僕は
行政に対してはほんと、もう感謝100％で関わっ
ていこうって気持ちがあります。
▼湯浅：ほとんど解脱してますね。すごいな。
▼荒巻：そういう感じ。
▼湯浅：なんかもう、すごいウェルカムな感じ？
▼荒巻：だから斉藤さん（坂井市役所）大丈夫で
す、みたいな感覚です。大丈夫です。
▼湯浅：よかった、よかった。

渕上さん何か言いたいことはあります？
▼渕上：豊中市もすごく行政が積極的で、なおか
つ市民活動もすごく盛んなところなんですね。そ
ういう意味では協働がよくできているところでは
あるんですけども、やっぱり松田さんのお話なん
か聞いても、その区民版子ども子育て会議。これ
は8年間やって、そのハイブリッドで100人集め
て、やっぱり民間主体でやっていく方がすごく盛
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り上がるし、そこに行政の方がうまくこうサポー
トをするような形が理想かなっていうふうに私は
思います。
▼湯浅：はい、ありがとうございます。今、ちょっ
と裏方からマイクで拾わないとオンラインの方が
聞こえないということなので、今の質問をちょっ
と繰り返しますね。

会場の方は聞こえてたと思いますけど、今の坂
井市役所の方から行政はどうしても線を入れよう
としちゃうと。対象年齢はこの歳ですよとか線を
入れようとしちゃうんだけど、そういうことで困っ
たことはありますかっていう質問があって、それ
に対して3人が答えたというのが今の回答になり
ます。

齋藤さん（厚生労働省）、それで何を話されて
たか分かりました？
▼齋藤：はい、今お話をうかがっていて、渕上さ
んのお話の中で2つ心に残ったものがあります。
やっぱり地域と繋がる支援が大事だっていうこと
と、そのボランティアをされている方に外国人と
か引きこもりの方がいらっしゃるということです。
多様性がある方がいらっしゃって、そういう方に
とっても、地域と繋がる一つの手段になっているっ
ていうところが、「あ、そうなんだ」っていう閃
きをいただきました。

あと松田さん、荒巻さんのお話の中で写真や画
像が出てきていて、松田さんの写真で中学校の中
で赤ちゃんとの触れ合い授業で中学生の男の子の
写真が出てきましたが、顔が隠れてたんですけど、
すごいいい表情をしてるのが見て取れたんですね。
荒巻さんの方のお子さんもみんな本当に生き生き
として、こんな笑顔を見るのっていいなと本当に
思いました。
▼湯浅：良かったです。だんだんとあれですね。
肩書きじゃない感じの喋りになってきましたね。
何か皆さんに聞きたいこととかあったりしますか？
大丈夫ですか？
▼齋藤：はい。
▼湯浅：大丈夫ですか。はい、わかりました。あ
りがとうございます。

さて、じゃあもうちょっと少し地域共生なので、
皆さんのご活動を踏まえた上でですね。なんか今
日の全体のテーマにも通じるような話ができたら
と思うんですけどね。今日のこの時間にやってる
分科会って、ここが「地域でこどもを育むまちづ
くり」なんですよ。あと2つ動いてまして、もう
一つは「認知症にやさしいまちづくり」だね。も
う1個が「地域コミュニティを活かしたまちづく
り」なんですよ。まちづくりっていう言葉が共通
してるんですけど、そこにまちはあるんですね。
外に出れば敦賀のまちはあるじゃないですか。な
のにまちづくりっていうんですよね。そこにまち
があるのにまちづくり。何が足りないの？
▼渕上：人のつながりみたいなところ。私もまち
づくりをしてる自覚は全くなかったんですけれど
も、まちづくり関係のことで呼んでいただくこと
も増えて、あ、私のやってることってまちづくり
やったんやってちょっと思ったことがあって。コ
ミュニティを作ってるような感覚でいたんですけ
ども、それがまちづくりだったのかなって思って。
▼湯浅：コミュニティを作っている感覚はあった
けど、まちづくりをしている感覚はなかった？
▼渕上：全然なかったです。
▼湯浅：渕上さんの中でまちづくりって、誰がや
ること、何をやることなんですか？
▼渕上：まちづくりは、そこの町の人がやること
で、何をするっていうのはすごく難しいんですけ
ど、私はみんながみんな助けられ上手になること
がいいのかなと思ってます。昨日もお話されてた
んですけど、誰もがSOSを出せるっていう環境
ですよね。でも、SOSの出し方みたいなところ
で多分助けられ上手になることも必要なんじゃな
いかなと思ってて。それって別に「私困ってます、
助けてください」ということじゃなくて、世間話
とかとにかく家庭の敷居を下げて見えるようにし
て出ていくみたいなところから始まるのかなと思っ
てます。
▼湯浅：誰もがSOSを出せたり、助けてって言
えるようになったら、まちづくり完了？
▼渕上：そこで、じゃあ私こんなことできるよと
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か。松田さんがおっしゃってたエンパワーメント
みたいなところもあるかなと思いますね。例えば
ひとり親家庭で支援される立場なんですけど、で
も私こんなんできるよとか。例えば小学校の先生
に毎日毎日同じ服の子がいるから、ちょっとこの
サイズの服を集めてほしいですっていうご相談が
あって、それをシングルマザーのLINEグループ
に相談したところ、1日2日で紙袋3個くらいの
服が集まったんですね。やっぱり自分たちも力に
なりたいんですよ。支援されるだけじゃないんだ
よっていう。自分が何か貢献できたって思えたら、
それがやっぱりその人たちの力になる。それが、
まちづくりなんですかね。
▼湯浅：ということは助けてって言えると、力を
一人一人が発揮できるようになるから、みんなの
力を発揮させるための呪文みたいなものなのかな。
▼渕上：そうですね
▼湯浅：松田さんと荒巻さん、マイク置いちゃっ
てますよ。はい。何かしゃべりたくなってない？　
松田さん、うなずいてますけど。
▼松田：いや、なんかもう本書いて。私、子ども
たちとティーンエイジャー会議というのをやった
んですよ。この間。すっごい面白かったのが子ど
もと大人の格差がありすぎるって言った子がいて。
▼湯浅：子どもと大人の格差。
▼松田：格差と感じてるんだと思って。だから、
やっぱり子どもたちの声はすごい鋭いなと思った
んだけど。でもやっぱり自分たちだって意見があ
るし、それを町に反映できるぞっていう気持ちが
あるし。あとね、俺らを川で遊ばせろっていう提
案を出した子がいて。
▼湯浅：俺らを川で遊ばせろ？
▼松田：それはなんでって言ったら、俺らが川で
遊んでいたら大人はゴミを捨てないって言ったん
ですよ。すごい痛烈でしょ。すいませんでしたみ
たいな。大人はゴミを捨ててますみたいな。

なんかまちづくりってそういうイメージ。ハー
ドなイメージあるじゃないですか。町づくりとか
言うとね。だけど、本当、そういうことよねって。

「子どもが真ん中」って「子ども我慢中」って読

めるじゃないですか。今は「子ども我慢中」だけ
ど、「子どもが真ん中」ってなるといいなってい
つも思っています。
▼湯浅：これすごいこと言ったね。今。「子ども
が真ん中」は「子ども我慢中」と読めると。
▼松田：書いてみてください。もうね、子ども我
慢中だから。
▼湯浅：それで俺らを川で遊ばせろって言ったら、
大人がゴミを捨てなくなるっていう、そういう相
関関係が起こっていくのが町づくりだと。そうい
う相関関係が起こっていくのが町づくりで、今子
どもは我慢中ってことはどうしたらいいんですか。

何がまちづくりなの？　今、何が足りないの？
▼松田：子どもの声を聞くってことかな。
▼湯浅：そこで子どもの声を聞くっていう答えに
なるわけだ。
▼松田：聞くって言っても聞いてあげるよってい
うことではなくて。SOSの前の声が大事かなと
思っいて。SOSの時だけじゃなくて、何でもな
い時から話せる関係とかポロッって言ってくれた
ことが、きっときっかけになっていくみたいな。
やっぱエピソードから始まるかなってすごく思っ
ているので私はずっとそれが要望だと思っている
んですけど、困った人は困ってる人だし、人を困
らせるっていうふうに取られないように、その人
が一番困ってるよねって。だけど、その人は話し
てくれるってことがすごいことだから、やっぱそ
ういう関係が普段からできてないと、そういう声っ
て届けてもらえないなって思うんですよね。
▼湯浅：なるほど。そのイメージがさっきのその
子育て大玉送りだと。もう一回出ますかあれ。
▼松田：ありがとうございます。それそれ。
▼湯浅：松田さんの最初のスライド。あれもちょっ
とギクッっとしたんだけど、何かサボっている人
は誰ですかって言う、ちょっと怖いイラストだと
思った。サボってる人は誰なんですか？
▼松田：サボっている人ですか。お金を出し渋っ
ている人ですかね。
▼湯浅：だから、ここにそういう人がいるわけね。
ここにはいない訳か。
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▼松田：わかんないけど、手を下ろしちゃったら。
大玉送りって皆さんやったことありますか？　あ
れ、本当にみんながやんないと落ちちゃうし、道
に逸れて行っちゃうんですね。
▼湯浅：ここにいる人は、みんなやったんだよね。
▼松田：そうですね。ちょっと隙間がないように
みたいな。さっきのあれすごかったですね。渡し
てってさ、終わった人が次のとこに行くみたいな。
ああいうイメージがどんどんみんなに循環して楽
しい。
▼湯浅：あの遊び場は誰が考えたの？
▼荒巻：ああいう遊びがあります。
▼湯浅：あ、遊びがあるの？
▼荒巻：はい。
▼湯浅：何て言うんですかあれ。
▼荒巻：パイプラインって。
▼湯浅：パイプラインっていうんだ。そうなんだ。
荒巻さん的にはどうですか。町とまちづくりは。
▼荒巻：僕、さっきからエネルギーの話をしてる
んですけれど、何が足りないっていうのは、そも
そも不足や不満のエネルギーっていうことになり
ますよね。ということは、たぶんそれを埋めていっ
て、いろいろ問題は解決していくんだけれども、
また新たな不足を生み出して、100年経ってもやっ
ぱり不満を抱えてるんですね。きっと100年後も
どうやってまちを作るって言ってると思うんです
よ。めちゃくちゃ発展しているのに。

でもこの3000年というか。人類はものすごく
発展させてきているはずなんですよね。でも、い
つまでたっても新しい問題を探し続けるっていう
のは不満のエネルギー。これを満足とか、幸せの
エネルギーに変換した時に何が生まれるかってい
うところをやりたいっていう感じなんです。

だからないものは、いくらでも出てくるんです
けど、あるものに気づいた時に、このまちって実
は素晴らしいじゃんというとこに、まずそこに土
台を置いて、そこからしか幸せなまちはできてい
かないっていう考え方も一方としてあるんじゃな
いかって。そうしたら、一人一人が不満の中で「何
だこのまちは、もっとこうしてくれ、ああしてくれ」

から、「ありがたいな、あるやん、全て揃ってるじゃ
ん」っていうところで、みんなが幸せになった時
に、そのエネルギーが生み出すものってもっと素
晴らしいものを生んでいくんだろうなって思うん
ですね。
▼湯浅：じゃあ、その今、何かが欠けてるとした
ら、そういうことを満足だっていう、色々あるじゃ
ないかって思う、そのエネルギーが欠けている？
▼荒巻：欠けているというところに焦点を当てる
ならば。
▼松田：あの駅前のビルottaというところだよね。
ここにおったみたいなことなんだって。
▼湯浅：何？
▼松田：あの駅のすごい素敵なビルがottaって
いう名前だったの。
▼湯浅：オッタ？
▼松田：ottaって何ですかって言ったら、ここに
おったって言ってた。意味あってますか？　なん
か見つけるっていうそういう感じ？　あっ、おっ
た。あるやんみたいなね。
▼湯浅：ここにあるじゃないかってそういうことっ
てことね。ああ、なるほどなるほど。
▼荒巻：最初の映像の中に僕達は幸せになる為に
生まれてきたんじゃないっていう文言があったと
思うんですけども、今幸せに気付くっていうとこ
ろの中で、子ども達には世の中が夢を持て夢を持
てっていう、そもそも夢を持つこと自体が何か自
分にはこれがない、あれがない、だからこれを成
し遂げるみたいな不足や不満のエネルギーから夢
を持つって、これはなかなか夢が叶わないんだよっ
て。だって、そのエネルギーは、不足、不満のエ
ネルギーを引き寄せるから結局成功しても達成し
ても満足っていうか、成長とか成功とかっていう
のは手に入るんだけれど、幸せというものが手に
入ってこないんだっていう。だから今自分が全て
あるんだって幸せここにあるんだっていうところ
に気付くことから、夢を持つのをスタートするっ
ていう、そういう感じで何か夢を持てっていうこ
とが子どもを逆に苦しめているなっていうところ
から夢を持たなくて、ただ今幸せであることに気
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付くっていうところとか。
じゃ、それが自我がまだ芽生えていない状態な

ので、なかなかそういったことにまで気付くこと
ができないっていうことであれば、ただ言葉のエ
ネルギーを綺麗にして笑えっていうことですね。
そうするとかなりの大人の人たちを幸せにするよっ
て。今、さっきの斉藤さんもそうですし、中村さ
んもそうですけれども、すごく子どもたちの笑顔
にみんなが癒されるっていう状態だったと思うの
で、だから子ども達はとにかく笑顔でいてってい
うことをしていくと、かなり多くの大人を幸せに
することができるので。そういう意味で、そこか
ら君たちの未来は広がっていくみたいな。そんな
感覚なんです。
▼湯浅：なるほどなるほど。なるほどね。それは
結局松田さんがおっしゃっていることと通じてる
わな。子どもが笑顔でいれば、みんながうまくい
くっていう感じのまちづくりいうか、そういうイ
メージっていうことですよね。

そこからこう何か広がっていく感じ。波紋が広
がっていく感じっていうのかな。そういうふうに
思ったり、皆さんが今活動されてるんだと思うん
ですけど、さっき話を聞いてて、ちょっと共通す
るなと思ったのは皆さんアウェーだったっていう
ところあるなと思ってて。渕上さんも豊中の方
じゃないということでしたよね。
▼渕上：違いますね、はい。
▼湯浅：松田さんは今世田谷だけど、津に行った
時にっていう話でしたね。三重に行った時にね。

で、荒巻さんは元々そこのご出身じゃないって
話さっき聞きましたけど、アウェーで来たことと、
今の活動って何かつながってるんですか？
▼渕上：やっぱりよそ者だからこそ見える課題と
かあるかなと思うんです。そこの土地で生まれ
育ってないからこそ、自分で作ろうとかいう気に
私はなりましたね。
▼湯浅：そんなもんだと思えなかったってこと？
▼渕上：そうですね。
▼湯浅：うん。何か関係ある？　関係ないんなら
ないでいいんですよ。

▼松田：私は同じ。同じです。でもなんかね、や
りやすかったですよ。だってしがらみないから、
よくぞやってくれたって言われた。転勤族の人し
か集まらないかなと思ったら…。
▼湯浅：何の人しか？
▼松田：転勤族の人ばっかりで、そのアウェーの
人ばかりが集まるかな、と思って。集会所を借り
て始めたんですけど、そしたら実家とかね、助け
てくれる家族がいっぱいいるような方も来て、何
か見てもらったりしていいねって言ったら、いつ
でも好きな時に鍵をかけて出て行けるのがうらや
ましいって言われて、なるほどって思って。でも
みんな大人と喋りたかったから、別に赤ちゃんの
指導とかされたくないし、アドバイスもいらないし。
▼湯浅：好きな時に鍵をかけて出て行けるのがう
らやましい。
▼松田：そうそう。
▼湯浅：好きな時に鍵をかけて出て行けないんだ。
▼松田：あと、家族がね。あとなんかね。面白
かったのは、どこにいるかバレちゃうんですって。
車で出かけると「今日午前中、どこどこにおった
の？」って言われるから、なるべく目立たない色
の車に乗るって言ってました。帰ってくると家族
が知ってるんだって、自分が行ってたところ。そ
れもしんどいなって思って。どっちもね、やっぱ
り無いものねだりで羨ましいってお互いが思って
て、なるほどって思った。
▼湯浅：津の話？
▼松田：そうです、そうです。
▼湯浅：津って県庁所在地ですよね。
▼松田：そうです。だから、こういう私みたいな
人がいっぱいいるんですけど、一方でもちろん東
京の方も、ちょっと年がばれますけども、かなり
前の話だから今は違うかもしれないけど。でもそ
うやってね、何か一緒に子育てしていってくれる
人がいることに気付けないぐらいの気持ちになっ
てる時ももちろんあるし、でも何か助けてって言
わなくてもすごい守られてる時もあるし、色々だ
ろうなと思いましたけど。
▼湯浅：うん、なるほど。
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▼松田：でも何か今度こっち側に回ったら、何か
こうその人たちが助けてくれたから、私がいます
みたいな。お礼とかはいいと思うんだけど、そう
思わせるのはちょっと嫌だなって思ってて。なん
だろう、何かそれ嫌らしいというか。

私ができたとか、自分でやってこれたって思う
のは子どももそうだけど、親たちも自分で獲得し
ていくとか、気付いてやってみたとか失敗もする
けど何とかなったとかいまいちなんだけど、何と
か低空飛行でもやっていけるみたいな感じがいい
なと思って。
▼湯浅：そうですね。誰かにやってもらったって
思うと、やっぱりエンパワーにならないからね。
自分がやったっていうふうに思えないと、それは
元気は出てきませんよね。

荒巻さんはそのアウェーとそれは繋がってたり
するんですか。今の活動は。あんま関係ない？
▼荒巻：いや、なんかあんまり関係ないようにも
思いますし、でも何だろう、全く自分が繋がりを
持っていないからこそ、何か自分の居場所を探し
ていたのかなというのもあったり、自分自身が。
僕は大阪から福井に来て、もう5年間ぐらい誰と
もしゃべらないっていう生活をして。
▼湯浅：誰とも？
▼荒巻：はい。もう対人関係がものすごく嫌だっ
た。自分が父親から逃げるように来ているんで、
30まで大阪にいましたからね。でも、父親から
逃げるように福井に来て、そこからやっぱり特に
男性とかは苦手で、もう対人関係が苦手で、勇仁
がまだ5歳とか4歳とか、その頃にこの自分の活
動が始まるんですけれども、そのきっかけってい
うのが勇仁を毎日、幼稚園バスに乗せるんですね。
バスの乗せ役は僕で、僕は大人とコミュニケーショ
ンが取れないんだけど、やっぱり勇仁の友達の子
どもたちにはすごく心を開くことができたんですね。
▼湯浅：大人とコミュニケーションを取れなかっ
たんですか？
▼荒巻：取れないです。
▼湯浅：すごい変わりましたね。
▼荒巻：で、そのバスに乗せる時だけ行ってらっ

しゃいっていう時に、あ、勇仁君のお父さんだっ
てなるじゃない。この子ら喜ばせたいってめっちゃ
思ってめっちゃ勇仁君と呼んでくれることがすご
く嬉しくて、お父さんとして。毎日何かあの当時
流行ってたアイロンビーズとかでお面を作ったり
とか、日替わりでどうやったら子ども喜ぶかなっ
ていうのを毎日一人で楽しんでたんです。

そこから幼稚園から「荒巻さん役員やってみま
せんか？」って声かかって、絶対無理ってなった
んだけれども、そういうことがきっかけで何か絵
本を読んだりとかっていう。でも、そこがちょっ
とずつちょっとずつ、僕は幼稚園の先生に救って
もらったと、実は思ってて。
▼湯浅：すごいな。何かドラマみたいですね。
▼荒巻：居場所を作ってくれたんですね。役員と
いう居場所です。めっちゃ嫌だったんだけど、先
生らが「荒巻さん、おはようございます。」と名
前を呼んでくれたっていう感覚とか。勇仁くんの
お父さんとかじゃなくて荒巻さんって言ってくれ
た時に、めちゃくちゃ嬉しかったんですよね。そ
こからなんかだんだん弾けてきた感じが。
▼湯浅：今MAX弾けてる感じですか？
▼荒巻：今はもう落ち着いた感じで。逆に解脱に
向かって。
▼湯浅：逆に落ち着いた感じ。
▼荒巻：一時期は激しく行っていました。ガンガ
ン活動しましたが、昔は本当に地域に向けて色ん
なイベントを仕掛けててやってたけど、今そのパ
ワーは全くないです。
▼湯浅：そうすると、もうなんかそういう面でも
解脱しちゃってるわけだ。
▼荒巻：解脱からは程遠いんですけど、そこに向
かって、いいエネルギーができています。
▼湯浅：ありがとうございます。そうすると、何
かやっぱ何かしら関係はあったっぽいっていうの
が皆さんの今おっしゃったことなんだけど、もち
ろんね、その地域で生まれ育った人が色々始めるっ
ていう場合ももちろんたくさんあると思いますけ
ど、今日お集まりの皆さんはそういう何かよそ者
だからこそみたいなところも若干はあったのかも
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しれないですよね。
▼荒巻：もう一ついいですか。活動始めた時にた
くさん言われたのが、「絶対福井の人と違います
よね？」って言われます。
▼湯浅：何？
▼荒巻：福井の人では絶対にないですよねって言
われたんですね。っていうのが、こういう新しい
ことを立ち上げる人って福井にはいないんです、
みたいな。必ず県外の人が立ち上げるんですって
いうのを言われたんで、だからそういうものなの
かなっていう。
▼湯浅：なるほど。
▼荒巻：ただ、ここの敦賀にはね、僕の先輩で子
育てサポートセンターきらきらくらぶっていう
NPOさんがあるんですけど、あの方、林さんと
かはすごく地元の方だと思うので。
▼湯浅：さっきご発言いただいた中村さんもこの
地域の方ですし、もちろんよそ者じゃないと何か
始められないってことはないんですけど、私今子
ども食堂に関わってますが、やっぱり子ども食堂
を始める人たちも地元の人が多いですよ。圧倒的
にね。なので、ともするとなんかうちの地域には
人がいないんだみたいなことをおっしゃる人はい
ますけど、決してそんなことはないと思ってるん
ですけど。何かそういう時に外の人との化学反応
みたいなものっていうのは起こり得るかもしれな
いですね。

さっきの松田さんの話なんか印象的でしたけど、
転勤族しか来ない私みたいなよそ者しか来ないの
かと思ったら、地元の人がいっぱい来たみたいな。
求められてたんだなみたいな感じっていうのは活
動を続ける自信になるっていうか、そういう体験
すると次世田谷行った時もここにも求める人はい
るはずだと思えるって言うかね。それが活動をい
ろいろやってみることの原動力になっているって
いうところは。
▼松田：むしろお世話になったんで。東京では、
私はアウェイの人に何かできないかなって思った。
▼湯浅：そういう事ですね。
▼松田：アウェイの私を支えてくださったので。

▼湯浅：アウェイの私を支えてくれた津の人に、
恩返し。
▼松田：恩送りね、恩送り。
▼湯浅：今度は私がアウェイの人を支える番だと。
なるほど。渕上さんもそういう感覚はあるんですか。
▼渕上：そうですね。私も全く知り合いのいない
孤立した子育てをして、でも、そこでこういろん
な人に助けられたっていうのがあったので、じゃ
あ今度は自分がそういう人を支えたいなっていう
ところから始まってますね。
▼湯浅：それが地域共生で言う支え合いの循環っ
てやつなんですけどね。そういうのが社会全体で
浸透するために、もちろん、自分の地域でいろん
な地域でいろんな人がやってるじゃないですか。
それは皆さんみたいな子育てから走ってやってる
人もいる。高齢分野で走ってやってる人もいる。
それこそ荒巻さんじゃないけどもやってる人たち
はこれだけたくさん世の中にいて、それぞれが素
晴らしい取組をされているというところに対し
て、でも何かそれがこう世の中に浸透しきってる、
それこそまちづくり完了形にあるっていうイメー
ジはまだ世の中的にはない。それこそが問題なん
だって荒巻さんは言うかもしれないけど、そこは
どうしたらいいと思いますかね。皆さんの周りに
そういう人たちは集まっているし。そういう取組
は全国でいろんな人達がいろんなことやっている。
でも大玉送りは、まだ完了してないっていうか子
ども我慢中とも見えるみたいな中で、これから地
域と社会をどうしていこうと思ってます？
▼松田：どうしていこうとは思ってないかも。
▼湯浅：ああ、なるほど。
▼松田：うん。でも何かほら、ああそういうふう
になったんだって受け取ることが多かった。今ま
では。何かそういう制度ができましたとか、へぇ
みたいな。じゃあその中で何ができるかなとか、
例えば子どもに関する制度とかだけじゃないけど、
やっぱ申請しないと手を挙げないといけないもの
が多いけど、その支援に合わせるっていう感じが
あるじゃないですか。自分が合ってれば、そこを
利用するみたいな。でも自分がはみ出た部分って
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利用できないんだって思うから、自分がはみ出た
部分について一緒に考えてくれる人がいないと、
その人ははまった部分だけ助けてもらうっていう。
何かよくわかんないけど。
▼湯浅：それがさっきのライフジャケットの話で
すね。
▼松田：そうそう。
▼湯浅：ライフジャケットのスライドもう一回出
ますか。あれってじゃあ松田さんの話でもあるわ
けだ。
▼松田：そうです、そうですね。
▼湯浅：松田さんの資料の2枚目ですね。
▼松田：ピッタリ来ないとなかったことにされちゃ
うんですよ。今、サービスは特にありませんみた
いな。サービスがあるかっていうことじゃないなっ
て。だからもっと言えば荒巻さんの世界では、こ
の暗い寒い海じゃないわけですよ。ここがウヒャ
ウヒャ楽しい。
▼湯浅：そうね。
▼松田：いい感じだったらもっといいんだけど、
実態はこうですよ。はっきり言って。子どもだけ
じゃなくても。まだまだ見えない。見えなくて溺
れてる人いっぱいいると思う。
▼湯浅：これ確認だけど、この光っていうのは制
度なんだったっけ？
▼松田：いやいや、光はね。私は財源だと思って
いるんですよ。やっぱりお金がないとと私は思っ
ている。お金がなくてもできることは、地域でやっ
たらいいと思うけど、やっぱり親切は続かない。
担い手がちゃんとお給料もらって働けないとと私
は思っているので、活動と事業の両方が必要だと
思うんですよね。ちゃんと自分はちゃんとライフ
ジャケットじゃないですか。
▼湯浅：え、自分ってどこ。
▼松田：ライトを当ててる人はライフジャケット。
自分は着てるんですよ。
▼湯浅：ライトを当てている人は、自分がライフ
ジャケット着ているね。
▼松田：この人はもう安心社会で守られている立
場じゃないと、自分も落ちたら大変。

▼湯浅：ああ、そういう。よくできたイラストだね。
▼松田：すごい考え抜いたんですよ。これは子ど
も家庭庁の準備の会議に10分話していいって言
われて10分で何話すんだろうと思って、考え抜
いて。私がすごい下手くそなイメージ図を出した
ら、こうやって書いてくれたんです。イラストレー
ターさんの名前はサトシさんて言うんですけれどね。

やっぱ、どっちがいいとかじゃないけど、もっ
ともっとこれが別に豪華客船じゃなくて手漕ぎ
ボートでもいいじゃんとかいっぱい船があって、
そこにみんながいて直接手ですくい上げてくれれ
ばいいし、何か決まった浮き輪につかまれる人だ
けが助けられるみたいな。何て言うんだろう。何
かちょっとその違和感がずっとあって、例えば預
かりとかもすごいよね。
▼湯浅：何とかも？
▼松田：子どもの預かり事業とかね。何曜日の何
時から何時までですって。ランチもやっているけ
ど、そこからはみ出た時にごめんねって言うけど、
でもそれで終わったり、あといっぱいですって言っ
たり。でもその時にどうしてもこの日じゃないと
いけないの？って聞いてくれて、そしたらその後
ろにいろんな理由があって、この日に預けるだけ
じゃ解決しないものを抱えてたってわかって、
ちょっと一緒に役所の窓口へ行こうって言えるわ
けですけど、やっぱこの絞りっていうか、そうい
うのがやっぱり限界だと思うんですけど、しょう
がない。でもそこをつないだり、なんかノリシロ
とか言われてるけど、じゃあどうしていく、じゃ
なかったら作ろうってものがなかったら作ってる
人が生まれたり、そういうことをやっていくのが
この地域共生なのかなって。
▼湯浅：はいはいはい。もうまさにそうで、これ
の元になってる生活困窮者自立支援法ってのは
23条しかなくてですね。それはなんで23条しか
ないのかっていうと、スカスカの法律なんだけど、
そのスカスカの法律なのは間を埋めていくのを自
分たちで作っていくというために、あんまり何か
こまごまこれをやるとか、これをやるって書き切
らないで、間は自分たちで埋めていくんだという
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精神があって、23条なんですって。法律制定当
時はずいぶん話したもんなんですよ。あんまり言
わなくなっちゃったけど。

そこから今の地域共生の話が出てきているので、
隙間を埋めていくっていう話とか、何かないもの
を作っていくのは、まさにそのなんちゅうんだろ
うな。民間の人とか皆さんがやればいいっていう
話じゃなくて、行政も含めてみんなでやっていこ
うっていうそういう話なんだよね。はい。
▼松田：何かね、一個お願いしたいってか、これ
勝手にやっちゃうタイプの人が今日はいるんです
けど。
▼湯浅：勝手にやっちゃうタイプの人ね。
▼松田：でも何かそこで行政の人とかが。
▼湯浅：何のタイプ？
▼松田：行政の人。

なんか自分たちができないとか思われて、さっ
き荒巻さんが言われたみたいに、元々すごくやっ
てもらえているから、プラスでやれるし安心して
できるし、そこをつないでくれたり、そこをライ
バルみたいに思わないで、一緒にやっていこうっ
てすごくいつも思うし。

でも地元の人とうまくいかないってありがちな
ので、何か違う地域の人がしゃべっていると結構
入れやすいから、他の自治体の人たちと交流して
ほしいなってすごくいつも思います。
▼湯浅：うんうん。堀田さんだったかね昨日。住
民主体を後方支援するのが行政の役割だみたいな
感じのことを書いたり、言ったりされてたと思い
ます。たぶん今日のこの並びというか、登壇者の
ラインナップは私が決めたわけじゃないですけど、
こうやって勝手にやるタイプの人たちを登壇して
いただいて、参加者はね、この会の参加者は、行
政の方は多いでしょうから、そういう行政の方た
ちに聞いていただいて、何かこう受け取ってもら
うものがあればいいなっていうことで、こういう
方たちに登壇の依頼をかけたのではないかと推測
しますけども、せっかくですから、そういう中で、
今もう時間なんですよ。もう時間なので終わりま
すけど、皆さんから今日の話を聞いて、こんなふ

うに受け止めたとか、何かこんなふうに感じたと
か、考えたとか、いくつかいただけたらうれしい
なと思うんですけど、喋ってくれる人はいますか？

ありがとうございます。じゃあ、こっちが早かっ
た女性の、はい。是非。ちょっとあの言葉を私が
拾いますからね。はい、おっしゃってください。
はい、大丈夫です。

あっ、心に留めておこうと思う言葉がたくさん
あった。素晴らしいですね。1個2個あげてくだ
さい。
▼観客席（市議会議員）：SOSを出せない人は、そ
の手前から何でもないようなところから話せるよ
うにしたい。
▼湯浅：SOSを出せない人は、その手前から話
せるようにしたいと。
▼観客席（市議会議員）：それと先ほどのライフジャ
ケット。私もいろんな方と関わる中で政策支援と
いうか家の中に入って本当に支援が必要だなって
思う人でも、まずは人に入って来てもらおうと思
うと、家の中を片付けないと、そこからやっぱり
入っていけなくなってしまう。外から来られるか
ら支援ができるとか、っていう部分で先ほどしが
らみがないから、やりやすかった。
▼湯浅：しがらみがないからやりやすかったの話
を聞いて、その連想に至ったわけだ。

何の仕事されてるんですか。
▼観客席（市議会議員）：市議会議員をさせていた
だいております。

地域的によく近所が見えすぎてて、反対に支援
を、よっぽどゆるまって来ないと…。
▼湯浅：なるほど、近所が見えすぎてて逆にSOS
が出しづらい。
▼観客席（市議会議員）：あとはやっぱり、町づく
りとか。いろんなとこでボランティア活動されて
る中には地元の方がおられますけども結構県外と
かよそから入って来られた方が自分の仲間作りと
いう形とか、そういうことで頑張ってされてる方
も多いし。外から見て初めてこの私たちの敦賀の
良さっていうのを気づかせてもらえるということ
もありますので。
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▼湯浅：地元の人もやってるし、外から来た人に
指摘されて気付くことも少なくないと。

ありがとうございます。そういう受けとめを聞
けて良かったです。そしたらはい、どうぞ。
▼観客席（臼杵市長）：私はあの、九州の田舎の街
の市長をさせていただいてて、今日皆さんがすご
い引き出してくれて勉強になりました。
▼湯浅：いいえ、私の引き出しが良かったって中
野市長が言ってるんです。はい。
▼観客席（臼杵市長）：行政というのは、ついついオー
ルマイティだと錯覚あるんですね。我々ってのは
やれることは限られている。だけど我々がやらな
ければいけないことは必ずあるんだから、そうい
うことを前提にどういう街を作って行かなければ
いけないか。自助と共助と公助がうまく機能する
街を作る。
▼湯浅：自助と共助と公助がうまく機能するネッ
トワークのある街を作ると。はいはい。
▼観客席（臼杵市長）：それが一番大切だと思うし、
こういう時に、今日聞いててですね、3名の方す
ごい活動されているんですけども、これにどう行
政関わるの？って

どういう関わり方をしたら皆さん方がやってい
るのが生かされるのかなって
▼湯浅：行政にどういうふうに関わってもらいた
いみたいのは逆に何か皆さんの方からあったりす
るんですか？
▼渕上：ありますね。最近でこそ当団体を認知し
ていただいて、豊中市長からもようやく何か頑
張ってるねみたいな。役所に行くと、職員の方々
にあがめられるというか。何かそうじゃないんで
すっていう。普段からその一緒に地べた、地域を
歩いて、そういう市民団体の方たちや、やろうと
している方たちをしっかり見つけて、そういう方
と、この人とこの人つなげたらいいんじゃないかっ
ていうようなコーディネートとか、あと子ども食
堂だったら学校とつなげるとか小学校にその民間
が入っていくことっていうのはなかなか厳しかっ
たりするんですよね。そこで行政の方の出番なん
じゃないかなと。だから住人のコーディネートみ

たいな役割をしてほしいなと思います。
▼湯浅：うん、つなげるね。子ども食堂と学校を
つなげる、こういう取組と商工会をつなげる。町
内会をつなげる。つなげる役っていうのは確かに
民間だとなかなかきついですよね。そこで行政の
信用力を活かす、公平性のある信用力を活かすと
いうのは、私は行政の持っているすごいリソース
だと思っていて、逆に今行政お金ないじゃないで
すか。なので、お金以外のリソースを使うってい
うことも、もっと考えてもいいんじゃないかと思っ
ておってですね。これはちょっと私の話になっちゃ
いますけど、予算つけられないと何もできないっ
ていうふうに、何か予算とやることがセットになっ
ているような。それはそういう面はありますけど、
なんかそうなりすぎ。予算つけられないけど、こ
ういうこともできるっていうことももっとあって
もいいんじゃないかなって思いますね。

はい、ごめんなさい。私話引き取っちゃった。
えーっと30分になっちゃった。30分なっちゃっ
たので、終わんないといけない。

齋藤さんどうでしたか。今日の話聞いていただ
いて、ちょっと受け止めをいただいてですね。そ
れで、御三方に一言言っていただいて終わりましょ
う。
▼齋藤：地域共生について改めて考える機会にな
りました。ちょっと少しだけお話してもいいです
か。私は2年前まで岩手県の陸前高田市役所にい
ましてですね。
▼湯浅：陸前高田におられた。
▼齋藤：その時にアウェイだから見える良さみた
いなのをちょっと感じて。市内にのぼり旗がいっ
ぱい立ってるんですよ。そののぼり旗には「はまっ
てけらいん、かだってけらいん」って書いてあって。
▼湯浅：何って？
▼齋藤：「はまってけらいん、かだってけらいん」
気仙語で仲間に入って、みんなで一緒に話しましょ
うという意味なんですね。
▼湯浅：そういう意味なんだ。
▼齋藤：「はまかだ運動」というんですけど、市
役所も行政も関係団体も市民の方もみんな一緒に
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なって「はまかだスポット」を作って行こうとい
う運動なんです。そのはまかだスポットには、子
ども食堂だったり、子育て支援センターだったり、
公園だったり、お店だったり。そこに行ったらみ
んなでお話をする機会が、みんなと話せるよ、と
いうような。

今日いろいろお話を伺うと、やっぱり家を出て
話せる場所に行くというのがすごい大事だとか、
そういうお話もあったと思うんです。SOSを言
える一言が大事だと。だから、今行政としてお金
は確かにあまり出してはいないのですが、そうい
うはまかだスポットを紹介したり、のぼり旗を作っ
たり。市民の団体がそういう運動していくのを盛
り上げていくような、そんなことをやっていたなっ
ていうのをちょっと今思い出しながら、今日のお
話を伺っていました。
▼湯浅：うん、ありがとうございます。素晴らし
い受けとめありがとうございます。
▼齋藤：はい、ありがとうございました。
▼湯浅：今日のこの話の直接的なものというだけ
じゃない、膨らみがある感じのコメントでありが

とうございます。もうバッチリ河村さんの代役を
果たしましたね。ありがとうございます。

はいじゃあ、最後、もう時間が来ちゃってるの
で一言二言っていう感じですけど、是非、今日の
この90分終えて今思い浮かぶ言葉を出して終わっ
てください。
▼渕上：はい、私も松田さんのお話を聞いて、本
当に支援する側に回りつつあるというか、なんで
すけれども、やっぱり私自身がちょっとここ足り
てないからボランティアさん来てとかこう助けら
れ上手であろうと。あり続けようと思いましたし、
荒巻さんのお話を聞いてああ、最近ちょっと多分
我が子の前で笑ってないわと思って、ちょっと胸
が痛かったので、帰ったら笑顔でただいまって言
おうと思います。

はい、ありがとうございました。
▼湯浅：はい、ありがとうございます。
▼松田：私は片付けとか継続するっていうのがす
ごく苦手な人なんです。いつも落ち込んだりする
んですけど、ある人が立ち上げが、上手って思え
ばいいんじゃないって言ってくれて立ち上げてく
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れたら後をじっくりやったりする人は絶対出てく
るよって言ってくれて、すごく心が楽になったん
ですけど、行政と民間とかだけじゃなくて、そう
いう役割分担みたいなのもあって、本当にコツコ
ツと絶対忘れずに私にアラートをかけてくれる人
とか、いろんな人たちが実践してくださるなって
いつも思っているので。何だろう。みんなに役割
があるって、私に役割があるっていう人たちと街
を作っていきたいなって、いつも街は作り続ける
もの。作り終わりはないです。っていつも思って
います。今日はありがとうございました。
▼湯浅：松田さん言葉のセンスがいいね。コピー
ライターですね。
▼松田：書けますか？　本書けますか？
▼湯浅：書いてないんですか？
▼松田：いや書いてないんです。
▼湯浅：書いたらいいわ、それ。喋り上手いけれ
ど書いたらダメな人いますけど。
▼松田：そうそう、私多分そう。
▼湯浅：言葉のセンスが素晴らしいね。
▼荒巻：はい、ありがとうございました今日は。
そのまちづくりとか人間づくりに似てるなという
ところで、この街もやっぱり生きているもんだっ
ていうところの中でね。僕もありのままに生きる
学校っていうところをやっているんですけども、
そこに来る人たちっていうのは変わりたい変わり
たいって、やっぱりもっと自分を変えたいんだっ
て学びに来られるんですけど、まず最初に変わら
なくていいよからスタートするんですね。

それはありのままの自分っていうところはもう
変わりたいっていうのは、ありのままの自分では
いられないっていうか、自分はダメだ。だから変
わらなきゃっていうところからスタートするので、
結局そのエネルギーは変わらないを実現していくっ
ていうところなので。

変わらなくていいって、自分は自分のままでい
いんだって。本当に思えた瞬間、いろんな変化が
起きてくるっていう変えるためには変えないって
いうところが大事なんだっていうような。そうい
うようなところがあるんですね。

▼湯浅：禅問答のようですね。
▼荒巻：そういう意味でね。さっきの松田さんの
映像というか画像の中にも、子どもがありのまま
でいられる居場所っていうところでライフジャケッ
トがあって、ライフジャケットっていうのもやっ
ぱり一人一人が自分を守るっていう意味では、自
分を大切にしていいんだよって僕はやっぱ受け
取ったんですね。ありのままのあなたでいいんだ
よっていうことを一人一人がちゃんと自分を大切
にして、自分は自分でいいんだって思えた時に、
みんなそこから幸せになっていくんだろうなって
いうふうに。そんなふうにやっぱりさっきのジャ
ケットも感じたなって思いました。ありがとうご
ざいました。
▼湯浅：はい、ありがとうございました。何かま
たここからいろいろ話したくなっちゃうけども、
6分オーバーしてるから終わりましょうね。

はい、では、この分科会ここで終わりたいと思
います。ありがとうございました。
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▼長浜：皆さんおはようございます。これから
90分に渡りまして、分科会C「地域コミュニティ
を活かしたまちづくり」と題しまして、セッショ
ンを始めさせていただきます。

改めまして、このセッションの司会進行、そし
てコーディネーターを務めさせていただきます、
モジョコンサルティングの長浜と申します。どう
ぞよろしくお願いいたします。

今回のテーマである地域コミュニティは他の2
つのセッションとも、少し色合いが違っており、
他の2つは比較的福祉色が強いものかなと思いま
すけども、今日ここにいらっしゃる皆さんの関心
というのも、恐らく地域ってもっと広い意味でい
くと、どういうふうになっていくのかなとか、ど
ういう役割を果たしていくのかみたいなことに興
味をお持ちで集まられたのではないかと思ってい
ます。

まず、地域コミュニティという言葉の定義につ
いてですが、恐らく人によって解釈も違うのでは
ないかと思いつつ、それだけでおそらく1時間2
時間簡単に時間がたってしまうようなことも想定
されます。

今回はすでにご登壇いただいています4名の方
に、地域コミュニティは何だとか、地域コミュニ
ティの範囲とか役割が、どういったものなのかと
いうことも、具体的な取組の事例を通して、皆さ
んそれぞれに地域コミュニティの定義みたいなも
のを今日はお持ち帰りいただければいいのかなと
思っています。

広く日本全体を見ますと、少子高齢化が他の国
に先駆けてどんどんどんどん進んでいる中で、今、

地域コミュニティのあり方というのもすごく求め
られている時代になってきていると思います。人
が減っていく中において、日本は課題先進国と言
われているぐらい、これまでにないような課題も
山積していて、一つの主体だけ、行政だけとかそ
ういったところで解決できるような課題でないも
のが山ほどあるというのが、今の日本の実態だと
思います。

それをどういうふうに、地域にいる様々な人た
ちが手を携えあって、知恵とかアイデアとか工夫
を出し合って課題を解決していき、地域を魅力的
にしていくのか。そういったいろんな知見、アイ
デアとか工夫、そしてそれぞれのお悩みもきっと
あるんじゃないかと思っています。

そんなところの生々しい話を、4名の登壇者の
方からお聞きできるといいなと思っています。そ
して、ぜひこのセッションが終わった90分後に、
皆さんそれぞれが今日お越しになられている地域
に何かお持ち帰りができるようなアイデアとか知
見ヒントみたいなものをぜひ一つでも二つでもお
持ち帰りいただければと思っています。

それでは早速中身に入っていきたいと思うんで
すけれども、今回の進め方としましては、まず、
これから登壇者の方からお一人8分ぐらいで、そ
れぞれの今取り組んでいらっしゃる活動の中身に
ついてお話をしていただきます。

そして、それを受けまして、後半ではパネルディ
スカッションという形で、さらに、今回のこのテー
マである地域コミュニティを活かしたまちづくり
について深めたり広げたりということをしていく
という形で進めようと思っています。

それでは早速ですけれども、八戸市中心街まち
ぐみの組長をされていらっしゃいます山本さんか
らご発表をお願いします。
▼山本：よろしくお願いします。青森県八戸市か
ら来ました、山本耕一郎と申します。よろしくお
願いします。

僕らは、何か楽しそうということをキーワード
に、まちぐみという市民集団を作っています。ま
ちぐみがどんなことを目指しているかというと、
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目に見える形で面白い名所や名物を作りながら、
「最近変わったね。何か楽しいよね。」とか、「誰
かに見せたいな」と自慢したくなるような、そん
なことを目に見える形で作っていこう、それによっ
てまちのファンをどんどん増やしていこうじゃな
いかという考え方で活動しています。

どんなものが面白い名所、名物かというと、例
えば「もしも仏壇屋さんがルイヴィトンみたいだっ
たらいいよね。」、「かっこよかったらいいよね。」
ということで中心街にある、これもう雑多なこん
なお店が仏壇屋さんなんですが、相談に行って黒
い壁を取り付けさせてもらったり、ローマ字の立
体文字にしてみたり、こうやってのぞき窓、ウィ
ンドウショッピングが楽しめるような形にしたり
ということ、あるいは志村けんさんのコントのよ
うな着物屋さんのディスプレイがあったらいいよ
ねっていうことで。マネキンでこのようにして「あ
〜れ〜」という文字も付けたりして、ライティン
グもしてみんなに見ていただくというようなこと
をやっていました。

それから楽しい噂でいっぱいにしようというこ
とで、例えばこのお店、3回喋ると4回噛んでし
まうスタッフさんがいる美容室さん、ここは歯医
者さん昭和58年開業なんだけど、当時はまだは
げてなかったらしいですねって書かれてしまう。
なら今ははげているんだなっていうことは遠回し
にというよりそのまま言っちゃっているんですけ
ど、そんなことを歩きながらチラチラと見ながら、
お店のことがちょっと分かっていく。ちょっと距
離が縮まっていく。そんな効果を狙っています。

また、これは写真館さんですけど、社長さんが

アイスホッケーをやっているということで、八戸
は多いんですけど、やっている人はちょっと興味
を持って写真を頼みに行くよりも、この社長さん
に会ってみたくなったり、これもチケット屋さん
ですけど、ここに似顔絵を描くのが得意な社長さ
んがいるということで、チケット買うよりも描い
てほしくなるというそんな心がちょっと動いて、
お店との距離が近づいていくんじゃないかなと。
あるいは、いつも歩いている道がより楽しくなる
んじゃないかなということを目指していたりします。

あと、ここに切り株の上に神殿があるというの
は、この吹き出しがなければ、みんな素通りして
しまうところが、この吹き出しによって観光客の
皆さん市民もそうですけど、こんなとこにあった
のねということで写真撮影が始まって、この吹き
出しによってホットスポットに一気に変化してし
まうというそんな効果もありました。

というような活動をみんなで力を合わせてやり
ましょうと言う活動です。

で、普段どんなことやっているかというと、こ
れ「あ〜れ〜」のシーンを必死に研究しているシー
ンです。

それから指はこうなんじゃないのっていう人が
いたり。あとは吹き出し印刷されてきたらハサミ
で切ってお店ごとに仕分けして貼るところをみん
なで掃除して貼りに行くとか。

あとは木工作業が得意な人はやってくれるし、
ペンキ塗りは誰でもできますし、ミシンがけが得
意な人はミシンで役割を果たしてくれるし、ガテ
ン系の仕事とかしゃべるのが得意な人はラジオに
出演してもらっていますし、ホームページ作れる
人が今も管理してくれていますし、まちぐみ新聞
というのを時々発行していましたけど、それをま
ちに配りに行くというようなことも、あるいはお
店の人たちとおしゃべりする。コミュニケーショ
ン取るとか。たまにはみんなで集まって鍋でもし
ましょうかというこんな集まり、この集まりの中
から、また新たなお友達が増えて、僕の知らない
ところで何か友達付き合いが始まるとか。そんな
ことも発生します。
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こういうふうに「何か楽しそうだよね。あの人
達」という風に見られることによって、色んな人
達がまちぐみ入りたいですと来てくれるんです。

老若男女、若い人から、この方が今80代で最
高齢のまちぐみ組員さんで色々応援してくださっ
ています。

これ2014年の10月1日から始まっているんで
すけど、2015年の時点でもう230人の組員数と
なって、現在580人ほど登録してくれています。

加入するのはそんなに難しくなくて、名前、住
所、電話番号、Eメールを書いてもらって、この
点線から下にニックネームを書いてもらって活か
したい得意技を書いてもらって、この2つだけが
公開されると。

最初は、こんな小さな場所をお借りしていたん
ですが、230人ですから、ちょっと大きいところ
を借りようということで、まちの元お茶屋さんを
借りて、みんなで最初は大掃除です。30人ぐら
い来てくれて、みんなで1日で掃除して子どもた
ちも頑張ってくれて、掃除終わった次の日から自
分たちでリフォームを始めてやっていると、知り
合いの工務店さんから、こんな廃材の板あるけど
使う？なんてもらえたりして、実際に床になった
りしたんですけど、ペンキ塗りもみんなでやって、
看板もみんなで塗ってこんなふうに作業ができる
スペースとかみんなでお茶してしゃべれるスペー
スとかが出来上がっていきました。時々小学生が
宿題をしていたり、勝手に好きな歌を歌って帰っ
ていくおじさんがいたり、そんな所になっていま
して、今移転して、ちょっと小さめのところに変
わりましたけど、こんな雰囲気で僕らの拠点とい
うか居場所というか、自由に過ごしていい場所を
確保しています。

この壁をみんなで格好悪いから黒く塗ろうぜっ
て言うとみんな集まってきて、ちょっとずつ塗っ
たりして、絵も描いたりしています。こっちに働
き蟻がいるんですけど、こっちに働かない蟻も必
ずいて、こっちがしゃべるのが楽しくなっちゃっ
て、そんなのもいいなと思って見ているんですが、
みんなが居心地の良い場所になりつつあるのかな

なんて思っています。
このように面白いこと、面白い名所、名物、活

動を作っていくことによって、何か楽しそうだねっ
ていうイメージを発信していくことによってファ
ンを作っていこうというようなことを考えていて、
それに興味を持ってくれた人たちをどんどん巻き
込んでいってプレイヤーを増やしていこうじゃな
いかという考え方でやっています。

もうちょっと細かく言うと、八戸が発祥と言わ
れている南部せんべいです。こういうものをテー
マに、僕らも面白いことできないかなということ
を考えていまして、普段こういう袋に15～16枚
入れて200円ぐらいで売られている庶民的なもの
なんですけど、これはせんべいの耳、フチだけ集
めたせんべいの耳というのもあって、美味しいん
ですけど、まずパッケージ考えようという時に家
にある空き箱を持ってきてせんべい入れてみよう
ぜっていうことから始めて、だんだんこんなアイ
ディア、3枚南部せんべい買ったらGReeeeNの
CDが付いてくるなんていう、お得なパッケージ
もいいだろうし、これ食べ終わったらセロテープ
入れればいいよね、みたいなやつとか、これはも
うオリンピックごとに絶対売れるよねっていう金
メダル南部せんべいというアイデアが出てきたり、
じゃがりこ風に売ったらいいんじゃないかという
アイデアで、八戸の有名なウミネコとか八戸線と
か灯台のイラストを描いてくれて、これも海です
ね。こんな売り方どうだって当時小学校1年生の
優太くんという子がデザインしてくれたものとか、
これまた別の伝統工芸ですけど、八幡馬というも
のをモチーフにした、たくさんじゃなく2枚入り
とかの売り方どうなんだっていうようなアイデア
とか。あとは版画で可愛くパッケージしたらいい
とか。耳の形をした箱にせんべいの耳を入れて売
るとか。和服に合うようなパッケージというよう
なのを、みんなで作ってイベントで出展した時に
販売したりしています。それから南部せんべいは

「高校生求む」なんて地元の高校生たちを集めて、
南部せんべいを使った創作スイーツを開発しよう
じゃないか、そしてせんべいカフェをオープンし
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ようじゃないかっていう活動をしています。今6
年目ぐらいになりますが、みんなで試作を重ねて、
もうどこにせんべいが入っているか分かんないぐ
らいのおしゃれなかわいいものができていくんで
すが、こういうものを考案してこれだと決めたも
ので、出店をして市民の皆さんに楽しんでいただ
いています。大体完売してリピーターもいますけ
ども、毎月一回の歩行者天国でも出店していて、
高校生が活躍してくれて、自分たちが考えたスイー
ツがどんどん売れていくという経験をしています。
今年は13人ぐらい参加してくれて、各高校3，4
校ぐらいかな。ペンキ塗りも手伝わされます。南
部せんべい形のアクセサリーを作ろうかなんてい
う話を今年はしています。

さらに「南部菱刺し」という伝統工芸がありま
して、これ刺し子です。こんな素敵なものができ
上がるんですが、まずみんなやったことなかった
んでやってみようよということで、こんなスマホ
カバーに刺してみたり、リンゴ柄にアレンジして
みたり、インベーダーっぽくやってみたりってい
うのを遊びながらやっていたんですけど、この子
は家の網戸に刺し始めて、これもなかなか良かっ
たです。

最終的に着地したのがこれ国宝です。八戸で出
土した合掌土偶「いのるん」というふうに言われ
ていますけど、祈っている形の土偶を柄にしたコー
スターを商品化して、縄文が世界遺産になったの
を期に、今いろんな5種類の土偶に増やしてお店
で販売しています。八戸のお店で販売していただ
いたり、実物の合掌土偶がある是川縄文館という
ところのショップでも販売していただいたり、こ
れバーですけど、カクテル出すときにこういうふ
うに使ってくれるお店が出てきたり、いろんなこ
とが起こっています。去年ぐらいから知的障がい
がある方たちにご協力いただいて、指導しながら
土偶コースターの制作をやっていただいています。

また、「はっち」という公共施設がありますけど、
そこの備品の椅子に直接刺しませんかという活動
を、皆さん手を貸してくださいという形でやらし
てもらっていて、こんな椅子がこんなに一気に明

るく世界に1個だけのものになるんですけど、こ
れを通りがかりの人達にやりませんか、やっても
らえませんかと声を掛けると興味ある方たちが参
加してくれて、この図面を置いておいて、ちょっ
と刺し方を教えるだけでどんどん自分でできるよ
うになります。これ月一回やっていまして、子ど
も達もどんどんできるようになって、「はっち」
の備品の椅子がこのようにカラフルにかわいくなっ
ていく。こんな活動を6年以上続けています。今
100脚ぐらいが完成して、今も「はっち」の備品
として使用されているので、これ私が刺した椅子
よという具合に、刺した方は記憶があるので、と
ても愛着のある場所になっているんじゃないかと。

後はこれアベノマスクにもワンポイント刺して
みようよということで、高校生とワークショップ
をやったりして、この高校生たちは高校の近所の
施設に寄付をしに行って表彰されたというそんな
こともありました。コロナがひどい2020年はエッ
センシャルワーカーとか医療従事者へ感謝を伝え
ようということで、青い旗をどんどんまちなかに
増やしていこうみたいなことをやっていて、やり
方として市民の皆さんに集まって作業できないの
で、青い布を寄付していただけませんかという形
で、各お店にご協力いただいて展示していたんで
す。高校生もコロナで動けなくて部活もなくて暇
でしょうがないので、何かやりたくて、うずうず
しているんで参加してもらったりして。あとは町
内会の皆さんにもやってもらったりして、やって
いるうちに、手紙付きで寄付がいただけるように
なり、これからも頑張ってください、ありがとう
ございます、と。こちらがありがとうなんですけ
ど、そんな心温まる励みになるようなお手紙付き
の寄付をいただくことによって直接会ってないん
ですけど、ものすごいぐっと距離が近づくような
僕たちと繋がっているよねってみんなでこのプロ
ジェクトやっているよねっていう気持ちにさせて
くれるような、そんなことがありました。

いろいろやっていますが、時々シャッターに絵
を描いてくれという話も来て、高校生もいますけ
ど、やっていると人が集まってきて、会話が生ま
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れて。これ子どもが参加してくれているのを大人
たちがじーっと見ているシーンもあったり、ここ
でまた新たな会話が生まれてコミュニティができ
て、参加した人達が楽しく仲良くなっていくとい
うようなそんな市民集団活動をやっております。
以上です。
▼長浜：山本さん、ご発表ありがとうございました。

ずっと写真を見ていたいなというぐらい楽しい
ものが次から次に描かれていましたけども、何か
今お話をお聞きしながら改めて思ったのが、よく
地域づくりにおいて、正しさだけではなくて、楽
しさもいるよということを言われると思うんです
ね。正しいことをやるべきだ、やらねばならない
みたいな世界だけにどっぷりとつかれる人はなか
なかいらっしゃらないと思っております。当事者
であったり、何か深い利害関係を持っている、そ
うでないと、その意識で関わることができないん
ですけど、今お話に出てきたように障がいを持っ
た方も子どもさんもご高齢の方も何か誰でも関わ
れるような入り口を用意されているのが、山本さ
んの活動なのかなと思ってお聞きしました。

ちょっとお聞きしたいんですが、この企画のア
イデアは山本さん自身がデザイナーでありアーティ
ストであられるので色々企画されると思うんです
が、アイデアは誰が出してどう作っているんですか。
▼山本：基本的にみんなで集まっているときに僕
が雑談で「今度こういうのやってみようか」とか

「あんなのいいんじゃない？」とかダラダラ言っ
ているんですけど、その中でみんなも意見してく
れるのであれとあれを構築して組み合わせたらこ
れできるよねという感じ。最後まとめるのは僕だ
と思います。
▼長浜：ありがとうございます。

次は、奈良県生駒市の地域活力創生部長の領家
さんからです。奈良県生駒市での取組について聞
かせていただければと思います。領家さんよろし
くお願いいたします。

▼領家：皆さん改めましておはようございます。
生駒市の地域活力創生部長の領家でございます。
よろしくお願いします。

敦賀市とは、昨年度、生駒市の市制50周年を
機に友好都市を締結させていただいておりまして、
早速、このような場に来ることができて、とても
うれしく思っています。

さて、私のプロフィールにも記載しています
ように、生駒市役所に来たのは、2年半ほど前の
2020年度でして、それまでは大阪府庁に勤務を
しておりました。

この大阪府勤務の際には、介護保険制度の導入
とか、あるいは大阪初のコミュニティソーシャル
ワーカー制度の創設を担当していまして、本日の
テーマの地域共生社会に関しては、その頃から私
にとってもすごい関心事でございまして、今日の
登壇、非常に楽しみにしております。

それではまず生駒市の概要です。すいません、
地図を入れるのを忘れまして、そもそもどこにあ
るんだろう？ということなんですけども、奈良県
の北の端にあり、大阪府と京都府に挟まれた地域
にあります。この資料にありますように、1971
年に市政を引いてから、大阪圏のベッドタウンと
して住宅開発が進んでピーク時12万人と3倍強
の人口になりました。

しかしながら、ご多分に漏れず、2013年のピー
クを境に、近年、人口減が進んでいるという状況
です。このような中、生駒市では、市長が市民を
行政サービスのお客様として捉えるのではなく、
市民と職員が共に汗をかいて課題解決を目指す自
治体3.0というのを掲げて行政運営に当たってい

第4回地域共生社会推進全国サミットinつるが 記録集 ▲   107

敦
賀
市
の

事
例
発
表

パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

基
調
講
演

開
会
式

特
別
講
演

分
科
会
Ｃ

分
科
会
報
告

引
継
式

分
科
会
Ｂ

ス
ナ
ッ
プ

シ
ョ
ッ
ト

分
科
会
Ａ

11
18
fri.

11
17

thu.



るところです。それで、今取り組んでいるのが、
この複合型コミュニティづくりというものです。
これは市内の自治会単位で住民自ら主体となって
地域課題を解決する取組をしてもらって、地域コ
ミュニティの持続性を担保していこうという取組
です。通常こうした活動は地域運営組織とか小規
模多機能自治という取組として、生駒市でも以前
からやっているんですけど、小学校区単位で実施
している地域が多いかと思います。その中で、な
ぜあえてそれよりも小さい単位で実施しているの
かというと、町の成り立ちから、開発された住宅
地ごとに高齢化がまとまって進んでいくというこ
と、それから地形です。生駒の生駒山と矢田丘陵
という丘陵に挟まれた谷地に開発されているとい
うことで、斜面地の住宅とか市街地でも坂が多い
ということで、これから免許返上などで車がなく
なると、外出機会が減って、買い物も難しくなる。
そのように考えています。そこで、現在、活発な
自治会単位での活動を軸に、歩いていける自治会
館とか集会場に日常的な交流の場を作って、そこ
にさまざまな生活支援活動などを展開してもらっ
て、行政サービスもアウトリーチしていこうとい
うのが狙いになっています。

そしてもう一つは、地域コミュニティの持続可
能性を語る上で、避けられない問題が自治会を初
めとした、地縁組織の担い手の問題です。生駒市
でもここ3年間、試行錯誤を繰り返しているんで
すけども、一言で言って結構苦戦をしているとい
う状況です。端的に言うと、若い人達をどう巻き
込むか。それに尽きるんですが、地域活動という
視点で見ていくと、「実はいろんな人がやってい
る」「潜在層としてはいる」ということになります。
それを表にしたのがこの資料なんですけども、よ
く地縁組織の関係で言われるのはここで言う、B
層のいわゆるテーマ型の活動との連携です。これ
は課題解決型の活動の担い手という意味では、国
の地域運営組織の類型にもありますし、条件が合
えば可能だろうというふうに思います。ただ、地
縁組織としての地域での役割みたいな部分でいく
と、このような活動団体に所属する住民たちが、

自治会の役員や会長になってくれるかというと、
またそれは別の話ということになってくる訳です。
更にC層やD層になってくると、楽しいとか、わ
くわく感がないと、ただでさえ忙しい若い現役世
代は課題解決の活動には参加しないという壁があ
ると考えています。今の話を四象限で図にしたの
がこれになります。地域活動という面で見ると、
市民活動における領域だけでも色んなあり方があ
りますし、更にまちづくりとか福祉、ソーシャル
ビジネスとかコミュニティビジネスといった起業・
創業の領域にも出口、あるいは個人としての行き
先があるわけで、こうした中で地縁組織にかかわ
る部分に一体どうやって、このBやCやDの人た
ちが繋がっていけるかということを模索している
ところなんですが、地域活動とか協働というもの
の性格は、本来、行政主導でやってくださいとい
うことではなくて、住民本位で住民が動かないと
いけないわけですから、これもなかなか誘導とい
う意味では難しいという側面があります。そんな
中で生駒市ではこのBやDやCのところに色んな
担い手創出系の事業を組み込んで、どういうルー
トでA層に行くか分からないんですけども、何人
かでもこの赤点線のような形で動いてくれないか
なというようなことを、今、模索している状況で
ございます。

なぜ、そこまでする必要があるのかということ
で、これは私の問題意識の原点なんですけど、こ
れは社会的援護の報告書から取っています。

なかなかバブル崩壊と言っても、最近、若い人
にはハテナマークの子が多くてびっくりするんで
すけど、それ以降、それまで企業福祉、あるいは
地域、家族の扶養力で支えられていた人や支援の
仕組みが一気に後退をしたわけです。そこで地域
におけるいわゆる共助の領域の部分が地域課題と
してどんどん膨らんでいくわけです。行政はそれ
まではいわゆる給付行政ということで、所得や障
害の程度を認定して、現金や現物給付を公助とい
う形で行ってきたわけですけども、この膨らんだ
共助を当然放置できないということで行政はこの
間、この共助の部分も一旦抱えていろんなサービ
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スを展開してきたわけです。しかしながら、これ
を無限に抱えることっていうのは当然できないん
ですよね。行政組織も財源も、人口が減れば当然
減るわけです。このいったん抱えた行政の共助の
部分も含めて、改めて社会や地域に提示して協働
という形で解決しないといけない時期に生きてい
ると考えています。このことは国の研究会でも同
様の指摘がありまして、赤字左下の赤字赤線の部
分なんですけど、自治体は個人の自立性を尊重し、
自助を基本としながら放置すれば深刻化し、社会
問題となる課題については、従来の地域社会や家
族が担ってきた領域、つまり共助の部分にも進ん
で踏み込んでいく必要があるという言い方をして
います。ただ、一方で先程言いましたように、踏
み込んでいって抱えてしまっては、これは立ち行
かないわけです。そうなると、これまでのように
自治体が、事業で解決するというようなことでは
なくて、場や仕組みを作るというようなことが求
められることになっていきます。

では、その場をどうやって作っていくのかとい
うことなんですけども、自治体がプラットフォー
ムを作って公助の課題を具体的に投げかけて、自
治体職員がプロジェクトマネージャーになって、
その場を運営していくことがこれから求められる
と思っています。こうしたプラットフォームにつ
いては、実は民間ベースでは色んなインフォーマ
ルな、あるいはボランタリーの活動として担って
いる例はあると思います。

今、さっきの山本さんのまちぐみなんかもそう
だと思うんですけども、私が例で挙げているのは、
関西ネットワークシステム（KNS）という産学
公民のコミュニティなんですけど、それとまちラ
イブラリーというものです。これは両方とも世話
人として関わっているんですけども、社会におけ
る課題とか、課題として信頼やつながりの希薄さ
みたいなものを、産学公民の顔の見えるネットワー
クの場づくりとか、あるいはまちなかにおける本
を介在したコミュニケーションの場づくりによっ
て解決しようというような取組で両方とも長期に
渡って、もう10年以上継続して活動して定着を

しているというようなところです。では、このよ
うなプラットフォームを行政がどうやって作って
いったらいいのかというのが、この非常に分かり
にくい図ですけど、示しております。この図の左
側にあるように、インフォーマルな世界では、先
程のKNSまちライブラリーの例のように、個人
として考えて納得できたり共感が得られれば、個
人のスキルやネットワーク、あるいはスペースや
お金までも共助の場に投入することができるわけ
です。ところが、自治体が仕事として、つまり右
側のようにフォーマルに作ろうと思うと、組織人
としての業務であるという前提が必要になってき
ます。つまり、予算とか事業とかという形で投入
していくことに今までなっていたわけです。しか
しながら、この右側のフォーマルな事業だけでは、
解決しがたいというようなことになってきていま
して、左側のようなインフォーマルな領域の活動
や人を結びつけながら、公民による課題解決の場
としてプラットホームをつくっていくということ
ですから、この担当者という立場ですけども、単
に自治体職員が業務としてやっても、前提として
地域の人たちとの信頼関係が構築できていなけれ
ば、共感が得られる課題解決の場を創造していく
のは、かなり難しいと考えています。つまり、プ
ラットホームを作るにはこの間で揺れ動きながら
も前に動くことのできる、ここに書いているよう
に、公私混合ができるようなプロマネの人材を、
自治体内で作れるかどうかにかかっていると思っ
ています。当然、その際に組織のミッションが、
こうした職員の動きを阻害するものであってはい
けませんし、こうしたコンセプトというのは事業
というよりは政策のレベルで作って、組織内の行
動規範として認めていくというのが、自治体内の
環境としても求められるように思います。そうで
なければ、いかに個人の思いのこもったアイデア
であっても、属人的なものにしかならないし、マ
クロな課題である地方創生というものにも、当然
昇華していかないと考えています。つまり、公務
員のアイデアの発揮はこうした環境のもとでこそ
生まれるものであり、そうすれば恐らく個人のア
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イデアというものは、地方創生に昇華して、それ
の一助になるのではないかというふうに考えてお
ります。

ちょっと後半は理念的な話になってややこし
かったかもしれませんが、ご容赦いただければと
思います。ご清聴ありがとうございました。
▼長浜：領家さん発表ありがとうございました。

領家さんから、地域づくりにおける場づくり仕
組みづくり、それの大事さとそこに自治体職員の
人がどう関わっていくのか、個人としての立場と
お仕事としての立場、これを切り分けるところに、
もう限界があるのではないかということで、そこ
を超えていくような、最近では越境という言い方
をしたりします。自分がいるセクター、所属して
いる組織からはみ出て、そこに新しい価値を見い
だしたり得たりするという、こんなことが最後御
提言されたんじゃないかなと思いました。ありが
とうございます。

次は、伊原館長から地域での協議会の取組につ
いて、ご発表いただければと思います。どうぞよ
ろしくお願いいたします。

▼伊原：皆さんこんにちは、敦賀市粟野公民館館
長の伊原隆と申します。よろしくお願いします。

今回のサミットに全国各地からご参加くださっ
ている皆様、ようこそ敦賀市にお越しくださいま
した。ありがとうございます。

実は、私は粟野地区の住民で作っております、
スコップ三味線グループのメンバーにも入ってお
りまして、夕べの交流会でアトラクションに仲間
と一緒に出演させていただき、演奏させていただ
きました。皆様を歓迎させていただきました。あ

りがとうございます。
今日はスコップ三味線ではなくて、粟野地区の

芋粥をテーマに、粟野地区のコミュニティが取り
組んだ活動をご報告させていただきます。まず、
粟野地区の概要ですが、粟野地区は敦賀市の南西
部に位置する新興住宅地でございます。人口は約
2万3000人。世帯数は約9700世帯で、いずれも
敦賀市の3分の1以上を占めています。

昔は農村地域でしたが、昭和時代後半から宅地
化が急速に進みまして、新しく7つの自治区が誕
生いたしました。現在、地区内に21の町内会が
あり、小学校が3校、中学校が1校ございます。
粟野地区には標高913メートルの野坂山があり、
この野坂山を借景とする国指定の名勝、柴田氏庭
園があります。戦時中に旧陸軍の敦賀連隊があっ
たことから、その史跡もございます。また、粟野
地区は今昔物語の芋粥の舞台となった地域でし
て、主人公の藤原利仁を祭っている天満神社があ
り、今でも芋粥をお供えする神事が受け継がれて
おります。私が勤務している粟野公民館は、舞鶴
若狭自動車道敦賀南スマートインターチェンジ
から約5分のところにございます。現在の建物は
2000年10月に移転新築したものでして、約150
台収容の広い駐車場を備えています。

粟野地区には、2016年5月に粟野コミュニティ
運営協議会が設立しました。敦賀市で初めてでき
た地域コミュニティ組織で、21町内と23団体で
構成されております。事務局は粟野公民館の中に
おかれ、公民館の職員はコーディネーター役とし
て地域コミュニティの事業を支援しております。
また、敦賀市は申請事業に対して交付金を交付
し、コミュニティ事業を支援しております。粟野
コミュニティ設立の経緯ですが、コミュニティ組
織ができるまでは幾つかの問題を抱えておりまし
た。区長会は区長21人の連携や情報交換が不足
していること、また、自治区が単独で行政に要望
してもなかなか対応してもらえないという悩みが
ありました。一方、各団体が抱える問題は、メン
バーの高齢化と後継者不足、財源や人手不足によ
る行事のマンネリ化と参加者の減少でした。この
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状況を改善しようと、区長会が各団体にコミュニ
ティの設立を提案し、2016年2月に各団体代表
者で設立準備委員会をつくり、5月の設立総会に
至りました。粟野コミュニティの主な事業としま
しては、粟野地区の一大イベントであります、粟
野ふるさと祭りや粟野地区が舞台になっている今
昔物語の芋粥の歴史を学ぶ芋粥セミナーがありま
す。また、先程言いましたスコップ三味線グルー
プの演奏会や地区内に落ちている空き缶などを、
子どもたちが拾い集めるクリーン作戦などがあり
ます。

粟野ふるさと祭りは毎年8月、第1土曜日の夜
に粟野公民館の駐車場を会場に行われる地域挙げ
ての大イベントです。メインとなるステージでは、
粟野中学校の吹奏楽部や日本舞踊部など地元の住
民が出演する多彩なショーが夕方5時から9時ま
で繰り広げられます。

お目当てのショーに合わせて来場者が入れ替わ
りで訪れますので、毎年延べ約5000人が参加い
たします。会場内では、各団体が模擬店や体験
コーナーを運営し、粟野地区に伝わる粟餅や特製
の冷やし芋粥などを来場者に振る舞います。老人
会専用の敬老席は、町内単位で来場した高齢者の
皆さんで盛り上がります。イベントの開始に合わ
せて、粟野中学校の生徒たちが運営スタッフに加
わり、会場内のごみ回収や来場者の案内役として
活躍してくれます。

次に、芋粥の歴史を生かした粟野地区の取組に
ついてご紹介します。今昔物語にあります、芋粥
の主人公ですが、平安時代の武将で関白に仕える
藤原利仁です。利仁は、越前の国の豪族の婿養子
になっていたことから、普段は粟野地区に住んで
おりました。当時、芋粥は山芋を薄く切って、甘
葛の甘い汁で煮立てて粥状にした料理です。平安
時代の貴族が正月などに食べていた高級デザート
でした。貴族しか食べられない芋粥を腹いっぱい
食べたいと嘆く京都の役人がおりまして、その役
人を利仁が都から故郷の粟野地区に連れて帰り、
大量の山芋で芋粥を作ってもてなしたというス
トーリーが芋粥の話になっております。この説話

を題材に、芥川龍之介が小説「芋粥」を書いたと
いうことです。

粟野南小学校の児童たちは、2017年藤原利仁
を祭る天満神社が地元にあることから、芋粥や藤
原利仁について学ぼうと芋粥プロジェクトに取り
組みました。児童たちは天満神社の宮司から、芋
粥は平安時代の高級デザートだったという話を聞
いて、スイーツを連想し、芋粥スイーツの商品化
に挑戦することになりました。児童たちは4種類
のスイーツを考案し、試作したスイーツをこの年
の粟野秋まつりで来場者に試食してもらい、アン
ケート調査を行いました。子どもたちの懸命な活
動に押され、地域の大人たちも一緒に地域の歴史
を学ぼうと、粟野コミュニティが芋粥セミナー
を開催することになりました。2018年5月、第
1回芋粥セミナーが粟野公民館で開かれ、芋粥ゆ
かりの天満神社の菅井宮司が講師を務めました。
芋粥の話について、菅井宮司は藤原利仁が京の役
人を連れて帰った道のりは滋賀県高島市から最短
距離で粟野地区に入ったと考えられます。敦賀市
が今、長期構想で計画している敦賀高島連絡道路
と同じルートをたどった可能性が高いと説明しま
した。このセミナーで、粟野南小学校の児童たち
は商品化を目指すことにした芋粥パイを手作り
し、参加者140人に試食してもらいました。子ど
もたちが考案した芋粥パイはこの後、市内菓子店
の協力を得てプロの手が加えられ、芋粥餅パイと
いう名前でこの年に商品化されました。2019年
5月、芋粥の歴史を生かした地域づくりをテーマ
に、第2回芋粥セミナーが開かれ、160人が参加
しました。粟野南小学校の児童たちは、芋粥餅パ
イの商品化に至るまでの活動や、修学旅行先の京
都市内で芋粥餅パイを販売した活動などを発表し
ました。参加者も加わった意見交換では、粟野地
区を芋粥の里としてPRしていこうという提案や、
藤原利仁が昔辿った芋粥ルートと同じ経路である
敦賀高島連絡道路の早期実現を目指していこうと
いう意見などが出されました。芋粥セミナーの実
施は、敦賀高島連絡道路整備促進期成同盟会の設
立につながりました。粟野地区と滋賀県高島市を
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トンネルで結ぶ敦賀市の道路整備計画は芋粥セミ
ナーでクローズアップされ、粟野地区住民の期待
が大きく膨らみました。

そこで粟野地区区長会はこの計画の促進を敦賀
市に対して正式に要望することにし、区長会は
2021年2月、敦賀高島連絡道路の早期実現と具
体的な推進活動を担う期成同盟会の設立を求める
要望書を市長と市議会議長に提出しました。これ
を受け、敦賀市はこの年の5月に設立総会を開い
て市長を会長とする期成同盟会を発足し、官民一
丸となって推進活動に取り組んでいく体制が整い
ました。

最後に粟野コミュニティの成果をまとめまし
た。まず、粟野コミュニティの活動によって区長
会の団結力が強化されました。行政の対応も迅速
になりました。また、区長さん同士の絆が強くな
り、新しく区長OB会という組織が発足してコミュ
ニティに加わりました。財源や人手が確保された
ことから、イベントの参加者も増加しました。新
規事業もできるようになりました。そして、地域
と学校の連携も強化されました。各事業で世代間
交流も活発になり、住民の郷土に対する愛着心も
膨らみました。

以上で粟野地区のコミュニティ活動の発表を終
わります。
▼長浜：伊原館長、ご発表ありがとうございました。

伊原館長のご発表から、まずは地域資源である
芋粥。これを使いながら、地域資源を使いながら
地域課題を解決するという一つのやり方というも
のをご紹介いただいたと思います。

ともすると地域の外から、何か飛び道具みたい
なものを持ち込んできて、何かしてくれるだろう、
何とかなるだろうと思いがちですが、地域にある
ものを丹念に紡いでいきながら、そこから課題解
決に結びつけていくというようなやり方をお聞き
できたのではないかと思いました。あと、すごい
なと思ったのがもう一つあり、多世代交流の話が
最後に出てきましたけれども、子どもたちが実際
に運営企画、役割とか出番を担いながら、地域の
活動に入っているというところが、すごくすてき

な多世代協働がもう実現されている、そんな地域
なんだなということを感じさせていただきまして、
ありがとうございます。

さて、最後にオブザーバーの西岡さんからもご
発表いただきたいと思いますが、西岡さんいかが
ですか。ここまで3名の方のお話を聞いてみられ
て、何か感想でも気づいたことでもあれば、一言
最初にいただければと思います。

▼西岡：年金シニアプランの西岡と申します。地
域って本当にそれぞれ状況が違うので、御三方の
皆さんがそれぞれの状況にあったことをやってい
るんだなというのを感じております。
▼長浜：ありがとうございます。西岡さんは国の
お仕事も当然されていながら、地方にも、魅せら
れて、今、大分県の臼杵市でも活動もされている
というところで中央も知っているし、地方も知っ
ているという立場から、今日、オブザーバー的な
様々なご意見をいただきたいと思っています。

それでは、西岡さん改めまして、よろしくお願
いいたします。
▼西岡：ありがとうございます。西岡と申します。

前職で、厚労省保険局調査課長と兼務で内閣官
房デジタル田園都市国家構想実現会議事務局の参
事官をやっていたということで、お呼びいただい
たんだと思います。ありがとうございます。

この分科会は地域のコミュニティがテーマです
が、私はもともと厚労省の数理職で、この世界と
は無縁な仕事をやっていたんですけども、今御紹
介にあったとおり、2009年に大分県臼杵市に出
向して最初のポジションはコミュニティ推進室長
という肩書きいただいて、それも今回お声がかかっ
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た一つだと思っておりますが、私からは3つ。
今、なぜ地域コミュニティなのかということと、

臼杵市でどんなことをやったのか、それと国が今
のデジタルを活用して何を目指しているのかと、
この3点をお話しさせていただけたらと思います。

まず、なぜ地域コミュニティなのかについてで
すが、ご承知のとおり、我が国は人口減少、少子
高齢社会に突入しております。この資料は長期の
人口ビジョンですけれども、仮に速やかに合計特
殊出生率が2の水準に回復したとしても、人口は
増えるわけではありません。それでも、少子化の
状況に歯止めをかけるということは重要となりま
す。昨年の合計特殊出生率は1.30。ちょっと一
時期少し回復しているように見えたんですけども、
新型コロナとか若者を取り巻く経済状況が厳しい
ということで、今ちょっと下がっている状況であ
ります。あと、出生率の問題で言いますと、都市
で低くて地方で高いという傾向があります。この
福井県は全国7位ということで比較的高い水準に
あります。加えて、人口移動を見ると、東京への
過度な一極集中が起こっており、これが人口減少
に拍車をかけているという実態があります。コロ
ナで少し東京への集中が弱まっている状況はあり
ますが、それでも東京圏に人が集まっているとい
う傾向があり、変わっておりません。こうした状
況を是正するために、政府は数年前からまち・ひ
と・しごと創生法に基づいて、それぞれの地域で
地方創生の取組を後押ししてきたという流れがあ
ります。

その根本のところは人口減少、少子高齢化にい
かに対応するかということかと思います。

さて、私が赴任した大分県臼杵市の自慢を
ちょっとさせていただけたらと思います。大分県
臼杵市は、大分県の南東部、大分市の南側にある
3.5万人の町。海があって山があってというとこ
ろです。南蛮貿易の時代から続く城下町や歴史情
緒あふれるお祭り、国宝の臼杵石仏があります。
特に自慢できるのは、この敦賀も非常においしい
ものがたくさんありますが、食が自慢で、昨年ユ
ネスコの食文化創造都市に全国で2例目として選

ばれたこともあり、今、食のPRを積極的に行っ
ております。ぜひとも一度足を運んでいただけた
らと思います。

その臼杵市ですが、他の地方都市と同様に厳し
い人口減少、少子高齢社会に直面しております。
これは私独自で推計したものですけども、20年
後には今よりも1万人人口が減ってしまうという
見込みです。こちらは、10年前にもやった推計
ですが、悲しいことにその10年前にあった推計
がほぼ当たっているといった状況です。また、市
をエリア別に高齢化の状況を見ると、中山間地と
か漁村のエリアなどは本当に厳しいところもあり
ます。また、こうした状況というのは決して臼杵
に限った話ではないと、日本全国で見て人口は減
少する。そして高齢化は40%ぐらいになる。問
題は一緒で到来するタイミングがずれているとい
うだけですので、先に課題に直面した臼杵のよう
な町こそが持続可能でないと、日本全体が持続可
能ではないと言えると考えます。そういう問題意
識で取り組んだことを2つご紹介したいと思います。

一つは地域振興協議会というものです。人口減
少、少子高齢化が進む個々の集落で見るとお祭り
だとか地区の清掃がもうできなくなることが明ら
かな状態になっています。それをもう少しエリア
を広くとって、小学校区ごとに子どもからお年寄
りまで、男性も女性も集まってさまざまな活動
を行うことができる基盤をつくるという取組を
2009年から始めております。協議会の設置は、
その地域で議論を重ねて、自主的に行っていくも
ので、時間がかかりましたが、一昨年、ようやく
全ての地域で地域振興協議会の設置ができまし
た。これによって、行政との連携もしやすくなっ
て、協議会同士のつながりもできて、マンネリ化
しやすい地域活動にどう活力を与えるのかといっ
たようなさまざまな知恵が生まれるようになりま
した。地域イベントの広報とか、そういったもの
を積極的に行い、地域パートナーといって市役所
職員が地域に入り込む枠組みもつくりました。こ
こにあるのは、そのうちの一つ下の江地区の例で
すけれども、地域振興協議会で重要なのは住民主
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体で何をするかであって、やりたいこと、やるべ
きことを委員会形式で決めて、各委員会がそれぞ
れ活動をする形をとっております。

一つちょっとおもしろい取組として、無人駅に
なった築100年の駅舎があるんですが、そこを立
ち飲み居酒屋にしようという取組を年に数回やっ
ております。日頃の地域活動は、どうしても女性
の参加が多くなるんですけども、この地域イベン
トでは地域のお父さんたちも喜んで参加してくれ
るということで、重要なことは住民からのアイデ
アで面白いことをやるということじゃないかと思
います。

もう一つ紹介させてください。臼杵市ならでは
の取組ですが、地方ですので、医療の問題は深刻
です。臼杵市には全国に誇れる「うすき石仏ねっ
と」というのがあって、市内の病院、診療所、薬
局、歯医者、介護施設、健診センターなどが全て
ネットワークでつながっていて、情報共有ができ
ることになっています。市民は石仏カードという
フェリカカードをかざすことで、医師たちはその
情報を見ることができます。市内の大半の機関が
加入しており、また2万4000人の方が登録され
て、市民の3分の2が加入しているということに
なります。CTの画像が見れたり、異なる医療機
関の検査結果を時系列に並べることができます。
ただ、ここでコンピューターのネットワークがす
ごいということで終わってしまってはいけなくて、
このうすき石仏ねっとを通じて医療や介護の関係
者の顔が見える関係ができているということが重
要です。これは在宅医療の普及推進を目指したプ
ロジェクトの様子ですけども、多職種の方が役割
に応じてつながりを築いてきました。このほか、
認知症対策や糖尿病の重症化予防なども取り組ん
でおります。地域社会の持続性を高めるためには、
まず大事なのは顔が見える関係づくりです。地域
振興協議会や石仏ねっとも、一つの例だと思います。

また、行政の関わりが重要になってきます。地
域の自主性を尊重しつつ、行政はそれをサポート
していく。医療福祉など、さまざまな職種の人と
も連携をしつつ、課題解決に取り組んでいく。そ

して地域を愛する気持ちと活力を生み出すための
アイデアの創出が地域コミュニティの再生には必
須と思っております。

最後に、政府はどのような形で地域を応援して
くれるのかを説明いたします。従来の「まち・ひ
と・しごと」が「デジタル田園都市」に変わりま
した。政府は6月に基本方針を閣議決定し、年末
に総合戦略を取りまとめる予定です。今年度に関
しては、広く浅くのタイプ1と先行的に取り組む
タイプ2/3のデジタル交付金が配られております
が、今後、その対象が広がる見込みです。デジタ
ル田園都市を目指す中で重要なことは誰一人取り
残されないことが重要で、地域で暮らす人がデジ
タルの活用でより暮らしやすくより快適に過ごせ
る空間づくりが目指されております。デジタル化
が目的になってはならず、地域で暮らす人のウェ
ルビーイングを目指していきます。これまでの地
方創生の取組で、チャレンジすべきプロジェクト
の設定はある程度できるようになってきた。ただ、
それを続けられないという課題があって、そこに
は人材の不足とスタートアップエコシステムがで
きていないと言われております。コロナ後の新し
い働き方を踏まえると、従来型の都市部の暮らし
方には閉塞感があって、地方にこそ多様な人材を
呼び込むチャンスです。加えて事業を考えていく
上では、昭和時代の人口増加局面を前提とするの
ではなくて、これからの人口減少局面を前提とし
たビジネスモデルをやっていかなきゃいけないと
いうふうな形で、そういったものを実現するため
にデジタル技術を活用していく。それをうまく回
していくためには、共助の力が大事になってくる
と考えております。だからこそ、その地域のコミュ
ニティのあるところに活力が生まれて持続可能に
なると考えているところでございます。

最後になりますけども、また臼杵の話をちょっ
とさていただくと、こちら月に一回行われている
オーガニックフェスタ「ひゃくすた」というもの
です。移住者が中心となって、すっかり定着した
イベントですけども、そこにいつも笑顔がありま
す。こうしたつながりのある取組を大切にしたい
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というふうに思っております。
ややオブザーバーっぽくない報告だったかもし

れませんけれども、私からの報告は以上とさせて
いただきます。どうもありがとうございました。
▼長浜：西岡さんありがとうございました。

最後におっしゃっていただいたみたいに、オブ
ザーバーっぽくない方がすごく聞いてらっしゃる
皆様も生々しく感じられて良かったんじゃないか
なと思っています。

西岡さんからは、地域振興協議会を通じた顔の
見える関係づくり。中でも素敵だなと思いました
のが顔を見える関係づくりに向けた顔を出せる場
づくりということで、立ち飲み居酒屋の話もあり
ました。女性は比較的出てきやすいけども、男性
はなかなか出てこないんだねっていうのは結構い
ろんな地域で起きていることかと思いますけど
も、ターゲット、誰を呼びたいかお越しいただき
たいかということを明確にしていきながら、そこ
から逆算して仕掛けを考えていくという。民間で
はマーケティングなんていう言い方をしたりしま
すけども、そういうことをもう実践されているん
だなということが、すごく素敵な取組だなと思っ
て、お聞きをしていました。

それとデジタル化は目的ではなくて、やはりウェ
ルビーイングと最近言われますけど、幸せとか幸
福、こういったことがゴールであって、デジタル
化はあくまでもその手段・手法ですよというとこ
ろも最後お伝えいただいたと思います。

まずはここまで予定はしておりましたけれども、
大幅に時間を超過していながら、それぞれお一人
お一人のすごく熱く熱のこもったお話を聞かせて
いただいています。ここから残りの時間を使いま
して、少しパネルディスカッション的に、さらに
話を深める、広げることをしていきたいと思って
います。

まず1つ目にお聞きしたいのが改めてこの地域
コミュニティ。今日は出番の前に、副市長とも少
しご挨拶をする機会がございまして、その時に地
域コミュニティとは人と人とのつながりだと思っ
ていますというお話をいただきました。ただ、人

と人が繋がるってそう簡単にもできないですし、
面倒くさいですし、あいつとは繋がりたくないと
いうことも中にはあるんじゃないかと思っている
中で、でも一方で今日冒頭にも話したとおり、課
題は山積していて、一人じゃできないということ
も、明確に地域の皆さんで認識されているんだと
思うんですね。そういった中でコミュニティづく
りをしていきながら、難しさもありつつ、どんな
ことを苦労しながら地域でのいわゆる協働関係を
作ってらっしゃるのか。何を意識されているかと
か、まだまだ突破できない難しさがあるんだよね
という辺りの、協働に向けた今の生々しい実態み
たいなところを少しお聞きできればなと思ってい
ます。もしよろしければ山本さんからよろしくお
願いします。
▼山本：いきなり難しい質問なのでどう答えるか
なと黙っていました。僕の場合は色んな地域の伝
統文化とか食とか、そういうのを切り口にいかに
面白く楽しく参加してもらえるかということを第
一に考えていて、準備に力を入れています。来た
らすぐ作業ができて、すんなり楽しく没頭できる
とか、楽しくワクワク活動できる状況を作ってお
くということで、「ああ今日は楽しかったわ」「ま
た来ようかな」という気持ちを持って帰ってもら
えるように準備をしているつもりです。
▼長浜：ということは、まずはテーマとして興味
を持てるようなまさに伝統文化であったり食と
いった比較的身近にあるものを、まずは素材とし
て用意していきながら、かつ、そこに来てすぐさっ
と乗っかれるような誰でも高い専門性とかスキル
とかいるんじゃなくて、そこにポンと子どもでも
障がい者の方でも入ってきて、何か関わって「あ
あ楽しいな」という思いを持ってもらえることを
すごく大事にされているという感じなんでしょう
かね。ありがとうございます。まずは順番に行こ
うと思いますが、領家さんいかがですか。
▼領家：協働って、結構長いですよね、言われ始
めて。それでやっぱりベースは顔の見える関係づ
くりということになるんですけど、今ここへ来て、
次のステップとして課題になっているのが、集まっ
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て顔の見える関係はできて楽しい活動をできてい
るんだけども、地域とか個人の課題が解決してい
るのかと言われると、なかなかそういう活動がダ
イレクトにつながっていかないところが結構みん
な行き当たっているとこだと思うんです。そうい
う意味で改めて協働というものを考えた時、やっ
ぱり役所の特に公民連携なんかそうなんですけど、
役所の何か欠けている資源を民間で埋めてもらう
こととか、民間側が社会貢献をやっているという
ことで、行政と繋がるみたいな、2者のwin-win
というところが、まだ多いというのがあるんです
けど、本来は地域の課題とか社会課題という第三
軸の課題があって、その共通の課題に対して公と
民で連携してやっていくのが、本来の協働のあり
方だと思うんです。そういう意味でいうと、ちょっ
と資料のタイトルにもしている、誰もが居場所と
役割のあるコミュニティをこれからは目指す必要
があるかなと。これは何かというと役割ですね。
この役割をどう具体的に課題に繋げていくのかと
いうところに、やっぱりステップを踏んでいかな
いと、コミュニティはできているんだけども、い
つまでたっても課題は解決しないというのはやっ
ぱりあると思うんです。

ただ、それは行政が押しつけるわけにもいきま
せんし、行政もプレーヤーの一つとして共助の役
割の中には当然入っていかないといけないですよ
ね。公助をやるのは当たり前なんですけども。だ
からそういう意味で同じフラットな立場で、共助
の課題というものをどうやって、みんなで協働し
て解決していくのか。これがこれからの協働のあ
り方なのかなと思っています。
▼長浜：ありがとうございます。更に突っ込んで
聞いてみたいんですけども、まさに誰もが居場所
と役割を持てるコミュニティというのも、僕もす
ごく納得感を持ちながらお聞きをしていまして、
居場所とか繋がりということは、だいぶ世の中の
トレンドワードにもなって、そこに意識を向けな
がら、そんな場作りができてきているのかなと、
いわゆる交流の場ですかね。だから、その交流か
らもう一歩突っ込んであいつ知っているよ、こい

つ知っているよ、という関係はできているけど
も、地域の課題が本当に解決されているかという
と、もう一歩さらに踏み込んだ何か関係性を持つ
ような仕掛けなのか取組なのかが必要なことが恐
らく今日お越しになられている皆さんも感じてい
らっしゃるところじゃないかなと思っています。
改めて領家さんにお聞きしたいんですけど、何か
領家さんなりに今お考えになってらっしゃるよう
な正解じゃないかもしれないけども、これまでの
ご体験とかも踏まえて、もう一歩踏み込んだ関わ
り方があると、意外と交流というところから、も
うちょっと共通のテーマを持って、そこに向かっ
ていこうという役割分担が生まれてきたり、そう
いう関係にさらに深まっていけるみたいな何かそ
んな感触を持てたことはございますか。
▼領家：さっきの山本さんの発表なんかがそうな
んですけど、ジェイン・ジェイコブスっていう方
がいらっしゃいまして、内発的発展論という中で、
地域のイノベーションとは何なのかっていうと輸
入置換。外から輸入していたものを、自分達の地
域内で作っていって輸入していたものよりも、更
にいいものを作るという時にイノベーションが必
要というふうに言われていて、このイノベーショ
ンは何かというと即興性、インプロビゼーション
ていう言い方をしているんです。これ難しいよう
なんですけど、例えば、地域で集まりがあった時
に、偶然なのか意図的なのか課題が見つかった時
に、その場でどれぐらい解決できるか。この即興
性みたいなものが生まれる場なのかどうなのかと
いうところが結構分岐点だなと思っているんです。

いろいろ調べたり見聞きしてると、やっぱりう
まくいっている地域は、何かしらのコミュニティ
とかエコシステムがあって、その中で、即興性の
ある対応ができています。お互いに。「これはあ
の人に言った方がいい」とか、「あ、それできる
奴居るから連れてくるわ」みたいな。そういうと
ころが出るか出ないかみたいなところは大きくて、
そういう場をどうやって作れるのかが重要かなと
思っています。
▼長浜：ありがとうございます。
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イノベーション、即興性というお話が出てきま
した。その場でポンと何か言うと、要は行動が出
ているということですよね。「気付きました」「気
付いた先にじゃあこうしようぜ、ああしようぜ」っ
ていう行動まで一歩踏み出せば、それは別に大き
なものじゃなくてもあいつに聞いてみようとか、
あいつできるんじゃないのみたいなことをその場
にいる人達が思って動けるような、それがイノベー
ションや即興性というお話ではないかと思います。

イノベーションという言葉は、特にビジネスの
世界ではここ何年かはもう本当にトレンドワード
になっていると思っていますけども、これまでに
ないものをやってみるということはあるかもしれ
ませんが、一部の天才みたいな人にしかできない
ようなことがイノベーションかというと、そうで
はなくて、あるものとあるものが繋がることで、
新しいものが生み出るということが、実はイノベー
ションの肝みたいなところです。ですので、実は
地域を見てみると、色んなものが既に存在してい
て、そこに出番とか役割とか繋がる場が与えられ
ていないから何も生み出されていないだけであっ
て、何かすごいことをしなきゃいけないわけでも
きっとなく、そこが高まっていけば、何かのタイ
ミングで今領家さんが言われた、即興性に繋がる
ようなもう一歩というところが出てくるのかな、
なんていうふうにお聞きをしていました。ありが
とうございます。

では、伊原館長からも協働とか、多様な主体が
集まってやることの実態についてお聞かせいただ
ければと思います。
▼伊原館長：地域と言いましても、それぞれ歴史
とか様々な特徴、個性がありますので、一概には
言えないんですが、粟野地区は2万3000人とい
うたくさんの方が住んでおられるエリアで、21
の町内会がありますから、それぞれの代表者であ
る区長さん同士の連携つながり、絆、これがまず
一番大事かなと私自身は実感しております。

そういった意味では、粟野地区は21人の区長
さん同士の情報連絡が非常に緊密です。最近、コ
ロナ禍でちょっとコミュニケーション不足気味で

すが、歴史的には非常に皆さん、仲良くつながっ
ておられますので、マンモスエリアは区長さんが
キーマンになっていると感じております。
▼長浜：ありがとうございます。ちなみに、その
区長さんのつながりを維持するためには、どんな
工夫というか、仕掛けというか、場を持ったりさ
れているんですか。
▼伊原：区長さん同士の会合では、それぞれが抱
えている町内の問題が話し合われます。出された
悩みや問題は他人事ではなくて、粟野地域の問題
として、「じゃあ、これを取り組んでいこう」と
いうように方向付けされます。区長会では、みん
ながそれぞれの町内の状況を情報交換し合って、
粟野地区として「今後目指すところは何か」や「優
先順位は何か」という議論がなされます。
▼長浜：ありがとうございます。聞きながらしび
れてきてるぐらいの感じに思っているんですけど
も、よく人との関係を構築する時に、「私、これ
できる、あれできる」という話も当然なんですけ
ども、自分の弱みを見せると「私これってできま
せん」とか、「これ苦手です」という自己開示を
した方が、相手は心を開いてくれて、お互いの関
係が深くなるってあるんですよね。皆さんも多分、
そんなご経験があるんじゃないかと思います。「あ
の人意外とそういうところがあるんだ」みたいな
弱いところを見せられたりすると、結構距離が縮
まるような関係。恐らくあると思います。多分区
長さんというとすごく大きな悩みを持ってらっしゃ
るんじゃないかなと思っている中で、そういった
情報が出てくるだけでもお互い何かできることあ
るかもねみたいなことが、恐らく自然にやられて
いるのかなということで、すごく今感銘を受けて
お聞きをしていました。ありがとうございます。

それでは、西岡さんからも一言よろしいですか。
▼西岡：今の伊原さんから21のその自治区をま
とめて連携してというお話をしていることで、ま
た大分の臼杵の話になるんですけれども、臼杵も
自治区でいうと306あったのですね。それをある
程度、小学校区ごとぐらいにやっていたという話
なんですけども、「地域振興協議会を作りましょ
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うよ」と市役所は言うんですけれども、やっぱり
市役所にやれと言っているという雰囲気には絶対
しちゃいけないのかなと思っていまして、協議を
する時に「なぜやらなきゃいけないのか」、「今ま
でできているじゃないか」、「今のままでいいじゃ
ないか」という話がよく出てくるんですが、そう
いったものに対して、地区ごとの人口はこうなる
んだよという話をお示しした時に、やっぱりしっ
かり受け止めてくれたみたいな、そういうお話は
経験としてありまして、今は何とかなってても、
10年20年見据えるとその先を考えてこういった
取組が必要なんだと、その問題意識に共感できる
と皆さん同じ方向を向いてくれて、市役所と地域
とが一緒になって取組ができるようになったかな
と思っていまして、問題意識の共有が大事と思っ
ております。
▼長浜：ありがとうございます。

問題意識の共有というのは、地域づくりのすご
くど真ん中のテーマかなと思っていますけども、
やはり客観的な現状、そもそもどうなんですかと
いうところの目線があわないと、その先どうあり
たいか、どうなりたいかということも描けないは
ずなんです。そこの共通認識を持たないまま、い
きなり議論が始まって「私はこう思う」「俺はこ
う思う」みたいな話が飛び交いながらどこにも着
地していかないことって結構地域の話し合いの場
では起きるんじゃないかと思います。だからこそ、
逆に客観的なデータで見ながら、あなたはそう思っ
ているかもないけれど、実態はこうなんですよみ
たいなことがあるだけでも、少し溜飲も下がって、
何か前に向かっていくというのを、実際に西岡さ
んもご経験されたのかなと思ってお聞きしました。
ありがとうございます。

さらにここからいろんなことを転じていきたい
なと思っているんですけど、この控え室で今日の
出番を待っている間に、いろいろ、どうですかみ
たいな話をしている中で一つ熱く盛り上がった
テーマがありまして。地域コミュニティづくりに、
どのように公務員や自治体の職員が関わっていく
のか。どんなスタンスでいるといいのかみたいな

話が出ました。
ちょっとお聞きしようと思うんですけど、今日

自治体から来られている方というのはどのぐらい
いらっしゃいますか。すごいですね。もうほとん
ど7，8割ぐらいかなということで、ここはとて
も熱いところだと思いますので、地元ファースト
ということで、伊原館長からコミュニティ協議会
の活動において、どのように自治体が今関わって
くれているかとか、どういう形が公務員の関わり
としていいなと思っているかみたいなところを少
しお話しいただいてもよろしいですか。
▼伊原：今日は副市長もおられますので言いにく
いことなんですが、本音でちょっと述べさせてい
ただきます。地域コミュニティを捉える場合、や
はり拠点となるのは各公民館になろうかと思いま
す。そうしますと、公民館に、正職員の市職員が
いるかいないかというのは、重要なポイントにな
ります。といいますのは、公民館は住民の皆さん
の行政窓口の最前線ですから、常に地域の問題や
ニーズと向き合って活動している場所です。そこ
で若い正職員が経験を積んで、将来的に市の幹部
になっていくように、地域コミュニティの大切さ
を肌で感じる職員をどんどんどんどん公民館から
育てていく必要があると感じております。

昨今、敦賀市は何故か、公民館から正職員を外
して、いわゆる会計年度任用職員だけで運営して
いる状況です。今、私が勤務している粟野公民館
も、正職員が今年度からいなくなりました。やは
り市の行政で、将来的に地域コミュニティを持続
継続させていくためにも、正規の職員が公民館に
勤務するという形を続けていく必要があると思い
ます。
▼長浜：伊原館長ありがとうございます。

まずは一つのご意見ということから、お聞かせ
をいただきました。他の方はいかがでしょうか。
自分の活動、取組においては、こういうふうに行
政の方にも関わっている。今後はさらにこういう
スタンスがいいんじゃないかということを、ぜひ
忌憚なくお聞かせいただきたいと思います。
▼領家：私の発表もそういう話を後半させていた
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だいたんですけど、公務員が地域活動に関わるポ
イントというのが2点あるかなと思っています。
キーポイントの一つは今の採用で、例えば、生駒
市は論文と面接とSPIだけなんですけど、皆さん、
すごく地域に関わりたいとかやりたいイメージで
入庁されてきます。ところが、役所に入ると、そ
ういう仕事って全体の1割ぐらいしかないんです。
そして必ずそこに配属されるかというとされない
です。みんながみんなということになると、そう
いう思いで入ったにもかかわらず、なかなかそう
いう仕事に巡り合わないということで3年ぐらい
すると、モチベーションが下がってきたりする人
も結構見たりするんです。そのときに組織として
それを実現する選択肢がないと思うのか、あるい
は、プライベートも含めて色々な地域の活動に出
る機会というのはあるわけで、そういう形で実現
する選択肢もあると思うのか。ここの気づきがポ
イントだと思うんです。公務員って結構役に立つ
んです。地域で困っているのは事務仕事だったり、
組織化をしたりする仕事だったり、手続もありま
す。そこは役人が結構役に立つんです。そういう
ところに本当は行くと結構喜ばれるんだけども、
一方でプライベートで関わるのは怖いというか、
プライベートな時まで、そんなところに行けるか
みたいなところのモードはやっぱりあると思うん
です。そういう意味でいうと、一つは自分たちの
市町村の中の活動に必ずしも関わらなくていいと
いう選択肢はあると思っていいと思います。よそ
の地域だとできることはあると思います。

私は40歳以降にかかわる仕事は全てライフワー
クにすると決めてやっているので、今全然違う自
治体の活動もプライベートでやっています。です
から、そっちの方が結構あっさりしてやりやすかっ
たり、自己実現できたりするという部分はあるの
で、その辺り、その地域活動のあり方みたいなと
ころはもう一度考えたらいいと思いますし、自治
体の組織も、そういうことを許すような組織規範
というのがあると、結局本業に生きてくるし、そ
この人脈なんかが本業に生きてくるということに
なるんじゃないのかなというふうに思います。

もう1個何か言おうと思ったけど忘れたので、
これだけにしておきます。
▼長浜：また思い出したらお願います。ありがと
うございます。

何か本当に僕も色々地域づくりのお仕事のお手
伝いをさせていただく中で、やっぱり行政の方の
持っているスキルって多分気づいてないかもしれ
ないんですけども、すごく高いものがあって、例
えば地域づくりに関わる市民団体とかNPOの助
成金の申請書を行政の人が「書いてあげるよ」っ
て書くとかなり高い確率でゲットできるというの
があります。やっぱりそういった手順、手続とか
文言化する文章化する作業は非常に高い優れた経
験値、能力を持っていらっしゃるので、そういっ
た方が地域の活動に関わるだけでレベルも上がっ
ていって、その経験が職員の方自身にも回り回っ
てきて、自分の幅も広がっていくということにも
つながるのかなと。最近は2枚目の名刺というこ
とを言ったりもしますけども、行政職員としての
名刺に加えて、他の地域活動にもチャレンジされ
ると、すごく人材育成にも繋がってくるのかなと
思います。

西岡さんいかがですか。
▼西岡：やはり地域とその行政間との関係でいう
と、都会と地方でもだいぶ状況が違うのかなと。
都会では市の圏域を超えてお住まいになっている
公務員の人たちもいると思うんですが、私が関わっ
た大分の臼杵ぐらいだとほとんどが市内に在住し
ているということが前提にはなるんですけれども、
公務員であり、かつ地域住民であるという中で、
地域の役に立てれば立ちたいという、そういった
意識がうまく機能すればいいと思っております。

先ほど紹介した地域振興協議会の中では、小学
校区ごとに自分の本業ではないんですが、さっき
おっしゃった2枚目の名刺みたいな世界かもしれ
ないんですが、地域パートナーという形で一応市
長が委嘱するんですけれども、ボランティア的な
形で、そういう地域活動のお手伝いをするという
のが各協議会に3人ずつぐらい配置されているよ
うな状況になっていまして、やはり行政と地域の
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活動とのパイプ役をやることによって、地域活動
がしっかり見える形は作れるのかなと思っており
ます。
▼長浜：ちなみに、その地域パートナー制度は、
時間外にやりなさいとか、どんな扱いになるんで
すか。
▼西岡：基本的には時間外でやるものです。
▼長浜：具体的な数字をもし差し支えなければで
すけど、何名ぐらいの方が手を挙げて、そういっ
たことにかかわってらっしゃるんでしょうか。
▼西岡：18あって掛ける3ですね。50人から60
人ぐらいはいると思います。
▼長浜：じゃあ、稼働しているということですね。
ありがとうございます。

行政の内側からもそういった地域に入り込んで
いきながら、幅を広げるということができるとい
うことがありますね。ありがとうございます。

山本さんいかがでしょう。
▼山本：そもそもまちぐみという事業が、八戸市
の事業で毎年契約更新をさせていただいていて、
今9年目が始まっているんですけども、毎年3人
ほど市役所職員さんがまちぐみ担当として就いて
くださっていて、いろんなことをサポートしてく
ださっています。

活動するときにも来てくれて、その時にはやっ
ぱり、その3人もまちぐみ組員なので、他の組員
とみんなとおんなじフラットな関係でワイワイガ
ヤガヤやってくれているんですけども、「こうい
うのが必要だね」、「ああいうのをやらなきゃいけ
ないね」とか活動が始まった時にはその担当さん
には仕事で来られているので、視点を変えてもらっ
て、あの子は困ってないかなとか、ちょっと俯瞰
してみてもらえるようにお願いしている感じで進
んでいます。
▼長浜：行政の方って結構、「ここではいつもの
肩書を外して背広を脱いでいいですよ」と言って
も、なかなか染み付いしまったものが取りづらい
ようなところがあるのかなと思っているんですけ
ども、何か山本さんは口説き方じゃないですけど、
どういう関わり方でその辺を解きほぐしながら、

フラットに自分が個人として思っているようなこ
とも引き出しているんでしょうか。
▼山本：特にこうすればそうなるということをあ
まり意識したことないですけど、みんな組員なん
だよって。僕も組長となっていますけど、みんな
とフラットな関係で時々怒られたりもします。若
い子たちに。組長何やってんのって、そういう関
係、空気があることによって、そこにいる市役所
職員さんもちょっと心開いてくれたりという効果
はあるのかもしれないと思っています。
▼長浜：ありがとうございます。

あっという間に定刻になってしまいまして、そ
ろそろ閉じていかなければいけないんですけれど
も、今日はこの地域コミュニティを活かしたまち
づくりということで、4名の方にその地域で行っ
ている独自の取組をご紹介いただきました。

無理やりまとめるというわけではないんですけ
れども、やはり地域って今後は本当に経営すると
いう感覚を持っていかなきゃいけないのかな、な
んてことを私なりに感じました。地域の資源、人
の数もそうでしょうし、そこに付随するお金こう
いったものが当然減っていく、なくなっていく中
でそれでも課題は山積していて、これからもっと
もっと増えていきそうな気配があると。その解決
策があるわけでもなく、一つの正解があるわけで
もなく、そういった中で、本当に地域に今あるも
のをどううまく使っていくか磨いていくか、つな
げていくか、いわゆる経営的な発想というものが
地域一人一人の皆さんにも必要なのかなというこ
とを思いながら聞いていました。

これから多様な主体じゃなければ解決できない
課題ばかりが増えてくる中で、その先陣を切りな
がら、さまざまな工夫をしながら、いろんなチャ
レンジをされている、この4名の皆様に最後、拍
手でお礼をお伝えしていきたいと思っております。

本当に今日は、素敵な分科会になりました。あ
りがとうございました。
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▼奥西：福井県立大学看護福祉学部社会福祉学科
の奥西でございます。

分科会Aのコーディネートを担当させていただ
きました。パネリストの方々は、認知症の人と家
族の会・代表理事の鈴木森夫さん、敦賀温泉病
院・理事長の玉井顯さん、静岡県藤枝市健康福祉
部地域包括ケア推進課長の伊久美佳代さんです。
オブザーバーとして厚生労働省老健局認知症施
策・地域介護推進課認知症総合戦略企画官の和田
幸典さんに入っていただきました。

まず、本分科会「認知症にやさしいまちづくり」
のねらいについて説明いたします。認知症にやさ
しいまちづくりとありますが、この「やさしさ」
とは何かということです。このやや情緒的な言葉
について、パネリストの皆さんの報告とディスカッ
ションを通して、この言葉の持つ意味の輪郭を描
くことができればと提起させていただきました。
そして、本サミットの全体のテーマは「ぬくもり
をつなぎ、支え合い、共に生きる」という地域共
生社会の姿です。分科会Aもこのテーマに沿って
進めたいと思いました。
「ぬくもりをつなぎ、支え合い、共に生きる」

という地域共生の文脈において検討するとやはり
認知症ご本人の思いが出発点となるのではないか
ということです。その思いをつないでいくものと
思います。すなわち、本人発信支援というものが
とても重要だということを議論の出発点として位
置付けさせていただきました。

では、いかにして認知症当事者の主体性を尊重
し、サポートしていくか。認知症の人がその人ら
しく暮らしていくために、地域の人々、専門職、

それから行政と政策がいかに関わって社会資源、
社会環境を整備していくかということが課題にな
るということで議論が始まりました。翻って我が
国の地域福祉政策を見ますと、包括的支援体制が
あります。そして、その展開方法として、地域を
基盤としたソーシャルワークの実践が強調されて
います。私は社会福祉学科で社会福祉士の養成に
携わっているものですので、地域を基盤としたソー
シャルワークに向けて、社会福祉士養成課程も改
正され随分と様変わりしました。この「地域を基
盤とした」という言い方をパネルディスカッショ
ンのテーマに重ねれば、「地域を基盤とした認知
症ケア」とか、あるいは「地域を基盤とした認知
症にやさしいまちづくり」という議論ができるの
ではないかと思います。

そして、地域を基盤とする際の領域として、ミ
クロ、メゾ、マクロというこの3つの領域、視点
があります。ミクロの領域は認知症の人、その家
族や周囲の親しい人などの立場です。メゾの領域
は地域社会における認知症支援の取組ということ
になります。マクロの領域は、国あるいは自治体
の政策制度などがあたります。そして、ミクロ、
メゾ、マクロの領域は互いに関連し合っていくと
いうことですね。認知症にやさしいまちづくりを
実現するためには、それぞれの領域内のあるいは
領域をまたいで連携し、ネットワークをいかに構
築していくことが重要だということになろうかと
思います。

仮説的にですが、パネリストのお三方の報告を
見ますと、ミクロの領域は認知症の人と家族の会
の鈴木さんの報告があたろうかと思います。ま
た、ミクロからメゾにかけては敦賀温泉病院の玉
井さんの報告と、それからメゾの領域からマクロ
にかけて藤枝市行政の伊久美さんの報告があった
り、そしてオブザーバーの厚労省の和田さんの報
告はまさにマクロの立場からということが言える
と思います。もちろん、これは仮説的な区分けを
したものであり、ミクロであっても、例えば認知
症の人と家族の会の鈴木さんは、ミクロでありな
がら、メゾそしてマクロにも働きかけておられま
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す。結局、3者の方は全ての領域に関わっている
ということがディスカッションの結果で明らかに
なりました。本分科会のキーワードとして本人発
信支援、そして、昨日第一日目のパネルディスカッ
ションで議題になりました居場所づくり、それか
らプラットホーム作りと、そして今申し上げた地
域を基盤とした認知症ケアというものを取り上げ
て議論が出発しました。

さて、そのディスカッションのまとめですが、
分科会のねらいは先に述べましたように「認知症
にやさしいまちづくり」の「やさしさ」という言
葉の輪郭を描くということです。議論は、ミクロ
の視点を重視し、本人の思い、それから本人発信
支援の視点から鈴木さんの報告から始まりまし
た。最近、権利擁護の観点から意思決定支援とい
うものが注目され重視されています。認知症本人
の意思の形成、意思の表明、そしてその意思の実
現へというプロセスです。このプロセスに伴走す
ることが重要ですし、特に最初の意思の形成とそ
れに続く意思の表明のプロセスにおいて、ご本人
の潜在的な強み、よくストレングスと言いますが、
そこに着目し、見出し活かすことが非常に重要な
ポイントになるのではないかという発言をされて
います。そして、それは認知症の人と他者との質
の高いコミュニケーションにおいて培われるもの
だということです。認知症の人と家族の会が提示
している、認知症にやさしいまちという冊子があ
るのですが、思いを発信し受け止める、受け止め
合える、認知症の人の言葉、言葉にできない心の
声というものを自然に聞ける場といいましょうか。
あるいは認知症の人の言葉を聞き、そしてこのよ
うな交流ができる場が町のあちこちに出来ること
が一つの理想の町、地域の姿なのだろうというこ
とです。

次に、医療者の立場から玉井さんの報告を受け
ました。単に医療における治療、予防の範囲を超
える認知症ケア支援に取り組んでおられます。そ
して玉井さんもミクロからメゾ、マクロまで関わっ
ておられることがわかりました。また、未来志向
の認知症ケアのサポートのあり方を提示されたと

思います。臨床データを重視したエビデンスに基
づくケアと、先の鈴木さんが報告された本人の思
いというその人のナラティブな側面、つまり物語
に基づくケアとエビデンスに基づくケアをいかに
つなげていくかということですね。こういった報
告は、例えば、心理教育アプローチという方法を
紹介してくださったのですが、この方法もエビデ
ンスとナラティブの融合と言いましょうか、そう
いった意味での未来志向の認知症ケアのあり方を
提示していただいたと思います。

三番目に市町村行政の立場から、メゾからマク
ロにかけての取組を藤枝市行政の伊久美さんから
報告を受けました。高齢者福祉、介護保険事業計
画に基づく認知症地域支援推進員の取組を紹介さ
れました。市民一人一人の出会いを大切にされ
て、認知症の当事者同士の交流につなげ、定期的
な交流の場、あるいは居場所を街の中のあちこち
につくっていく取組です。さらに藤枝市では、本
人ガイドというものを冊子にまとめておられて、
この冊子は市民全体に対する認知症ケアのあり方
のメッセージになっているものと思います。また、
希望を叶えるヘルプカードというものもつくって
おられまして、これも広い意味での市民に対する
福祉教育プログラムと言えると思います。本人と
ともに発信するという行政の姿勢が認知症という
言葉のネガティブな響きをポジティブな意味へと
転換していく、その契機になっている。まさに認
知症にやさしいまちづくりにつながっているもの
と考えます。このことは、認知症施策推進会議に
よる関係者間での地道な合意形成、もちろん認知
症のご本人あるいはご家族の方も含めて関係者が
集まって、そこで合意形成をしていくというネッ
トワーク、こういったバックアップがあってから
こその藤枝市の成果だというように思います。

また、厚労省の和田さんからはこれまでの政策
の動向、そして、最新の施策の動き、さらに、今
後のこと、特にミクロ、メゾ、マクロ、そしてま
た、マクロからメゾ、ミクロというふうに好循環
していく施策のあり方を提示され、この意味で当
事者の参加、参画を重視した政策に取り組んでい
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くことを提起していただきました。
以上、やさしさの意味について、その輪郭をた

どると本人発信支援の観点から出発して認知症本
人の主体性を尊重し発揮していくこと、そしてそ
れを受け止め、支える社会環境づくりを広く地域
住民とともにすすめていくことで「やさしさ」を
形成していく、こうしたプロセスが重要であるこ
と。ミクロ、メゾ、マクロの領域で認知症の人と
家族、地域の人々、そして専門職や行政がどのよ
うに結びつき、連携を図っていけばよいかという
課題がいくつも提示されたのではないかと思いま
す。また、地域の中での居場所づくり、さまざま
な意見やアイデアが交わされる場、認知症の人の
思いを代弁する話し合いの場として、ゆるやかな
プラットホームを地域に形成していくことも重要
であり、今の地域社会に求められているものと強
く思い至った次第です。

最後に、将来誰もが認知症になりうる、そうい
う疾患であるがゆえに共感や連帯というものが大
きなやさしさの基盤になるのではないか、施策の
基盤に位置づけられるべきではないかという提言
もいただきました。以上です。ありがとうござい
ました。

▼湯浅：大変おもしろい分科会でした。最後に会
場の方に感想を言ってもらったんですが、「心に
留めておきたいフレーズがいっぱいありました」
とおっしゃっていただいた方がいてですね。本当
にそういう感じでした。
「子どもが、真ん中」という言葉の点を1個変

えると「子ども、我慢中」になる。分かりました？
今。「子どもが真ん中」社会にしようと子ども基

本法もできましたし、こども家庭庁も今度はでき
ますけど、「子ども我慢中」でもあるんだという。
これを言ったのは松田さんです。松田さん今どこ
にいますか？いたいた、立ってください。はい、
この方です。

ちょっと資料をさっき作りましたので、見てく
ださい。これはあるお母さんがおっしゃったって
言うんですけど、道に落書きしていいんですかと。
これは松田さんの取組ですね。松田さんとこの写
真です。そういうふうに何か道で落書きして遊ぶ
とか私みたいな40年前に子どもだった人にとっ
ては普通だったんですけど、もう普通じゃなくなっ
てるということで、道は遊び場じゃなくなったん
だなということです。で、これは私が勝手に付け
足した資料。さっきの分科会には出てないんです
けど、横浜で昔と今を、今と言っても20年前の
資料なんですけど、当時と比べて遊び空間がどれ
ぐらい減ったかというのを調べた人がいたんです
よね。自然空間は16万2000平米あったんですが、
横浜にね。昭和30年。それが2003年の時には
160になった、1000分の1に減ったという話が
ありましてね。

ここにアナーキーって書いてあるんですけど、
これは何か住宅街の真ん中に空き地があって、何
か草ぼうぼうの空き地とかありましたよね。で、
壊れた自転車とか置いてあって、何かいつからこ
れ落ちたんだろうみたいな。そういう場所はあり
ました。ああいう場所はもう2003年の段階には
少なくとも横浜市からはなくなりましたっていう
そういう資料なんですね。なので、サザエさんを
見ると、カツオと中島くんがいつも草野球をやっ
てる空き地がありますけど、ドラえもん見るとの
び太やスネオ、ジャイアンがいつも溜まってるあ
の土管の置いてある空き地がありますけど、ああ
いう場所はもうありませんということですね。だ
から、のび太もカツオもタラちゃんもジャイアン
も今もう外で遊んでませんということです。

子どもを真ん中に置いた取組をやってらっしゃ
る方たちが私たちの登壇者の皆さんで、3人の共
通点は勝手にやっちゃう人達だということでし
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た。なので、勝手にやっちゃう人達のお話を、行
政の方や社協の方に聞いていただいたという分科
会になりました。皆さんどういう方かというと、
皆さんのお手元の資料で181ページにこの分科会
Bのラインナップが書いてあります。今ご紹介し
たのが松田さんで、松田さんは世田谷でさっきの
ような取組を、乳幼児の方のご支援が多いという
ことなんですけど、その親御さんのそうした取組
をやってらっしゃるということで、これも後で触
れたいと思いますけど、子育ては大玉送りだって
いうイラストですね。その心はみんなでちゃんと
送らないと落ちますよって。これを見て皆さんに
何を感じてほしいかというと、誰か手を抜くと落
ちちゃうんですけど、あなたやってますか？って
いう。手を抜いてるのは誰なんだっていうことを
考えてもらうために、このイラストなんだって。
怖くないですか。ええ怖いですね。そういうイラ
ストでございます。だから、みんなで大玉を送っ
ていこうということですね。

次が渕上さんです。渕上さんは大阪の豊中市で
団欒長屋プロジェクトやってらっしゃる。さっき
松田さんご紹介しましたから、渕上さんもご紹介。
はい立ってください。渕上さんです。渕上さんた
ちは、まさに長屋のその前のスペースがあるんで
すよね。このスペースです。このスペースで子ど
もたちが思いっきり遊べる場を作っていると。ま
さに、道に落書きしていいんですか。いいんです
ここはっていうそういう感じですね。で、そうい
うふうにして場所を作って、かつ多世代交流の取
組なんかをしてらっしゃるということで、今日地
域共生で世代を超えたっていう話もありましたか
ら、その辺の話をご理解いただくためにもう1個、
また私が付け加えたやつがありまして。団体の
ミッション、子どもを中心とした多世代交流の拠
点づくりだと。これをミッションに活動されてい
るのが渕上さんです。で、その多世代交流ってど
ういうものかっていうことなんですけど、私が勝
手に子ども食堂の映像を付け加えました。

（映像）
なぜか2つ同時に動いちゃって声が重なっちゃ

うんですけど、あまり気にせず。はい、ありがと
うございます。こんな感じですね。

こんな感じで高齢者の方もおられれば、子ども
さんもいて、そして保護者の方達もいる。こうい
うふうに3世代、多世代、全世代、社会保障では
全世代ですね。こういう取組になっているのが、
渕上さんたちのところや全国の子ども食堂。全国
の子ども食堂の8割は多世代交流型ですから、今
6000あるうちの8割ですから、5000近くがそう
いう場所になっているということになります。こ
ういう場所をやっておられて、この地域に暮らし
てる方たちを横につないでるってことですね。

0歳から100歳まで皆さんよくおっしゃいます。
みんながごちゃ混ぜの場にしたいみたいなね。そ
ういう感じ。そういう感じで今いる人達を横につ
なぐと、そういう中で渕上さんがおっしゃいまし
たね。助けてと言える地域になるといいなという
話。なかなか助けてと言えないという話が昨日の
山崎さんの講演でもありました。そういう中で助
けてと言える地域で、何でみんなが助けてと言え
る地域になったらいいのかと言ったら、そうする
とその言われた側の人たちの力が引き出されると
いうことですね。みんながそう言えると、じゃあ、
支えてやろうって力が引き出される。だから結局、
目的は助けてということを通じて、地域全体が助
けてっていうことを言えると、地域全体の人がエ
ンパワーされるよねっていうことですね。そうす
ると、地域のポテンシャルが最大限開花すると。
これ昨日の堀田先生の話ですね。人間開花社会と
いうことになるので、人間開花社会になるために
は助けてと言えるといいよねと。そうするとみん
なの力が引き出されて支えて支えられてという、
これ地域共生的な話ですね。そうすると役割がみ
んなに与えられるってことになると、そういう場
所は生き生きしてるっていう話があります。これ
は私のフレーズですけど、役職優位か役割優位
かって重要なポイントじゃないかと思ってまして、
役職優位な組織はあんまり生き生きしてないです
ね。役職に縛られちゃう感じ。役職ないけど役割
はあるっていうね。役割優位のところは結構みん
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な生き生きしてますねという意味で役割が生まれ
るとそういうことなんだなと思います。そうやっ
て皆さんを横に繋いで支え、支えられるっていう
関係を作ってるわけです。これ渕上さんに持って
きていただいた動画なんですけど、じゃ、ちょっ
と流してください。

（動画）
お誕生日をお祝いしているシーンなんですけど、

この17歳の男の子は8歳ぐらいから渕上さんの
とこに来られてる子たちで、要するに渕上さんた
ちの居場所で育まれた子たちが成人しつつあるっ
てことですよね。そうやって大人になっている。
今またこの3歳の子も同じ2月の誕生日だったん
で、一緒に、別に兄弟とかじゃなくてですね。一
緒に誕生日祝ってもらってるってことなんですけ
ど、この子はこの子もまたここで育まれ、育てら
れていくわけですね。そうするとこの子たちが次
のこの場の担い手になったり、地域の担い手になっ
たり、そういうふうに循環していく。これは縦に
繋がっていくってことですね。皆さんの取組は、
今の世代の人たちはこう横に繋げてるだけじゃな
くて、それを今度は縦にもつなげていこうとする
と、この場で育まれた人達が次にこの地域を支え
る人になり、支える・支えられるの循環が今度は
縦にも起こるんだと。時代を超えてということで、
縦割り分野を越えてという話がありましたけど、
時代もこうやって繋がっていこうということを皆
さん実践されておられるということです。

次お願いします。これは私の話で恐縮ですけど、
写真に写っているのは私でございまして前に座っ
てるのが兄貴です。うちの兄貴は障がい者なので
小さい頃から車椅子で、兄のためにうちにはボラ
ンティアさんが来る家でした。

そういう人達に私は随分、面倒見てもらった、
遊んでもらったので、私は大学生になった時に私
にとっては極めて自然なことですね。ボランティ
ア活動をやり始めて、今こんなんなふうになって
しまいました。そういうふうに、何か人がこう支
えられてきたという体験と記憶はやっぱり私の中
に残っているので、私だって極めて自然にそうい

うことをやる。だから、さっきの17歳の子、そ
して3歳の子、そして渕上さんとこにおられる松
田さんとこにおられるそういう子たちもですね。
地域に育まれることを通じて、地域を支える人に
なっていくのではないか。そうやって縦にも繋い
でいくというのが、私たちの地域共生の取組の大
きなポイントなんじゃないかということを思いま
した。

これも松田さんのイラストですけどね。船があっ
て光が当たっているわけですね。光が当たってな
い人がいると、この光の当たってない人にもライ
フジャケットを配る。おぼれたから救うって言う
だけじゃなくて、みんなにライフジャケットが既
に配られていて、溺れない社会そういう意味で予
防的な取組がある。

そういう世の中にしたいんだっていうふうに、
松田さんおっしゃっておられて、今みたいに横に
つなぎ、そして縦に繋いでいくと、私たちの社会
もそこにだんだんつながっていくんじゃないか。
だからこの光が差していないところが埋められて
いくんじゃないかと思いましたね。

なんですが、今一人出てきてない人がいますね。
はい、皆さんの資料を見ていただくと、荒巻仁さ
ん。この方は、ご当地福井の坂井市でパパジャン
グルっていうことをやってらっしゃる方なんです
けど、名刺交換するとありのままじゃ…なんて書
いてあったっけ。ありのまま、ちょっと名刺がどっ
か行っちゃった。ありのままでいいみたいなこと
をずっとおっしゃっておられる方でね。皆さんが
何かないものに注目すると、むしろそれはマイナ
スのエネルギーになるからやめようと。あるもの
を見ようじゃないかと。だからここも光がないと
ころじゃなくてあるところを見ましょうよと。昔
に比べたら、ずっと光は照ってるじゃないかと。
それをありがたいと思い、そしてそのありがたい
と思うことで、そのエネルギーが周りに伝播して
いく。だから町づくりもこれがないあれがない、
これが不足してるあれが不足してるっていうんじゃ
なくて、これもあるよね、あれもあるよね、行政
の人はすごいよくやってくれてるよね、こんなこ
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と昔なかったよねという気持ちでやっていくと、
むしろ変化が起こる。だから、子どもたちには夢
を持たなきゃいけないとか変わらなきゃいけない
とか、そういうふうに言わずに変わらなくていい
んだよ、ありのままでいいんだよと言うと、あり
のままでいいんだなと本当に腹落ちした時から、
その人自身の変化が起こってくるんだと。まちも
あれがないこれがないって言ってるとマイナスエ
ネルギーになっちゃうから、これもあるね、あれ
もあるねって言ってると、その時にありがたいなっ
て話になった時にまちは変わる、変えていく、変
わっていく。本当のエネルギーが生まれるんじゃ
ないか。そういう変わらないことが変わることだ
みたいな、やや禅問答みたいな話をされましてで
すね。

ふーんっていう感じで、皆さんうなっていたと
ころでございます。残念ながら荒巻さんは帰っ
ちゃったので、ちょっとここでご紹介することは
できないんですが、ご当地福井の坂井市に面白い
人がいるんだなっていうのが皆さんにも共有され
たんじゃないかと思います。

そういうふうに課題はあります。だけど、でき
てることもある。私はありがたいことに目が2つ
付いてますので、課題を見ながら、できたことも
見て複眼的に関わって、そして進めていけたらい
いなということを思わせていただいた分科会でした。

以上、ありがとうございました。

▼長浜：皆さんこんにちは。分科会C「地域コミュ
ニティを活かしたまちづくり」でコーディネーター
を務めさせていただきました長浜と申します。ど
うぞよろしくお願いいたします。

このセッションでは、地域コミュニティという
ことで非常に高い関心を持たれた方が参加してい
たんですが、そもそもこの地域コミュニティとい
う定義を色々話すだけで本当に1日2日軽くかかっ
てしまいそうなところがあるかなと思っています。
今回はそういうところから始めてというよりも、
4つの地域の取組を具体的にご紹介していただき
ながら、それぞれ参加された方が自分の普段の地
域と照らし合わせながら、うちの地域ではどうい
うことを地域コミュニティというのか、具体的に
どんなことをしていくのかみたいなことを紐解い
ていただきながら、セッションを参考にしていた
だいたという、そんな流れで進めていきました。

登壇された方が全部で4名いらっしゃいまして、
1人目が青森県の八戸市中心街まちぐみという活
動されている組長の山本さん。そして2人目が奈
良県生駒市で地域活力創生部長を務めていらっ
しゃいます領家さん。そして3人目がこちらの敦
賀市の粟野公民館の館長でいらっしゃいます伊原
さん。そして今回、オブザーバーという形でご参
加をいただいていますけれども、前内閣官房デジ
タル田園都市国家構想実現会議事務局の参事官を
務めていらっしゃいました、西岡さんですね。

お越しをいただいています。山本さんと伊原館
長はすでにお帰りをいただいていると思いますけ
れども、領家さんと西岡さんはまだ残っていらっ
しゃると思いますので、もしいらっしゃればちょっ
と立っていただいてもよろしいですか。せっかく
ですからね。ぜひこの後、捕まえて名刺交換なり
していただければと思っています。

それでは私の方から簡単にですが、この分科会
Cでどんなことが話されたかということを共有し
ていきたいと思います。

まず最初に山本さんですね。もともと山本さん
自身がアーティストの方です。デザイナーであり
アーティストなんですね。約10年前に八戸の町
に魅せられて、そこに移住もされてご本人も住ん
でいらっしゃると。移住定住のブームが来るその
前の段階でその地域に住まれていらっしゃいま
す。まちぐみという非常に面白い町の色んな取組
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をするような団体チームをつくって、今現在230
名ぐらいの活動母体になっていらっしゃると思い
ます。子どもから大人まで老若男女、全部を巻き
込む形でアートを中心とした切り口のコミュニ
ティ活動を行っていらっしゃいます。まちぐみと
いうものをぜひ今日、画面を映して、実際に写真
とか動画とかをお見せできれば良かったんですけ
れども、残念ながらちょっとできませんので、ぜ
ひ皆さん「まちぐみ」と後で検索でググっていた
だいて、ご自宅で見ていただけると、どんな活動
があるかも生々しく伝わってくるかなと思います。
今日も実はパワーポイントのプレゼンテーション
という形ではなくて、写真をざっと100枚ぐらい
1枚2秒ぐらいのテンポでやるという、すごく個
性的なプレゼンテーションをされていました。そ
の中で大事にされているコンセプトとしては何か
楽しそうだというところ、ここに人が集まってく
るのではないかという機転を持っていらっしゃっ
て、今資料のところでも黒ポチの4つ目ぐらいで
すね。ファン、FUNと書いてあるローマ字のファ
ン、カッコ楽しそうって書いてますが、そこから
入ってFAN、このファンに変わっていくのかと、
要は街のファンになっていくということですね。
とかくまちづくりの文脈、地域活動の文脈ですと、
楽しさよりも正しさ、こちらが優先されたりする
ことが多々あると思います。何々せねばならない、
何々するべきだというそういった論調ですね。も
ちろん、それはそれで当然正しいんですが、なか
なかそこに当事者意識を持って関わっていける方
は本当にごくごく一部に限られるんじゃないかと
思っています。そういった意味で今後の担い手を
広げていくという意味でも、やはり楽しさという
ところを切り口にしながら入っていくという活動
の呼び込み方は、非常に特色があって素敵な活動
だということを感じました。その取組ですね。本
当に口頭でお伝えするのがなかなか難しいんです
が、商店街にですね、シャッターとか壁とかドア
とかガラス面とかありますけども、そこにそのお
店の店主さんの吹き出しを、つぶやきの声を貼り
付けてみたりとか、そんなことをしてみたり。あ

とルイヴィトンのような仏壇屋、着物屋のディス
プレイに志村けんのバカ殿のイメージを重ねたら
どうなるんだみたいなですね。そんな本当に面白
おかしい、ふざけた感じの取組をいっぱいされて
いるということです。そういった取組で敷居を下
げることによって、子どもから障がい者、ご高齢
の方まで軽く飛び越えて入ってこれるという、そ
ういった価値がそこにあるのかなと思っています。

そして、2人目ですね。生駒市の領家さんはも
ともとご自身が自治体の職員で、生駒市に来られ
る前は大阪府庁で働いていらっしゃったんですけ
れども、そこでも自治体3.0ということで、住民
が行政のサービスを受けるだけではなく自らもそ
の地域づくりに積極的に参画していくというよう
なことを自治体3.0と銘打って、生駒市の取組を
ご紹介いただきました。その中でもご自身が行政
職員という立場でいらっしゃるということもあり
まして、行政職員はプラットフォームビルダーと
して事業を直接的に担うというよりも、住民の方
が活躍する場づくり、機会づくりですね。そういっ
たことをやっていくということで、住民も参画す
るような出番、役割。これを持っていくというこ
とが大事だよということを話にされていました。
さらに踏み込んでですね。じゃあ、行政職員の方
が今後、地域づくりにおいてどういう役割、立ち
位置にいるべきかという話にもなったんですが、
個人としての立場と法人として仕事としての立場
と両方あるという、ある意味難しい舵取りをいつ
も行政職員の方はされていると思います。その中
で、今後はそれを統合するようないろんな役割を
地域の中でも担っていきながら、一人の人間とし
て地域の中で何ができるかということを模索する
といいのではないかということをおっしゃられて
いました。

そして次がこちらの粟野公民館の伊原館長で
す。伊原館長は、地域資源の活用ということで、
敦賀市の方は皆さんご存じだと思いますけれども、
芋粥、芋粥というんですね。そういった地域の特
産品を活用していきながら、それをもとに地域の
課題を解決するということに取り組まれておりま
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す。6年前にコミュニティ協議会をつくられて、
その協議会の設立と同時に、子どもからお年寄り
まで多世代に渡る、そんな取組をされていて、特
に交流にとどまらずに実際に一歩踏み込んだ協働
までやっていく。子どももいろんな形で参画をし
ているんですけれども、ただ、単に子どもがその
場で騒いでそれを見た大人が喜ぶというのはよく
ありますね。そういうイベントではなく、子ども
もしっかりと役割、出番を持ちながら地域の企画
づくりをしたり、実際の運営に携わったりすると
いうことで、地域の担い手をその小さな頃から積
み上げて育んでいくということを実践されている
というお話でした。昨日、僕は残念ながら参加で
きなかったんですが、懇親会でもスコップ三味線
というものをご披露されたということで、館長み
ずからもご披露されたという話をお聞きしまして、
本当にそれは見ておけばよかったと悔やまれるん
ですが、そういった取組を子どもも一緒になって
アイデアを出しながら企画づくりをされていると
いうことをおっしゃられていました。地域の資源
を活用するって、なかなか当事者としては入って
いきづらいんですよね。どこかで成功事例があっ
たら、それをぽんと取り入れて、何かうまくいけ
ばいいね、ラッキーだねという感じの発想になり
がちだと思うんですけれども、やはり地元に何が
あるか丁寧に見ていきながら、ストーリーやエピ
ソードをしっかりと使っていきながら、その地域
で本当に等身大で何ができるのかということを
ちゃんとやっていく。新しいものを取り入れると
いうよりも、地域にあるものを磨いていって、地
域にあるものをつなげていくという発想ですね。
そんなことが大事だということをお話されたかと
思います。

そして次に西岡さんです。西岡さん自身は先ほ
ど言った、厚労省のお仕事もされているわけです
けれども、実は大分県の臼杵市に2回出向してい
ます。一度戻られて、また行かれてるんですけど
も、赴任されて、本当に地域づくりの最前線のご
経験もたっぷりあるということで、今日は比較的
そちらのお話を多くしていただいたと思います。

11年前に臼杵市に地域振興協議会というものを
立ち上げて、そこで住民主体で、さまざまな切り
口を住民が責任を持って自立的、主体的にやって
いくということを促すような、そんな仕組みをつ
くられていらっしゃいます。一つ事例で面白いと
思ったのが立ち飲み居酒屋ですね。比較的、女性
は地域コミュニティに関わる機会というのは、子
育ての延長であったりすると思うんですけれども、
なかなか男性が地域の活動イベントに参加する機
会って難しいよねという中で、男性でも入ってい
きやすい、そういった相手目線の企画づくりもさ
れているようです。そういったことをしながら、
顔の見える関係性づくり、これが大事だというこ
とをおっしゃられていました。その顔の見える関
係づくりも、デジタルを使ってICTを使ってでき
ることもあるということで、「うすき石仏ねっと」
という名称がついたネットワークをつくりながら、
ここでは医療・介護・福祉関係者の間で地域の高
齢の方がどういった状態にあるかということを可
視化するITツールも使いながら地域づくりに取
り組んでいらっしゃいました。デジタル、デジタ
ルと最近は地域づくりでもすごく言われるように
なっていますけれども、デジタル化が目的ではな
く、あくまでもその先にある住民の方の幸せ。最
近ウェルビーイングなんていうようなことも言い
ますけれども、そういったことをやはりゴールと
してしっかりと掲げることが大事で、あくまでも
ICTはツールです、手段です、ということを言わ
れておられました。

こんな感じで4名の方にそれぞれお話をいただ
いた後にパネルディスカッションのパートに入り
ました。今日は時間の関係で2つほどテーマを取
り上げてお話をしたんですが、まず1つ目は協働
です。地域コミュニティですと、本当に多種多様
な主体が関わるもので、行政、住民、自治会、町
内会、市民活動団体、ボランティア団体、学校、
福祉関係など様々な人が関わって地域コミュニ
ティをつくっていくものだと思いますけれども、
当然そこには難しさもあると思います。そう簡単
に人と人がつながったり、一緒にやろうというふ
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うになれるかというと、課題が山積している状況
がどの地域にもあるんじゃないかと思います。そ
ういった中で、どういうふうに協働に取り組んで
いらっしゃいますかということ。お一人ずつお聞
きしていきました。冒頭の山本さんですね。もと
もとアートという切り口でやっているということ
で、かなり敷居が低いということ。そういったこ
とをテーマに掲げて、誰でも参画できるようにし
てるんだという話もありましたし、事前の準備を
しっかりされているということもおっしゃいまし
た。要は、専門性とかスキルとか経験がないと地
域の活動に入ってこれないようなものであれば、
誰も来てくれないので、行ったらお膳立てすると
いうことですね。そういったことを通じて、誰で
も参画できる仕組みをつくっていくことをやられ
ていました。

領家さんですね。厳しいご意見もいただいてい
ます。協働ってある意味、もう10年以上前から
言葉遣いとしてもあると思います。条例の中で協
働を謳った自治体もいっぱいあると思いますけれ
ども、つながるということ、人と人が交流すると
いうところにとどまっていて、そこから先の肝心
な課題解決に実はつながっていないのではないか
という問題提起をいただきました。一歩踏み込ん
で実際に課題を解決するようなつながりの関係を
つくるにはどんなことがあるといいでしょうかと
いう話もさせていただく中で、地域のイノベーショ
ンというものがあるといいんじゃないか。このイ
ノベーションというのは、即興性というふうに言
われていました。インプロビゼーションですね。
即興性。その場でポンと立ち上がって、何かやっ
てみる。相手に聞いてみようというそんな軽さで
す。新たにつながるだけでなく、そこから一歩で
も二歩でもいいので、小さなアクションでもいい
ので、具体的な行動につながるような動きが出て
くるというところを促していくということをしな
いと、ただ、単につながって仲良くなってという
ところで終わってしまう、こういった意味でいく
と協働も2.0、3.0なんですね。

伊原館長からもどういったことが協働のポイン

トなんでしょうかという話を聞いたところ、区長
同士の絆やつながりがとても大事だということを
言われていました。どういうふうに絆やつながり
は担保されているんですかという話もしたんです
けれども、それぞれが区の活動で困っていらっしゃ
ることを愚直に共有する場が要るんだということ
でした。ともすると、人が集まると、「私、こん
なことやりました。どうだ、すごいだろう。」み
たいなことに地域づくりの文脈ではなりがちかも
しれませんけども、ここが困ってるなというふう
に自分のできないこと、弱みを見せるということ、
極端な言い方をすると、そういった自己開示をす
る中で、じゃあ何かできることあるんじゃないの
と人と人がつながっていくということですね。そ
ういった関係性づくりを心がけます。要は、弱み
を見せ合えるほど、心理的な安全性が高い場がそ
の関係性には担保されているでしょうし、だから
こそつながってお互いにできることはしてあげよ
うということですね。協働に必要な精神性みたい
なことが、既にこの粟野コミュニティ協議会では
できているんだなということも伺うことができま
した。

そして、最後に西岡さんですね。西岡さんから
は、その協働の仕組みをつくっていくためには、
やはりデータ、客観的なデータですね。それぞれ
一人一人、いろんな思いとか感情を持っている中
で、ともすると最後は声の大きな人が勝ったり、
声を出した人が負けになってしまったりというの
が地域づくりではよくあると思います。そうでは
なくて、しっかりと客観的な、今の実態はこうなっ
てるんですよということをちゃんと提示すること
でそれぞれ見ている目線を合わせていきながら、
じゃあ一緒にここはできるからやろうというよう
につながっていくんじゃないかというお話を伺い
ました。

もう一つのテーマですね。これ、実は最初の打
ち合わせの段階からだいぶここが熱くなって話を
していたんですが、自治体職員はどう関わってい
けばいいのか。実際に会場に参加されていた方
も8割くらい自治体の職員の方でして、自治体側
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はどういうふうに関わるか、職員はどうあるべき
かということもお話しました。伊原館長からは、
正規職員をしっかりと公民館、地域づくりの第一
線に配置したらどうかというご提案もあったりで
すね。領家さんからは、行政の職員がいろんな地
域活動にまずは飛び出ていってみると、自分の地
域じゃなくて、別の地域の方が入りやすいんじゃ
ないかというお話も伺いました。実は行政職員み
ずからが気づいていないような、非常に高いスキ
ルとか経験値とかあって、そういったものが発揮
できる場が実は町内以外にあるんですよね。そう
いったところで自分の役割を発揮することで、そ
の経験が回り回って、その後自分の経験値、キャ
リアとしてもいいものになってくるという話が出
てきました。

西岡さんからは、実際にその協議会の中でも取
り入れている制度として地域パートナー制度とい
うものをご紹介いただきました。18地域ある中
で、3名の職員の方が時間外に、あるいはボラン
タリーに地域に関わるということで、行政と地域
の間をつなぐ役割として活躍するということも、
職員としてはあっていいんじゃないのかという話
を伺いました。

山本さんからは、実際に行政から3人の方がま
ちぐみの活動に参加されていて、そこではみんな
組員なんだということで、ちゃんと着ている洋服
を脱いで区民としての活動にフラットな感じで関
わってもらえることを大事にしていますよという
話を伺いました。

こういった4名の方のプレゼンテーション、そ
してパネルディスカッションを踏まえて、少し僕
なりにまとめもしたんですが、最初に副市長とご
挨拶をさせていただいたときに、地域コミュニティ
とは人と人とのつながりですよという話をお聞き
しました。改めて今回のその4つの事例をお聞き
する中で、本当にハードというよりもやはりソフ
トであり、「地域づくりは人づくり」なんてよく
言われますけども、そういった視点を持ってそれ
ぞれの地域でできることをやっていくということ
がとても大事なのかなということを改めて認識し
ました。

そして、もっと言うとですね。これから人口も
減っていく、そして、そこに付随したお金もなく
なっていく、減っていくという中で、今あるリソー
ス・資源をいかにうまく使っていくかという経営
的な発想ですね。「地域経営」というものかもし
れませんが、そういった発想を持ちながら、ない
ものねだりをしたりするわけでもなく、よそから
ぽんと何か入れればいいじゃんみたいな話ではな
くて、今あるものをしっかりと磨いて、つないで
いくというような取組が地域独自のものとして必
要なんじゃないかということ。皆さん、4人の方
のプレゼンテーションを聞きながら感じた次第です。

少し長くなりましたけれども、分科会のCでは
こういった内容を議論しましたということを皆さ
んに共有させていただきたいと思います。どうも
ありがとうございました。

132  

▲  第4回地域共生社会推進全国サミットinつるが 記録集

引
継
式

特
別
講
演

分
科
会
Ｃ

分
科
会
報
告

分
科
会
Ｂ

敦
賀
市
の

事
例
発
表

ス
ナ
ッ
プ

シ
ョ
ッ
ト

パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

開
会
式

基
調
講
演

分
科
会
Ａ

11
18
fri.

11
17

thu.



第4回地域共生社会推進全国サミットinつるが

引　継　式
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開催地市長挨拶
敦賀市長　�渕上　隆信

次回開催地市長挨拶
豊田市長　�太田　稔彦

敦賀市長の渕上でございます。
2日間に渡り「第4回地域共生社会推進全国サ

ミットinつるが」を開催してまいりました。皆様、
お疲れ様でした。どうもありがとうございました。

昨日の基調講演、パネルディスカッション、本
日の分科会、そして分科会報告ということで、皆
様に熱心なご議論、また様々なアイデアをいただ
いたところでございます。

この敦賀におきまして「ぬくもりをつなぎ、支
え合い、共に生きる」というテーマのもと、しっ
かりと全国に発信できるような内容になったので
はないかと喜んでおりますが、いかがでしたでしょ
うか。

昨年、鎌倉市から引き継ぎました「こころの
向
 は な か ん む り  

日葵冠」を、来年の開催地である豊田市にお渡
しすることができます。

この場をお借りしまして関係者の皆様、そして
今回のサミットの議論を通して貴重なご意見をい
ただきましたコーディネーターの皆様、パネリス
トの皆様、そしてスタッフ、ボランティアの皆様
に感謝を申し上げます。

どうか皆様、地元にお帰りになられた際には、
みんなが支え合って生きられるような社会に向け
て一歩でも半歩でも前に進めていただけたらと
思っております。

本日は誠にありがとうございました。

改めまして、豊田市長の太田と申します。
先ほど無事に、敦賀市の渕上市長から「こころ

の向日葵冠」を受け取りましたので、豊田市へ持
ち帰り、市民にもPRしてまいります。

ところで、私は分科会A『認知症にやさしいま
ちづくり』に参加させていただきましたが、豊田
市でも、団塊の世代が75歳以上の後期高齢者と
なる「2025年問題」に向けて、健康寿命を延ば
す取組を進めています。

健康寿命を延ばそうと施策を考えるほど、健康
寿命は良い期間でその後の期間が悪いイメージが
あり、これは違うのではないかと市役所内でも議
論をしました。

つまり、人生で健康寿命の期間だけでなく、そ
の後も自分らしく、自己実現し続けることのでき
る人生を送りたいに違いないと考えるようになり
ました。

ただ健康寿命の後の期間を何と表現すればよい
か分からず、市内の医師に問題提起したところ、

「快適期間はどうか」とご意見をいただき、豊田
市では「健康寿命＋快適期間」で、それを幸福寿
命と表現しています。

改めて認知症の問題は、この快適期間にずばり
当てはまると考えています。それは地域共生社会
というベースがあって初めてこの幸福寿命の議論
が成り立つのだなと感じました。貴重なお話をあ
りがとうございました。
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ところで、多くの方は豊田市と聞いて車の街を
イメージすると思います。豊田市の面積は約918
平方キロメートルで敦賀市の約4倍の面積です。
また、市域の7割が森林で、日本の国土も約7割
が森林ですので、私はよく豊田市は日本の縮図だ
と表現しています。

そんな豊かな山間地を活かして、豊田市では今
ラリーに力を入れています。現在は年間通して4
つのラリー大会が豊田市で開催されています。先
週はWRC世界ラリー選手権が開催されました。
豊田市がなぜラリーに力を入れているのか、理由
が3つあります。

1つ目は山の問題です。山間部から都市部への
人の移動が止まりません。しかし、山には大きな
価値があります。空気、水、あるいは都市部の人
にとっての癒しの空間、そんな大切な役割を果た
しているのに、都市部の人たちはそのことに目を
向けようとしません。これを何とかしたいと思っ
ています。ラリーは山間部が会場になります。
WRCでは、世界中の人たちに日本の山を疾走す
るラリーカーを通して、日本の山の豊かな暮らし
や原風景、そして山の価値を感じて欲しいと思っ
ています。2つ目は交通安全です。今日もこの会
場の横で生命のメッセージ展が開催されていま
す。交通事故は何としても食い止めなければいけ
ないと思っています。ただ、今までの方法ではな
かなか市民に浸透しないのが現状です。そこでラ
リーを通じて交通安全を発信したいと考えていま
す。ラリーのドライバーは、運転技術を極めてい
る人達です。ドライバーの方々に交通安全の大切
さや命の大切さを伝えてもらえれば、子どもたち
にとって大きな影響があると思っています。1年
前、WRCで活躍しているラリードライバーの勝
田貴元さんに、実際に乗っているラリーカーを中
学校の校庭に持ってきてもらいました。近くの小
学生も集まってもらい、校庭でデモランをしても
らいました。私も子どもたちも度肝を抜かれるよ
うな走りを見た後に、勝田さんに命の大切さや車
の運転の難しさ、ラリーの面白さを伝えてもらい、
子どもたちも色々なものを感じ取ったと思います。

ラリー教室を通して、交通安全の大切さを伝える
ことができると思っています。3つ目は産業振興
です。ラリーカーの開発を通して、車はもっと良
くなりますし、人材育成にもつながります。以上
の3点の理由でラリーに力を入れていますので、
ぜひ応援していただければと思います。

さて、舞台上の職員が豊田市内の観光地のタペ
ストリーやのぼりを持っていますが、その中の松
平郷と書かれたのぼりをご覧ください。松平家は
豊田市の松平という場所が発祥の地であり、徳川
家のルーツでもあります。ちなみに、徳川家康の
直前の名前は松平家康です。また、もう1つのの
ぼりに描かれているのは、松平東照宮の天井画で
す。ぜひ直接見に来ていただければと思います。

話は変わりますが、今回の引継式のために、1
本のPR動画を用意しました。

この動画は豊田市内の障がい者就労継続支援B
型事業所である、パッソアニメーションスタジオ
豊田が制作しました。事業所には精神障がいや発
達障がいのある方が22名通所しており、今回の
PR動画は利用者の方々が想いを込めて作ったア
ニメ作品です。ストーリーは、主人公が幼少期か
ら高齢になるまで、家族や地域社会とのつながり
を実感する中で成長していく姿を描いています。
動画に登場する背景は、豊田市内の公共施設や観
光地です。それでは、ご覧ください。

（動画）
ありがとうございました。
少し雑談になりますが、先日、私がごみをごみ

ステーションへ持って行く途中で、ある高齢女性
に呼び止められました。「家からごみステーショ
ンが遠いので、もう少し近くにならないのかね。」
と言われまして、「地域で決めてもらっています
から。でも一人暮らしだと大変ですよね。」と申
し上げたら、その方が「家族はいるんだけど、家
族には頼めないんだよね。」と言われました。こ
の出来事を通じて、家族のあり方や地域共生社会
の目指す姿について、考えるきっかけとなりました。

コロナ禍で様々な地域の課題や個人の心身に影
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響を及ぼしたと思います。だからこそ、地域共生
社会の必要性は以前より高まっていると私は考え
ています。そんな状況下での来年の開催ですので、
しっかり気を引き締めて頑張りたいと思います。

最後になりましたが、敦賀市渕上市長をはじめ、
敦賀市の職員の皆さんそしてボランティアの皆さ
ん、関係者の皆さん、こうしてお集まりいただい
た全ての皆さんに感謝申し上げ、私の挨拶とさせ
ていただきます。

来年豊田市でお待ちしています。また、お会い
しましょう。ありがとうございました。
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第4回地域共生社会推進全国サミットinつるが

特 別 講 演
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特 別 講 演
第4回地域共生社会推進全国サミットinつるが

令和4年11月18日（金）14 : 30〜16 : 00
プラザ萬象　大ホール

人生は夢と情熱

大
おお

和
わ

田
だ

　伸
しん

也
や

氏
俳優、敦賀市出身

講　師 ▲
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敦賀市出身の俳優・大和田伸也さんが「人生は
夢と情熱」をテーマに講演しました。

大和田さんは劇団四季を経て、NHK連続テレ
ビ小説「藍より青く」でブレイク。映画監督のほ
か、ディズニー映画「ライオン・キング」で声優
を務めるなど、幅広く活躍しています。

この日の講演では、夢と情熱をモットーに歩む
自身の俳優人生について語り、撮影現場でのエピ
ソードなどを紹介していただきました。
＜特別講演の概要＞
〇�　今回のサミットは、お互いの個性を尊重し合

い、それぞれの個性を活かすというのがテーマ
だが、映画や舞台の作品づくりの現場も同じ。
水戸黄門を例にとると、黄門様はみんなの中心
であり、まとめ役。助さんはちょっと遊び人で、
八兵衛さんは食いしん坊でおっちょこちょい。
私が演じていた格さんは真面目な性格。一人一
人が役をしっかりと演じることによって、一つ
の作品が出来上がっていく。そういう意味で、
みんながお互いに尊重し合って支え合う現場だ
と思う。

〇�　3.11の惨状を見て、アクションを起こさな

くては、人間として何かしなくてはという思い
に駆られた。人と人がつながるということを
テーマに、故郷の福井県を舞台に映画を作ろう
と思って出来たのが「恐竜を掘ろう」。映画作
りはまさに共同作業であり、照明や音響、衣裳、
小道具など様々なスタッフが必要になる。また、
福井の勝山で撮影をしたときは地元の人たちが
料理を持ってきてくれた。そういう人とのつな
がりが楽しかったし、映画というのは映画を作
る人達だけのものではないと心から思った。

〇�　アニメの声優にも挑戦したが、そのうちの一
つがライオン・キングのムファサ役。劇中に印
象的なセリフがある。それは「思い出せ、お前
が誰かを」というムファサの言葉。あるとき、
ムファサは息子のシンバを連れて丘に登り、夜
空を見上げる。星を見ながら、あれはおじいさ
んの星だよ、その隣はそのまたお父さんの星だ
と話しかける。いずれは自分も星になるだろう
と。生命はつながっているという、サークル・
オブ・ライフの考え方。自分の生命はずっと昔
の先祖からつながってきた命であり、だからこ
そ自分の命は大切にしないといけないし、他人
の命も大事にしないといけない。星空を見上げ
た時に、自分が何者かを思い出してほしいとい
うムファサの思いが込められている。

〇�　家族や地域の人々が、お互いに尊重し合って、
支え合って生きていくことが大事だ。「夢と情
熱」という言葉には、夢を持って、それに向かっ
て一生懸命情熱を傾けていれば、いつかきっと
願いは叶うという思いが込められている。夢を
持って情熱を傾けて何でもやってみることで、
協力してくれる人も出て
くるだろう。その輪
がたくさん集まる
こ と で、も の す
ごく大きな力に
な り、色 々 な こ
とが成し遂げられ
ると思う。
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第4回地域共生社会推進全国サミットinつるが

スナップショット
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（敬称略・順不同）

所　　属 役　　職 氏　　名

福井県 健康福祉部長 服部　和恵

副 会 長 一般社団法人　福井県医師会 副会長 安川　繁博

一般社団法人　福井県歯科医師会 常務理事 髙橋　　均

一般社団法人　福井県薬剤師会 会長 角野　雅之

監 事 社会福祉法人　福井県社会福祉協議会 専務理事 土屋　秀樹

福井県老人福祉施設協議会 会長 小川　弥仁

一般社団法人　福井県社会福祉士会 監事 加藤　雅之

一般社団法人　福井県介護支援専門員協会 副会長 渡辺かづ代

一般社団法人　福井県介護福祉士会 理事 松見　静男

社会福祉法人　敦賀市社会福祉協議会 会長 大野　冨夫

敦賀市民生委員児童委員協議会連合会 会長 春日野　昇

敦賀市区長連合会 会長 中村健之輔

監 事 敦賀商工会議所 事務局長 藤野　圭史

福井県農業協同組合 敦賀美方基幹支店長 増田　和重

敦賀市漁業協同組合 代表理事組合長 森　　　修

一般社団法人　敦賀観光協会 会長 池田裕太郎

公立大学法人　敦賀市立看護大学 教授 山﨑加代子

厚生労働省近畿厚生局 局長 桐生　康生

特定非営利活動法人　地域共生政策自治体連携機構 代表理事兼事務局長 石井　信芳

会 長 敦賀市 市長 渕上　隆信
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第4回地域共生社会推進全国サミットinつるが実行委員会事務局
（敦賀市 福祉保健部 地域福祉課 地域共生社会推進室内）

〒914-8501  福井県敦賀市中央町2丁目1番1号
TEL：0770-22-8118　FAX：0770-22-8163
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令和4年度老人保健事業推進費等補助金　老人保健健康増進等事業 令和4年度老人保健事業推進費等補助金　老人保健健康増進等事業




